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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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【箱はこ館だて／明治二年五月十一日】




「周しゆう平へい、ほんとうに私とともに戦場へ向かうのか。こんどばかりは命の保証はできないぞ。悔いはないのか？」

「はい。俺は最後まで土ひじ方かたさんとともに戦います。新選組隊士たちが弁べん天てん台だい場ばに閉じ込められているんです。同志として、友として、救援に向かわなければ」

「……そうか。強くなったな、谷たに周しゆう平へい。ならば、ともに行こう。誠の旗を掲げて」

　蝦え夷ぞ共和国陸軍奉行並・土ひじ方かた歳とし三ぞう、陸軍諸隊の兵五百余人を率いて五ご稜りよう郭かくを出陣。

　新政府軍の薩さつ長ちよう兵へいが待ち構える箱はこ館だて市街地へと、南進を開始。

　かつての新選組副長・土ひじ方かた歳とし三ぞうは、もうあの鮮やかな浅あさ葱ぎ色いろの羽は織おりは着ていない。フランス式の洋装姿だった。

　薩さつ長ちよう軍ぐんに敗れた鳥と羽ば伏ふし見みでの戦い以来、「刀の時代は終わった」と告げてから、土ひじ方かたさんはすべてをフランス流に改めた。それでも京での新選組時代、役者顔と呼ばれて男性女性の両方から数え切れないほどの恋文を届けられてきた美貌は変わってない。

「周しゆう平へい。昨夜ゆうべ、かっちゃんと総そう司じの夢を見た。京での私は、いつもかっちゃんの尻拭い役をやらされて、毎日のように怒っていた。あの人は剣を取れば宮みや本もと武む蔵さしのような豪傑なのに、人を疑うことを知らず、いいように利用されてばかり。私はそんなお人ひと好よしの姉貴分を放ってはおけなかった。新選組の鬼の副長は損な役周りだったな。ふふ」

「多た摩ま以来の幼なじみだったんですよね？」

「そうだ。私とかっちゃんと総そう司じは、実の姉妹も同然、いやそれ以上だった。子供の頃は三人揃そろって多た摩ま川がわで魚を釣ったり蜻蛉とんぼを追いかけたり猫と昼寝したり。あの頃は、真剣を抜いて戦いの日々を過ごすことになるなんて、想像したこともなかったな……」




　土ひじ方かたさんが言う通り、新選組局長の近こん藤どうさんは人を疑うということを知らない女性だった。

　巡じゆ邏んら中ちゆうの視線があまりにも鋭いので、壬み生ぶの人たちからは「狼おおかみみたいな娘さんやなあ」と恐れられていた近こん藤どうさんだが、それは新選組局長としての任務についている時だけの話。

　素顔は誰よりもお人ひと好よしで、何度人に騙だまされてもめげない人だった。世話好きで、ちょっとおだてられると舞いあがってしまうお調子乗りで、「百姓娘に生まれてきたけれど、どうしても武士になりたい」という夢を抱いて関かん羽うや大おお石いし内蔵くらの助すけのような英雄豪傑に憧れていた素朴な人で。そして、なぜかいつも「母」になりたがっていた人だった。

　俺が最初に壬み生ぶに現れた時の近こん藤どうさんは、俺のしどろもどろな身の上話を聞きながら目を潤ませて、

『まあ、そうだったの……こんな若い殿方が、家も家族も失ってどこにも行き場がないなんて。かわいそう……不ふ逞てい浪士として狩られてしまうわよ？　うちの隊士として雇ってあげましょうね。いいわよね、トシちゃん？　え？　よほどの剣士でなければ雇わない？　それじゃあ近こん藤どう家けの養子にしましょう。それでゲタを履かせてあげますね。今日からあなたは近こん藤どう周しゆう平へいですからね？　これは局長による決定事項よ、トシちゃん！』

　と、俺に居場所を与えてくれたのだ。

　土ひじ方かたさんは、

『また、かっちゃんの深情けがはじまった。もう江戸の試し衛えい館かん時代とは違うんだから、そうほいほいと食い詰め者を引き取るのは……会あい津づ藩はんお預かりの身分とはいえ、うちには銭がないのだぞ？』

　と深いため息を漏らしながらも、近こん藤どうさんの言う通りに俺を隊士にしてくれた。近こん藤どうさんはいちど言いだしたらテコでも動かない頑固な人だったから。

『わ～い！　また家族が増えましたね！　若い男の子は、珍しい～！　試し衛えい館かんでは殿方って、おっさんの源げんさんしかいなかったですからね！　お兄さんができたみたい。やったね～！』

　と大はしゃぎしていたのは、童女のようにあどけない新選組一番組隊長・沖おき田た総そう司じさんだった。いつもいつも冗談ばかり言ってけらけら笑っている子で、剣を取らせれば日本史上でも最強の一角。神業とも言うべき三段突きの使い手にはとても見えなかった──。

　故に俺は、しばらく「近こん藤どう周しゆう平へい」と名乗っていた。

　隊に馴な染じんでからは本名の「谷たに周しゆう平へい」に戻したが、近こん藤どうさんに「もう、うちの子じゃありませんっ」と放逐されたわけではない。

　俺と近こん藤どうさんは、ほとんど年齢が変わらない。それが義母と養子というのは傍はた目めにも少々ヘンだった。実は俺は近こん藤どうさんの恋人なのではないかという噂うわさが隊内に流れたので、「隊士の色恋沙汰は局きよく中ちゆう法はつ度と違反で切腹だぞ」と頭を抱えた土ひじ方かたさんが、養子縁組の話を解消させたのだ。

　新選組は、女性剣士に特化した江戸の天てん然ねん理り心しん流りゆう道場・試し衛えい館かんの剣士たちが中心となって組織された浪ろう士し組ぐみ。会あい津づ藩はんのもとで、長ちよう州しゆうや土と佐さの過激勤王志士による天てん誅ちゆうが横行していた京の都の治安を護まもり、将軍と帝みかどを護まもるために活動してきた幕府方の警察組織だった。

　包容力溢あふれる局長の近こん藤どうさんが隊士たちの母親役を務め、近こん藤どうさんの義妹といえる土ひじ方かたさんが浪人・町人あがりの隊士たちを厳しい規律で統率して最強軍団に育て上げ、末っ子的な立場の沖おき田たさんは天てん真しん爛らん漫まん、不世出の天才剣士の名に相応ふさわしい剣を振るって勤王志士を倒し続けていた。

　近こん藤どう勇いさみ、土ひじ方かた歳とし三ぞう、沖おき田た総そう司じは、文字通り幕末最強の三姉妹剣士だった。

　だが、時勢は急転した。

　幕府は鳥と羽ば伏ふし見みの戦いで薩さつ長ちよう軍ぐんに大敗して瓦が解かい。新選組は京、そして江戸から敗走。

　俺は、近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんから何度も「ほんとうに今までよく尽くしてくれましたね」「これは餞せん別べつだ。もう除隊していいぞ」と除隊を勧められた。土ひじ方かたさんから最後に除隊を命じられたのは、実に昨夜のことだ。しかし俺は最後まで断った。除隊を断る度になぜか奇妙な目め眩まいに襲われた。理由はよくわからなかったが──もしかしたら俺が除隊を拒否する毎ごとに、歴史が、俺が知っている正史から分岐していたのかもしれない。

　そう。俺ならば、変えられるかもしれない。

　土ひじ方かたさんの運命を。

「そういえば土ひじ方かたさん。彰しよ義うぎ隊たいの池いけ田だ元げん之の助すけどのから『ともに戦場を戦い抜いてきて、やっとわかったことがある。新選組こそが誠の武士である』との言こと伝づてを。池いけ田だどのは土ひじ方かたさんとは不仲だったのに、どういう心境の変化でしょう？」

「さあ、どうかな。ふふ、そうか……誠の武士か……その言葉、聞かせてあげたかったな。かっちゃんに」




　大砲の音。銃弾が飛び交う音。

　一いつ本ぽん木ぎ関かん門もんを巡る攻防戦を、俺たちは無我夢中で戦い続けた。

　土ひじ方かたさんは馬上から「かかれ、かかれ」と叫び続け、立ち塞がる敵兵を斬り捨てながらひたすらに戦場を駆けていた。京人形のように整っていて雪のように真っ白い貌かおが、紅あかく染まっていく。

「諸君！　この機を失するな！　前へと、進めえっ！　退く者は私が斬る！」

　その熱く激しい「気き組ぐみ」を込めた声は。

　まるで、ありし日の近こん藤どうさんが池いけ田だ屋やで叫んでいるかのようだった。

「新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞう、参る！」

　土ひじ方かたさん自らが先頭を駆け、敵陣へと突入する。誰も行く手を阻はばむ者はいない。

　敵兵はみな、「新選組の土ひじ方かたが斬り込みに来た」と知ると同時に気を吞のまれていた。

　間合いを詰めての斬り合いになれば、刀剣での戦闘という修羅場を無数に潜くぐり抜ぬけてきた土ひじ方かたさんの剣に太刀打ちできる者はいない。五体に漲みなぎらせた強きよう靭じんな精神力──「気き組ぐみ」の圧力で男女の体力差を相そう殺さいする天てん然ねん理り心しん流りゆう剣術を基礎としながらも、ただ戦場で敵を斬ることに特化した無む手て勝かつ流りゆう、我流の剣だ。

　薩さつ長ちよう新政府に徴集された新兵が束になっても敵かなう相手ではない。

　新選組の鬼の副長と化した土ひじ方かたさんの姿を見た薩さつ長ちよう兵へいは、戦意を喪失して道を譲るかのように散開していく。無人の野を進むが如ごとき突進。

「これより異い国こく橋ばしを突破し、弁べん天てん台だい場ばに孤立する仲間を救出する！　周しゆう平へい！　私から離れるな！」

「はいっ！　土ひじ方かたさんとともに行きます、どこまでも！」

「私には決して銃弾は当たらない！　私の隣にいれば死なない！」

　この時。

　土ひじ方かたさんの瞳には、死へ向かう絶望ではなく、確かに生きる希望の光が宿っていた。

　ああ。この人はまだ、なにも諦めていない──安らかな死よりも。旅の終わりよりも。

　ただひたすらに、前へと──。

　異い国こく橋ばしの向こうへと。

　送り出したい。護まもりたい。

　でも、もう。




　唐突に、終わりの時が来た。




「……うっ……!?」




　まるで、時間が静止したかのように、ゆっくりと、ゆっくりと。

　土ひじ方かたさんの腹部を、銃弾が貫いていく光景が、目の前に広がっていた。

　狙撃され落馬した土ひじ方かたさんを救出するために、俺は夢中で馬から飛び降りていた。

　異い国こく橋ばしの上で、土ひじ方かたさんの軽い身体を抱き上げた。

　腹部が真っ赤に染まっている。血が。血が止まらない。一目でわかった。致命傷だと。

　もともと青白い土ひじ方かたさんの顔から、急激に生気が失われていく。

　そんな。今までどんな修羅場でも決して死ななかった土ひじ方かたさんが。どうして？　これが──これが、運命なのか？

　己の命の終わりが来たことを悟った土ひじ方かたさんが、哀かなしげに笑みを浮かべながら、俺に向けて最期の言葉を伝えようと懸命に唇を動かす。




「………しゅう、へい……にげ、て……ごめん、ね………いままで……ありが、とう……」

「土ひじ方かたさん!?」

「……わたしね……ほんとうはね……しゅうへいの、こと、が……」




　止まった。その言葉は、唇は、途中で止まってしまった。




　土ひじ方かたさんは、梅が好きだった。
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　幕末の動乱の時代に生まれてこなければ、多た摩までのんびりと暮らしながら下手くそな俳句を詠よむ自称俳人として生涯を全うできたはずの人だった。この人は、ほんとうは誰よりも乙女だった。

　浅あさ葱ぎ色いろのダンダラ羽ば織おりを着流しながら京の町を巡じゆ邏んらしていた時も、土ひじ方かたさんは咲き誇る梅の花を眺めながら、こっそり「……綺き麗れい……」と呟つぶやいていた。

「人の世のものとは見へず梅の花」

　などと、梅の花の美しさを素朴に歌いあげていた土ひじ方かたさん。

　いつも沖おき田たさんに「いやあ～、さすがは豊ほう玉ぎよく宗匠ですねえ～。風流ですなあ～」とからかわれて、真っ赤になって怒っていた土ひじ方かたさん。

　鬼の副長の役割を務めていた京都時代、平隊士たちには決して見せなかった土ひじ方かたさんの素顔。

　でも俺の目には、そんな土ひじ方かたさんこそが、人の世のものとは見えなかったのだ──。




　土ひじ方かたさんの鉾ほこに相応ふさわしい男になるまでは決して言わないと誓っていた言葉を、俺は思わず叫んでいた。

「お願いです。死なないでください！　土ひじ方かたさん！　俺は、畏れ多くもあなたに恋をしていました！　俺は、俺は──」

　ああ。聞こえていないのだろうか。俺の言葉はもう土ひじ方かたさんには届いていないのだろうか。昨夜、俺はなぜ躊躇ためらった。なぜ抱かなかった。翌日に迫った死を悟った土ひじ方かたさんが、五ご稜りよう郭かく最後のパーティに出席せずに、俺と二人で夜を明かすと言ってくれたのに、なぜ。

　それは俺が、己自身の無力を恥じていたが故に、土ひじ方かたさんに真実を告げられなかったからだ。

　昨夜、ついに土ひじ方かたさんに打ち明けられなかったことが二つある。

　ひとつは、俺の土ひじ方かたさんへの恋心。

　もうひとつは、言っても信じてはもらえないだろう、俺自身の秘密だ。

　俺は、この時代の人間ではない。

　二十一世紀の神こう戸べの下町で鬱うつ々うつと暮らしていた男子高校生だった。

　両親やきょうだいはいない。幼い頃に亡くした。親戚の家に引き取られて、虚無そのものと言える人生を送っていた。学校にも家にも居場所はなかった。

　先祖に俺と同名の新選組隊士がいたという話は聞いていたが、途中で隊から脱走して身を持ち崩した人らしく、本人はそのことを生涯恥じていたそうで、逸話などは残っていない。

　だから俺も、幕末には詳しくなかった。新選組の未来を変えようにも、知識不足なために時勢に翻弄され続け、どうしようもなかった。

　ただ剣道は、町道場で少し囓かじっていた。家にも学校にも馴な染じめない俺は、道場で黙々と竹刀を振ることで時間を潰し、心身を疲弊させ、心の中の虚無を埋め合わせていた。だから、新選組入隊後もかろうじて生き延びることはできたが、沖おき田たさんたちのように志士や兵士を斬り倒していく圧倒的な強さを俺はついに得られなかった。平和な時代の竹刀剣道と、幕末の侍たちの真剣での斬り合いは、全く異なるものだったのだ。

　それでも新選組から逃げなかったのは、脱走した先祖と同じ恥を重ねたくなかったからだ。なによりも、新選組が俺の居場所になってくれたからだ。俺を養子に迎えてくれた近こん藤どうさんはまるで俺の母のようで。沖おき田たさんはまるで俺の妹のようで。

　そしていつしか俺は、近こん藤どうさんのために鬼の仮面を被かぶり戦ってきた土ひじ方かたさんに──。

「俺は、この時代の人間じゃありません。未来から来たんです。新選組の破滅を、土ひじ方かたさんの運命を、変えられる可能性を、俺だけが持っていたはずなのに。無知で弱い俺は生き延びることで精一杯で、なにもできませんでした──！　新選組が滅びることは知っていました。でも、土ひじ方かたさんに恋をして、最後まであなたを護まもろうと決めて。それなのに、護まもれませんでした……！　申し訳、ありません……ひじかた、さん……！」

　俺が、思いのたけを叫んだ時には。想いを告げた時には。

　腕の中に抱いたその人の身体からはもう、魂が抜け出していて。

　咆ほう吼こうした。言葉にならなかった。

　そして同時に、俺の全身に、無数の銃弾が浴びせられていた。




　新選組隊士谷たに周しゆう平へいは、異い国こく橋ばしで戦死した。

　新選組副長土ひじ方かた歳とし三ぞうの亡なき骸がらを抱きながら、武士らしい最さい期ごを遂げたはずだった。

　だが、死を迎えた俺は、最後の最後に強烈な悔いを残した。

　違う。こうじゃない。新選組という居場所を与えられて、土ひじ方かたさんとともに最後まで戦い抜いて、そしてともに討ち死にできて幸せだっただなんて、俺の自己満足に過ぎない。

　土ひじ方かたさんも。近こん藤どうさんも。沖おき田たさんも。

　誰も救われていないじゃないか！

　たとえこの箱はこ館だてでの土ひじ方かたさんの死によって、新選組の物語が美しく完結し、人々に永遠に語り継がれる伝説になるのだとしても。

　それでも。こんな結末を──俺は、認めない！

　土ひじ方かたさん。未練かもしれません。でも俺は絶対に諦めたくない。もしも再び時間をさかのぼることができるのならば。俺は、こんどこそ、土ひじ方かたさんに相応ふさわしい男に──土ひじ方かたさんと新選組の友たちの運命を変えられる、そんな男に──あなたの鉾ほこになります──たとえ、そのために百度死なねばならないとしても、必ず、なります。

　だから──どうか──俺に──！

　今ひとたびの、人生を──土ひじ方かたさんを救うために生き直す機会を──！




『お前──闘死したな？』




　どこかで聞いたことのある謎の声とともに、暗転。

　視界一面に広がる漆しつ黒こくの闇。

　あの時と同じだ。未来の世界のコンビニで偶然出くわした強盗と素手で戦って、頸けい動どう脈みやくを切り裂かれ、自分が流した血の海に斃たおれた直後、突然見知らぬ闇の世界に召喚された時と。

　闇の中に無数の星々が輝いている。星のひとつひとつが、その光の中に過去の映像を映し出している。

（そうだ。俺は未来で強盗と戦って、いちど殺された。その直後、この闇の世界に召喚された。もう、虚無そのものだった自分自身の過去をやり直したいとは思わなかった。無意識のうちに、近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、沖おき田たさんの三人が浅あさ葱ぎ色いろのダンダラ羽ば織おりを着て楽しげに歩いている姿が映っていた星を摑つかんでいた。彼女たちの笑顔が、とても眩まぶしかったから。そして、気づいたら俺自身が幕末に。もしかしたら──あの時と同じ星を見つけて摑つかみ取とることができれば──）

　手を伸ばせば、もう一度、やり直せるかもしれない。

　俺は、幕末を一度生きた。経験を積み、知識を蓄え、戦い続け、剣技も磨いた。

　こんどこそ、土ひじ方かたさんたちの運命を変えられるはずだ──。




　そこで、俺の意識は、途絶えた。
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【壬み生ぶ／文久三年八月十八日】




「いやあ～。長い睨にらみ合あいが続いたけれど、長ちよう州しゆう藩はんを見事に京から追放できちゃいましたなあ。ボクたち壬み生ぶ浪士組にも会あい津づ藩はんから報奨金が出ましたねえ。無職じゃないって、いい気分ですね～土ひじ方かたさーん！」

「総そう司じ。もうわれらは壬み生ぶ浪士組ではないぞ。会あい津づ中将さまから『新選組』という隊名を授かった、歴れつきとした会あい津づ藩はん預かりの治安維持部隊だ。これからは京大坂に潜伏した長ちよう州しゆうの勤王志士を捕縛する仕事で忙しくなるぞ。まずは長ちよう州しゆう藩はんの大立て者、桂かつら小こ五ご郎ろうを捕らえねばならない」

「新選組ですかあ。なんだか、かっこいい隊名ですね！　ねえねえ、近こん藤どうさーん。ボク、お腹が空いちゃいました～。大福を食べましょうよう！」

「ええ。そうしましょうね、総そう司じ。トシちゃんも御所の警護、お疲れさま。中将さまから報奨金と新しい隊名も頂いたし、今夜は久しぶりにみんなでごちそうを頂きましょうね？　定番のたまごふわふわは絶対に外せないとして──ぼたん鍋なんて、どうかしら？」

「うう。わ、私は、肉は苦手だ……私はたくあんさえあればいい、かっちゃん」

「ほうほう。さっすが多た摩まの申し子・豊ほう玉ぎよく宗匠は、語彙も食事も素朴ですなあ～」

「う、うるさい、総そう司じ。語彙が多ければ歌が美しくなるわけではない。むしろ逆だ。日本刀も、俳句も、たくあんも、そして私も──素朴でまっすぐだからこそ美しいのだ」

「あーあー。土ひじ方かたさんのモテ自慢はお腹いっぱいですよお。はいはい。屯とん所しよに男女問わず恋文が殺到していて、よかったですねーっ。ボクなんて、集まってくるのは洟はなを垂らした子供たちばっかりなのにさ～。でも、たくあんって美しいの～？」

「ふふっ。総そう司じ。たくあんはともかく、私もトシちゃんに賛成よ。ようやくご公儀に存在を認められた新選組を、赤穂あこう浪ろう士しの如ごとく美しい武士道を貫くまっすぐな組織に育てていかなくちゃ。でもトシちゃん？　京でばりばり働くために、好き嫌いを言わずにお肉も食べようねえ？」

「ええ……？　肉なら総そう司じに。総そう司じはもういいお年頃なのに瘦せすぎだ、かっちゃん」

「嫌ですよー土ひじ方かたさん。お肉は臭いがきついもん。ボクは大福さえあればいいですから！　京の町って生魚がなかなか手に入らないんですよねー！　あーあー、京に多た摩ま川がわがあったらなあー！　釣り糸を垂らして、お魚を自給自足できるんですけどねー！」

「もう。二人とも多た摩まの子供時代から変わらないんだから。それでは三人仲良くぼたん鍋を食べよっか。ふふっ。あ、たまごふわふわは絶対にいちばん最初よ？　〆じゃダメよ？」

「山やま南なみさんや源げんさんたちも一緒ですよー！　お肉は源げんさんに処理してもらおうっと♪」




　ここは……？

　壬み生ぶの新選組屯とん所しよ。前まえ川かわ邸ていの玄関前だ！

　この抜けるような青空。のどかな緑の田園風景。翻ひるがえる「誠」の旗。

　そして、浅あさ葱ぎ色いろのダンダラ羽ば織おりを着てにこやかに三人で歩いているこの人たちは。

「新選組」だ！

　近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、沖おき田たさんの試し衛えい館かん三姉妹だ。

　しかもその会話は、かつて俺がはじめて壬み生ぶに召喚された時に聞いた言葉と寸分違わない。

　では今日は、文久三年八月十八日。朝廷を牛耳って討幕挙兵を計画していた長ちよう州しゆう藩はんが、会あい津づ藩はんと薩さつ摩ま藩はんのクーデターによって御所から閉め出された政変が起きた日。そして会あい津づ藩はんお預かりの壬み生ぶ浪士組が、京を守護する「新選組」に昇格したその日だ。

　俺は、はじめて幕末に召喚された日に戻っている！

　箱はこ館だてで戦死した俺の魂は、あの闇の世界に再び取り込まれていた。時間が逆流していて、過去へと戻れる世界に。俺は闇に輝く多くの星の中から、再びこの日この時を摑つかみ取とって、過去へ戻って来たんだ。文久三年八月の壬み生ぶへと。

　ならばこれは、俺の三度目の人生。そして、二度目の幕末。

　俺自身も未来から幕末に来た当時に若返っている。服装がジャージ姿だ。

　にわかには信じられなかった。でも、夢じゃない。これは現実だ。

　懐なつかしさと戸惑いと、そして再び生きている三人と出会えた喜びと。

　いろいろな感情がごちゃごちゃになって溢あふれてくる。

　迂う闊かつにも俺は思わず叫んでいた。あの人が、目の前にいる。生きている。土ひじ方かたさんが、かけがえのない二人と一緒に語らい、笑っている。

「土ひじ方かたさん！　俺です、谷たに周しゆう平へいです！」

　思わずそう叫んだ次の瞬間、俺は青ざめていた。

　馬鹿！　俺は時間を逆行したんだぞ。

　土ひじ方かたさんが俺を覚えているはずがない。初対面なんだ。もう、京から箱はこ館だてまでともに戦いともに過ごした記憶は、俺の脳内にしか残っていないんだ──。

「き、貴様、何者だ!?　長ちよう州しゆうの間かん者じやか!?　総そう司じ！」

「はーいっ！」

　驚くべき速度で沖おき田たさんが俺の背後に回っていた。正面には、まだ完全な鬼の副長にはなりきれていないながらも、すでに京を震しん撼かんさせた冷血の女の表情になっている土ひじ方かたさん。

　沖おき田たさんが俺の手首を縄で縛る。土ひじ方かたさんから尋問を受けた一周目よりも酷ひどい初対面になってしまった。

「谷たに周しゆう平へいとか言ったな。お前……なんだ、その黒ずくめの妙な洋装は？　顔は日本人だな。な、なぜ私の顔を見つめて、涙ぐんでいる？　私はお前など知らないぞ？」

　やはり覚えていない。この出会いを再会だと喜んでいたのは俺だけだ。

「長ちよう州しゆうの間かん者じやには見えませんよ～？　土ひじ方かたさんの美貌に心を奪われて恋文を届けに来た殿方じゃないですか～？　土ひじ方かたさんが好きすぎてつけ回していたんですよ～。エヘン、エヘン。きみ、残念だったねー。女の子は顔だけじゃないんだよ～？　土ひじ方かたさんの中身が残念な豊ほう玉ぎよく宗匠だって知っていれば、こんなことにはならなかったのにねーっ！　追い回すなら、ボクを追い回せばよかったのにねーっ！　大福をおごってくれたら一緒に蜻蛉とんぼ狩がりしてあげたのに～」

　沖おき田たさんも俺を覚えていない。当然、近こん藤どうさんも……ならば、一周目のように俺を庇かばって新選組に入隊させてはくれないだろう。俺の挙動はどう考えても不審者だ。

「かっちゃん、この男は見るからに怪しい。土蔵に放り込んで口を割らせよう」

　どうする。一周目では、俺は最後まで自分の秘密を明かせず、みんなの役に立てなかった。ならば、この初対面の場で秘密を打ち明けてしまえば──土ひじ方かたさんの心の片隅に俺に関するなんらかの記憶が断片的にでも残っていたら──信じてもらえるかもしれない。

「土ひじ方かたさん。俺は長ちよう州しゆうの間かん者じやではありません。俺は……俺は、未来から来たんです！　ずっと新選組と土ひじ方かたさんの未来を見てきました！　そして過去に戻って来たんです！　土ひじ方かたさんの運命を変えるために！」

[image: ]

「……気が変わった。取り調べる必要もない。な、なんだお前は？　なにが未来人だ。間かん者じや失格だぞ、面妖なペテン師め。この場で斬り殺す」

　最悪だ。やはり土ひじ方かたさんには、俺と過ごした記憶がない。土ひじ方かたさんと再会できた喜びのあまり、俺は選択を誤った。この日は、新選組による長ちよう州しゆう狩がりがはじまったその日なんだ。出自を疑われるような発言は許されなかった。

　それなのに今、その最悪手を俺は打ってしまった。

「役者のようだ」と京の人々が惚ほれ惚ほれとしていたその大きな目を細めた土ひじ方かたさんが、腰の和泉いずみの守かみ兼かね定さだを抜刀して、俺の首筋に──。

「まあまあ。トシちゃん落ち着いて。兼かね定さだを鞘さやに収めて？　長ちよう州しゆうの間かん者じやさんが、こんな意味不明の自己紹介をするはずがないでしょう？　谷たに周しゆう平へいちゃんでしたね？　その洋装は、アメリカかイギリスの異人さんから貰もらったものかしら？　腰に刀を差していないということは、武士ではないのね？」

「……こ、近こん藤どうさん？　そ、そうです。俺が着ているこのジャージは異人の服です。俺は神こう戸べの町人の子です。ですがもう帰る家も家族もありません。天涯孤独の身です。京には、食くい扶ぶ持ちとねぐらを求めてやってきました。刀は持っていませんが、剣術はある程度たしなんできました」

　俺は助け船を出してくれた近こん藤どうさんに、一周目と同じ身の上話を打ち明けた。

「まあ、そうだったの。神こう戸べって、異国が帝みかどの反対を押し切って強引に開港させようとしている兵庫のお隣でしたね？　きっと、たいへんだったのでしょうね……」

「近こん藤どうさん。まさか……俺のことを、覚えてくれて……？」

「いいえ、初対面ですけれど。私たちは京では名の通った厄介者、ううん、有名人だもの！　顔と名前が知れ渡っていて当然よね！　うふ、うふふふふ♡」

　ああ、新選組が誕生したばかりで調子に乗っているのか。この人はひとたび浮かれると果てしなく浮かれる、そんな天てん真しん爛らん漫まんな人だったな。

「あなたは、なんとしても私たちのもとで隊士として働きたくて、未来人だとかそういう奇抜な話を持ち出してきたのね？　『水すい滸こ伝でん』とか『南なん総そう里さと見み八はつ犬けん伝でん』の読み過ぎなのかしら？　私もあの種の読本の愛読者だから、わかるわよ」

　近こん藤どうさん。記憶はなくても、一周目と同じだ。失言を重ねた俺をまた救おうとしてくれる。この人はほんとうに、土ひじ方かたさんが大将の器と尊敬してやまない人物だ。

（聞いてください近こん藤どうさん。いずれ会あい津づ藩はんと新選組は、薩さつ長ちように恭順すると決めた徳とく川がわに使い捨てにされます。そして、あなたは……）

　待て、ダメだ。みだりに未来を口にしてはならない。俺が未来人だという突拍子もない事実を信じてもらうには、信用の積み重ねが必要だ。これ以上初対面の俺が新選組の未来を口走ったら、近こん藤どうさんにももう土ひじ方かたさんを止められないだろう。

「か、かっちゃん？　まさか、この怪しすぎる男を庇かばうのか？　深情けにも程があるぞ。もう無駄飯喰ぐらいを次々と食しよつ客かくとして迎え入れていた江戸の試し衛えい館かん時代とは違う。既に新選組には長ちよう州しゆうの間かん者じやが入り込んでいるのだし」

「まあまあ。そう先走らなくても。トシちゃんはもっと気楽にしていなさい。ね？」

「しかし、かっちゃん」

「私ね、この子が赤の他人だとは思えないの。きっとこれも、なにかのご縁よ。だって私の義父ちち上うえも、子供の頃は『周しゆう平へい』と名乗っていたのよ？　この子がそこまで知っているはずがないから、偶然の一致だわ。この偶然はきっと必然であり運命──また一人、私のもとに頼れる仲間が──この壬み生ぶ村むらが京の梁りよう山ざん泊ぱくとなっていくのね。うふ。うふふ……」

「かっちゃんは『水すい滸こ伝でん』の読み過ぎだ。ただの偶然だ！　こんな怪しい男を新選組に入れるわけにはいかない。刀すら持っていないではないか。私は絶対に認めない！」

「……だって……周しゆうちゃんはこの若さで家も家族も失って、天てん誅ちゆうの嵐が吹き荒れる危険な京に……かわいそうすぎるじゃない……トシちゃん。総そう司じ。すぐに周しゆうちゃんを前まえ川かわ邸ていにお迎えするのよ。新選組隊士として。これは局長命令ですからねっ！」

「ま、待ってくれ、かっちゃん。若い男を前まえ川かわ邸ていに住まわせるのは無理だ。局きよく中ちゆう法はつ度との『隊士の色恋を禁止する』という項目を破った者は切腹だぞ。かっちゃんとこの怪しい男が恋仲になったら、かっちゃんを切腹させねばならなくなる」

「え、ええっ？　とととトシちゃん。なにを言っているの？　私は剣一筋に生きる天てん然ねん理り心しん流りゆう四代目の近こん藤どう勇いさみよ？　色恋や結婚なんて今の私には無縁。だいいち婿を迎えるにしても、醜ぶ男おとこでないと。周しゆうちゃんみたいな色男は無理よ。乙女が旦那様との新婚生活に惑えば、剣の腕がなまっちゃうでしょう？」

「こいつのどこが色男なのだっ？　かっちゃんはほんとうに男の趣味が悪いな！」

「いやあ、困りましたなあ。仲良しの近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが、若い男の子を巡って言い争いに。これはもしかして新選組に危ない春が訪れたということですかね～？」

　沖おき田たさんは俺の腕を押さえ込みながらも、けらけらと陽気に笑っている。若くて、あどけなくて、顔の艶は健康そのものだ。元気にしている沖おき田たさんのひまわりのような笑顔を見ているだけで嬉うれしくて涙が溢あふれそうになる。またしても挙動不審だった。これからは自分自身の感情を押し殺して耐えなければ。

「それではトシちゃん。こういうのはどう？　周しゆうちゃんを、わが近こん藤どう家けの養子にお迎えするの。いいですか、周しゆうちゃん？　あなたは今日から、この近こん藤どう勇いさみの息子、近こん藤どう周しゆう平へいですよ。息子なら当然、義は母はのもとで働いてくれますよね？　ようこそ新選組へ。うふふ♡」

「かっちゃん？　この男を養子にするだって？　お義ち父ち上えうに無断で？　なんだそれはっ!?　冗談もほどほどにしてくれ！　ああ、私の寿命がどんどん縮む……！」

「だって、これは運命の出会いだもの。『名は体を表す』って言うでしょう？　それにね。無刀とはいえ周しゆうちゃんはかなりの使い手よ？　指を見ればわかるわ。ほら、数限りなく木刀を、そして真剣を振ってきた剣士の指よ？」

　俺は若返っているが、指は剣士のそれだった。近こん藤どうさんは、ふわふわしているようで、ちゃんと見るべきところを見ている。剣に関しては一切の妥協がない。

　土ひじ方かたさんも、頰を赤らめながら俺の指をそっと握って確認し、「……た、確かにそうだな……」と認めざるを得なくなった。

「……しかし、いっぱしの剣の使い手ということは、いよいよ長ちよう州しゆうの間かん者じやだという疑惑が深まったということでもある。いいか周しゆう平へい。私はお前をずっと監視してるぞ。お人ひと好よしの近こん藤どうさんに手を出したら、その時は『隊士の色恋を禁ず』という法はつ度とに照らして問答無用でお前を切腹させる。壬み生ぶ浪士組改め新選組には『局きよく中ちゆう法はつ度と』という死の掟おきてがある。覚悟しておけ」

　気がつけば一周目と同じ展開になっていた。

　新選組隊士・近こん藤どう周しゆう平へいの誕生。

　ただ一周目と違うのは、初対面の土ひじ方かたさんが素浪人の俺を怪しむ目つきと発言が、前回より疑惑と殺意に満ちたものになったということだ。

「新選組へようこそー、周しゆう平へいくーん！　改めて自己紹介！　近こん藤どうさんが、新選組の局長！　土ひじ方かたさんは補佐役の副長ねっ！　そしてボクは試し衛えい館かん塾頭、沖おき田た総そう司じだよー！　こう見えても、剣を取らせれば試し衛えい館かん組ぐみでいちばん強いんだよー！　がんがんしごいてあげようー！　ボクの稽古は厳しいよ～？　でもまずは、近こん藤どう家けに新しい家族ができたことをお祝いして、みんなで大福を食べよう！　ボクと土ひじ方かたさんは近こん藤どうさんの妹分だから、周しゆう平へいくんにとっても家族なんだよ！」

　人なつっこい沖おき田たさんに抱きつかれてしまった。

　あの沖おき田たさんが、生きている。まだ労ろう咳がいを発病していない。元気な沖おき田たさんが、今、俺に抱きついてくれている。元気がありあまっていて跳びはねている。

　もう絶対に、骨と皮ばかりに衰弱した沖おき田たさんを江戸へ置いていって独りぼっちで死なせたりはしない。だが、どうすればいい。労ろう咳がいを治療する特効薬はこの時代にはない。結核菌への感染を阻止するには、どうすれば。

「ど、どうしたのー周しゆう平へいくん。うるうる目で見つめるの、ずるーい。きみって、もしかして女たらし？　女たらしなの？　ぼ、ボクって、ほら、童顔でかわいいからね～！　子供にしかモテないボクの魅力だってさ、わかる殿方にはわかるんだよ、うんうん。土ひじ方かたさんに切腹させられないよーに気をつけてねー！　あーはははは！」

「総そう司じ！　そ、その男に気安く近寄るな。女剣士を武士だと思わない不ふ埒らちな輩やから──殿との内うちや新にい見みの類かもしれないぞ？」

「へーき、へーき！　もしも寝込みを襲われたら、得意の三段突きで瞬殺しちゃいますから。あははー♪　でも、周しゆう平へいくんはそんなことしませんよー。ちょっと暗いけど、澄んだ瞳を見ればわかるもんねー！」

「あらあら。周しゆうちゃんってば、すっかり総そう司じに懐なつかれてしまったわね。まるで何年も一緒に過ごしてきた兄きよう妹だいみたい。さあ周しゆうちゃん。『新選組』誕生記念の宴会を兼ねて、あなたの歓迎会をはじめますからね。あなたも今日から武士！　この義は母はに付いていらっしゃい。トシちゃんも手伝って。山やま南なみさんたちが戻ってくる前に準備を済ませなくちゃ」

「殿方と付き合った経験もないのに、なにが義は母はだ。かっちゃんは言いだしたら聞かないから、もうしょうがないが……周しゆう平へい。貴様は怪しい。長ちよう州しゆうの間かん者じやでないのなら、もっと胡う散さん臭くさいなにかだ。京にはペテン師どもがうようよ巣くっている。私の仕事はそういうペテン師どもからお人ひと好よしの近こん藤どうさんを護まもることだ。貴様が少しでもボロを出したら、その時は……殺すぞ」

「……は、はい。承知しています」

　腸はらわたが破れそうなほど辛つらいが、土ひじ方かたさんにどう思われようとも耐えねばならない。

　俺は、土ひじ方かたさんを、そして新選組の仲間たちを、友たちを救いたくて、今一度の生を望んだのだ。そしてその望みはこうして叶かなった。これ以上なにを望む。

　こんどこそ新選組の仲間たちを滅びの運命から護まもるために戦うだけだ。

　土ひじ方かたさんが鬼の副長時代に、どれほど隊士たちに嫌われようとも新選組と近こん藤どうさんを補佐し続けたのと同じに。隊の嫌われ役を一身に引き受けながら、孤独に戦い続けたのと同じに。

　同じ立場になった今になって、やっとわかった。土ひじ方かたさんがどれほどの苦悩と重圧に耐えながら、新選組副長として一人で戦ってきたのかを。

　こうして──俺は再び「近こん藤どう周しゆう平へい」として新選組に入隊したのだった。




【前まえ川かわ邸てい】




　壬み生ぶの前まえ川かわ邸ていは、新選組が屯とん所しよとして借り上げている邸宅のひとつだ。

　近こん藤どうさんたち江戸から来た試し衛えい館かん組ぐみの仲間は、みな前まえ川かわ邸ていに寝泊まりしている。

　日が暮れた頃、巡じゆ邏んらを終えた隊士たちが続々と宴会場に集まってきた。

「皆さん、周しゆうちゃんにご挨拶して。私は江戸試し衛えい館かんの天てん然ねん理り心しん流りゆう四代目で、新選組局長の近こん藤どう勇いさみ。趣味は読書。乙女なトシちゃんとは真逆で、私の愛読書は血湧き肉躍る『三さん国ごく志し演えん義ぎ』とか『水すい滸こ伝でん』だけれど。これからは義は母は上うえと呼んでくださいねえ？」

　近こん藤どうさんは職務中は恐ろしい目つきになるが、母性愛と包容力に溢あふれた優しい笑顔の持ち主だ。

「試し衛えい館かんは女の子ばかりの田舎道場ですが、『気き組ぐみ』の奥おう義ぎを体得すれば最強の剣士になれますからね。周しゆうちゃんは男子ですし基礎ができていますから、総そう司じを相手に鍛錬に励めばさらに強くなれると思いますよ。うふふ♡」

「あ、ありがとうございます、近こん藤どうさん」

「んもう。義は母は上うえと呼んでくれなければ、お酒を注いであげませんからね？」

「周しゆう平へいくーん！　改めまして、試し衛えい館かん塾頭の沖おき田た総そう司じでーす！　天てん然ねん理り心しん流りゆうが生んだ地上最強剣士とは、なにを隠そうボクのことだよー！　趣味は鬼ごっこと剣術！　きみはボクの弟子だよ！　師匠と呼んでね！　呼ぶのだー！　ばりばり稽古をつけてあげるからね！」

「……男隊士を前まえ川かわ邸ていに住ませるなど、私は反対だ。古参の源げんさんは例外だが、男隊士は八や木ぎ邸ていに住む決まりだろうに。まったく。私の自己紹介はもう要らないな？　お前はずっと私をつけ回していた間かん者じやか、さもなくば筋金入りの変態なのだから」

　堅苦しい席次がないのが試し衛えい館かん組ぐみのいいところだ。沖おき田たさんと土ひじ方かたさんは、近こん藤どうさんの左右に侍はべって仲良くおちょこを口に運んでいる。

　そういえば近こん藤どうさんは下げ戸こだったのだな。微ほほ笑えみながら金こん平ぺい糖とうを囓かじっている。

　そして、ぎっしりと席を詰めた、懐なつかしい人たちの笑顔──。

「俺が試し衛えい館かんの最古参。天てん然ねん理り心しん流りゆう免許皆伝、井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうだ。いいか周しゆう平へい。尊い剣術娘たちの花園を穢けがすような真ま似ねをしたら、その時はただじゃおかねえからな？　俺はな、試し衛えい館かんに咲いた可か憐れんな剣術娘たちを慈愛に満ちた目と剣で見守る『剣術娘の守護者』だ──花は、遠くから眺めているからこそ美しいのよ──」

「あはは。源げんさんは、相変わらずですねえ～。早くお嫁さんを取りましょうよ？」

「総そう司じ。剣術娘は愛めでるもの。俺ぁ、嫁にするなら熟れた後家さんと決めているのよ」
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　剣術娘勢せい揃ぞろいの花の試し衛えい館かん組ぐみの中で、ただ一人の男剣士。井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうさん、通称「源げんさん」。老ふけ顔がおで四十過ぎに見えるが、ほんとうはもう少し若いらしい。ちなみに（男に対してだけ）口は悪いが、とても親切な人だ。

「な、なんだよ？　俺を潤んだ目で見るな！　まさか衆しゆ道どうの趣味でもあるのか？　冗談じゃねーっ！　俺は衆しゆ道どうなんぞに興味ねーぞ！　なんの才能のないボンクラの俺さまが十年以上も黙々と貧乏な試し衛えい館かんで下男働きを勤めながら朝稽古を続けてきた理由がわかるかあーっ？」

　知っているが、ここは知らないふりをしておこう……。

「そう！　試し衛えい館かんは江戸でも貴重な、女の子剣法に特化した道場！　剣術娘たちの尊い姿を堂々と拝見できるからよーっ！　そりゃもう、幼い頃の近こん藤どう先生の愛らしさと言ったら……『めーん！』って撃ち込んでくるべきところを、『にゃーっ！』って猫の鳴き声で飛びかかってくるんだぜ……そんな近こん藤どうちび先生に叩たたきのめされる日々の、なんと素晴らしかったこと……はあ、はあ、はあ」

「こほん、源げんさん。それ以上不気味な発言を重ねるならば、切腹を申しつけるぞ」

「はいはい。土ひじ方かたちゃん、すいませんでした」

　源げんさんは女の子ばかりの試し衛えい館かんで、みんなの叔父さん役として居着いているので、無論土ひじ方かたさんも本気で言っているわけではない。

「私は仙せん台だい藩はん脱藩の山やま南なみ敬けい助すけと申します。剣は北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうですが、近こん藤どうさんの器の大きさと天てん然ねん理り心しん流りゆうの実戦での強さに惹ひかれて、江戸の試し衛えい館かん時代から近こん藤どうさんのもとでお世話になっています。恥ずかしながら荒事は苦手ですが……以後よろしくお願いしますね、周しゆう平へいさん」

　山やま南なみさん。垂れ目が愛らしい、とても優しくそして博識の人。新選組のお姉さん役だった人。この人が生きていた時代の新選組はほんとうに楽しかった。日々の任務は死と隣り合わせの激務だったけれど、いつも屯とん所しよで山やま南なみさんが隊士たちを暖かく迎えてくれて──。

「周しゆう平へいさんは神こう戸べ村むらから上じよう洛らくされたばかりとか。わからないことがありましたら、私になんでも聞いてくださいね。幕末の京の情勢は混こん沌とんとしていて一いち見げんさんにはわかりづらいですから」

「そうねえ。山やま南なみさんには、周しゆうちゃんの学問の師匠役を任せるわね。近こん藤どう家けの跡取りとして恥ずかしくない文武両道の剣士に育つのですよ、周しゆうちゃん？」

「承りました近こん藤どうさん。未熟者ですがどうかよろしくお願いします。山やま南なみさん」

　んもう、どうして義は母は上うえと呼んでくれないの？　と近こん藤どうさんが涙ぐむが、年齢差もないのにさすがに気恥ずかしい。

　一周目の俺は剣を振るって生き延びることに夢中で、幕末の情勢には疎うといままだった。それではダメなのだ。同じことを繰り返していては、また薩さつ摩まと長ちよう州しゆうが同盟を結んで幕府を倒してしまう。こんどこそ新選組の運命を変える。

「それでは周しゆう平へいさん。さっそく入門講義をはじめますね。奇遇にも今日は、京の情勢が大きく動いた日でもありますし」
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　一周目で俺がなによりも面食らったのは、近こん藤どう勇いさみ、土ひじ方かた歳とし三ぞう、沖おき田た総そう司じといった歴史上有名な新選組の剣士たちが女性ばかりだったことだった。俺の知っている歴史とはまるで異なる世界なんじゃないかという疑念も抱いていた。しかし今は、ここが俺が生きていた未来とは違う世界線でありながら、歴史の流れはほぼ同じだということを理解している。

「さて。残り四人の自己紹介が待っていますから、続きはその後で」

　この山やま南なみさんの言葉と同時に。

　待ってましたとばかりに俺の前に集まってきた賑にぎやかな試し衛えい館かんの食しよつ客かく剣術娘たち。懐なつかしい顔ぶれ。俺は涙を堪える。

「ようこそ周しゆう平へいどの！　あたしは松まつ前まえ潘はん脱藩、神しん道とう無む念ねん流りゆうの永なが倉くら新しん八ぱち。試し衛えい館かん以来の近こん藤どうさんの食しよつ客かくさ。ただし左さ之の助すけと違って無駄飯喰ぐらいじゃないぞ。近こん藤どうどのは別格として、剣の腕では沖おき田たと斎さい藤とうが双璧だが、稽古がいちばん進んでいるのはあたしさ。あたしは剣を握っていないと身体が震えてたまらなくなる剣術中毒なんだ。ああ、早く稽古がしたい！　はあ、はあ」

　竹を割ったようなからっとした江戸っ子気質が表情にも表れている、永なが倉くらさん。笑顔が爽やかで純朴で、「剣術娘」を具現化したような人だ。切れると江戸弁丸出しになって激怒するが、そこも愛あい嬌きようだ。

「おいおい。黙って聞いてりゃ、誰が無駄飯喰ぐらいだ、がらっぱち！　うーっす。おいらは種たね田だ宝ほう蔵ぞう院いん流りゆうの槍やりの使い手、伊い予よ松まつ山やま藩はん脱藩、原はら田だ左さ之の助すけさまだ！　おい周しゆうの字！　泣く子も黙る新選組に入りてえとは見所あるじゃんかよ。実戦はよ、刀よりも槍やりだぜ、槍やり。おいらの槍そう術じゆつの弟子にしてやんよ！　わあっはっはっはあ！」

　親友の永なが倉くらさんといつも一緒の、左さ之の助すけさん。涼やかな役者顔の土ひじ方かたさんとはまた違った系列の愛らしい美少女なのだが、口を開いたらすべてが台無し。声は女の子らしいのに、言葉遣いと行儀が残念な人だ。野良猫みたいな人で、誰が呼んだわけでもないのにいつの間にか試し衛えい館かんに勝手に居着いていたらしい。

「わたくしは北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆう伊い東とう道場出身、藤とう堂どう平へい助すけ。津つ藩はん藩主・藤とう堂どう和いず泉みの守かみのご落らく胤いんよ。薩さつ摩まの連中みたいに、わたくしをお稚ち児ごさんと勘違いして襲ってきたら、この上かず総さの介すけ兼かね重しげで斬りますわ。いいこと？　ひとつ。わたくしはちびではありませんわ。幼いだけですの。いずれ背は伸びますわ。二つ。わたくしは断じて男の子ではありませんわよ！　この二点には決して触れないこと。よろしいですわね？」

　剣士としてはとびきり小柄な藤とう堂どう平へい助すけさん。大たい身しんの出身ではないのにお嬢さま口調なのは、名門藤とう堂どう家けのご落らく胤いんだからだ（事実かどうかは不明だが）。美び童どうのような容貌と体格のせいか、衆しゆ道どう趣味がある薩さつ摩ま藩はんの男たちに異常に好かれて迷惑しているらしい。

　この三人は、他流派の剣士だったが近こん藤どうさんに惹ひかれて試し衛えい館かんに移籍してきた食しよつ客かくたちだ。男武士が幅を利きかせている江戸三大道場と違い、試し衛えい館かんは道場主も塾頭も剣術娘揃ぞろいということもあって、よほど居心地がよかったのだろう。

「ま～た平へい助すけの法ほ螺ら話ばなしがはじまった～。おめーが藤とう堂どう家けのご落らく胤いんとか、噓うそつけ～」

「いいえ。噓うそではありませんわ左さ之の助すけ。この上かず総さの介すけ兼かね重しげがなによりの証拠ですのよ？」

「んなもん、ほんものかどうかわかんねーだろうが。近こん藤どうさんの虎こ徹てつだって贋がん作さくだしなー！　お人ひと好よしの近こん藤どうさんが虎こ徹てつだと思い込んでいるだけでよー！　わっはっは！」

「ふっ。左さ之の助すけが黙っておしとやかにしていれば、絶世の美少女として江戸でも壬み生ぶでも殿方に大人気になれるはずなのに、綺き麗れいなのは側ガワだけで、中身は縁側で腹出して眠ってるようなガサツな女だからぜんぶ台無し。猫に小判。短気を起こして切腹し損ねた時に、乙女心まで斬ってしまったみたいだな。まさに死に損ねだな」

「ああん？　がらっぱち、てめーこそ若ぶってるが実は齢よわいを誤魔化してんだろ！　んだよ、その無駄に熟れた身体はよー。こんの、行き遅れ～！」

「なんだとっ？　あたしは大人っぽいんだ！　幼い頃から大人の色気に溢あふれているんだ！　ど、どう思う、周しゆう平へいどの？　ちなみに言っておくが、お年頃の乙女に対して無礼な発言をすれば、き、き、斬るぞっ!?」

「え、ええと。永なが倉くらさんも左さ之の助すけさんも、お二人とも美人だと思いますよ？」

「「ああ？　八方美人だなあ～、煮え切らない～！」」

　そんなことを言われても、他にどんな正答が？

「ちょっとお待ちなさい！　周しゆう平へいくん？　あなたも、この藤とう堂どう平へい助すけは美人枠ではなくお稚ち児ごさんだと思っているのですわね？　ああ、ああ、忌いまわしい薩さつ摩まの男と同じ……あなたがお稚ち児ごさん趣味の男だったら斬りますわよ！　違うっ、お稚ち児ごさんじゃないっ！」

「ご、誤解ですよ。衆しゆ道どう趣味とか、剣術娘趣味とか、そういう癖へきは俺にはないです。俺の目には藤とう堂どうさんも女の子として美人に見えていますよ？」

「あらそう？　健全な普通の殿方ということね？　でしたら、いいの──って、お待ちなさい！　あなた、失礼でしょう？　『も』とはなんですの、『も』とは？　高貴なわたくしを、このガサツな二人と同列にされては困りますわよ？」

　だから、どう言えばいいのだ。

「「「ちなみに、美しさを褒められるのは嬉うれしいけど、夜よ這ばいをかけてきたら斬る！」」」

　俺にはそんな余裕はないし、そこまで命知らずでもない。そもそも局きよく中ちゆう法はつ度とは隊士の色恋沙汰を禁じている。一周目での俺は法はつ度とを守ったからこそ粛しゆく清せいを免まぬがれたのだ。まして、土ひじ方かたさんが一周目よりも俺を警戒しているこの状況では──。

　でも、ほんとうにこの三人組は騒がしくて、一緒にいると自分が悩んでいるということも忘れてしまうな。

　そして──歓迎会に出席している最後の一人。近こん藤どうさんの背後に隠れてじーっとこちらを見つめている、小柄な少女剣士。懐なつかしい顔。

　斎さい藤とう一はじめさん。

「はじめちゃんも、周しゆう平へいくんに挨拶しなよー！　なーに、びくびくしてるのー？」

　沖おき田たさんが、気配を殺して震えていた斎さい藤とうさんに声をかけた。沖おき田たさんは斎さい藤とうさんに絡からむのが好きなのだ。どちらが新選組最強かということにこだわっているのと、身近に自分と同レベルの剣士がいてくれることが嬉うれしいからだろう。

　近こん藤どうさんや永なが倉くらさんも真剣での勝負ではめっぽう強いが、天才肌の沖おき田たさんや斎さい藤とうさんとは剣士としてのタイプが違うのだと思う。

「……別に、びくびくしていない……自分は……斎さい藤とう一はじめ……明石あかし浪人……ぺこり」

　斎さい藤とうさんは無口で人見知りする人だ。剣の腕は沖おき田たさんと双璧。幕末最強剣士の一角。しかし人見知り癖のせいか影が薄く、人が集まっている場所では目立たない。

「ほらほら。はじめちゃーん！　一緒に、周しゆう平へいくんにぶら下がって遊ぼうー！　あー！　もしかして若い男の子が怖いの？　怖いの？　怖いのおおおお～？　男の子が弱点？　ぽんぽん痛いの？　よっわーい！　はじめちゃん、よっわーい！」

「……ち、違う……お、男に触られたら『気き組ぐみ』を抜かれて剣が弱くなるから、避けているだけ……こ、怖くなんてない……」

　と言いながら、斎さい藤とうさんは青ざめて腹を押さえている。身体は強い人なのだが、極度のプレッシャーを感じると胃痛を発症する体質らしい。一周目では新選組隊士としての激闘を重ねていくうちに、斎さい藤とうさんの胃痛癖はいつしか治ってしまったのだが──自分の過去について一切語らない、最後まで謎だらけの人だったな。

「怖いんだー！　ボクなんて、周しゆう平へいくんにほっぺたすりすりできるもんねー！　怖くないもーん！　これで新選組最強、日本最強剣士が決定したねっ！　いちばん強いのはボクだー！　はじめちゃんは、男の子に触れられると弱体化するもんねー！　もしかして乙女？　はじめちゃんって新選組でいちばんちっちゃいのに、心は乙女なの？　笑えるー、ころころころ～」

「……総そう司じ……今日こそ、殺す」

「うわーん。冗談なのにい。はじめちゃんが怒ったー！　周しゆう平へいくん、肉の壁になって！」

「嫌ですよ！」

「うえーん！　即答っ？　周しゆう平へいくん、酷ひどいよー！」

　沖おき田たさんに釣られてつい、一周目のあの頃のような言葉を俺は口にしていた。

　もう何ヶ月も新選組隊士として一緒に過ごしてきた時のような口調で。

　この「嫌ですよ」という俺の一言がきっかけとなって、座はにわかに暖まった。俺は、新選組隊士として受け入れられたらしい。こんなに嬉うれしいことはない。

「おーし！　今夜は周しゆうの字の入隊を祝して無礼講だーっ！　原はら田だ左さ之の助すけ、ヘソ踊りを踊りまあ～っす！　おい周しゆうの字、見てるか？　おいらの腹のこの傷痕はよー、切腹した時の傷なんだぜー。おう、がらっぱち！　てめーも脱げ、脱げー！　踊れ～！」

「ひっく。あたしは、乙女だぞー。殿方の前でヘソを出すようなハシタナイ真ま似ねは……」

「はあ～？　なーにが乙女だ。お花も茶道も大嫌いで、剣術修行がしたくて脱藩した、そんなてめーのどこが乙女？　猪いのししの間違いだろ？　ば～っかじゃねえの～？」

「ひっく……うぃいい。あんだとう、左さ之の助すけ。誰が猪いのししだ、てやんでええええ！　表に出ろ～っ！」

「珍しいー。生真面目な永なが倉くらさんが酔ってる、あーははは！　地が出てますよ、地が～！」

「うふふ。みんな周しゆうちゃんの入隊を喜んでいるわねえ、トシちゃん。うちの殿方と言えば、なにかこう道を踏み外している中年の源げんさんしかいなかったから、若くて真面目な殿方は新鮮なのかも。ああ、我ながら自分の底知れない将しよ器うきが怖い……」

「あむ、あむ。かっちゃん、たくあんが足りないぞ。源げんさん、悪いが樽たるごと持ってきてくれないか？　京の料理は味が薄くてたまらない。たくあんだ……たくあんさえあればいい……」

「土ひじ方かたちゃん、合点承知。ですが、多た摩まから届いたたくあんも在庫切れ間近ですぜ？」

　山やま南なみさんも左さ之の助すけさんも永なが倉くらさんも藤とう堂どうさんも斎さい藤とうさんも、一周目では途中で別れてしまった。死に別れた人もいれば、生き別れた人もいる。

　一周目での永なが倉くらさんと左さ之の助すけさんは、顔を合わせれば罵り合っていたが、ずっと親友だった。敗戦を重ねてもはや武士として死ぬことしか頭になかった近こん藤どうさんと江戸で袂たもとを分かった永なが倉くらさんのもとに、左さ之の助すけさんは「ごめんな」と何度も謝りながら付いていった。

　あの時、左さ之の助すけさんは永なが倉くらさんとの友情を貫いて離隊したが、永なが倉くらさんはどうして離隊したのだろう？　薩さつ長ちようとの戦いを諦めたわけではなかった。永なが倉くらさんは新選組離脱後も独自の隊を率いて北関東を転戦していた。今回こそは──二人を新選組からあんなかたちで離隊させない。たとえ生きていたとしても、近こん藤どうさんが斬首され、土ひじ方かたさんが箱はこ館だてで戦死した後、きっと激しく悔いたはずだから。なぜ離隊してしまったのかと。

　また一周目での斎さい藤とうさんは、江戸に残してきた沖おき田たさんの身を案じつつ、会あい津づまで土ひじ方かたさんとともに戦い続けた。そんな斎さい藤とうさんが、さらに北進して仙せん台だいで榎えの本もと武たけ揚あき率いる旧幕府海軍と合流すると土ひじ方かたさんが決めた折に、「新選組の主君は会あい津づ藩はん。自分は最後まで会あい津づの松まつ平だいら容かた保もりさまのもとで戦いたい」とはじめて自己主張し、すでに鬼の副長の仮面を外していた土ひじ方かたさんも「もう局きよく中ちゆう法はつ度とは無効だ。わかった。ともに、己が信じる『誠』のために戦おう──」と笑顔で斎さい藤とうさんの分隊を認めた。

　薩さつ長ちよう軍ぐんの猛攻を受けた会あい津づ藩はんは悲惨な敗北を喫したが、会あい津づ新選組を率いて無敵の剣を振るい続けた斎さい藤とうさんはついに生き延びたと風の便りに聞いていた。

　そして、一周目の山やま南なみさん、源げんさん、藤とう堂どうさんは……。

　思えば今ここにいる試し衛えい館かん組ぐみ隊士のうち、箱はこ館だて五ご稜りよう郭かくまで土ひじ方かたさんのもとに残った隊士は、実に俺一人だった。

　こんどこそ、この幸せな時間を護まもりたい。もう悲劇を繰り返させない。俺が目を閉じていると、いつしか、山やま南なみさんの第二回目の講義がはじまっていた。とても優しい声だった。
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「くす。近こん藤どうさんをはじめ新選組の隊士たちも、もちろん尊皇の志を抱いているんですけれどもね。国を思う志士同士がこんなふうに対立するなんて、世の中はままなりませんね。今日はこれくらいにしておきましょうか。お粗末さまでした、周しゆう平へいさん」

　山やま南なみさんの入門講義を聴き終えた俺が（薩さつ摩まはいずれ会あい津づを裏切り長ちよう州しゆうと手を握る。しかも薩さつ長ちようは口では攘じよ夷ういと言いながら、幕府から政権を奪ったら開国洋化路線に転向するんだ。幕府を武力で倒す必要なんてなかったんだ。これからは沖おき田たさんから剣を教わり、山やま南なみさんから幕末の情勢を教わり、必ずみんなの運命を変える）と目を見開いた時。

　俺は、一周目の歓迎会ではありえなかった光景を目にしていた。

「よう。壬み生ぶ浪士組改め新選組に若い男隊士が入ったそうじゃねえか。女隊士は前まえ川かわ邸てい。男隊士は八や木ぎ邸てい。そういう決まりだったはずだぜ近こん藤どう。その小僧は、俺が一人前の武士として躾しつけてやるよ。よこせ」

　思わず俺は声を失った。

　新選組筆頭局長。幕府に楯たて突つく尊皇攘じよ夷ういの総本山・水み戸と天てん狗ぐ党とう出身の名うての剣けん客かく。

　芹せり沢ざわ……鴨かも!?

　この巨体。精せい悍かんな顔つきに荒すさんだ眼光。まさに、過激な水み戸と藩はんが生んだ幕末の狂犬だ。

　その手には、「尽じん忠ちゆう報ほう国こく」と刻まれた巨大な鉄てつ扇せん。

　今の新選組は、近こん藤どうさんたち江戸の試し衛えい館かん組ぐみと、芹せり沢ざわ鴨かも率いる水み戸と浪士組の二つの派閥に分裂している。壬み生ぶの前まえ川かわ邸ていに近こん藤どうさんたち。向かいの八や木ぎ邸ていに芹せり沢ざわ一派。この両派が互いに睨にらみ合あっている。

　両派はともに、清きよ河かわ八はち郎ろうという稀き代たいのペテン師に騙だまされ、江戸で「京での将軍警護」のために結成された浪士組に参加して上じよう洛らくした。

　だが京へ着いたとたん、清きよ河かわ八はち郎ろうが「浪士隊は実は幕府の兵ではなく尊皇攘じよ夷ういの尖せん兵ぺいであり、帝みかどのもとで攘じよ夷ういを決行する。横よこ浜はまから異人を追い払おう」と掌てのひらを返したため、「尊皇攘じよ夷ういのために戦うのは望むところだが、それでは話が違う」と立腹した近こん藤どうさんと芹せり沢ざわ鴨かもはともに浪士組から離脱して、京の壬み生ぶに居残った。

　近こん藤どうさんはすでに江戸の試し衛えい館かん道場を畳んでいたので、江戸に帰るに帰れず、壬み生ぶで失業してしまった。芹せり沢ざわ鴨かもにも、なにやら水み戸とに帰りづらい事情があったらしい。

　ともあれ仕事を失った壬み生ぶ居残り組は、会あい津づ藩はん預かりの壬み生ぶ浪士組となり、今日ようやく晴れて京を護まもる治安部隊「新選組」として認められたわけだ。

　しかし芹せり沢ざわ一派は、商家への押し借りや島しま原ばらでの乱暴狼ろう藉ぜきは日常茶飯事。大坂では力士を斬り殺して大乱闘事件を引き起こした。もともと水み戸との連中は過激だが、それにしてもこの芹せり沢ざわ鴨かもという男はやることなすこと無茶苦茶で、どちらが不ふ逞てい浪士かわからない。

　なぜだ。芹せり沢ざわ鴨かもが前まえ川かわ邸ていに来るなんて。一周目の初日では、こんなことはなかった。

　一周目とは、俺が選択した行動が少しだけ違う。そのわずかな違いから歴史が微妙に変化したのかもしれない。

「芹せり沢ざわさん？　これは、故あって私の養子として迎えた者。近こん藤どう家けの跡取り『近こん藤どう周しゆう平へい』です。ですから前まえ川かわ邸ていに住まわせます」

「ふん。剣一筋のおぼこい処女が、養子ごっこねえ。また長ちよう州しゆうの間かん者じやに騙だまされてるんじゃねえだろうなあ？　まあいい。この小僧が怪しい動きをしたら俺が斬るぜ。いつも通りにな」

「ちょっと待ってください芹せり沢ざわさん！　わわわ私がしししし処女かどうか、どうしてあなたにわかりますのっ？　武士に対して失礼ですわよ!?」

「腰つきやら目つきやらでわかるのさ。男を知らない女は総じてガキ臭いからな。男も同じだが──周しゆう平へいか。はん。てめえも童貞だな。俺んとこに来れば、好きなだけ遊女を抱かせてやるぞ。俺んところは押し借りし放題だ、金なら腐るほどあるぜ？」

　土ひじ方かたさんが「はい、と言えばただでは済ませない」とばかりに俺をまた睨にらんできた。

　土ひじ方かたさんと芹せり沢ざわ鴨かもは、ただ顔を合わせただけでもう一触即発。陽気だった宴会の場が、一転、険悪な空気に包まれていた。

　一周目では恐ろしくて口もきけなかった芹せり沢ざわ鴨かも。だが、今の俺は一周目の俺とは違う。何度も修羅場を潜ってきた。芹せり沢ざわ鴨かもと話すくらいの度胸はついている。もっとも、芹せり沢ざわ鴨かもは神しん道とう無む念ねん流りゆうの達人で恐ろしく腕が立つ。立ち合って勝てる可能性は万に一つもない。

「近こん藤どう周しゆう平へいです。旧名は谷たに周しゆう平へい。神こう戸べから参りました。芹せり沢ざわ先生──いつも通りに斬るとは、どういうことでしょうか？　俺は今日入隊したばかりで、まだ右も左もわかりません。先生に対して粗そ相そうのないよう、ぜひご教示いただければ」

「はん。目つきの暗い野郎だなあ、おい。ずいぶん人を斬ってきたな、てめえ？　まあいい。壬み生ぶ浪士組にはよ、以前、殿との内うち義よし雄おって男がいたのさ。清きよ河かわ八はち郎ろうに騙だまされて集められた浪士組の幹部だったが、道中で同志の女隊士を襲うという御ご法はつ度とをやらかして平隊士に降格させられた阿あ呆ほうだ」

　この世界は厳格な身分秩序を持つ封建社会だが、武士階級内では男女平等の原則が貫かれている。男武士が女武士を襲えば罪になる。幕府に召し抱えられた浪士たちは、最下級とはいえ武士相当の扱いを受けることになったわけで、出自が百姓町人だろうと女隊士を襲った時点で御ご法はつ度となのだ。

「その殿との内うちが、こともあろうに京に居残って壬み生ぶ浪士組を仕切ろうとしやがった。だからよ、俺が京の四し条じよう大おお橋はしで斬った。俺ぁ壬み生ぶ浪士組の筆頭局長だからな。理由は、ごちゃごちゃ理屈を捏こねるのは面倒くせえから『士し道どう不ふ覚かく悟ご』よ。殿との内うちの連れの家いえ里さと次つぐ郎おも、大坂で捕まえて切腹させてやったぜ」

　そうか。俺が京に来る前に、そんな内部抗争がすでにあったのか。しかも、粛しゆく清せい理由は「士し道どう不ふ覚かく悟ご」──後に新選組の大勢の仲間を死に追い込んでいく呪われた五文字。

「……そうでしたか。失礼ながら芹せり沢ざわさんも、かなりの女好きだと伺うかがっておりますが」

「ああ？　舐なめるなよ、小僧。俺ぁ武士娘は襲わねえ。そんなもん侍の常識だろ。斬る時は遠慮なく斬るが、手て籠ごめにしたりはしねえ。だいいち刀を振り回している女なんざ、俺ぁはなっから女のうちに数えていねえ。いいか小僧、京の女の肌触りは絹みてえで最高だぜ──」

　ああん？　襲ってきたらてめーの粗末な鉾ほこを切り落としてやんよ、と酔っ払った左さ之の助すけさんが毒づく。左さ之の助すけを襲う男なんかいない、と永なが倉くらさん。

「周しゆう平へい。芹せり沢ざわさんは最低限の士道は通す人だが、芹せり沢ざわさんの相棒新にい見み錦にしきはそうではなかった。新にい見みはわれらが八や木ぎ邸ていでお世話になっていた夜に、近こん藤どうさんと私の寝所を襲ってきた。あの男は素面しらふの時は頭脳明めい晰せきだが、泥でい酔すいすると前後の見境がなくなる。もちろん不覚を取るようなわれらではない。貞操は守ったが、惜しくも斬り損ねた」

「ふん。土ひじ方かた、一度男に襲われたくらいで、慌てて局きよく中ちゆう法はつ度とを作って『隊士の色恋を禁ず、背いた者は切腹』なんて乙女臭い項目を設けるたあ、てめえもなんともかよわいお嬢さんだぜ。人を斬るのに法はつ度となんぞ要らねえよ。しのごの言わずにその場で新にい見みを斬っちまえばよかったじゃねえかよ」

「……うるさい……われらは不ふ逞てい浪士とは違う。武士だ。法もなしに人を斬れるか。そちらこそあの夜は泥でい酔すいした新にい見みとずいぶん言い合っていたが。『芹せり沢ざわ、てめえは仲間殺しだ、俺以下の屑くずだ、てめえのせいで俺の人生は無茶苦茶だ』と新にい見みはわめいていたぞ。新にい見みがわれらを襲ったのは、あの騒ぎの直後だった。あの言葉はどういう意味だ？」

　巨漢芹せり沢ざわ鴨かもの顔色が真っ赤になった。怒ど髪はつ天てんを衝つくとはこのことだろう。土ひじ方かたさんは、芹せり沢ざわの弱みを突いたらしい。芹せり沢ざわはどうやら過去に触れられたくないようだ。

「土ひじ方かた！　それ以上余計なことを抜かすな、俺ぁ女だろうが武士相手に容赦はしねえぞ！」

「ま、待ってください。芹せり沢ざわさん。新にい見みさんは結局どうなったんです？　やっぱり芹せり沢ざわさんが『士し道どう不ふ覚かく悟ご』で斬ったんですか？」

「けっ。斬ってねえよ。あんな馬鹿でも俺の相棒だからな。御所のお偉方と相談して、長ちよう州しゆうに飛ばした。俺も新にい見みも、もともとは水み戸と天てん狗ぐ党とうあがりだ。長ちよう州しゆうがほんとうに異国を相手に攘じよう夷い戦争をやるってんなら、水み戸との勤王志士として手助けするのが筋ってもんだ──という理屈で京から追い払った。蛇のように執念深い上に男に怯おびえている土ひじ方かたが、新にい見みをいつ殺すかわからねえからなぁ」

　長ちよう州しゆう藩はんが京から追放される前の話か。当時は隊士の長ちよう州しゆう出張も可能だったんだな。

「……そうですか……ですが芹せり沢ざわさんも勤王志士ならば、清きよ河かわ八はち郎ろうに従っていればよかったのではありませんか？　経緯はともかく、目的は同じじゃないですか。どうして壬み生ぶに居残ったんです？　会あい津づ藩はんお預かりになるということは、幕府の下で働くということじゃないですか」

「俺ぁ酔狂で『鴨かも』と名乗っているが、ペテン師のカモにされるのは我慢ならねえんだよ！　だから袂たもとを分かった！　それだけだ！　実のところ、腸はらわたが煮えくりかえった俺ぁ清きよ河かわを殺そうとしたんだが、まんまと逃げられちまった。思いだすだけで忌いま々いましいぜ！」

　土ひじ方かたさんが「お人ひと好よしの近こん藤どうさんを護まもらねばならない」と思い詰めた理由は、いろいろあったのだな。清きよ河かわ八はち郎ろうに騙だまされて上じよう洛らくさせられ、江戸の道場も畳んでしまい、壬み生ぶでは同志の新にい見みに襲われかけ……でも、おかしいな。男と女とはいえ、武士が武士を襲うなんてあっていいことではない世界のはずだが。「赤穂あこう浪ろう士し」でいえば殿でん中ちゆうレベルの御ご法はつ度とだ。

「三人いた局長のうち新にい見みが消え、これで新選組の頭は俺と近こん藤どうの二人に絞られた。だが組織の頭はひとつでいい。ひとつでなきゃあ組織は強くならねえ。おい土ひじ方かた、お前もそう考えているんだろう？」

「……私はともかく、潔癖な会あい津づ中将さまはあなたの狼ろう藉ぜきに対してお怒りだ。会あい津づ藩はんの京での評判は落ちるばかり。会あい津づ藩はんお預かりの立場が気にくわないなら、長ちよう州しゆうにでも水み戸とにでも行けばいい、芹せり沢ざわさん」

「ふん。敵に回った長ちよう州しゆうにはもう行けねえだろうが。そもそも局きよく中ちゆう法はつ度といわく、隊を脱する者は切腹じゃあなかったのか土ひじ方かた？　俺をはめて詰め腹を切らせる気か？」

「法はつ度とではそうなっているが、われらは京の治安を護まもるのが仕事だ。京から遠く離れてしまえば追尾などしない。だから新にい見みも見逃した。ただ、わざとわれら新選組と会あい津づ藩はんの評判を落とすようなあなたの振る舞いの数々を、今後は看過できない。それだけだ」

　芹せり沢ざわ鴨かもと土ひじ方かたさんの距離がどんどん詰まっていく。まずい。どちらかが抜けば、そのまま斬り合いになる。

「土ひじ方かた、てめえはまだまだ甘い。人を斬るために法はつ度となんざ作らにゃならねえ。ごちゃごちゃ考えて迷いやがる。てめえには俺は斬れねえよ。そうだなあ。俺を剣で殺せる者がいるとすれば、そいつは沖おき田ただろうな。こいつは頭空っぽの馬鹿だからよ。どうだ沖おき田た、俺と互いの命を賭けた死合をやらねえか？　きっと楽しいぜ？」

「えー。ボクは芹せり沢ざわさんを斬りたくないですよー？　それより鬼ごっこしましょうよー？」

「総そう司じ、相手にするな。芹せり沢ざわさんは酔っている」

　この時。

　今にも抜刀寸前となっていた二人の間に割って入ってきた源げんさんが、

「まあまあ。今夜は無礼講ですぜ。芹せり沢ざわの旦那も機嫌を直してくだせえよ」

　と笑顔で場の雰囲気を和ませつつ、芹せり沢ざわの懐ふところに巧みに潜り込んでいた。一対一の立ち合いでは到底勝てずとも、相打ち上等の騙だまし討うちなら殺やれるぜ、という覚悟を秘めつつ。

「殺し屋」としての源げんさんが、酔った芹せり沢ざわの虚を突いて不意に立ち現れたのだ。

　俺は一周目ですでに知っている。源げんさんは、普段は昼ひる行あん灯どんのおじさんだが、裏の顔は騙だまし討うちと暗殺の達人だった。伏ふく魔ま殿でんと化した京や大坂で、試し衛えい館かんのみんなを護まもるために、密ひそかに汚れ仕事に手を染めていたのだ。

『俺みてえな冴さえないおっさんが相手だと、誰もが油断するわけよ。免許皆伝の腕前でありながら正々堂々と剣で勝負しない俺を汚いと思うか？　おうとも。卑ひ怯きよう上等よ。命はひとつしかねえからな。俺はそう簡単には死ねないのさ。死ぬ時は近こん藤どう先生ちゃんや土ひじ方かたちゃんをお護まもりする時と決めてるからよ。すべては試し衛えい館かんの剣術娘たちを護まもるためさ、へっ。俺さまの裏の顔については、平隊士たちには黙ってろよ？』と源げんさんは笑ったものだ。

　そんな源げんさんのただならぬ殺気を機敏に察した芹せり沢ざわは、「ちっ」と舌打ちをして土ひじ方かたさんから距離を取った。

　しかし──新選組を会あい津づ藩はんに仕える武士集団としてまとめようとしている土ひじ方かたさんと、筋金入りの水み戸との尊皇攘じよ夷うい派は芹せり沢ざわ鴨かも。この二人が相あい容いれることは決してない。

　一周目での俺は芹せり沢ざわ鴨かもから逃げ続けた。問答無用で斬り殺されかねなかったからだ。だが新選組の運命を変えるためには、芹せり沢ざわ鴨かもに積極的に関わるべきだろうか？

　芹せり沢ざわ鴨かもが京から立ち去ってくれれば、それに越したことはないのだが……説得は難しそうだ。まず、なぜ水み戸とに帰らないのかを聞き出さねばならない。しかも一周目の記憶に基づけば、残された時間は少ない。それに、今の俺が芹せり沢ざわ鴨かもと親しくなれば、土ひじ方かたさんに「芹せり沢ざわ派はに寝返ったか」と疑われて斬られかねない。

　……いろいろなことが起こりすぎて、俺は動揺している。少し冷静になろう。

　いったん庭園に出て一人で考えよう。

　どうすれば土ひじ方かたさんの疑念を晴らすことができるかを。

　このままでは行動しづらい。一周目よりも俺の立場は悪くなっている。土ひじ方かたさんに「死ね」と言われれば、俺は黙って死ぬ。それはいい。だが、ずっと土ひじ方かたさんに疑われたままでは新選組の運命に介入することができない。一周目よりも大きな発言権が欲しい。手柄をあげねばならない。俺は──土ひじ方かたさんから、信頼されなければならない。







　宴会場から一時退席した俺は、一人で前まえ川かわ邸ていの庭園に出て、夜空の月を見上げていた。

　一周目の五ご稜りよう郭かくで土ひじ方かたさんとともに過ごした最後の夜を思いだしながら。




　　　◆




「覚えているか、周しゆう平へい？　池いけ田だ屋や事件の夜はよく生き残ったな。あの頃の周しゆう平へいは剣の腕も半人前で、私が池いけ田だ屋やに駆けつけた時にはもう死んでしまっているのではないかと内心心配していた。でも、あの血みどろの池いけ田だ屋やに最後まで踏みとどまって戦い続ける勇気があったな、周しゆう平へいには。だから生き延びた──あの日から周しゆう平へいはどんどん強くなっていった」

「勇気なんて。土ひじ方かたさん。池いけ田だ屋やでの俺はただ、近こん藤どうさんたちの剣に護まもられていただけです。それに、必ず土ひじ方かたさんが隊士たちを連れて加勢に来てくれる、それまで生き残れば俺たちの勝ちだと、そう信じていました。そして土ひじ方かたさんは来てくれました。あの時は嬉うれしかったです」

「……いや。私は、少し遅れて来るのがお決まりだったから。いつもそうだった。少しずつ、みんなとすれ違う。運がないのかもしれないな」

　京から箱はこ館だてへと至る長い戦いの中、大勢の仲間が散った。近こん藤どうさんも、沖おき田たさんも。

　俺は自分に恥じ入っていた。俺がもっと頑張っていれば土ひじ方かたさんが蝦え夷ぞ地ちに追い詰められることはなかったのにと。

「周しゆう平へい。私はどこで間違えたんだろう？　いったい、いくつの間違いを私は犯してきたんだろう。いつも節目で道を間違えてきた。多た摩まの百姓の娘が武士に憧れて、刀にこだわり続けてきたのが間違いだったのだろうか。もっと早く新選組を洋式軍隊化できていれば。最新のライフル銃を次々と撃ってくる薩さつ長ちよう軍ぐんに刀一本で斬り込みをかけさせるなんて無茶な真ま似ねを、隊士たちにやらせることもなかったのに。彼らを死なせずに済んだのに」

「いえ。土ひじ方かたさんは、刀の時代は終わったと新選組の組織も軍法もフランス流に改めました。武士の衣装も脱ぎ捨てて洋装に改めました。宇う都つの宮みや城じようを攻め落としましたし、この蝦え夷ぞ地ちでは土ひじ方かたさんは薩さつ長ちよう軍ぐんに一度も敗れていません。土ひじ方かたさんが率いる部隊だけが勝ち続けたんです……土ひじ方かたさんが陸軍奉行に選ばれてさえいれば、こんなことには」

「いや、鳥と羽ば伏ふし見みの戦いですでに勝負は決していた。新選組の洋式化は遅すぎた」

「だとしても。薩さつ摩まさえ寝返らなければ、こんな事態には」

「……薩さつ摩まか。いつだったか、周しゆう平へいは妙なことを言っていたな。『いずれ土と佐さ浪人の坂さか本もと龍りよう馬まが薩さつ摩まと長ちよう州しゆうを同盟させる』と。あの言葉を私が信じていれば、薩さつ長ちよう同盟は阻止できたかもしれない」

「信じろなんて無理ですよ。俺だって、どうしてあの仇きゆう敵てき同士が同盟したのかわからないんです。その……悪い予感みたいなものだったんです」

「予感か。時々、未来から来た人間みたいなことを言う癖があったな、周しゆう平へいには」

　その土ひじ方かたさんの言葉に、あの夜の俺は即答できず言いい淀よどんでしまった。

「周しゆう平へい。新選組が池いけ田だ屋やで長ちよう州しゆうの勤王志士たちを多数斬ったことが、かえって火に油を注いでしまったのだろうか？」

「池いけ田だ屋やで新選組が戦わなければ、勤王志士たちはあのまま京で蜂起していましたし、新選組も働き場を得られないままでした。京を護まもるためにも、新選組が武士として認められるためにも、戦うしかありませんでした」

「だが新選組は、勤王志士から恨みを買いすぎた。江戸を追われ流ながれ山やまに追い詰められた私たち隊士を逃がすため、薩さつ長ちよう軍ぐんに投降した近こん藤どうさんは──坂さか本もと龍りよ馬うまを殺した犯人だと決めつけられて斬首されてしまった……土と佐さ藩士たちは、坂さか本もと龍りよ馬うまは新選組に斬られたと思い込んでいたから。あれほど誠の武士になるために自分を律しながら気高く戦い続けた近こん藤どうさんが……剣一筋に生きてきた近こん藤どうさんが……切腹を許されず、賊として斬首されて……さらし首に……」

「土ひじ方かたさん」

「……どうして、お人ひと好よしの近こん藤どうさんを殴ってでも止めなかったんだろう、私は。まことの姉妹よりも固い絆きずなで結ばれていた私が。どうして、かっちゃんを行かせてしまったんだろう……どうして」

　鬼の副長の仮面を外した土ひじ方かたさんのその弱々しい声を思いだすだけで、今も胸が詰まる。

「……近こん藤どうさんだけじゃない。総そう司じまで死なせてしまった。どうして、総そう司じが労ろう咳がいに冒されていることにもっと早く気づいてあげられなかったんだろう。総そう司じのあのあどけない笑顔に、私はすっかり安心してしまって……総そう司じが体調を崩してからも、出勤を命じてしまって……総そう司じを死なせたのは私だ……周しゆう平へい。結局、私は誰も護まもれなかった」

　この夜、俺は土ひじ方かたさんをどうしても死なせたくなかった。

　五ご稜りよう郭かくの戦いはまもなく終わる。明日、土ひじ方かたさんは確実に戦死する。それが歴史の必然であり、土ひじ方かたさんの運命だった。

　だが、今夜のうちならば、まだ運命を変えられる。そう思った。

「今こ宵よいが、箱はこ館だてから脱出する最後の機会です。元将軍の徳とく川がわ慶よし喜のぶさまに続き、会あい津づ中将さまも死罪を免まぬがれるそうです。もう幕府に充分に忠義を尽くしたでしょう。土ひじ方かたさん」

「それはできない、周しゆう平へい。私は絶対に薩さつ長ちようには降伏しないと、近こん藤どうさんの墓前で誓ったのだから。最後の最後まで新選組副長として戦って、死ぬ。自らが信じた士道を貫く。私がここで降伏したら、散っていった近こん藤どうさんたちに冥府でどんな顔をして会えばいい？」

「……それは」

「それに、新選組を誠の武士の集団にするために、局きよく中ちゆう法はつ度とに背いた仲間たちに腹を切らせたのは、誰でもない、私だ。その私が──」

　そこで、土ひじ方かたさんは声を詰まらせていた。

「……土ひじ方かた、さん。土ひじ方かたさん一人の責任じゃありません。土ひじ方かたさんがいなければ、新選組は烏う合ごうの衆しゆうでした。局きよく中ちゆう法はつ度とがなければ、土ひじ方かたさんが鬼の副長の役を背負っていなければ、芹せり沢ざわ鴨かもがそうなったのと同じように、新選組そのものが早々に京から消されていたでしょう。副長職は、底抜けにお人ひと好よしで芝居ができない近こん藤どうさんにはできない仕事でした……土ひじ方かたさんは精一杯頑張りました。俺はそんな副長の背中をずっと見てきました──」

「……周しゆう平へい。そんな慰めの言葉はやめろ。今の私にとっては、慰めの言葉など、辱はずかしめの言葉も同然だ。私は誰も護まもれなかった。誰も……誰も……！　教えてほしい。私はどこで間違えたのだろう？　どこからやり直せば、みんなを護まもれるのだろう？　世襲制にあぐらをかいて惰眠をむさぼってきた江戸の旗本たちは、腐り果てていた。それなのに。異国の黒船が押し寄せてきているというのに、近こん藤どうさんほどの人が百姓生まれだというだけで働き場所を与えられない。近こん藤どう勇いさみと新選組こそがこの国難に立ち向かえる誠の武士、誠の侍なのだと、私はどうしても人々に、幕閣に、認めさせたかった。だから、私は……私は」

「……土ひじ方かたさんのせいじゃないです。『近こん藤どう周しゆう平へい』という名を与えられていながら、俺は弱かったです。生きることで、精一杯で……なにもかもが、あっという間のことでした……俺がもっと強ければ。俺が、近こん藤どうさんや沖おき田たさんのように強ければ。俺の剣が──！　俺は、もっと……強くなりたかったです……それが悔しいです」

「……周しゆう平へい……」

　強ければ。もっと強くなれていれば。

　俺は、この夜、土ひじ方かたさんに。

　俺の想いや俺の秘密を伝えることも、できたのに。

　だが、その資格はなかった。土ひじ方かたさんの鉾ほこになる力がなかった、この夜の俺には。

　悔しかった。どうして。どうして土ひじ方かたさんが、賊軍として箱はこ館だてに追い詰められて──どうして近こん藤どうさんが、切腹も認められずにさらし首にされて──どうして沖おき田たさんが、恋も知らぬままに独りぼっちで死んでいって──。

　俺は己に恥じ入り、悔いていた。なんのために新選組隊士として生きてきたんだ？　与えられるだけで、なにもできなかった。生き延びることで精一杯で。なぜ俺は近こん藤どうさんのように、自分の命の使い所を見つけられなかった？

「……し、周しゆう平へい……な、泣くな……男、だろう……？」

「……いえ。恥ずかしながら、まだ男になっていません。島しま原ばらで夜を過ごしたこともありましたが、俺は童貞です。土ひじ方かたさんのような強い武士に憧れてきましたから。入隊以来、剣一筋に生きてきました」

「そ、そうか。私も、処女だ。『局きよく中ちゆう法はつ度と』の最後の項目。隊士の色恋は禁ずる。背いた者は切腹。あれは、男隊士に女隊士を襲わせないために付け足した項目に過ぎないのに。それなのに、ずっとあの法はつ度とを律りち儀ぎに護まもっていたのか、お前は……明日死ぬかもわからない日々を過ごしてきたのに……馬鹿な奴やつだ……」

「土ひじ方かたさん。俺は新選組隊士ですから、土ひじ方かたさんの命令には絶対に従います。ですが今こ宵よい、俺は土ひじ方かたさんに意見しています。箱はこ館だてから逃げてほしいと、未練がましいことを言っています。士し道どう不ふ覚かく悟ごです。この場で切腹しろと言われれば、切腹致します」

「死ぬのは私一人でいい。直ちに箱はこ館だてから立ち去らねば斬る、と私が命じたら？」

「……すみません、その命令だけは聞けません。俺は、最後まで土ひじ方かたさんにお供します。ですが新選組において、命令違反は御ご法はつ度と──」

　俺は、土ひじ方かたさんに深々と頭を下げていた。新選組副長に、この期ごに及んで戦場から逃げろなどと。これは俺の未練だ。しかも、なんでも命令を聞くと言った直後に、もう命令に背いている。士し道どう不ふ覚かく悟ごだ。このまま消えてしまいたい。そう、衝動的に思った。

　だがその時、土ひじ方かたさんが──。




「……いやだ……切腹など……もう……隊士の誰にも、命じたりはしない……周しゆう平へい。私は……私はもう……仲間の死を、友の死を、見たくない……そんな命令は、もう……できない……！」




　俺の身体にすがりついて、そして、大声をあげて泣いた。

　俺もまた、泣いた。

　土ひじ方かたさんはもう、明日箱はこ館だてで死ぬと決めている。だからこそ、この俺に自分の感情のすべてを曝さらけだしてくれているのだと、俺にはこの人を止めることはできないのだと、わかってしまったからだった。




　　　◆




　一周目では、俺は土ひじ方かたさんの鉾ほこになれなかった。恋心を告白することもできなかった。

　そして今こうして再び命を与えられた俺は、なにも覚えていない土ひじ方かたさんに警戒されている──。

　宴会の席上で、土ひじ方かたさんから放たれる疑念をひしひしと感じた。俺は、人を斬り続けて荒すさんだ殺気を隠さない芹せり沢ざわ鴨かもを前に、初対面の新入り隊士にも関わらず堂々と振る舞っていた。話し込みすぎたかもしれない。我ながら不自然だったと思う。

　この時。

　俺の背後で、刀の鯉こい口ぐちを切る金属音。

「……近こん藤どう周しゆう平へい。なぜ一人で離席した。やはり貴様は長ちよう州しゆうの間かん者じやか、それとも芹せり沢ざわ一派の刺し客かくか!?」

　振り向きざまに、俺は隊から支給されたばかりの腰の刀を抜いていた。

　剣と剣が、激突する。

　月夜に跳ね上がった花火のように、両者の剣が、燃える。

　相手の剣は、長刀。和いず泉みの守かみ兼かね定さだ。

　俺の視界に飛び込んできた、その白はく面めんの剣士は。

「……土ひじ方かたさん」

「ふん。よくぞ反応した、近こん藤どう周しゆう平へい。この程度の不意打ちを躱かわせぬようなら、近こん藤どうさんの養子になる資格はない。剣の腕は合格だ。やはりお前はただの町人ではない。何度も人を斬ってきたな？　この場面でいきなり斬りかかられても、お前は怯おびえていない」

「俺は土ひじ方かたさんを恐れたりしませんよ。俺を本気で斬るつもりなんかなかったでしょう？　もしも俺が腰を抜かして泣きわめいていたら、路銀を渡して故郷へ帰すつもりだった。ですよね？」

「……な、なぜ、初対面なのに私のことを熟知しているかのようなことを言う。お、お前はいったい何者なんだ？」

　頭では土ひじ方かたさんに怪しまれる言動は慎もうと決めていたはずなのに、心が言うことを聞いてくれない。剣を構えた土ひじ方かたさんは、ほんとうに美しい。そして、哀かなしい。ああ。俺は再び、生きている土ひじ方かたさんと再会できた。それなのに、あの五ご稜りよう郭かくの夜の記憶はもう、土ひじ方かたさんの心には残っていない。

「……あなたにとっては初対面でも、俺は違います。土ひじ方かたさんと新選組を護まもるために、俺は来ました。新選組にとって致命的な事態に繫つながらない限り、どんな命令であっても、あなたの言葉に従います。俺の命を新選組のために使い潰してください」

　まずい。取り返しのつかない失言だった。こんどこそ、土ひじ方かたさんに斬られるかもしれない。

　しかし──土ひじ方かたさんは不意に頰を赤らめると、「……わ、訳のわからないことを言うな」と視線を泳がせながら、刀を鞘さやに収めていた。鬼の副長の仮面が外れて、豊ほう玉ぎよく宗匠の顔に戻っている。どうしたんだろう？　らしくないですよ、土ひじ方かたさん。俺が長ちよう州しゆうの間かん者じやだったら、仕留めていますよ？

「げ、源げんさん以上におかしな男だな、お前は──いいか。狼ろう藉ぜき者ものの芹せり沢ざわは会あい津づ藩はんに睨にらまれている。あまりあの男に近づくな──それと、新選組では色恋は御ご法はつ度とだぞ。か、かっちゃんや、そ、総そう司じに、妙な気を起こさないように。あ、あの二人は、べ、別にお前に気があるわけではない。かっちゃんは度を過ぎたお人ひと好よしで、総そう司じはまだ子供なのだ」

　そうか。まだこの時期の土ひじ方かたさんは、完全な鬼になりきれていないんだ。土ひじ方かたさんが文字通りの鬼の副長になるのは、間近に迫っている「あの」大仕事を成し遂げてからだ。

　それでも──五ご稜りよう郭かくで過ごした記憶は、今の土ひじ方かたさんには、ないのだ。

　土ひじ方かたさんと再会できた喜びとともに、もうあの時は取り戻せないという一抹の寂しさが、俺の胸を締め付ける。

　人間の命とはなんなのだろう。なぜ俺だけが、再度の命を与えられたのだろう。

「周しゆう平へいくーん！　いやー凄すごいですなあ！　見てたよ見てたよ～！　土ひじ方かたさんの鬼の入隊試験、不意打ちの一撃を、よくぞ刀で防いだねー！　ボクの弟子になる資格は充分だねっ！」

「お、沖おき田たさん!?」

「総そう司じ？　お、お前。い、いつから覗のぞいていた？」

「あー？　土ひじ方かたさん、怒ってますー？　もしかして、周しゆう平へいくんと二人きりになりたかったんですかー？　ボク、お邪魔でした～？」

「ち、違う。そんなことは言っていない！　言っていないが……うう」

　懐なつかしい笑顔。沖おき田たさんはほんとうにいつも楽しそうだな。一周目でも、誰からも愛されていた。どれほど人を斬っても最後まで魂が汚れない、そんな希け有うな人だった。

「土ひじ方かたさんの剣をすっごく冷静にさばいていたから、驚いちゃったー！　並の新入り隊士なら、土ひじ方かたさんに睨にらまれながら斬りかかられたら震えあがっちゃうよ～！　強い？　もしかして周しゆう平へいくんって強い？　ボクと立ち合ってみる～？」

「いえ、新選組最強の沖おき田たさんには敵かないませんよ。とても勝負になりません。そもそも先ほどの土ひじ方かたさんは殺気を放っていませんでしたから」

「いや、斬れたら斬っていた！　わ、私がどうしてお前をそんなに甘やかす必要がある？」

「むふー！　今、新選組最強って言った？　はじめちゃんじゃなくて、ボクが最強？」

「ええ、まあ。斎さい藤とうさんには内緒でお願いしますよ？」

　沖おき田たさんは必殺の三段突きにすべてを賭ける感性型、斎さい藤とうさんは初見殺しの技巧型。

　厳密に言えば、沖おき田たさんと斎さい藤とうさんが戦った場合どちらが勝つかは条件次第だが、沖おき田たさんは剣の腕に尋常ではない自信を持っているので、「あなたが最強です」ときっぱり言わないと拗すねて明日から鬼のようにしごかれてしまう。経験済みだ。

「偉いね！　さすがだね周しゆう平へいくん、ボクが強いってちゃーんとわかるんだねー！　あっはっは！　でも、土ひじ方かたさんが殺気を放ってないって、初見でそこまでわかるの？」

「ええ、まあ。気配とか匂いで」

「ななな、なにが匂いだ！　お前、やっぱり私をつけ回している変態男だったのだな？」

「ひ、土ひじ方かたさん？　言葉の綾あやですってば？　すみません、ほんとうは当てずっぽうです！」

　実は土ひじ方かたさんとは長い長い付き合いだったからほんとうに匂いでわかるんですよ、とは言えない。こんどこそ斬り殺される──うん？　頭が、痛い……？

（……うっ……）

　一周目の記憶が、不意にフラッシュバックした。




　　　◆




　労ろう咳がいが進行し、衰弱して戦場に同行する体力を失った沖おき田たさんを、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが江戸に置いていかねばならなかった時、もう自分は二人の姉の役に立てないのだと知った時、沖おき田たさんははじめて泣いた。どんなに辛つらい時にも、歯を食いしばって耐えて人前では流さなかった涙を流しながら、近こん藤どうさんにしがみついて身も世もなく懇願した。両親を幼い頃に失い、試し衛えい館かんで育てられた沖おき田たさんにとって、二人はほんものの家族だったのだ。

「置いていかないで。お願い。置いていかないで」

　だが、近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも、沖おき田たさんのその願いを聞き届けることはできなかった。

　彼女の体力をこれ以上消耗させれば即座に死に至ると、医師から強く告げられていたからだった。

　沖おき田たさんの願いは、ただ一いち途ずに二人の姉とともに過ごすこと。それだけだった。まるで天使のように純真であどけない子だった。生まれながらに悪意というものが魂から丸ごと抜け落ちていたかのような。いくら人を斬っても心が汚れなかった。ほんとうに、不思議な子だった。

　そんな沖おき田たさんは、近こん藤どうさんが斬首されたことを知らないままに江戸の民家の納な屋やで、誰にも看み取とられることなく死んだという。

　どれほど寂しかっただろう。

　土ひじ方かたさんと一緒に死ねた俺には、想像もできない。




　　　◆




　まただ。不意に哀かなしい記憶と感情とが溢あふれてきた。何度抑えようとしてもできない。

　生きている友と顔を合わせる毎ごとに、この哀かなしみが俺を襲うのだろうか。

　もしかしたら俺にはもう、心の底から笑うことなんてできないんじゃないだろうか。

　これが、一度死んで蘇よみがえった者が背負う代償なのだろうか。

「ねえ？　周しゆう平へいくんって若くして悟ってる？　まるで、死んだことがあるみたいだねー？」

「……そうかもしれません、沖おき田たさん。俺は一度死んだような者ですから。ひとたび死ねば、たとえ身体の傷は治っても心は完全には蘇よみがえらないのかもしれません……きっと俺はもう……沖おき田たさんのように、腹から笑えないです」

「あははー！　そんなことないよー？　周しゆう平へいくんは、土ひじ方かたさんと似ているねっ！　あれだよ。照れ隠ししたがる性格なんだよ。かっこつけの恥ずかしがり屋さんなんだよー！」

「お、俺が？　土ひじ方かたさんに？」

　意識したことはなかったが、箱はこ館だてまでずっと土ひじ方かたさんに付き従っているうちに、だんだん似ていったのかもしれない。俺の憧れの剣士は、いつだって土ひじ方かたさんだったから。

「わ、私とこの変態男が似ているだと？　そんなはずがあるか、総そう司じ！」

「だって～！　二人とも顔はツンと澄ましていても、心はすっごく熱いんですよお？　ほら！　周しゆう平へいくんも土ひじ方かたさんも今、心臓が激しく高鳴っているでしょ？　身体が熱～い！　まるでお互いの魂が共鳴して燃えているみたい！　あーっ？　土ひじ方かたさん、惚ほれました？　生まれてはじめて殿方に惚ほれちゃったんですか～？　もしかしてこれが運命の出会いってやつですか～？」

　いいな、羨ましいな、と沖おき田たさんが寂しげに微ほほ笑えんだ。土ひじ方かたさんと俺の胸に添えた白い掌てのひらをそっと離しながら。

「……沖おき田たさん？」

「そ、総そう司じ？　急にどうした？」

「あ、あれ？　ボクってば、なにを言ってるんだろ？　ボクだって、これから京で天才剣士として大活躍するんだから！　すっごく燃えてるよー？　ねえ土ひじ方かたさん？　周しゆう平へいくんは新入りだけれど、信頼できる家族ですよ。なぜか、初対面だとは思えないんです……」

「……総そう司じ……」

「周しゆう平へいくん。ボクたちってほら、多た摩まの田舎者でしょー？　特に近こん藤どうさんはお人ひと好よしで今まで何度も悪い人に騙だまされているので、土ひじ方かたさん、ピリピリしてるんだー。ほんとは、とてもとても優しい乙女な人なんだよー？　俳句の世界で名を成すつもりの豊ほう玉ぎよく宗匠なんだもん！　詠よむ句は、へったくそだけどね！」

　はい、お願いします、と俺は沖おき田たさんの手を握りしめて頷うなずいていた。

　笑えた。芝居ではなく、ほんとうに心から笑えた。

「これはアメリカ式の挨拶です。シェイクハンドです──どうか、よろしくお願いします」

「う。うわ。さすが神こう戸べっ子こだね。ボクまで頰が赤くなっちゃう。え、ええと、その……」

「おい待て、周しゆう平へい。うちの総そう司じに馴なれ馴なれしく触るな。法はつ度と違反で斬るぞ!?」

　不思議だ。沖おき田たさんと話していると、心の錘おもりが取れていく。この人には敵かなわない。

（すでに沖おき田たさんは心のどこかで、自分の命が長くないことを、もう残された時間が少ないことを、悟っているのかもしれない。一周目では、俺が気づいてあげられなかっただけで。あまりにも笑顔が眩まぶしすぎたから……）

　その沖おき田たさんが、今、初対面の俺に隙を見せてくれている。土ひじ方かたさんもそうだ。俺を激しく疑ってはいるが、隙を見せてくれるまでの時間が一周目より短くなっている。もしや、一周目の記憶はなくとも、一周目での感情がうっすらと残って……？　いや、まさかな。

「こほん。周しゆうちゃん？　あなたの優しく厳しい義は母は、近こん藤どう勇いさみが様子を見に来てあげましたよ？　悪酔いはしていませんか？　緊張していませんか？　芹せり沢ざわさんは怖くなかったですか？　それよりもトシちゃん、私の義理の息子に斬りかかっちゃダメだからね？」

「って、かっちゃんまで!?　うう……誰のおかげでこんな厄介者を背負い込んだと……」

「近こん藤どうさーん！　この二人なら、だいじょうぶですよー。剣と剣で会話して、たちまち仲良しになりましたから！」

「そうねえ総そう司じ。やっぱり剣士が語り合うならば百の言葉より、一振りの剣よね。うふふ。ひっく」

　しかも少々酔っているし。下戸なのに芹せり沢ざわに強引に飲まされたのかな？　前まえ川かわ邸ていは剣術娘の園で、男といえばあの残念な源げんさんだけとはいえ、だいじょうぶなのか。

「この程度ならだいじょうぶですよ。トシちゃんを怖がらないであげてね、周しゆうちゃん」

「は、はい。俺は、環境の変化には強いほうなので。俺のような怪しい男を迎え入れてくださり、ありがとうございます」

「芹せり沢ざわさんが仕切っている八や木ぎ邸ていに住まわせると、周しゆうちゃんの命が危ないから。養子話は、殿方を前まえ川かわ邸ていに住まわせるための一種の方便ですけど、周しゆうちゃんは信頼できる子ですもの」

「でも近こん藤どうさん。なぜ義理の弟ではなく、義理の息子なんです？　年齢差を考えると不自然なような。俺と近こん藤どうさんって、せいぜい二、三歳しか違いませんよね？」

「義理の弟にしたら、実は恋人なんだってって壬み生ぶで噂うわさになりそうでしょう。息子ですって言えばそういう噂うわさも出てこないんじゃないかしら。それに、江戸の道場も畳んでしまったし、新選組のお仕事はこれから増えるでしょうし、私はいつ江戸に戻れるかわからない。近こん藤どう家けを私の代で途切れさせてしまうのは親不孝かなと思って」

「沖おき田たさんがいるじゃないですか。この人、ころころ笑ってばかりですけど、とてつもなく強い人ですよ。恐れながら真剣勝負ならば、近こん藤どうさん以上ではないでしょうか？」

「お、おおおお……？　さっすが周しゆう平へいくん！　やっぱり、わかる～？　えっへーん！」

「ええ、ええ。そうなの、そうなのです！　総そう司じは百年に一人の剣の天才なの！　この子には天てん然ねん理り心しん流りゆうの五代目を継いでもらうつもりですけれど、総そう司じを沖おき田た家けから近こん藤どう家けに養子に取っちゃうのは憚はばかられるの。だって、総そう司じは私にとって妹だから！　養子にしても、『ああ、私はお母さんなんだわ』って気分にはなれないと思うの。ひっく」

　ボクも近こん藤どうさんをお母さんとは呼びにくいですよー、と沖おき田たさんが照れながら頭を搔かく。

　そして土ひじ方かたさんは「……試し衛えい館かん最強剣士の議論に、なぜ私の名前は決して出てこないのだ……」と頰を膨らませている。

「トシちゃんは実戦ではめっぽう強いけれど、剣筋は我流というか無む手て勝かつ流りゆうだから」と近こん藤どうさんが苦笑して、拗すねた土ひじ方かたさんをなだめる。ほんとうに仲の良い三姉妹だ。

「……きっと試し衛えい館かん組ぐみの中で最後の最後まで戦い続ける剣士は、トシちゃんよ。それがトシちゃんにとって幸せなことなのか、哀かなしいことなのかはわからないけれど……」

　近こん藤どうさん。その予感は、一周目では実現してしまいました。土ひじ方かたさんは誰よりも強く、決して折れませんでした。しかしそれが土ひじ方かたさんにとっての幸福だったとは、俺には……。
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「周しゆうちゃん？　私はね、たぶん生涯お婿さんを取れないで死んでいくと思うの。多た摩まの百姓娘では終わりたくない、絶対に誠の武士になると誓って剣の道を選んだ時から、覚悟はできていたけど。京に来て、不ふ逞てい浪士たちと斬り合うようになって、いよいよ私はもう結婚できないのね、きっと剣に生きて剣に死ぬのね、ってわかってしまって。だから、せめてお母さん気分を味わいたかったのかも……こんな田舎者の剣術娘の我わが儘ままに付き合わせちゃって、ごめんなさいね？」

　近こん藤どうさん。

　あなたは自分の運命を予感しているんですね。でも……武士として死ぬことすら、あなたには許されないんです。




　　　◆




　一周目。敗走を重ねていた新選組は、京に続き江戸からも脱出。流ながれ山やまに再集結して会あい津づへと向かうはずだった。

　だが、あっという間に流ながれ山やまの陣地を薩さつ長ちよう軍ぐんに包囲され、新選組は全滅の危機に陥った。

　死を覚悟した俺たちの命を救ったのは、近こん藤どうさんだった。

　自分が偽名を名乗って投降し、時間を稼ぐ。その隙にトシちゃんたちは会あい津づへ逃げなさいと。

　あの時だ。あの時はじめて、新選組を律するために被かぶり続つづけてきた鬼の副長の仮面を、局きよく中ちゆう法はつ度とを破った隊士を次々と切腹させ続けてきたあの「冷血の女」土ひじ方かたさんが、俺が見ている前でかなぐり捨てたのだ。感情を抑え続けることで耐えてきた土ひじ方かたさんの心は、完全に決壊していた。

　そしてあの時、俺は──土ひじ方かたさんに、心を奪われたのだ。

　土ひじ方かたさんは、泣きながら近こん藤どうさんを止めた。まるで子供に戻ってしまったかのように、泣き続けた。でも、近こん藤どうさんは微ほほ笑えみながら行ってしまった。止められなかった。

　なぜなら近こん藤どうさんは、銃弾を右肩に受け、もう剣を振れなくなっていたのだ。

　あれほど武士に憧れていた近こん藤どうさんが、剣に青春のすべてを捧ささげていた近こん藤どうさんが、永遠に剣を奪われた。土ひじ方かたさんたち仲間を救えるならば、こここそが自分の死に場所だと、そう覚悟してしまったのだ。

　だがその結果は、武士としての切腹ではなく、賊ぞく徒と扱あつかいされての斬首、そしてさらし首──。

　武士として生き、武士として死ぬという近こん藤どうさんの生涯の夢は、踏みにじられた。

　板いた橋ばしの刑場で人々の見世物にされながら斬首されるその日、近こん藤どうさんはどれほどに無念だったろうか。それでもなお、「局長の私を斬れば充分でしょう。囚とらわれた隊士たちは放免してくださいますね？」と最後の最後まで新選組の仲間たちを気遣い続けたという。

　そして、土ひじ方かたさんが箱はこ館だてで新選組副長として闘死する運命も、その瞬間に定まったのだ。




　　　◆




　ですが、俺は戻ってきました。

　近こん藤どうさんにあのような無念を、二度と味わわせません。

「いいことトシちゃん。私は、婿どのは醜ぶ男おとこに限ると決めているの！　に、二枚目の周しゆうちゃんには心を奪われないから、だいじょうぶ。母子密通だなんて不義には陥らないわよ？」

「かっちゃん。だから、周しゆう平へいはぜんぜん二枚目じゃないぞ。どういう目をしているのだ」

「ですよねー土ひじ方かたさーん？　近こん藤どうさんの男性観って、ちょっと変わってますよねー！」

「……ふふ。武士ごっこなのかも。お家うちの断絶を恐れて早々と養子を迎えたことも。周しゆうちゃん？　私は、多た摩まの百姓の娘。でも幼い頃からどうしても武士になりたかったの。それが私の生涯の夢。学問はからっきしだったから、剣一本で武士になろうと志して、近こん藤どう家けに迎えられ試し衛えい館かん道場の跡取りに。でも江戸では結局、私は田舎道場の百姓剣術娘としてしか扱われなかった……どれほど剣の道を究めても、武士にはなれなかったの」

「かっちゃん、そこまでだ。周しゆう平へい。これは試し衛えい館かん組ぐみ以外の隊士たちには秘密だぞ。かっちゃんは江戸で辛酸を舐なめてきた。ひとたびは剣の実力を評価されて、幕府の旗本たちに剣を教える講こう武ぶ所しよの剣術指南役に推挙されたが、多た摩まの百姓娘あがりだという理由で推挙を取り消された……それどころか……いや、やはり忘れろ。もうこの話は蒸し返すな」

「土ひじ方かたさん？　江戸で、いったいなにがあったんですか？」

「うるさい。講こう武ぶ所しよという言葉を二度と口にするな。詮索したら斬る」

「トシちゃん、周しゆうちゃんをあまり脅さないの。今の私は会あい津づ中将さまお預かりの新選組局長なのだから。こうして武士になれたのだから。江戸のことはもう忘れましょう、ね？」

「……あ、ああ。かっちゃんがそう言うのなら……そうだな。江戸の腐った幕閣連中のことは忘れよう。われらは今日より、会あい津づ藩はんに仕えて京の治安を護まもる新選組だ」

　一周目でも、江戸での講こう武ぶ所しよ指南役推挙取り消しの一件は漏れ聞いていた。近こん藤どうさんほどの楽天的な人が絶望して食事も喉を通らなくなり、試し衛えい館かん道場も閉鎖同然にまで追い込まれたという。

　近こん藤どうさんは、講こう武ぶ所しよでよほど辛つらい目にあったのだろう。

　それなのに、近こん藤どうさんは「幕府が憎い」「幕府に復ふく讐しゆうしたい」とは考えなかった。勤王の志士となって幕府と戦おう、血筋や家柄にこだわる幕府なんて潰してしまえばいい、と憤いきどおるのが当然なのに。

　江戸では無理でも、浪士隊に参加して京で将軍護衛の任務を果たせば、こんどこそ誠の武士として認められるはず。そう一いち途ずに信じて、なおも幕府に忠義を捧ささげようと──。

　近こん藤どうさんは愚直すぎる。でも、だからこそ、試し衛えい館かんの仲間たちは近こん藤どうさんを慕わずにはいられない。だからこそ京まで一緒に来て、近こん藤どうさんとともに壬み生ぶに居残ったのだ。

「私が清きよ河かわ八はち郎ろうに騙だまされたと知ってなお京に残った理由のひとつは、乱世に逆戻りしている京で剣を振るえばこんどこそ誠の武士になれるんじゃないかと信じていたから。でも、今日の政変に関わったことで、いよいよ引き返せないところまで来てしまった気がするの。私の我わが儘ままに、試し衛えい館かんのみんなを巻き込んじゃったかもしれないわね……」

「それでいい。かっちゃんは新選組の大将だ。いくらでも我わが儘ままを言ってくれ」

「そーですよ！　ボクも土ひじ方かたさんも山やま南なみさんもいますよー！　会あい津づ中将さまも、近こん藤どうさんの純朴な人柄を愛されておられるからこそ、食い詰めた壬み生ぶ浪士たちを、京の治安を護まもる『新選組』として召し抱えてくださったんですよー！　だよねー、周しゆう平へいくん？」

「はい、沖おき田たさん。この俺も、長ちよう州しゆうの間かん者じやかもしれないのに新選組に入れていただきました。しかも畏れ多くも、局長の養子に──俺もまた、近こん藤どうさんに惚ほれました。みな、近こん藤どうさんと同じ夢を見ているんです。近こん藤どうさんが好きなんですよ」

「こら待て、周しゆう平へい！　惚ほれたとはなんだっ？　かっちゃんに手を出したら法はつ度と違反で即座に斬るぞっ!?」

「……ふふっ。周しゆうちゃん？　なんだか、昔からトシちゃんと知り合いだったみたいですね。あれ？　おかしいわね。私も……昔どこかで、周ちゃんと会ったことがあるような……はっ？　まさか、前世で実の母と息子だったとか？　やはりこれは運命の出会いなの？」

　近こん藤どうさんはもしかしたら、うっすらと俺のことを覚えてくれているのだろうか。理屈ではそんなことはありえないはずなのに。でも、この人ならばありうるんじゃないか。そんな夢さえ、近こん藤どうさんは見せてくれる。

「近こん藤どうさんを誠の武士にしたい。俺も、土ひじ方かたさんたちと思いは同じです。今日受けたご恩は必ずお返しします──俺の命を賭けて。沖おき田たさん、明日から俺に稽古をつけてください。近こん藤どうさんや沖おき田たさんの域に達するのは困難ですが、俺は絶対に、今日よりも明日、明日よりも明後日あさつて。もっと強くなります。なにがあろうと近こん藤どうさんと新選組を護まもります。俺の剣で」

「ちょっと待て周しゆう平へい。なぜ稽古相手に私の名が出てこない？　そうか。私の域には簡単に達すると思っているのだな……よくわかった。次は、本気で不意を襲って討ち果たしてやろう」

「違いますよ土ひじ方かたさん！　ですから言葉の綾あやです！　助けてください、沖おき田たさん！」

「いやあ、狼おおかみみたいな土ひじ方かたさんと仲良くじゃれあうなんて。周しゆう平へいくんは澄ましていても、やっぱり魂は熱い男ですなあ～」

「ふふ。外見は冷めているけれど、内側は炎のように熱い。トシちゃんに似ていますね」

「だから私とこの男はぜんぜん似ていない、かっちゃん！」

「……不思議ね。容易には殿方に心を開かないトシちゃんが、周しゆうちゃんとはこんなにも早く打ち解けているなんて。講こう武ぶ所しよの話を口にするなんて、少し驚いてしまったわ」

「う、打ち解けてなんていない！　私はこの怪しい男の隙を窺うかがい、斬る口実を探しているだけだ！　約束する。か、かっちゃんの過去を、周しゆう平へいにはこれ以上絶対に口にしない！」

「あらあら。頰が赤いわよトシちゃん。もしかして前世ではあなたたち、恋人だったのかしら？」

「ななななにが前世だ!?　かっちゃんまで、なにを言っている!?」

「うふふ。ともかく至らぬ義は母はですが、こちらこそよろしくお願いしますね、周しゆうちゃん」

　土ひじ方かたさんも。沖おき田たさんも。そして、近こん藤どうさんも。

　新選組の仲間を、友を、一人でも多く救う。

　俺は、歴史を改変する。

　この夜、試し衛えい館かん三姉妹と再び過ごした時間の中で。

　俺の、今一度与えられた命の使いどころ。生きる目的が、定まったのだった。
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【有あり栖す川がわの宮みや邸てい／文久三年九月十三日】




　俺の新選組再入隊から、一ヶ月近くが過ぎた。

　いつも背後に土ひじ方かたさんの鋭い視線を感じるが、俺は隊士としての任務をきちんとこなしているので切腹させられる危険はなかった。なにしろ二周目だから日々の仕事にも慣れたものだ。一周目で場数を踏んだせいか、剣術の腕も格段にあがっていた。

　そして──もうすぐ芹せり沢ざわ鴨かもが、近こん藤どうさんたち試し衛えい館かん組ぐみによって暗殺される。

　一周目では、俺は芹せり沢ざわ鴨かもが恐ろしくてほとんど関わらなかったので経緯は不明だが、表向き芹せり沢ざわ鴨かもは長ちよう州しゆうの勤王志士の報復を受けて殺されたということにされた。

　規律を乱し続けた芹せり沢ざわ派はを一掃したことで局長は近こん藤どうさんただ一人となり、新選組は京の勤王志士たちを日々捕縛する最強の治安部隊として生まれ変わった。副長土ひじ方かたさんのもとで「士し道どう不ふ覚かく悟ごは切腹」という隊内規律「局きよく中ちゆう法はつ度と」が厳格に適応されることになり、烏う合ごうの衆しゆうだった新選組は誠の武士の軍団として強くなっていったのだが──。

　俺は事件当日の夜、島しま原ばらの角すみ屋やの宴会に出席して酔い潰れていたため芹せり沢ざわ鴨かもの暗殺現場に立ち合っておらず、芹せり沢ざわが暗殺されたほんとうの理由もよくわからない。

　酒乱気味の芹せり沢ざわ鴨かもが大坂で力士たち相手に乱闘したり、京の大和やまと屋やに火を掛けて燃やしたりと、新選組と会あい津づ藩はんの評判を落とすような乱暴狼ろう藉ぜきを続けていたことは事実だ。だがいくら近こん藤どうさんを護まもるために鬼の副長たらんとしていた土ひじ方かたさんでも、会あい津づ藩はんに無断で筆頭局長を暗殺できるはずはない。やはり会あい津づ藩はんが密命を下すのだろう。

　……でも、芹せり沢ざわが市中で暴れているくらいで、そんな過激な密命を会あい津づ藩はんが下すだろうか？

　そもそも芹せり沢ざわ鴨かもは、なぜ相棒の新にい見み錦にしきとともに水み戸とや長ちよう州しゆうで勤王志士として働かずに、幕府の浪士組に参加し、鬱うつ屈くつしながら今なお会あい津づ藩はんのもとに留まっているのだろうか？




　そんなある日。

　一周目では最初の数ヶ月はまったく休ませてもらえなかったが、余裕があった二周目では入隊約一ヶ月にしてはじめて土ひじ方かたさんから休暇を貰もらえた。

『お前はすぐに逃げだすと思ったが、意外と使えるな。き、今日は京の町で遊んで骨休めしろ。あ、明日からは存分にこき使うからな。芹せり沢ざわ一派とつるんで島しま原ばらへ行くなよ？　切腹だぞ』

　と釘くぎを刺されたが、どうして島しま原ばらへ行ったら切腹なのだろう？　局きよく中ちゆう法はつ度とにそんな項目はなかったはずだが。もしかして「隊士の色恋」に相当するのか。なぜ俺だけ？

　ともあれ朝から非番だった俺は、一人で京の町を散歩していた。

　そして、妙な取り合わせの二人組が京の往来を歩いている姿を目撃した。

　片方は、芹せり沢ざわ鴨かも。芹せり沢ざわは巡じゆ邏んら仕事などやらずに毎日好き勝手に行動しているから不思議ではない。だがもう一人の隊士は、あの沖おき田たさんだった。妙だな。昼間から芹せり沢ざわとサシで飲むほど親しい試し衛えい館かん組ぐみ隊士は、神しん道とう無む念ねん流りゆう同門の永なが倉くらさんくらいのはずだ。

（戦闘狂の芹せり沢ざわは、以前から沖おき田たさんとの立ち合いを望んでいた。まさか？）

　芹せり沢ざわは、沖おき田たさんと斬り合うつもりでは？

　二周目では、俺の行動が微妙に違っている。一周目では起こらなかった事件が発生するのかもしれない。それに、いつも陽気な沖おき田たさんの顔色が珍しく青ざめていた。なにかに怯おびえている？　やはり芹せり沢ざわに立ち合いを挑まれて引くに引けないのか？

　俺は、二人の背後から声をかけていた。

「待ってください！　沖おき田たさん！　芹せり沢ざわさん！　立ち合いは認められません。局きよく中ちゆう法はつ度との『隊士の私闘を禁ずる』に抵触しますよ！」

「あっ、周しゆう平へいくん？　違うんだよー。芹せり沢ざわさんと斬り合うわけじゃないよー？　うーん、でも、助けてー！　ボクについてきてー！」

「お、沖おき田たさん？　ついていくって、どこへ？」

　駆け寄ってきた沖おき田たさんが、俺の背中に隠れてしまった。

　俺の姿を見つけた芹せり沢ざわ鴨かもは「尽じん忠ちゆう報ほう国こく」の鉄てつ扇せんを広げながら哄こう笑しようした。

「おう、近こん藤どうんところの小僧か。てめえ程度の未熟者なんぞ要らねえんだが、仕方ねえ。これから俺と沖おき田たとで有あり栖す川がわの宮みや邸ていへ押しかけるのよ。これで、てめえもこの件に当事者として関わっちまった。後には引けねえぜ？　てめえの行く手は二つにひとつだ。生か、死かだ」

「有あり栖す川がわの宮みやさまとは、どなたですか!?」

「沖おき田たと同じことを言いやがる。てめえ、まったくの田舎者だなあ。有あり栖す川がわの宮みや熾たる仁ひと親しん王のうさまは帝みかどのご一族だ。熱烈な攘じよ夷うい家かで、御所における長ちよう州しゆう派はの筆頭よ。長ちよう州しゆう派はの公く家げどもは先月、長ちょう州しゆう藩はんともども京を追われたが、親王さまともなれば追放されることはねぇ」

「長ちよう州しゆう派はの親王!?　新選組は会あい津づ藩はんお預かりです。なぜ、そんなお方のもとへ？」

「へっ。そいつも多た摩まの田舎娘の沖おき田たに教えたばかりだ。将軍のもとに降こう嫁かさせられた和かずの宮みやさまは、本来は幼なじみの有あり栖す川がわの宮みやさまと結婚するはずだったんだぜ。つまり有あり栖す川がわの宮みやさまは、婚約者の和かずの宮みやさまを公武合体派の連中に奪い取られたお方。有あり栖す川がわの宮みやさまはよ、長ちよう州しゆう藩はんという後ろ盾を失った今もなお、一人の男として幕府が憎くてたまらねえのさ。歴史は存外、男女の色恋の情で動くもんだぜ」

　現将軍の奥方和かずの宮みやさまの、元婚約者？　それじゃ幕府を恨んで当然の立場だ。

「有あり栖す川がわの宮みやさまは、長ちよう州しゆうが動けぬ以上は麻ま呂ろが動くしかないと江戸へ下げ向こうして幕府に攘じよ夷うい実行を迫る勅ちよく使し役を買って出たが、幕府と佐さ幕ばく派は公家どもの執しつ拗ような妨害を受けて勅ちよく使し役を解任され、いまだ京に引き留められているのよ。このまま京で飼い殺しにされる運命だぜ。哀れにも、幕府への復ふく讐しゆうの機会も和かずの宮みやさまとの再会の夢も絶たれたってわけだ」

　ボクには芹せり沢ざわさんの言っている言葉の意味がわからないよー周しゆう平へいくーん、だいいちどうしてボクが同行しなくちゃならないのー？　と沖おき田たさんは震えていた。そうか。芹せり沢ざわを怖がって青ざめているのではなく、有あり栖す川がわの宮みやのもとに押しかける芹せり沢ざわの行動理由が理解できずに困惑していたのだ。沖おき田たさんは剣術バカだからな。一種の知恵熱みたいなものか。

「土ひじ方かたさんたちを大勢呼んで一緒に来てもらおうと思っていたんだけど、周しゆう平へいくんがいてくれれば安心だねっ！」

　一周目と違う行動を取った結果、芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の真相を解き明かせるかもしれない機会を摑つかんだ。俺は即座に「俺も参ります」と頷うなずいていた。

　芹せり沢ざわは「ちっ。どうせなら土ひじ方かたを同行させようと思ったんだがよ。まあいい。結果は同じだろうよ。死ぬ人間が一人増えるだけだ──小僧、来い」と、俺の同行を不承不承認めた。

　死ぬ人間とはなんのことだ？　だが、そんな引っかかりはすぐに忘れてしまった。

　俺は、一周目では知り得なかった驚きよう愕がくの事実を知ることになったのだ。




　新選組筆頭局長として有あり栖す川がわの宮みや邸ていを訪問した芹せり沢ざわは、江戸下げ向こうを破談にされて失意に沈んでいた有あり栖す川がわの宮みやとの対面を許された。

「新にい見みを長ちよう州しゆうへ攘じよ夷うい志士として送る際には、お世話になりました」と、大和やまと屋やに押し借りに行って店を燃やした時に奪った金銭をたっぷりと進呈することで、芹せり沢ざわは堂々と有あり栖す川がわの宮みや邸ていに入り込んでしまった。ただ島しま原ばらで遊んで浪費していただけではなかったのだ。

　そして、有あり栖す川がわの宮みやとの対面の場で、芹せり沢ざわはまるで清きよ河かわ八はち郎ろうの如ごとき寝返りを宣言したのだ。

「なに、構うことはありません。直ちに江戸へ下げ向こうして、幕府の連中に即時攘じよ夷ういを迫りましょうぞ。この芹せり沢ざわ鴨かもは水み戸と天てん狗ぐ党とうの古参幹部にして、筋金入りの勤王志士。新選組隊士を引き連れて、有あり栖す川がわの宮みやさま下げ向こうの際に警固役を務める所存！　そもそも新選組は幕府の犬ではなく、本来は勤王を掲げる志士の集団。わが主君は幕府ではなく帝みかど。会あい津づ藩はんに忠義立てして江戸下げ向こうに反対する隊士は、それがし自身が容赦なく斬りましょうぞ！　この芹せり沢ざわ鴨かもある限り、なんぴとたりとも有あり栖す川がわの宮みやさまには指一本触れさせませぬ。ともに江戸へ参りましょう！」

　たとえ近こん藤どう勇いさみ、土ひじ方かた歳とし三ぞう、そしてこちらの沖おき田た総そう司じであっても、邪魔立てする者は斬ってご覧に入れます、と芹せり沢ざわは有あり栖す川がわの宮みやの前で豪語していた。いつもの酔っている芹せり沢ざわではなかった。水み戸と屈指の勤王志士らしい、堂々たる弁舌を振るっている。

　日頃とは別人のような芹せり沢ざわの雄弁に感激した有あり栖す川がわの宮みやは、「承知した！　頼むぞ芹せり沢ざわ！　ともに江戸へ参ろう！　これ以上幕府の思い通りにはさせぬ、神国日本から異国人を追い払おうぞ！」と涙ぐみながら頷うなずき、そして沖おき田たさんは「あ、あれれ？　どうしてこうなっちゃったの？　もしかして芹せり沢ざわさんって、会あい津づ藩はんを裏切ったの？　周しゆう平へいくん？　どうしよう……どうしよう……？」と俺の腕にしがみつきながら固まっていた。

「沖おき田たさん。落ち着いてください。ここは大人しく芹せり沢ざわさんの命令に従いましょう。俺はまだ芹せり沢ざわさんの鉄てつ扇せんで頭を割られたくありません」

「えー？　いいのー？　ほんとうに？　近こん藤どうさんは、忠義第一。裏切りを凄すごく嫌がるよー？」

「新選組だって尊皇の志のもとに集まった浪士組です。あくまでも幕府に攘じよ夷ういを迫るだけで、幕府を倒そうとしているわけではありませんよ。ですよね、芹せり沢ざわさん？」

「ふん。小僧。てめえはもう少し骨があると思ったがな。いや、そうでなきゃ俺が困る」

　どういうことだ？　だが今は芹せり沢ざわに従うふりをしなければ、壬み生ぶへの帰り道で斬り合いになる。芹せり沢ざわは、水み戸と以来の同志たちを道中に伏せているかもしれない。

　いや、待てよ。思いだした。すでに新選組の内部には長ちよう州しゆうの間かん者じやが多数入り込んでいる！　だから一周目では、近こん藤どうさんたちは芹せり沢ざわ暗殺の直後に長ちよう州しゆうの間かん者じやたちを粛しゆく清せいしなければならなかった。芹せり沢ざわは口では「長ちよう州しゆうの間かん者じやは俺が始末してやる」と言っていたが、ろくに実行していなかったのだ。それどころかあの間かん者じやたちは、先行して長ちよう州しゆうに入った新にい見みに手引きされて入隊していたのかもしれない。

（そうだ。一周目で芹せり沢ざわが暗殺された日は確か、九月十六日。三日後だ）

　これが芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の真の原因だったのだ。芹せり沢ざわ鴨かもは、幕府方から長ちよう州しゆう方がたへと寝返っていたのだ。「新にい見みの長ちよう州しゆう行き」もこの時のための布石だったのだろうか？　新選組が丸ごと長ちよう州しゆう方がたに寝返り、有あり栖す川がわの宮みやを江戸へ下げ向こうさせて幕閣に攘じよ夷うい実行を迫ったら、政局はひっくり返る。それ以前に、近こん藤どうさん率いる試し衛えい館かん組ぐみが危ない。芹せり沢ざわ派は及び長ちよう州しゆうの間かん者じや組ぐみと試し衛えい館かん組ぐみとの間で全面抗争となったら、文字通り血の雨が降る。

　ここは、芹せり沢ざわに阿あ諛ゆ追つい従しようする演技をしながら、密ひそかに会津藩に通報するしかない。




【前まえ川かわ邸てい／文久三年九月十五日】




「芹せり沢ざわ鴨かも、新選組を乗っ取って長ちよう州しゆう方がたへの寝返りを図る」と知った会あい津づ藩はんの家老たちは、大慌てで会あい津づ藩はんの京での本営黒くろ谷だにの金こん戒かい光こう明みよ寺うじに近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんを招集し、「新選組を引き連れた有あり栖す川がわの宮みやに江戸へ押しかけられ攘じよ夷ういを迫られては、長ちよう州しゆう藩はんと勤王志士たちが再び息を吹き返し、幕府は窮地に追い詰められ、京都守護職を務める会あい津づ藩はんは面目を失う。急ぎ芹せり沢ざわ鴨かもを粛しゆく清せいせよ。さもなくば新選組を解散させる」と告げた。

「え、え、えええええっ？　せ、せ、芹せり沢ざわさんは、そのような変節漢では……ここここれはなにかのお間違いでは!?」と困惑し動揺する近こん藤どうさんを抑えて、土ひじ方かたさんが断腸の思いで「承知致しました。主を違えるは士し道どう不ふ覚かく悟ご。主命とあらば局きよく中ちゆう法はつ度とに背いた芹せり沢ざわを斬ります。これより新選組の局長は近こん藤どう勇いさみ一人です」と答えたという。その顔色は、幽ゆう鬼きのように青ざめていたそうだ。土ひじ方かたさんはこの瞬間から、鬼の副長になったのだ──。

　それが前日、九月十四日。

　そして、この日。

　前まえ川かわ邸ていの一室で芹せり沢ざわ鴨かも暗殺命令に関する密議に加わった隊士は、近こん藤どうさん、土ひじ方かたさん、山やま南なみさん、沖おき田たさん、源げんさん、藤とう堂どうさん、斎さい藤とうさん、そして左さ之の助すけさん。

　さらに、有あり栖す川がわの宮みや邸ていで真実を知り会あい津づ藩はん邸ていに通報した俺。二周目にして初参加だ。

　永なが倉くらさんは芹せり沢ざわ鴨かもと同じ神しん道とう無む念ねん流りゆうということで、近こん藤どうさんが気を遣って敢あえて外した。後々、一本気な永なが倉くらさんが「どうしてあたしを外したのさ！　同じ試し衛えい館かんの仲間でしょう！」と怒りださなければいいのだが、同門同士での斬り合いはあまりにも無情なので絶対に避けたいというのが近こん藤どうさんのたっての願いだった。近こん藤どうさんは日頃は温厚なのだが、ひとたび言いだしたらきかない。土ひじ方かたさんも、渋々折れた。

「どえーっ!?　まさか清きよ河かわ八はち郎ろうと同じ真ま似ねを、あの芹せり沢ざわがねえ……わかんねえもんだなー」

「水み戸と浪士の血が騒いだのですわよ、きっと。尊皇の想いが強い芹せり沢ざわ局長は、壬み生ぶに居残って以来、ずっと鬱うつ屈くつして酒浸りだったもの。志に生き、志に殉じる。武士とはそういうものですわよ。とりわけ芹せり沢ざわ局長は、あの水み戸と天てん狗ぐ党とうの幹部でしたから」

「ほえー。平へい助すけ、水み戸と天てん狗ぐ党とうってヤツぁそんなに特別なのか？　ん？　ん？」

　左さ之の助すけさんが首を捻ひねる。山やま南なみさんが「少しばかり」と教えてくれた。
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　左さ之の助すけさんが「はーん。そっかー、天てん狗ぐが鴨かもになったのかー。弱くなってね？」と首を傾かしげている。たぶん話の半分も頭に入っていないと思う。

「……土ひじ方かたさん。同志の暗殺は悪手です。事情を打ち明け、芹せり沢ざわさんを説得して京から自主的に去ってもらえれば最善なのですが……私が説得役を務めてみましょう」

「無理だ山やま南なみさん。あの芹せり沢ざわに『会あい津づ藩はんからあなたを討てと命じられた』などと言えば、その瞬間に斬り合いになる。芹せり沢ざわはそういう男だ。話し合いで片をつけるのは無理だ。私は山やま南なみさんを無駄死にさせたくはない。あなたは、これからの新選組に欠かせない人だ」

「ですが土ひじ方かたさん。仮にも新選組の筆頭局長を暗殺するなんて、私は耐えられません。いっそ新選組を解散して、江戸に戻って新しく出直したほうが……まだ……」

「ごめんなさいね、山やま南なみさん。私も今でも信じられなくて。ううう。なぜなの、芹せり沢ざわさん。京は、人間を狂わせる魔性の地なのかも。ねえ？　江戸へ帰ろうか、トシちゃん？」

「かっちゃん。試し衛えい館かんはもう畳んでしまったのだぞ。江戸に戻っても、われらには居場所もなければ未来もない！　だからこそ京へ来たのではないか。かっちゃんを誠の武士にするためには、この京で新選組の剣名を轟とどろかせるしかないんだ！　そうだろう、山やま南なみさん？」

「……ええ。それでも土ひじ方かたさん……私には、どうしても仲間を殺すような真ま似ねだけは……」

「あなたのその優しさは、たいせつなものだと思う。しかし新選組を律するものは局きよく中ちゆう法はつ度とだ。長ちよう州しゆうへ寝返った芹せり沢ざわ鴨かもは士し道どう不ふ覚かく悟ごだ、山やま南なみさん」

　近こん藤どうさんが「……辛つらいけれど……会あい津づ藩はんのご命令に従わねば不義不忠……私たち多た摩まの百姓娘が誠の武士になるためには、ご家老のご命令に従うしか……武家生まれの山やま南なみさんを付き合わせてしまって、ごめんなさい……山やま南なみさんは隊を抜けてくれても」と山やま南なみさんの手を取り、目に涙を浮かべる。

　山やま南なみさんもついに「水臭いですよ近こん藤どうさん。そうでした。私たちはあの日、あなたに誓ったのでしたね。われら試し衛えい館かんの同志は断固として士道を貫く、生まれは関係ない。侍の志を貫いて誠の武士になると。わかりました。やりましょう」と承諾した。

　この瞬間に、芹せり沢ざわ鴨かも暗殺が決定した。

　沖おき田たさんは、源げんさんから淹いれてもらっていたお茶を吹きだしていた。

「え、えええ？　結局、芹せり沢ざわさんを斬ることになっちゃったんですか～？　有あり栖す川がわの宮みやさまが許婚いいなずけを将軍さまに奪われたという失恋話が、どーしてこんな大騒動に？」

「はあ。総そう司じに小難しい話をしてもしょうがない。許婚いいなずけを将軍に奪われる屈辱なんて、恋を知らないお子さまの総そう司じには理解できないだろう」

「え～？　土ひじ方かたさんだって、恋を知らないでしょーっ！」

「こ、恋される立場ならよく知っている。京に来てから、さばききれないほど恋文を貰もらっているからな……半分が女性からの恋文というところが引っかかるが……って、そんなことはどうでもいい！　計画はこうだ。明日、島しま原ばらで宴会を開いて芹せり沢ざわを酔わせる。私たち試し衛えい館かん組ぐみと一緒に酒を飲むことを嫌う芹せり沢ざわは、いつも通り仲間を引き連れて早々に八や木ぎ邸ていに帰るだろう。連中が寝静まった頃合いを見計らって、深夜の八や木ぎ邸ていに斬り込む」

「土ひじ方かたさん。真相を京の人々に知られれば、新選組、ひいては会あい津づ藩はんの評判が落ちてしまいます。あくまでも長ちよう州しゆうの報復ということで処理しなければなりません。大人数では斬り込めませんね」

「そうだな山やま南なみさん。少数精鋭で行く。八や木ぎ邸ていに斬り込む人数は四人。平ひら間ま重じゆう助すけと野の口ぐち健けん司じは殺すまでもないので、捨て置いていい。ただ、新にい見み脱退後に芹せり沢ざわの参謀格となった平ひら山やま五ご郎ろう。これは厄介な使い手なので、原はら田だと山やま南なみさんの二人で斬ってくれ。芹せり沢ざわは、私と総そう司じとで斬る。私は芹せり沢ざわの退路を断つ役を担当する。討ち手は総そう司じだな」

「えええ。ボクですかぁ～!?　土ひじ方かたさんの、鬼！」

「……そうか。総そう司じが嫌ならば私が斬ってもいいが、室内での斬り合いとなれば剣技に長たけた芹せり沢ざわのほうが強いだろう。私は死ぬか再起不能の深手を負うだろうな。それでも総そう司じがけらけらと笑っていられるのなら構わないが……」

「もーっ！　わかりましたよー！　ボクが斬りますよー！　嫌だなあ。芹せり沢ざわさん、ボクに竹とんぼを作ってくれたのになあ。まあいいや！　士し道どう不ふ覚かく悟ごは切腹って最初に言いだしたのは芹せり沢ざわさんだもんね～。それに、そもそも芹せり沢ざわさんはずっとボクと斬り合いしたがってたしね！」

「以上、討ち手は四名だ。平へい助すけと斎さい藤とうは八や木ぎ邸ていの外で見張り役を。源げんさんは、八や木ぎ家けの方々が騒ぎに巻き込まれぬよう、彼らの寝室に入って外に出さぬよう見守っていてくれ」

「承知したわ。この藤とう堂どう平へい助すけ、決して誰も通さないから、安心なさって？」

　藤とう堂どうさんは見た目は幼いが勝ち気だ。まったく臆していない。

　そしてこの時、ずっと無言で柱の陰に隠れていた斎さい藤とうさんが、おずおずと手を上げた。

「……芹せり沢ざわは、自分が斬ってもいい……人斬りなら……慣れてるし……」

　斎さい藤とうさん？　ひ、人斬りに慣れているって!?

「いや。斎さい藤とうは芹せり沢ざわが大の苦手だろう？　以前、大坂の屋形船で芹せり沢ざわと飲んでいた時にも、斎さい藤とうは腹痛で倒れた。土ど壇たん場ばで腹が痛くなったら命取りだ。だから今回の討ち手からは外す。腹痛癖を治すため、今後は殿方に慣れてくれ」

「……承知。源げんさんは男以外のなにかだから……うん……周しゆう平へいにくっついて、慣れる……」

　周しゆう平へいにくっついてどうする、と土ひじ方かたさんが俺を睨にらみつける。なぜ俺を？

「おいおい土ひじ方かたちゃん。さすがに気が進まねえようだな。顔色が悪いぜ。芹せり沢ざわはおじさんが殺やってもいいんだぜ？　不意打ち騙だまし討うちならこの井いの上うえ先生に任せておきな」

「ありがとう源げんさん。だが源げんさんの暗殺術は試し衛えい館かん組ぐみにとっては奥の手だし、芹せり沢ざわにはもう勘づかれている。万一われらが芹せり沢ざわを討ち漏らしたら、その時は頼む」

「おう。これも、われらが近こん藤どう先生ちゃんを誠の武士にするためだ。任せな」

　試し衛えい館かん組ぐみの上じよう洛らく以前、江戸でなにがあったんだろう？　近こん藤どうさんが講こう武ぶ所しよ指南役の内定を取り消されたからって、みんなここまで思い詰めるものだろうか？

　ともかくここで芹せり沢ざわ鴨かもを斬れば、有あり栖す川がわの宮みやは震えあがって江戸下げ向こうを諦める。一周目ではそうなったのだ。芹せり沢ざわ死後の新選組は、会あい津づ藩はんのもとに留まり京で活躍した。

　永なが倉くらさんがこの場にいれば「新にい見みの時のように逃がせばいいじゃないの」と同門の芹せり沢ざわを庇かばったかもしれないが、いずれにせよ新選組内部にはもう芹せり沢ざわ鴨かもを置いておけない。

　俺は、今回の芹せり沢ざわ鴨かも暗殺で武勲を立てなければならない。芹せり沢ざわ鴨かもに個人的な恨みはないが、新選組内における発言権を手に入れるためだ。

　もはや芹せり沢ざわ鴨かも暗殺を避けて通れない以上、俺が芹せり沢ざわを斬る──。

「会あい津づ藩はんに芹せり沢ざわの寝返りを密告したのは俺です。俺も芹せり沢ざわ暗殺組に参加させてください、土ひじ方かたさん」

「周しゆう平へいが？　無理だ。あいつは化け物だぞ。試し衛えい館かん塾頭の総そう司じをもってしても一対一では勝てるかどうか。それほどに危険な相手だ。新入りのお前にはまだ早い」

「いえ。今は新選組が解散させられるかどうかの瀬せ戸と際ぎわです。近こん藤どうさんの養子にしていただいた以上、こんな時こそ剣を振るって新選組のために戦いたいのです。お願いします」

「……ダメだ。お前は明日の夜、島しま原ばらで寝ていればいい。朝目覚めれば、すべては終わっている。そうとも。隊士の粛しゆく清せいなんて陰惨な仕事は、これが最後だ……」

「周しゆうちゃん。私は、周しゆうちゃんを近こん藤どう家けの立派な跡取り息子に育てたいの。この義は母はのために戦いたいという気持ちは涙が出るほど嬉うれしいですけれど、こういう大人の汚れ仕事に関わってはいけないわ。ね？　周しゆうちゃんの近こん藤どう周しゆう平へいとしての初うい陣じんは、堂々とした立ち合いでなければなりませんよ？」

「かっちゃんがただ一人の局長となれば、新選組はひとつにまとまる。私と山やま南なみさんが左右の両輪となってかっちゃんを補佐する体制を整えられれば、必ず。もう、こんな思いをかっちゃんにさせずともいい……みんな、辛つらいだろうが耐えてくれ……頼む」




【前まえ川かわ邸てい／文久三年九月十六日】




　決行当日の深夜。

　島しま原ばらの角すみ屋やで開催中の宴会から、土ひじ方かたさんの予想通りに芹せり沢ざわ鴨かも一派が途中離脱し、八や木ぎ邸へ引き返した後──。

　俺は、土ひじ方かたさんに無断で八や木ぎ邸ていへと向かうきっかけを待っていた。

　そしてそのきっかけが、不意に訪れた。

　見張り役を務めるはずの斎さい藤とうさんが、角すみ屋やでの宴会中に急な腹痛を訴えたのだ。

　俺は「任せておいてください」と斎さい藤とうさんを背負って、雨の中を前まえ川かわ邸ていに二人で戻った。

　前まえ川かわ邸ていに着いても斎さい藤とうさんの具合は良くならず、

「……ぽんぽん痛い……」

　と呻うめいて、そのまま寝込んでしまっている。

　斎さい藤とうさんはお腹が弱いというか、緊張しすぎると胃が痛む体質だ。だが暗殺に臆しているわけではない。この時期の彼女には男性恐怖症の気があるが、全身が雄おすといった感じの芹せり沢ざわはまるで獣に見えて特に苦手らしい。一周目の斎さい藤とうさんはこの後、殺人機械の如ごとく無表情のまま敵を斬り続ける無敵の剣の使い手となっていったのだが──この愛らしい斎さい藤とうさんがそうなると思うと、頼もしいと言うよりも痛ましい思いを抑えきれない。

（そろそろ、土ひじ方かたさんたちは八や木ぎ邸ていへ乗り込もうとしている頃合いだな）

　この機会を逃す手はない、と俺はすぐに決めた。

　近こん藤どうさんは、まだ永なが倉くらさんたち隊士の面々と一緒に角すみ家やで飲んでいる。いわゆるアリバイを作るためだ。今、前まえ川かわ邸ていに残っている隊士は、「……面目ない……」と寝込んでいる斎さい藤とうさんと、そして俺の二人だけだ。

　俺は、床に伏した斎さい藤とうさんの枕元に、効きもしない石いし田だ散さん薬やくとお茶を用意してあげた。石いし田だ散さん薬やくは、土ひじ方かたさんの実家が売っている怪しげな薬だ。多た摩まに自生している草を天日干しして作っただけの、漢方薬と言うのも憚はばかられる代物だが、土ひじ方かたさんはどういうわけかこの石いし田だ散さん薬やくが万病に効くと本気で信じているらしい。あの人、この時期は洋よう学がくに興味がなかったからな。フランス流軍学に目覚めてからは別人のようにハイカラになったが。

「……さんざん周しゆう平へいに触られて、気を吸い取られた……襲ってきたら士し道どう不ふ覚かく悟ごで殺す……ぽんぽん痛い……今襲われたら、力が出ない……」

「襲いませんよ。俺はそんな命知らずじゃないです。斎さい藤とうさん、ちょっと行ってきます」

「……どこに？」

「野や暮ぼ用ようです。すぐに戻ります」

「……やめとけば……？　周しゆう平へい程度の腕じゃ……死ぬよ？」

　斎さい藤とうさんに真意を見抜かれていた。

　俺を見つめる斎さい藤とうさんの凍いてついた眼光は、いつもの彼女のものとはまるで違った。

　過去に真剣で大勢の人間を斬った経験を持つ、薄暗い人斬りのそれだった。

　だが、今の斎さい藤とうさんは腹痛で起き上がれない。俺を止めることはできない。

「……行かないほうが、いいのに……命じられるままに人を斬れば……自分の魂をも切り刻むことになる。魂が、暗く暗く澱よどんでいく……周しゆう平へいには、自分みたいにはなってほしくない」

「それは、どういうことですか？」

　斎さい藤とうさんにはどんな過去があるのだろう。一周目では、自分について喋しやべらない人だった。

「……自分は、江戸で人を斬って京へ逃げてきた。そして、京で再会した近こん藤どうさんに拾ってもらった。だから、死ぬまで近こん藤どうさんに付いていくと誓った。試し衛えい館かん組ぐみのみんなは知っていることだけれど……周しゆう平へいに教えたことは内緒だよ……？」

「そうだったんですか。もしかして斎さい藤とうさんの腹痛は、その過去と関係が？」

　これ以上は秘密。新入りにそこまで漏らしておきながら腹痛で立てないとは士し道どう不ふ覚かく悟ごだと土ひじ方かたさんに怒られる、と斎さい藤とうさんは申し訳なさそうに呟つぶやく。

　斎さい藤とうさんは無口で無表情だけど、心根は優しい人だ。意味もなく人を斬ったりはしない。江戸でなにかがあったんだ。そして試し衛えい館かん組ぐみの人たちはそのことを知って秘している。斎さい藤とうさんを庇かばっているのだろうか？

　だが、今は──芹せり沢ざわ鴨かもを、俺が斬る。この一事に集中するしかない。

「すみません、斎さい藤とうさん。行ってきます」

「……周しゆう平へい」




【八や木ぎ邸てい／同日】




　八や木ぎ邸ていの門の前には誰もいない。ここは斎さい藤とうさんの持ち場だったはずだ。

　藤とう堂どうさんは、おそらく裏口を固めている。

　源げんさんは、八や木ぎ家けの人たちの寝室に忍び込んで見張っているのだろう。

（土ひじ方かたさんは、斎さい藤とうさんを待ちきれなかったんだな。俺にとっては天てん佑ゆうだ）

　すでに土ひじ方かたさんたちは、八や木ぎ邸ていに潜入していた。

　建物の奥から、人々の絶叫。そして、剣と剣が激突する金属音。

（芹せり沢ざわ鴨かも。新選組のために。土ひじ方かたさんたちの運命を変えるために。俺があなたを斬る──この京で土ひじ方かたさんの片腕になるためには、一刻も早く土ひじ方かたさんに認められるには、あなたを斬るしかないんだ。申し訳ない）

　俺は刀の鯉こい口ぐちを切って、八や木ぎ邸ていへと突入していた。

　廊下を駆ける。

　人の気配がない。

　八や木ぎ家けの人たちは、源げんさんとともに寝室に籠こもって震えているのだろう。

　野の口ぐち健けん司じはまだ角すみ屋やで飲んでいて、八や木ぎ邸ていには不在。

　平ひら間ま重じゆう助すけはおそらくもう逃げだしている。表門の見張りがいなかったから簡単に逃げだせたのだろう。一周目では、以後、平ひら間ま重じゆう助すけは新選組の歴史に名を遺のこさない。つまりもう二度と京へは戻ってこない。

　平ひら山やま五ご郎ろうはまもなく左さ之の助すけさんの槍やりに突かれて闘死する。あの人は殺す時に躊ちゆう躇ちよがない。一度切腹したことで、生死の境目を超越したのだろうか。それとも、天性陽気な人なのか。しかも左さ之の助すけさんの背後には、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人山やま南なみさんがいる。仕損じる恐れはない。

　そして新にい見み錦にしきは長ちよう州しゆうに。

　残るは芹せり沢ざわ鴨かもただ一人。

　だが俺には、芹せり沢ざわ鴨かも個人への憎しみがない。殺人狂でもない限り、無理矢理に己を奮い立たせなければ憎んでもいない人間は斬れない。勤王の志士も。新選組隊士も。みな同じなのだ。

　ほんとうに芹せり沢ざわ鴨かもを斬れるのかという迷いを、俺は強引に押さえ込む。

　剣を、平ひら青せい眼がんに構えた。

　襖ふすまを蹴破り、芹せり沢ざわの寝室へと踏み込む。

「……周しゆう平へいっ？　お前、なぜここに……馬鹿っ！　邪魔だっ、来るな！」

「ええっ？　周しゆう平へいくんっ？　ちょっと待ってー！　危ないよ～！」

　土ひじ方かたさん。

　沖おき田たさん。

　二人はすでに抜刀し、縁側に連なる障子を背にして部屋の中央に屹きつ立りつしていた芹せり沢ざわ鴨かもと相対していた。

　想定外だった。芹せり沢ざわ鴨かもは、酔っていない！

　二人は意外な事態を前にして苦戦していたらしい。すでに二人とも、息が上がっている。討ち手の沖おき田たさんは頰を浅く斬られて、顔を赤い血で染めていた。

「よう。小僧まで来たか。こりゃ予想外だ。ほんとうは、とことん沖おき田たと斬り合いたかったんだがなあ。その子は、おめえより万倍も強えからよ。俺の一世一代の真剣勝負の相手は、三段突きの神業を繰り出す最強剣士沖おき田た総そう司じでなければならなかった」

「まさか？　お前は沖おき田たさんと斬り合うために、命のやりとりをしたいがために、沖おき田たさんを有あり栖す川がわの宮みや邸ていへ連れて行ったというのか？　会あい津づ藩はんから自らの暗殺命令を引き出すために？　長ちよう州しゆう方がたへの寝返りは、今夜の勝負を無理矢理に実現するための芝居だったのか!?」

「ほう。当たりだ小僧。その、まさかさ。土ひじ方かたが局きよく中ちゆう法はつ度とで隊士の私闘を禁じてしまったからよ。こうする他、沖おき田たと真剣で立ち合う手段はなかったってわけよ」

　芹せり沢ざわ鴨かもは楽しげに笑っていた。

　この男は、今夜自分が襲撃されることを知っていた。

　知っていながら、刺し客かくを待ち構えていた──なぜ？　斬り合うためだ。

　芹せり沢ざわ鴨かもは有あり栖す川がわの宮みやを利用して、自分を沖おき田たさんたちに襲撃させるように仕向けたのだ。

　だから、わざわざ沖おき田たさんを有あり栖す川がわの宮みや邸ていへ連れて行ったんだ。会あい津づ藩はんに己の寝返りを通報させるために。新にい見みを長ちよう州しゆうへ送ったのも、自らの寝返りを確信させるためか。

　すべては最初から、芹せり沢ざわ鴨かもの手の内だったのだ！

　どうかしている。いったい、なぜ……？

「近こん藤どう周しゆう平へいだったか。おめえには、この俺がいろいろとこの世の闇を教えてやりたかったんだがよ。まあいい──刀で直接教えてやるよ。人斬りの醍だい醐ご味みってやつをよ──来な？」

　芹せり沢ざわが背にしていた障子の向こうから、雷鳴が轟とどろく。

　土ひじ方かたさんと沖おき田たさんの目に、目ま映ばゆい稲光が直接差し込む。

　今だ！

　二人の間をすり抜け、俺は芹せり沢ざわ鴨かもの正面へと突進していた。

　同時に芹せり沢ざわ鴨かもも、俺めがけて向かってくる。背後の障子の外は庭園だというのに、逃げない。俺の心臓を狙って全力で突きを入れてきた。馬鹿な？　この状況で？　俺の身体に深々と剣を突き入れれば、次の瞬間に自らも土ひじ方かたさんと沖おき田たさんの刀に切り刻まれるというのに？

「近こん藤どう周しゆう平へい！　おめえは大勢の人間を斬ってきたらしい。だが、まだ俺を殺すことに迷いがある！　要は武士にも人斬りにもなりきれない阿あ呆ほうだ！　おめえなんぞに俺は斬れねえよ！　地獄からやり直すんだな！」

　まさか。こいつ……最初から……死ぬつもりで……!?

「そうとも！　おめえがここにいようがいまいが結果は同じだ！　俺は今こ宵よい、ここで斬り合って死ぬ！　おめえ、どっちの女に惚ほれていた？　沖おき田たか、それとも土ひじ方かたか？　てめえの想いは所詮この程度よ！　やることなすこと童貞臭えんだよ！　俺を殺したいならば、黙ってさっさと殺せ！　負けて死ね、ガキが──！」

「……しまった。周しゆう平へい……!?」

「噓うそっ？　周しゆう平へいくんっ？」

　速い……！

　俺の放った剣先は芹せり沢ざわ鴨かもの喉には届かず、そして。




　ズンッ……！




　あ、ぐ、うっ……。

　俺の口から、おびただしい量の血が、吐き出されていた。

　心臓を……やられた……！

　ダメだ。このままでは。土ひじ方かたさん。沖おき田たさん。どうして固まっているんだ。斬られてしまう！　俺のせいで。俺が割り込んだせいで。なにを躊躇ためらっているんだ？　芹せり沢ざわが俺の胸から剣を抜く前に、芹せり沢ざわを刺せ。ああ。そうか。この男、剣を抜こうとしていないのか。俺の身体を肉の盾にしていやがるのか。

　芹せり沢ざわ、鴨かも……！




「……土ひじ方かた、さん……沖おき田た、さん……俺ごと刺せ……！」




　ほう。ガキかと思っていたが少しは成長したな。が、もう遅い、と芹せり沢ざわが笑った。土ひじ方かたさんが、なにかを叫んでいる。沖おき田たさんは声を発していない。きっと沖おき田たさんなら、無言で俺ごと芹せり沢ざわを刺すはずだ。俺がもう助からないことを、わかっているから──。

　頼む。斬れ。斬ってくれ。死なないでくれ。土ひじ方かた、さん……。

　だが、俺のその祈りは通じなかった。

「周しゆう平へい……そ、そんな。そんなことは、できな……あぐっ!?」

「土ひじ方かたさんっ!?　ああっ……ああああっ……！　やだああああっ！」

　まさか。

　土ひじ方かたさんだけでなく、沖おき田たさんまでが躊ちゆう躇ちよするなんて。

　土ひじ方かたさんは──芹せり沢ざわ鴨かもが俺の身体を肉の壁にしながら、空いているほうの手で投げつけた小こ太だ刀ちを眉間に受けて──昏こん倒とうしていた。

　そんな。ああ……俺が、割り込んだせいで……!?




「ヘッ。なんだ。土ひじ方かた、敵を前にして戦意を失ってんじゃねえ。俺を始末して新選組を乗っ取ろうって女がなにを躊躇ためらってんだよ。こいつに惚ほれていたのか？　沖おき田たも、もうダメみてえだなあ。このガキが割り込んでこなけりゃ、俺ぁ思う存分おめえと斬り合って華々しく死ねたはずだったのによ。つまらねえ。それじゃあ、三人とも始末しちまおうか」




（芹せり沢ざわ鴨かも……！　貴様……ただ沖おき田たさんと斬り合いたいがために、自作自演でこの状況を作り上げて、土ひじ方かたさんたちに自分を襲撃させて……なんだよ、それは……！　よくも、土ひじ方かたさんを……殺してやる……殺して……！　そうだ。なにを迷っていたんだ。俺は、土ひじ方かたさんを救うために蘇よみがえったはずだったのに……！）
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　ああ。

　畜生……！

　頼む。もう一度。もう一度芹せり沢ざわと戦わせてくれ。

　俺に──今一度の──機会を──。

　断末魔。視界が暗転していく。

　そして、あの声がみたび、俺の耳元に響いていた。




『お前──闘死したな？』




【Re:前まえ川かわ邸てい／文久三年九月十六日】




「うう～。面目ない……」

　ここは……前まえ川かわ邸てい……!?

「……さんざん周しゆう平へいに触られて、気を吸い取られた……襲ってきたら士し道どう不ふ覚かく悟ごで殺す……ぽんぽん痛い……今襲われたら、力が出ない……」

　斎さい藤とうさんが、お腹を押さえながら床に伏している。

　俺はそんな斎さい藤とうさんの枕元に、効きもしない石いし田だ散さん薬やくとお茶を用意してあげていた。

（成功だ。芹せり沢ざわに胸を突かれて絶命した直後、『お前──闘死したな？』という声が聞こえてきて、またしても俺の意識は闇の世界に。俺は芹せり沢ざわ鴨かも暗殺をやり直すために、無数の星々の中から前まえ川かわ邸ていに寝込んでいる斎さい藤とうさんの姿を探しだした。そして、意図した時刻、意図した場所に、俺は蘇よみがえった）

　間違いなく俺は生きている。刺されたはずの心臓は無傷で動いている。二周目で死ぬ直前までの記憶も、一周目の記憶も、すべて保持している。

（ルールがわかってきた。ひとつ。いつの時点に生き返って戻るかは、俺自身が選択できる。二つ。死ぬ瞬間に『お前──闘死したな？』という声が聞こえてこなければ、きっとあの闇の世界には呼ばれない。つまり自殺や病死ではダメで、誰かと戦って殺されなければ俺は死に戻れないらしい）

　さらに言えば、闇の世界で俺が選択できる日時は、すべて過去だ。過去へは戻れても未来には移動できない。

　また、俺が新選組に入隊した文久三年八月十八日以前の過去は、闇の世界の星々の中には見当たらなかった。新選組が誕生した文久三年八月十八日が死に戻れる日時の上限で、それ以前の過去には戻れない。

　つまり、近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんたちを上じよう洛らくさせず江戸に留とどめておくという選択肢はない。すでに京で新選組が誕生してしまっている状態から、みんなを破滅の運命から救わねばならない。

　それでも、またやり直せる。

　安あん堵どすると同時に、突然耐えがたい吐き気が襲ってきた。

　俺はもう、二度も土ひじ方かたさんが死ぬ瞬間を見ているのだ。しかも二度とも、助けられなかった。一周目の五ご稜りよう郭かくでも、そして二周目の八や木ぎ邸ていでも。二周目のほうがかえって事態が悪化している。俺が出しゃばったことで、土ひじ方かたさんは死ななくてもいいはずの立ち合いで死んでしまった……！

　だったら。俺がやったことは土ひじ方かたさんにとって邪魔でしかない。有り難迷惑などという言葉じゃ済まされない。

　では俺は、八や木ぎ邸ていへ討ち入るべきではないのか。黙ってこのまま斎さい藤とうさんのもとに留まっていれば、一周目同様、沖おき田たさんが芹せり沢ざわ鴨かもを討ち取ってくれるはず……。

　俺は、強くなろうと全力であがいてきた。だが、二周目に入ってから芹せり沢ざわ鴨かも暗殺のこの日までわずか一ヶ月足らず。この短期間にどれほど必死で修行を重ねても、芹せり沢ざわ鴨かもを斬れる剣士にはなれなかった。絶対になれるはずがない。剣の道はそれほど甘くない。

　それじゃ、俺がやっていることは自己満足に過ぎないのか？　俺があがけばあがくほど、土ひじ方かたさんと新選組の運命はかえって暗転していくのか？

　だが、ここで俺がなにもしなければ、一周目と同じ結末になる。芹せり沢ざわは倒せても、俺はまた傍観者の立場に留まってしまう。それじゃあダメなんだ。どうすればいい。

「斎さい藤とうさん」

「……ぽんぽん痛い時に口説いてくるのは、狡ずるい……抵抗できない」

「違いますよ。今から話すことは俺の昔話なんですが。みんなには知られたくないんです。他言無用でお願いできますか。斎さい藤とうさんは、口が堅い人ですから」

「……え？　うん、いいよ？」

　もう修行する猶予はない。窮した俺は、斎さい藤とうさんにすがっていた。

　この人は、この時期は腹痛癖に悩まされているが、新選組最強の一角。沖おき田たさんと並ぶ剣の天才で、無敵の剣を振るう強つわ者ものだ。鳥と羽ば伏ふし見みでも、宇う都つの宮みやでも、そして会あい津づでも。斎さい藤とうさんは常に最前線で斬り込みを続け、ほとんど怪け我がひとつ負わなかった。あの過酷な戊ぼ辰しん戦争を最後まで生き延びた人だ。

「斎さい藤とうさん。俺には以前、護まもりたい人がいました。その人を護まもろうとして剣を抜きました。でも……護まもれなかった。それどころか俺が出しゃばったせいで、そのたいせつな人は死んでしまいました……」

「……そう。辛つらかったね……」

「ですが。俺がなにもしなければ、確実にたいせつな人が死ぬということはわかっているんです。だから身勝手と言われようが、こんども俺は戦うしかない。それなのに相手が強すぎる。悔しいけれど俺は弱いんです。そして今夜、俺はまたあの時と同じ状況に突き当たっています。俺は……俺は、いったいどうすればいいんでしょう……？」

　斎さい藤とうさんは俺の話を静かに聞いてくれた。そして、余計な詮索はしない。

「……周しゆう平へい。一人で突っ走ってはダメ。護まもろうとした人にとっても迷惑になるかもしれない。自分勝手な判断かもしれない。よく、考えて」

「……そう……ですね。その通りです、斎さい藤とうさん」

「それに……独りぼっちで人を斬っていたら、斬る毎ごとに自分の魂をも切り刻むことになる。魂が、暗く暗く澱よどんでいく……自分がそうだった。衝動に身をまかせて、後先考えずに人を斬った。殺してしまった。そして江戸から逃げた。その日を境に、自分は無む明めいの闇に堕おちた……」

「……斎さい藤とうさん」

「江戸から逃げた自分はこの京で、一いつ匹ぴき狼おおかみの用心棒として食いつないでいた……銭のために人を斬る毎ごとに胃痛が酷ひどくなって、剣も抜けなくなって…………近こん藤どうさんが京に来てくれなければ、自分は荒すさみきった心のまま野垂れ死んでいた。野良犬みたいに。でも、今は違う……自分はもう、ただの人斬りじゃない。近こん藤どうさんという柱がいてくれて、誠の武士になるという志を同じくする試し衛えい館かん以来の仲間がいてくれるから」

　斎さい藤とうさんの言いたいことが、染しみ入いるように理解できた。

　二周目の俺は、新選組と土ひじ方かたさんの運命を一人でひっかぶっていた。未来から来たという俺の秘密を土ひじ方かたさんたちに明かすことはできない。今明かしても信じられないだろうから。だから俺はずっと一人で戦おうとしていた。でも、それではいけないのだ。

　たとえ今夜、独力で芹せり沢ざわ鴨かもを殺せても、俺はいずれ殺すことが目的の人斬りになる。人斬りという手段と、土ひじ方かたさんを救いたいという目的が、すり替わっていく──それが、魂が闇に染まるということなのだろう。

「新選組の同志たちが斬り合うなんて、良くないと思う……自分が江戸で人を斬り殺したのも、短慮だった……あの男を死なせてしまったために、かえって近こん藤どうさんたちを追い詰めることになった……」

「……斎さい藤とうさん？　それは、どういう意味です？」

「ううん、なんでもない。今こ宵よいの仕事は、会あい津づ藩はんからの主命だから避けられないし……土ひじ方かたさんの信頼を得たいんだよね、周しゆう平へいは」

「はい。そうです」

「だったら、土ひじ方かたさんと総そう司じと、三人で協力して芹せり沢ざわ鴨かもを斬らなきゃダメ。それで罪の意識も、魂の汚れも、三等分できるから……ほんとうは、行かせたくないけれど。総そう司じに任せたほうがいいと思うけれど……あの子は、人を斬っても魂が汚れない希け有うな魂の持ち主だから……それでも、行くんだよね？」

　日頃はあまり表情を変えない斎さい藤とうさんが、俺を哀かなしそうに見つめている。

　斎さい藤とうさんが江戸で人を斬って京へ逐ちく電でんした理由は、近こん藤どうさんと関わりがあるのか？

　だが、今は斎さい藤とうさんの過去を詮索している時間がないし、話してはくれなさそうだ。

　ごめんなさい、斎さい藤とうさん。

　俺は、行かなければならないんです。

　でも、これで勝ち筋は見えました。

　三人で戦おう──抜け駆けはしない。

　そうだ。実戦は、一対多。二人ないし三人で一人を討つ。そもそもこれは新選組の常法だったじゃないか。一周目で徹底的に教え込まれたことだったのに。俺はこんなこともすっかり忘れていたのか。

　二周目の俺は、一周目の記憶を引きずって新選組隊士になりきれていなかった。土ひじ方かたさんの信頼を得たいがために、一人で焦あせって浮き上がっていた。

「斎さい藤とうさん。すみません、行ってきます──ありがとう、ございました」

「……うん。今夜の話は、ナイショにしてあげる。自分の昔話も、聞かなかったことに。強請ゆすりのネタにして襲ってきたら、斬るよ？」

　そんな士し道どう不ふ覚かく悟ごなことはしませんよ、土ひじ方かたさんに切腹させられますと俺は苦笑しながら立ち上がっていた──。




【Re:八や木ぎ邸てい／同日】




　雨が降りしきる中──八や木ぎ邸ていの門の前には、誰もいない。

　建物の奥から、人々の絶叫。そして、剣と剣が激突する金属音。

（芹せり沢ざわ鴨かも。お前はただ猛者の剣を振るう最強剣士の沖おき田たさんと殺し合いたいがために、京で華々しく斬り合って闘死したいがために、新選組を解散寸前へと追い込んだ。大和やまと屋やに火をかけて燃やしたのも、沖おき田たさんを連れて有あり栖す川がわの宮みや家けへと飛び込んだのも、すべては剣のため、斬り合いのためだった。今のお前は、水み戸とで勤王の志のために奔走してきた志士じゃない。無論、京に跋ばつ扈こする過激な勤王志士を取り締まる新選組の筆頭局長でもない。お前は剣に淫いんする人斬りに堕している。もう迷いはない。お前を、斬る──）

　俺は刀の鯉こい口ぐちを切って、八や木ぎ邸ていへと突入していた。

　廊下を駆ける。

　無言で、芹せり沢ざわ鴨かもの部屋へと突進する。

　剣を平ひら青せい眼がんに構え、襖ふすまを蹴破り、芹せり沢ざわの寝室へと踏み込む。

「……周しゆう平へい？　お前、なぜここに？　余計な加勢を……！」

「土ひじ方かたさん。沖おき田たさん。斎さい藤とうさんは腹痛で来られません。俺が代役として参りました──命令違反の罰は後で受けます。今は、われら三人で芹せり沢ざわを斬りましょう」

「周しゆう平へいくん……どこか変わった？　今、ボクたちは芹せり沢ざわさんと斬り合っているんだよ？　ずいぶん落ち着いているね～？」

　土ひじ方かたさん。

　沖おき田たさん。

　二人はすでに抜刀し、縁側に連なる障子を背にして部屋の中央に屹きつ立りつしていた芹せり沢ざわ鴨かもと相対していた。

　二人とも息が上がっている。討ち手の沖おき田たさんは頰を浅く斬られて、顔を赤い血で染めていた。

　そして、芹せり沢ざわ鴨かもはやはり笑っていた。

「ほう？　小僧。いきなり化けたな。沖おき田たのほうが万倍も強いと思っていたが……汗ひとつ流していねえ。目に迷いがねえ。俺を斬る覚悟ができているようだ。が、剣の技量は相変わらずだなあ。それでも、沖おき田たの千分の一程度には強くなっただろうか──面白くなってきやがった」

　障子の背後から、雷鳴とともに稲光が飛び込んでくるのと同時に。

　土ひじ方かたさん。沖おき田たさん。

　俺は小声で、二人に囁ささやいていた。

（俺が正面へ出ます。芹せり沢ざわの隙を作りますから、奴やつの腹を斬ってください。喉や頭は斬らないでください）

（致命の一撃は避けろと？　どういうことだ？）

（周しゆう平へいくん？）

（俺を、信じてください）

　芹せり沢ざわ鴨かもが選択する戦法は、二周目と同じはずだ。剣の構え、身体の姿勢、気配。すべて二周目と同じだ。この男の目的は、沖おき田た総そう司じとの立ち合いなのだから。

　芹せり沢ざわ鴨かもへと向けて、俺は突進する。

　同時に芹せり沢ざわ鴨かももまた、突進。俺の心臓をめがけて突きを入れてくる。この室内での斬り合いでの突きは致命的な自爆技となる。だが芹せり沢ざわはこのまま俺の胸板を貫いて肉の壁にして、土ひじ方かたさんと沖おき田たさんを躊ちゆう躇ちよさせるつもりだ。もとよりこの勝負は一対三。卑ひ怯きようとは言わない。芹せり沢ざわはまず三人のうち最弱の俺を殺し、次に土ひじ方かたさんを不意打ちの絡からめ手てで始末し、沖おき田たさんを最後の主食として取っておくつもりだ。そして、沖おき田たさんと一対一で死し合あいをやって、斬り合って死ぬつもりだ。

（だが。もう──その手で来ることは、わかっている──！）

　問題は、芹せり沢ざわの突きの速度。攻撃手順を知っていても、俺の身体の反応速度が芹せり沢ざわの剣に追いつけなければ対処しようがない。やはり速い。これが、新選組筆頭局長の太た刀ち筋すじ──しまった。俺の肉体の反応が追いつかない？

　しかし。

　反応していた。ぎりぎりで、間に合っていた。

（さっきの俺と、違う？　肉体の反応が速くなったような……？）

　俺は、芹せり沢ざわを俺の剣で斬るという手段を捨てた。

　芹せり沢ざわ鴨かもは、到底俺の剣で斬れる相手ではない。

　だから、自らの二の腕を盾にして、芹せり沢ざわの剣の突きを受けた。

　筋や骨を断たれぬよう急所を避けつつ、敢あえて芹せり沢ざわの剣を自らの腕に貫かせた。

「てっ……てめえっ？　近こん藤どう周しゆう平へい……!?　なぜ、わかった!?　俺がてめえを肉の壁に用いようとしていたことを？　なにより……てめえ、なに考えてやがるううっ!?　てめえから腕を晒さらして盾になってくるたあ。馬鹿か、てめえええええっ!?」

　貫かれた腕が、熱い。熱い。熱い。赤い血が、溢あふれる……！

　だが、この腕を貫いた剣は、絶対に引き抜かせない……！

　わずかな隙を作らせるだけで、充分だ。

「……ぬ、抜けねえ……？　てめえ……腕の筋力で、刀を締め付けて……!?」

　ほんの数秒であろうとも。

　この二人は、この隙を見逃さない。

「土ひじ方かたさん、沖おき田たさん！　今です！」

「……周しゆう平へい……お前……!?」

「胴どうっ！」

　ドンッ。

　沖おき田たさんの加か州しゆう清きよ光みつが、芹せり沢ざわ鴨かもの脇腹を横よこ薙なぎに払った。

　その電光石火の一撃で、もう充分だった。

　芹せり沢ざわ鴨かもが剣の柄つかを手放して腰の脇わき差ざしを抜こうとした時にはもう、その巨体は部屋の中央に仰向けに倒れていた──。

（うっ……目め眩まいが……）

　なんだろう。不意に、奇妙な感覚が俺の全身を貫いていた。

　これは、一周目で新選組を脱退できる機会を前にして「脱隊しない」と決断した際に俺を襲った目め眩まいと同じ感覚だ。

　もしかしたら俺の今夜の行動によって、歴史が一周目とは異なるルートに切り替わったのだろうか。

「芹せり沢ざわ……！　よくも、周しゆう平へいを……！」

「土ひじ方かたさん。とどめは刺さないでください！　俺は芹せり沢ざわさんに聞きたいことがあります！」

「……聞きたいこと？」

　そう。

　芹せり沢ざわ鴨かもが荒れ狂っていた理由。なぜ水み戸とで勤王の志士として生きなかったのか。なぜ会あい津づ藩はんの預かりとなったのか。なぜ闘死を望んで自滅していったのか。

　斎さい藤とうさんとの対話を経た今、芹せり沢ざわの心情を知らなければならない、と俺は直感していた。

　斎さい藤とうさんは、人を斬る毎ごとに手段と目的がすり替わっていくと言っていた。そして新選組は今夜、筆頭局長を斬った。これから新選組は血生臭い粛しゆく清せいの歴史を辿たどることになる。その歴史の原点が、おそらく今夜にある──。

　土ひじ方かたさんが「無茶苦茶するな、お前は」と俺の腕から剣を抜いて、傷口に布を巻いてくれている。かろうじて急所は外せていた。俺の肉体の反応速度も、そして筋力も、なぜか二周目よりも強化されていた。だから俺は腕を切り飛ばされずに済んだらしい。

「芹せり沢ざわさん。どうして勤王の志士として生きなかったんです。あなたは佐さ幕ばく派はの会あい津づ藩はんのもとでは生きられない人です。あなたがやろうとしていたことは結局、自殺ではないですか」

「……小僧。武士の本質はよ、人斬りだ。尊皇攘じよ夷ういなんてのは、異国の黒船に怯おびえ上あがった日本の武士たちを残らず狂犬にしちまわねえために必要な方便ってやつさ……人斬りである武士を束ねるためにはよ……必要なんだよ。局きよく中ちゆう法はつ度とのような厳しい法と、そしてみなで共有する志ってやつがよ……それを見失えば、武士ってやつはみな俺みてえな狂犬になっちまう」

　ではなぜ、水み戸とに戻らなかったのか。やはり俺にはわからない。芹せり沢ざわ鴨かもの口から直接聞き出さなければならない──。

「俺ぁ浪士隊に入る前にもう、狂犬になっちまっていたのさ。かつて俺は、水み戸との勤王志士集団を率いる水み戸と天てん狗ぐ党とうの幹部だった……が、俺は血の気が多い。泥でい酔すいして仲間を何人も斬っちまったのよ。商家を脅して軍用金を押し借りする俺のやり口をしたり顔で批判されて、ついカッとなってよ。そんな理由でてめえの同志を斬る武士なんざ、ただの人斬りだ。もう勤王の志士なんかじゃねえ。当然、俺は相棒の新にい見みとともに投獄され、死罪を宣告された──」

「ですがその後、恩赦があって出獄されたんですね。清きよ河かわ八はち郎ろうのような策を弄する男と反りが合わなかったことは、わかります。新にい見みとともに長ちよう州しゆうへ下ることも、あなたの気位の高さ故にできなかった」

「だが水み戸と天てん狗ぐ党とうに戻らなかったのはなぜだ。京にも水み戸と侍ざむらいは大勢いる。水み戸と家け出身の将軍後見職一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ公こうを警固している本ほん圀こく寺じ党とうの面々がそうだ。あなたの知人も多いはず。恥を忍んで本ほん圀こく寺じ党とうに頭を下げ、水み戸と天てん狗ぐ党とうに復帰する道もあったはずだ」

　土ひじ方かたさんが、芹せり沢ざわにそう尋ねていた。

「へっ。今さら水み戸とに俺の行き場なんてあるかよ……俺の押し借り癖は水み戸とでも悪評高かったからな……俺にはもう行き場がねえ。尊皇攘じよ夷ういの志を果たせない芹せり沢ざわ鴨かもは、ただの人斬りだ。が、それでいい。組織には汚れ役ってものが必要だ。近こん藤どうや土ひじ方かたには似合わねえ。新にい見みが長ちよう州しゆうから送り込んでくる間かん者じやどもをさっさと斬ってやるのが、俺の役割だと心得ていたはず、だったんだがな……連中は雑ざ魚こばかりだった。大坂で力士を斬った時と同じで、まるで物足りなくてよぉ……あんな連中、斬る意味もねえ。剣を抜けねえ、強敵を斬れねえ。夜ごと飲めば飲むほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっていった。それがよ、人斬りの性さがさ」

　魂まで剣に乗っ取られていたのさ俺は、と芹せり沢ざわは笑った。

「せめて最後は、最強の剣士と戦って死にたかった。できれば俺の剣で倒したかった。沖おき田た総そう司じをよ。一目見た時からわかった。近こん藤どうや土ひじ方かたも強いが、沖おき田たは百年に一人の剣の天才だ。俺ぁよ、勤王の志士として生きられねえのならば、人斬りとして生きて、そして死にたかったんだ。ああ。ただ、それだけだ」

　私がもっと早く芹せり沢ざわ鴨かもを、この男を隊から除名していれば、今こ宵よいこんなことにはならなかった。会あい津づ藩はんから処分を命じられる前にどうにかして手を尽くしていれば。私の手落ちだ、私が甘かったのだ、と土ひじ方かたさんは肩を落としている。

　だが、芹せり沢ざわ鴨かもを説得して新選組から除隊させることなど誰にもできなかっただろう。この男は、博学の知識人であるにもかかわらず、剣で語り合う以外に人と交わる術を知らないのだ。

「……近こん藤どう周しゆう平へい。てめえのおかげで、沖おき田た総そう司じとの一騎打ちは果たせなかったがよ……それでも、負けは負けだ。納得はいかねえがよ。これで……俺が斬った水み戸との同志たちのもとに還かえれる……なあ、小僧。俺は……どこで間違えたんだろうな……」

　それは──その言葉は──一周目の五ご稜りよう郭かくで、土ひじ方かたさんが漏らした言葉と……同じだ……！

　ほんとうに俺には、芹せり沢ざわ鴨かもを殺すしかなかったのか。他の道はなかったのか。

「……筆頭局長を殺した新選組は、いずれ仲間同士で激しく殺し合うことになるぜ、土ひじ方かた……隊員を束ねるための局きよく中ちゆう法はつ度とが、てめえらにとってはいずれ呪いとなる……志も法はつ度とも……本来はバラバラな人間どもをまとめるためのよ、方便に過ぎねえ……強大な武力を持つ異国を相手に攘じよ夷ういなんて、できるわけがねえ。俺ぁよ、獄中で早々と醒さめちまったのかもなあ……方便をほんものにしようとすればするほど、てめえらは泥沼に塡はまる……いいか。誠の武士なんてものは、どこにもねえ、土ひじ方かた。そいつは、多た摩まの百姓娘たちが頭の中でこしらえた美しい夢に過ぎねえ。夢と現実が乖かい離りすればするほど、近こん藤どうもお前もその狭はざ間まであがくことになる……近こん藤どうも、てめえも、純朴すぎる……」

　それ以上は、もう、話せなかった。

　死にきれずに呻うめき続つづけている芹せり沢ざわ鴨かもを見かねた土ひじ方かたさんが、脇わき差ざしを抜いて。そして。




「芹せり沢ざわ筆頭局長。お見事な戦いぶりでした。今後はこの土ひじ方かた歳とし三ぞうが近こん藤どうを護まもります。これより新選組の汚れ役は、新選組の悪名は、すべてこの私が背負います──近こん藤どう勇いさみを誠の武士にするために。たとえ叶かなわぬ夢であろうとも、私はこの志を最後まで貫きます。それでは、介かい錯しやくさせていただきます。おさらばです」




　芹せり沢ざわ鴨かも、闘死。




　確かに歴史は変わった。

　だがほんとうに、これでよかったのか。

　新選組と土ひじ方かたさんの運命が暗転したのは──芹せり沢ざわ鴨かもを殺したからではなかったのか？

　左さ之の助すけさんと山やま南なみさんも、粛しゆく清せいを終えたらしい。廊下の向こうに、二人の姿が見えた。肝の太い左さ之の助すけさんは「うおーっす」と手を振っているが、山やま南なみさんは遠目で見ても青ざめて震えている。心に深い傷を負ったらしい。たとえ実行役ではなかったとしても、彼女のような優しく繊細な人には耐えがたい仕事だったろう。止めるべきだった。

　土ひじ方かたさんは、そんな二人になにも言えず、縁側の向こうに開けた庭園を放心状態で見つめていた。

　沖おき田たさんは「芹せり沢ざわさん、死んじゃったね。そんなにボクと立ち合いたいのなら、こっそり果たし状でも出してくれればよかったのにね。ほんと、素直じゃない人だったなぁ……」と哀かなしげに唇を尖とがらせている。

「ねえ周しゆう平へいくん？　腕、痛くない？」

「はい、沖おき田たさん。急所は外していますから、見た目ほど重い怪け我がじゃないです。それに今は、気が張っていますから。少し散歩してきますよ。今夜は眠れそうにありません」

「……そう。土ひじ方かたさんをよろしくね、周しゆう平へいくん。土ひじ方かたさんは、やりたくてやったわけじゃ」

「わかっていますよ。沖おき田たさんは雨に打たれないようにしてください。風邪を引きますよ」

「ボクは元気だから、だいじょうぶだよー！」

　いえ。だいじょうぶじゃありません。ほんとうに──ご自愛ください、沖おき田たさん。

　今こ宵よい、芹せり沢ざわ鴨かもを、殺した──今夜はとても眠れそうになかった。だが。

「周しゆう平へい、よく危険な役目をやり遂げてくれたな。山やま南なみさんの姿が不意に消えた。負傷したお前に頼むのは気が引けるが、私が行けば逆効果になりそうだ。捜してきてくれないか？」

　土ひじ方かたさんに、そう頼まれた。俺を信頼してくれるようになった。歴史は、変わる。

「はい。承知しました」







　山やま南なみさんを捜して夜の四し条じよう通どおりを歩いているうちに、いつしか木き屋や町まちまで出てきてしまった。一ヶ月もすれば腕の傷口は塞がるだろう。指も腕も動く。問題はない。

　……見つけた。肩を落として歩いている山やま南なみさんを。

　まだ、青ざめている。細い肩が小刻みに震えていた。

「山やま南なみさん。屯とん所しよへ帰りましょう。今の京は不ふ逞てい浪士の巣そう窟くつです。夜道の一人歩きは危ないですよ」

「……周しゆう平へいさん。実は私……打うち刀がたなも脇わき差ざしも、人を斬れない刃は引びき刀とうで臨んでしまったんです。見届け役とはいえ士し道どう不ふ覚かく悟ごでした……原はら田ださんを危険に晒さらしてしまいました……私は今、自分の臆病に深く恥じ入っています」

「そうでしたか……山やま南なみさん、土ひじ方かたさんには内緒にしておきますよ。臆病なんかじゃありません。あなたは優しい人なんです」

「私たちは、引き返せない道へ進んでしまった気がします。ほんとうに、これでよかったんでしょうか？　話し合いで解決することはできなかったのでしょうか？」

　職務で不ふ逞てい浪士を斬るのならばともかく、俺たちは今夜、新選組の同志を暗殺した。そんな夜に、自分だけが刃は引びき刀とうを持参した。罪悪感と後悔、そして新選組の未来への不安。あらゆる負の感情が山やま南なみさんを襲っている。身体の震えがいつまでも止まらないようだ。

「周しゆう平へいさん。新選組は浪士の集まりです。だから土ひじ方かたさんは、芹せり沢ざわさんたち乱暴な隊士に規律を守らせるために局きよく中ちゆう法はつ度とを作りました。ですが──隊を脱する者は切腹、士道に背く者は切腹。これではあまりにも厳しすぎます。そして筆頭局長が法はつ度とに触れて粛しゆく清せい。この法はつ度とはいずれ新選組を支配して粛しゆく清せいの連鎖を引き起こし続ける元凶になるかもしれません。土ひじ方かたさんの思惑すらも越えて制御不能になってしまうのでは。そんな気がするんです」

　山やま南なみさんの危き惧ぐは正しい。

　一周目では、山やま南なみさん自身が無断で新選組を離脱したために切腹となったのだから。




　　　◆




　一周目での山やま南なみさんは、最新の知識や情報をもたらしてくれる食しよつ客かくとして試し衛えい館かん時代から近こん藤どうさんを支えてきた人だった。山やま南なみさんがいなければ新選組はなかった。

　しかし山やま南なみさんは、芹せり沢ざわ鴨かも暗殺後に新選組総長つまり参謀職を務めたが、いつしか現場に姿を見せなくなった。屯とん所しよに籠こもって留守居役となった。理由はよくわからない。

　そしてついにある時、山やま南なみさんは突然「江戸へ帰る」と書き置きを残して脱走し、局きよく中ちゆう法はつ度と違反で切腹となった。

　隊士の誰もが、土ひじ方かたさんに「山やま南なみどのを切腹させるなんてありえない！」「絶対にダメよ！」「てめえは冷血の女だ！　あんだよ、その鉄てつ面めん皮ぴはよ！」と詰め寄って山やま南なみさんを救おうとしたが、あの頃の新選組にとって局きよく中ちゆう法はつ度とは絶対だった──平隊士ならまだしも、新選組総長の脱走は重すぎる罪だった。例外を認めれば、もともとは無ぶ頼らいの徒の集まりに過ぎない新選組は芹せり沢ざわ鴨かも時代に逆戻りしてしまう。試し衛えい館かん以来の仲間だからと言って見過ごすことはできなかった。

　だから、山やま南なみさんは仲間からの再脱走の誘いを断り、自ら切腹する道を選んだ──。

　すでに局長の芹せり沢ざわ鴨かもに局きよく中ちゆう法はつ度とを適用した以上、山やま南なみさんといえども法はつ度とに従って死ぬ他はなかった。もう誰にも止められなかった。土ひじ方かたさんも、近こん藤どうさんも、みんな泣いていた。隊の良心とも言うべき山やま南なみさんを失ったそれからの新選組では、山やま南なみさんを死なせた局きよく中ちゆう法はつ度とが生き物のように暴走して、誰も彼もが切腹や粛しゆく清せいに追い込まれていった。

　山やま南なみさんは、剣けん客かくでは終わらない新選組きっての知識人であり、諸藩の事情に通じた情報通である以上に、隊士たちを情で包み込んでまとめてくれるお姉さん役だった。だからこそ、新選組にとって山やま南なみさんは絶対に欠かせない人だったのだ。

　五ご稜りよう郭かくでの最後の夜、土ひじ方かたさんは俺の前で、

「たとえ局きよく中ちゆう法はつ度とを曲げてでも、士道に叛そむくことになろうとも、山やま南なみさんの切腹は止めるべきだった。私が犯した生涯最大の過あやまちだった」

　と目に涙を浮かべて泣いていた。局きよく中ちゆう法はつ度とによって親友の山やま南なみさんを切腹させたことは、試し衛えい館かん以来の仲間たちの心がばらばらになって新選組が内部崩壊し転落していくきっかけでもあり、そしてきっと、土ひじ方かたさんが箱はこ館だてでの闘死を望んだ理由のひとつでもあった。




　　　◆




「──だいじょうぶですよ山やま南なみさん。局きよく中ちゆう法はつ度とは方便に過ぎません。新選組を律するものは法ではなく、試し衛えい館かん以来の仲間の皆さんを中心とした人間の和です」

「ええ。ですが土ひじ方かたさんは、芹せり沢ざわさんたちを殺したために法はつ度とに縛られていく気がします。あの人は繊細すぎますから……きっと誰よりも傷ついています。私などよりも。隊士たちに憎まれ恐れられる汚れ役は自分が一人で担になうべきだ、近こん藤どうさんや私に汚れ役などをやらせてはならないと思い詰めるでしょう。だからこそ、あの人はいずれ法はつ度とに抗あらがえなくなります」

「俺が土ひじ方かたさんを護まもります。決して今夜のようなことは繰り返させません。俺一人では力不足ですが、山やま南なみさんがいます。二人で土ひじ方かたさんを支えましょう。芹せり沢ざわさんの死をさらなる死の呼び水にしてはならない。今夜で粛しゆく清せいは終わりにしましょう。それでこそ芹せり沢ざわさんの犠牲は無駄にならない。お願いします、山やま南なみさん」

「……そうですね。ありがとうございます、周しゆう平へいさん。あなたは不思議な人ですね。もう、ずっと以前から新選組に……いえ、試し衛えい館かんにいたような。誰よりも土ひじ方かたさんのことを理解しておられます。私のことも。くすっ」

　実は知っているんですよ、山やま南なみさん。

　もう、あなたに切腹など絶対にさせません。

　俺が新選組の運命を変えますから──。




　山やま南なみさんが、屯とん所しよへ戻っていく。その背中を眺めていると。

「おお、怖いですう。血の臭いがしますですう。お前はもしかして新選組の隊士ですか？　岡おか田だ以い蔵ぞうという男を知らないですか？　はっ、まさかお前が以い蔵ぞうを……！」

　いきなり俺は、路上でヘンな女に絡からまれていた。

　鼻筋が通った背の高い美女だったが、明らかに怪しかった。

　京の町娘のような姿をしているが、肌がこんがりと焼けていてどう見ても京娘ではない。京の女はもっと色白だ。そもそも京言葉ですらない。芝居がかった奇妙な言葉遣いだ。無理をしてお国くに訛なまりを隠しているのが丸わかりだ。その上、落ち着きなく身体を揺すったり傘を振り回したりと、まるで子供だった。

「……いかにも俺は新選組隊士、近こん藤どう周しゆう平へいです。岡おか田だ以い蔵ぞうとは、ええと、誰でしたっけ？」

「むっ。京の三大人斬りの一人。土と佐さ勤きん王のう党とうの攘じよ夷うい志士ですう！　知らないですか？」

「はあ。名前くらいはどこかで聞いたことがあるような……」

「お前、怪け我がしているですう。それにその怖い表情。つい今し方、人を斬った顔ですう」

「俺は見ての通り、斬られたほうですよ。斬り合いはやりましたが、まったくの別件です。あなたはどなたです？」

「おおう、そうじゃったか!?　以い蔵ぞうさんは無事じゃったか！　いや～、ほっとしたがぜよ。うちはもう、以い蔵ぞうさんが心配で心配で～！」
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「……え？　土と佐さ弁べん？」

「あ、いや……ええと。私は、その、京のしがない町娘ですう！　ただの通りすがりですう、お気になさらずです！　お、ほ、ほ」

「ものすごく気になりますよ！　あなた、名前は？」

「りょ……お龍りようと申しますですう！　そ、そういうわけで、私はそろそろ──」

　いや。ちょっと待て。そうだ。なにがおかしいって、この人、着物を着ているのに足下には──異国のブーツを履いているじゃないか。

　こんな京娘がいるかっ！

　この落ち着きのなさ、このなんとも言えない胡う散さん臭くさい挙動、相手との距離感のなさ──もしかすると。

「あなた、まさか土と佐さ脱藩浪士の坂さか本もと龍りよ馬うまさんですか!?　なんで女装しているんですか？」

「こらーっ！　うちは、もともと女じゃき！　って、一目で桂かつらさん直伝の変装術を見破られてしもうたがじゃ～!?　おまん、なんでうちの顔と名前を知っちゅうぜよ～!?　うちは、おまんなんぞ知らんちゃ！　お、恐るべし、新選組の探索能力……！」

「……俺たちは別にあなたを探索したりしていませんよ。その海焼けした風貌と土と佐さ弁べんとブーツでなんとなく予測がついたんです。雨もやみませんし、どうですか？　少しの間、島しま原ばらにでも。俺がおごります……正直、今夜は眠れないんです」

「ほほう。もしかして、このお龍りようさんを誘っていやがりますね？　私はいいですう。ああ、美女のお龍りようさんは殿方からモテて仕方ないですう。お、ほ、ほ」

「……坂さか本もとさん。もうバレてるんですから土と佐さ弁べんで喋しやべって構いませんよ。そのヘンな口調はやめてください」

「んもう。周しゆう平へいちゃんは冷たいきにね～。うちは勝かつ先生に命じられて、土と佐さ訛なまりを矯正しちゅう最中じゃき。薩さつ摩ま者もんが薩さつ摩ま弁べん、長ちよう州しゆう者もんが長ちよう州しゆう弁べん、会あい津づ者もんが会あい津づ弁べんで喋しやべっちょったら、ちくとも会話にならんき。特に、薩さつ摩ま弁べんはまるで異国の言葉で、さっぱり聞き取れんがじゃ。これからの日本人は、お国言葉とは別に標準語ちゅうやつを覚えにゃならんがぜよ？」

　坂さか本もと龍りよ馬うまさんは、一周目で薩さつ長ちよう同盟の仲介役を務めて幕府を瓦が解かいさせた幕末のキーマンだ。だがこの時期、坂さか本もと龍りよ馬うまさんはまだ無名。この人と親しく交われば、歴史を一周目とは異なるルートへ持っていくことができるかもしれない。




【島しま原ばら】




　島しま原ばらに到着した。

　角すみ屋やではまだ近こん藤どうさんたち新選組隊士が飲んでいるので、俺と坂さか本もとさんは別のこぢんまりとした店に入った。芸子はあげず、坂さか本もとさんとサシで飲んだ。

　とりあえず坂さか本もとさんの現状についてわかったことは、この時点では彼女は幕府の軍艦奉行勝かつ麟りん太た郎ろうこと勝かつ海かい舟しゆうの弟子だったということだ。

　最初は勤王の志士として長ちよう州しゆうの同志とともに働くつもりで土と佐さを脱藩したが、今は勝かつ海かい舟しゆうのもとで幕府の神こう戸べ海軍操練所設立のために奔走しているという。普通に考えると完全な寝返りだが、まるで悪気がない。子供みたいな無邪気な人だな。

「いやあ～、周しゆう平へいちゃんは話せるのう。実はここだけの話、新選組が捜しちょる長ちよう州しゆうの桂かつら小こ五ご郎ろうさんは、もう京にはおらんきに。捜しても無駄じゃきね～。あの人はのう、逃げ足だけは速いぜよ～。変装の名人じゃき。その点、うちの変装はまだまだじゃにゃあ」

「坂さか本もとさんはお芝居とか向いてないですから、諦めたほうが。その町娘姿は似合っていますが、ブーツはやめましょうよ？」

「いーや。いずれ完璧な町娘に化けてみせるきに！　けんど、神こう戸べから来た近こん藤どう周しゆう平へいちゃん、言うたの。おまんが噂うわさの近こん藤どうさんの養子かえ？」

「はい、そうです」

「おおお。奇遇じゃにゃあ～。うちもまもなく、勝かつ先生や勝かつ塾じゆくの仲間たちとともに神こう戸べ村むらの海軍操練所に引っ越すきに～」

　まもなく神こう戸べへ？　あ、危なかった。坂さか本もとさんがすでに神こう戸べに越していたらボロが出ていたかもしれない。

「のう。以い蔵ぞうさんを見かけたら神こう戸べに連れてきてくれんかの、周しゆう平へいちゃん。土と佐さ藩はん邸ていに近づけたら危ないがぜよ」

「え？　どうしてです？　岡おか田だ以い蔵ぞうという人は、土と佐さ人じんなんでしょう？」

「なぜって。おまん、土と佐さ藩はんの事情をなんも知らんのかえ？」

「俺は土と佐さどころか、薩さつ摩まや長ちよう州しゆうの事情もよく知らないんです。なにしろ田舎者でして。そもそも日本の沿岸に異国の艦隊が来ているというのに、幕府と長ちよう州しゆうはなぜこれほど激しく争っているんでしょうか？」

　一周目では日々の隊務とそして戦争に明け暮れていて、幕末の情勢について学ぶ余裕はなかった。坂さか本もとさんがこの時期幕府のもとにいたことすら、はじめて知ったくらいだ。未来でもっと幕末について学んでおけばよかった。

「おまんはせっかく神こう戸べに住みながら、考えなしに新選組に入隊してしもうたんじゃのう。しょうがないにゃあ～。神こう戸べ者もん同士のよしみじゃ。うちが、ちくと教えちゃる」

「お願いします」

「ええか周しゆう平へいちゃん。幕府も諸藩もかっちこっちの封建社会ぜよ。身分や家柄なんぞが力を持っちょる。公武合体を唱える佐さ幕ばく派はと、過激な尊皇攘じよ夷ういを掲げる勤王志士の藩内対立はにゃあ、藩内での身分闘争でもあるんじゃ。例外もあるがの、ざっくり言えば血筋のいい上士は保守で佐さ幕ばく。身分の低い下士や郷ごう士しは勤王じゃき」

「……土と佐さの郷ごう士したちが土と佐さ勤きん王のう党とうを結成して帝みかどを主君と仰ぐ勤王志士になった理由は、幕府の下では郷ごう士しは永遠に差別される。しかし勤王の旗の下ならば身分の区別なく誰もが存分に活躍できる。そういうことですか？」

「そうじゃ！　ものわかりがええのう。周しゆう平へいちゃんはやればできる子じゃにゃあ～！　じゃき勤王志士は、天てん誅ちゆうと称してちくと幕府方の人間を殺しすぎたぜよ」

「その反動が、長ちよう州しゆう藩はんと長ちよう州しゆう派は公家が一斉に京から追放されてしまった八月十八日の政変ですね。俺が新選組に入隊した日でしたから、よく覚えています」

　坂さか本もとさんが身を乗り出してきてうんうんと頷うなずく。距離が近いな、この人……。

「もともと土と佐さの山やまの内うち容よう堂どう公こうは幕府びいきじゃき。土と佐さ勤きん王のう党とうの郷ごう士したちが我が物顔で藩政を仕切っちょったことを不満に思っちゅう。以い蔵ぞうさんが土と佐さに戻ったら、過酷な弾圧が待っちょるぜよ。要は、殺されるき」

「それで捜しているのですね。了解しました」

「尊皇攘じよ夷ういの総本山の水み戸と藩はんも、派閥争いが激化しちょって危ういぜよ。水み戸と天てん狗ぐ党とうの勤王志士たちは武装蜂起寸前じゃき。あ。その天てん狗ぐ党とうに活動資金を提供しちょるのが長ちよう州しゆうの桂かつらさんじゃということは、絶対に誰にも言うてはいかんぜよ？」

　さ、坂さか本もとさん……俺は新選組隊士ですよ？　噓うそとか秘密を抱えるのが苦手な人なんだな。敵も味方もないというか。とりあえず聞かなかったことにしよう。

「では、藩論が勤王で統一されている雄藩は、長ちよう州しゆう藩はんだけというわけですか」

「長ちよう州しゆう藩はんにも佐さ幕ばく派ははおるがじゃ。じゃき、長ちよう州しゆう藩はんには桂かつら小こ五ご郎ろうさんや高たか杉すぎ晋しん作さくさんをはじめ、亡き吉よし田だ松しよう陰いんちゅう筋金入りの尊皇攘じよ夷うい論ろん者じやじゃった先生の門下生が大勢おる。いくら幕府から痛めつけられても、勤王志士の最後の砦とりでになるのは長ちよう州しゆう藩はんじゃき」

　とはいえ……と坂さか本もとさんが目を細めた。

「日本人同士が些さ細さいな考えの違い故に殺し合うちゅうがは無駄なことぜよ。これからどれほどの人材が死ぬんかにゃあ。もったいないことじゃにゃあ～。おまんら新選組も、勤王志士が京や大坂で天てん誅ちゆうを繰り返さなければ生まれんかったぜよ」

「そうですね。殺伐とした天てん誅ちゆうが横行しなければ、幕府が浪士組を結成して京を警護させるなんて話はありえませんでした」

「じゃろ？　殺したら、殺される──これが憎しみの連鎖じゃき。今は日本人同士で殺し合っている場合じゃないきに。周しゆう平へいちゃん？　剣では黒船とは戦えん。今の日本に必要なものは海軍ぜよ。四方を海に囲まれた日本が世界で生き残っていくためには、海に目を向けなければいかんちゃ──ま、ぜんぶ、勝かつ先生の受け売りだがにゃあ～。実はの～、うちは最初、勤王志士としての初仕事とばかりに江戸に勝かつ先生を斬りに行ったぜよ。ほいたら地球儀を持ち出されてそう説教されて、その場で土下座して弟子にしてもろうたがじゃ。にゃっはっは！」

　俺は呆あきれていた。殺しに行った相手の弟子になるなんて。

　坂さか本もとさんは、自分の命については根っから無頓着な人らしい。一周目では薩さつ長ちよう同盟を成立させた直後、幕府方に常宿の寺てら田だ屋やへ踏み込まれて深手を負い死にかけたと聞く。それでもこの人は死を恐れず、こんどは幕府と薩さつ長ちようの戦争を回避しようと奔走していた最中、ついに京の近江おうみ屋やで暗殺されてしまった。

「織お田だ信のぶ長なが公こうの時代はのう、周しゆう平へいちゃん。この日本にだけ鉄てつ甲こう船せんがあったちゅうぜよ。何十万挺ちようもの種たね子が島しまを日本国内で造っちょったゆうがじゃ。関せきヶが原はらの合戦はの、西軍も東軍も種たね子が島しまと大砲で戦っとったがじゃ。つまり刀は、武士の魂でも必殺の武器でもないきに。武士どもは長らく戦を忘れて平和呆ぼけしちょるがぜよ。その上、勝手に同じ日本人に身分の上下をこしらえてずっと威張りくさっちょった。ほがあなもんは、もう要らんがじゃ。日本もアメリカのように大統領制度をこしらえて議会政治をやるべきじゃ。でもくらしー、ちゅうやつぜよ」

　坂さか本もとさんの言うことは、未来から来た俺にはよくわかる。

　しかしこの人は、こんな過激なことを言いながらも、徳とく川がわ家けを滅ぼすには忍びないという情を捨てられない人だ。だから、一周目では武力討幕を目指す薩さつ長ちようと幕府の両方から敵視され、最後は誰に暗殺されたのかすらわからなかった。土と佐さ藩はんの連中は「新選組が坂さか本もとさんを殺した」と思い込んで近こん藤どうさんを強引に斬首したが、あれは誤解だ。

　坂さか本もとさんのためにも。近こん藤どうさんのためも。誰が坂さか本もとさん殺しの犯人になるのかを、俺は突き止めたい。いや。そもそも坂さか本もとさんを近江おうみ屋やで死なせなければ、幕府と新選組の運命をも大きく変えられるのではないか？

「はあ。元気がないのう。人斬りが嫌いなんじゃな、周しゆう平へいちゃんも。おおかた今こ宵よい、新選組の仲間を斬ったんじゃろ？　えらい評判の悪い男がおったのう。筆頭局長じゃったか？　そいつは悪手ぜよ。以い蔵ぞうさんと同じじゃ。一度斬れば、二度斬る。三度斬れば、それは癖になり、習慣になる。いかんちゃ。新選組は今こ宵よい、大きく道を間違ったぜよ……」

「……」

「長ちよう州しゆうでも、新にい家のみ粂くめ太た郎ろうちゅう水み戸と浪士が、乱行を咎とがめられて切腹したそうじゃ。京では新選組局長・新にい見み錦にしきと名乗っちょった男じゃき。これで新選組の内うち輪わ揉もめが終わってくれればええのう、周しゆう平へいちゃん」

　新にい見みが？　俺は面識がないが、あの芹せり沢ざわ鴨かもが「酒乱だ」と言っていたくらいだ。長ちよう州しゆうでも懲りずに女同志を襲おうとしたのかもしれない。

　これで三人いた局長のうち、二人が死んだ。近こん藤どうさんが名実ともにただ一人の新選組局長となったのだ。

「……これで終わってくれれば……いえ、終わらせますよ。坂さか本もとさんもご自愛ください。日本を憂う割に、自分の命に対して危機感がなさすぎますよ、あなたは」

「危機感があれば、新選組の隊士とサシで飲んだりはせんきに。あっはっは！　うちは、やりたいことをやるだけじゃき。やり終えたらその時は死ぬじゃろ。人間ちゅうもんは、それでええ。下天は夢。永遠には生きられん。じゃけんど、無駄死にはしとうないのう。できれば日本の行く末を見届けたいもんじゃき──素敵な恋もしたいにゃあ。なので、京の町娘・お龍りようになりきる修行を頑張るですう！　今から、お龍りようさんに戻るです！」

　だから向いていませんよ、と俺は再び忠告した。が、坂さか本もとさんは聞いていない。

「会あい津づ藩はん主しゆの松まつ平だいら容かた保もり公こうは、とても真面目で正義感の強いお方ですう。ですが周しゆう平へいちゃん、会あい津づ藩はんは時勢から取り残されるですよ。なぜならば会あい津づには海がないですう。黒船を直接見聞した者だけが、剣での攘じよ夷ういなーんてできっこないという現実を知ることができるですう。それが可能な藩は、異国艦隊を砲撃して攘じよ夷うい戦争を実行した長ちよう州しゆう。そして、生なま麦むぎ事件を起こして薩さつ英えい戦せん争そうを戦った薩さつ摩まですう」

　会あい津づには海がない……言われてみればそうだ。

　薩さつ摩まと長ちよう州しゆうは、一周目では異国艦隊との攘じよ夷うい戦争を経て現実を知り、刀の時代が終わったことをいち早く悟り、イギリスと手を組んで軍隊を急激に近代化していった。

　攘じよ夷ういは、討幕のための単なる建前になったのだ。奇くしくも芹せり沢ざわ鴨かもが言ったように。

「もちろん薩さつ摩まと長ちよう州しゆうの二藩だけでは新しい日本は作れないですう。二藩が政権を独占しやがれば、薩さつ長ちようが幕府に成り代わるだけですう。そうはさせぬよう、勝かつ先生は神こう戸べに日本海軍を設立するですよ。幕臣も諸藩の志士もみな、日本海軍というひとつの組織のもとでやっていくですう！　周しゆう平へいちゃんもその気になったら来るですよ？」

　一周目の土ひじ方かたさんは、鳥と羽ば伏ふし見みで敗れて「刀の時代は終わった」とすべてを洋式に切り替え、榎えの本もと艦隊に乗り込んで海へと飛び出した。蝦え夷ぞ地ちでは最新鋭の洋式銃部隊を指揮して近代射撃戦を勝ち続けた。あの人は戦の天才なのだ。もっと新選組の洋式軍隊化が早ければ、新選組は敗走に次ぐ敗走を重ねずともよかったはずだ。

「坂さか本もとさん。もしも岡おか田だ以い蔵ぞうという人を見つけたらお知らせします。坂さか本もとさんもぜひ近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんを勝かつ先生に推挙してください。近こん藤どう勇いさみは、一軍を束ねる大将に相応ふさわしいお方。そして土ひじ方かた歳とし三ぞうは、フランスでも陸軍指揮官として戦える才能の持ち主です。徳とく川がわ家けを潰させず、かつ藩閥政府の誕生を阻止してすべての日本人をひとつにする未来を切り開くためには、徳とく川がわ家けを護まもる陸軍と海軍がともに必要です」

「お、お、おおー？　周しゆう平へいちゃんは、若いのに凄すごいのう！　新選組にもこがいな立派な人物がおったがじゃ～!?　おまんは勝かつ先生とも佐さ久く間ま先生とも面識がないのに、偉い奴やつぜよおおお！　おまんを養子に抜ばつ擢てきした近こん藤どうさんは、まっこと大物じゃのう！」

　興奮して「お龍りようさん」設定を忘れた坂さか本もとさんに抱きつかれてしまった。

　新選組を、剣一筋の治安維持部隊から近代軍隊へと急成長させなければならない。一周目では隊の成長があまりにも遅すぎた。幕府が消滅し、近こん藤どうさんが斬首されてからでは、土ひじ方かたさんがどれほど近代軍指揮官としての才能を開花させても手遅れだった。

「ともかく坂さか本もとさん。ご自分の命をもっとだいじにしてくださいね。お願いしますよ。あなたが倒れたら、徳とく川がわも会あい津づも新選組もみな滅ぶんです。そんな気がします」

「あー、あー。わかったきに。そうきばりなや。だいじょうぶ、だいじょうぶ」

　坂さか本もとさんをここで斬れば、将来の薩さつ長ちよう同盟は消える。幕府は長ちよう州しゆう征伐に勝てる。

　そんな薄暗い考えが、ふと浮かんだ。だが、そうではない。坂さか本もとさんを斬っても、他の誰かが仲介役となって薩さつ長ちよう同盟を成立させるだろう。

　それに、内戦を回避させて平和裏に新政府樹立を実現させ得る人物は坂さか本もとさんしかいない。少なくとも俺が経験した一周目では、いなかった。だから、悲惨な内戦が起きた。

　なによりも俺は、この人に近江おうみ屋やで死んでほしくなかった。

　坂さか本もとさんは、ひょうげた性格だが、人々から愛される人だ。道理で、一介の浪人の身でありながらどこへでも招かれるはずだ。

　芹せり沢ざわ鴨かも暗殺によって汚れた俺の魂が、坂さか本もとさんの笑顔を見ているうちに洗い流されていく。そんな気がした。
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【壬み生ぶ／元治元年六月五日】




　年が明けた。

　今日の俺は久々に非番だ。壬み生ぶ村むらの馴な染じみの汁粉屋で、山やま南なみさんたち隊士仲間と一緒にお汁粉を食べている。俺の注文は、特製の「塩盛り汁粉」だ。一周目ではみんなの目が気になるので最後まで遠慮していたが、劇的に職務が増えた二周目では塩分も糖分も不足しがちなので、もう我慢の限界だ。二周目では思う存分、俺の大好物の塩スイーツを食べさせてもらおう。

　案の定、みんな「汁粉に塩を盛るなんて!?」と不気味がっているが、塩スイーツこそは完全栄養食なんだ。たとえば塩しお饅まん頭じゆうは携帯性にも優れているし。

「しょ、しょっぱくないですか周しゆう平へいさん？　土ひじ方かたさんのたくあん癖に匹敵しますね」

「山やま南なみさん。この甘味と塩味とが舌の上で絡からまると絶妙に合うんですよ」

「そ、そうなんですか？　あの……大坂升ます屋やでは、危ないところを救っていただきありがとうございました。私は危うく腕うでを斬られるところでした。近こん藤どうさんから『だからあれほど大坂の刀は使うなと言っていたでしょう？』とたっぷり𠮟られました。あの人、刀の話をすると止まらなくなりますからね。ふふっ」

「たまたまです。例の一件以来、山やま南なみさんが元気がなかったみたいで、ちょっと心配していたんです。ご無事でよかったです」

「ありがとうございます。正直、私は荒事が苦手なので、引きずっていましたが……あの夜から半年以上が経ちました。もう、だいじょうぶですよ」




　一周目で新選組を揺るがせた痛恨事といえば、いずれ訪れる山やま南なみさんの脱走、切腹だ。

　一周目の記憶を保持していた俺は、芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の翌月、文久三年十月に大坂の岩いわ城き升ます屋やで山やま南なみさんが不ふ逞てい浪士と斬り合った際に刀を折られて深手を負ったことが、彼女の謎めいた脱走劇の原因のひとつになったのではないかと推測した。

　思えば一周目の山やま南なみさんは、升ます屋やでの負傷後、二度と剣を持って戦わなかった。屯とん所しよに籠こもりきりになり、やがて「江戸へ帰る」と書き置きを残して脱走してしまったのだ。

　当時は理由がわからなかったが、今の俺は、すでに芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の際に山やま南なみさんが心に深い傷を負っていたことを知っている。そこに升ます屋やでの大おお怪け我ががダメ押しとなって、山やま南なみさんは精神的にも肉体的にも剣を握れなくなったのだろう、そしてそんな自分を責めて追い詰めてしまったのだろうと気づいた。

　だから二周目の升ます屋やでは、一周目では不在だった俺自身が参戦し、山やま南なみさんにぴったりと寄り添って彼女を護まもった。浪士を斬って山やま南なみさんの負傷を未然に防いだ。

　この時、俺は一周目では知り得なかった真実を知った。升ます屋やでも、山やま南なみさんは人を斬れない刃は引びき刀とうを用いて真剣を抜いた浪士に応戦していた。峰打ち縛りを自分に課して戦おうとしたのだ。深手を負って当然だった。むしろ死ななかったのが奇跡だ。それほど山やま南なみさんの剣の腕が優れていた証あかしではあるが、俺は思わず山やま南なみさんの細い肩を摑つかんでいた。

『山やま南なみさん。刃は引びき刀とうで戦うなんて無茶ですよ!?　二度とこんな危険な真ま似ねは……』

『すみません、周しゆう平へいさん。私は、真剣で人を斬りたくないんです……いえ、斬れないんです……士し道どう不ふ覚かく悟ごですよね……土ひじ方かたさんたちには内緒でお願いしますね？』

『……わかりました。これからは俺が、山やま南なみさんの分も剣を振るいますから。山やま南なみさんは屯とん所しよで、ご自分の、そして俺たち隊士の心を癒やしてくださいね。その笑顔で』

『はい。ふがいない師匠でごめんなさい、周しゆう平へいさん』




　升ます屋やでは、二人の間でそんな秘密のやりとりがあった。でも山やま南なみさんは、人あたりは柔らかいが芯が強い人だ。いずれ心の傷は癒えるだろう。

　これで、この二周目での山やま南なみさんの切腹は回避できたと思う。

「もぐもぐ。例の一件とは、芹せり沢ざわどのの件か……なぜ、あたしに黙って決行したのさ。あたしの扱いは左さ之の助すけ以下なのか。近こん藤どうどのも土ひじ方かたどのも水臭いよ。あたしはまだ憤慨しているんだから！　あっ。お汁粉、お代わり！」

　しまった。永なが倉くらさんがまたその話を蒸し返した。特に、左さ之の助すけさんが誘われて自分が誘われなかったことがずいぶん堪こたえたらしい。

「ですから近こん藤どうさんは、神しん道とう無む念ねん流りゆうの同門同士で斬り合わせるなんて非情すぎると永なが倉くらさんに気を遣ったんですよ。その点、左さ之の助すけさんは、ほら、一晩寝たら前日のことはけろっと忘れる人ですから」

「ううん。それはそうだけど……あたしは剣に青春を捧ささげている。それほどやわじゃないのに。もしかしてあたしは、近こん藤どうどのからあまり信頼されていないのかなあ……試し衛えい館かん生え抜きじゃないから。なによりも、左さ之の助すけ以下の扱い……左さ之の助すけ以下……ちっ、恥辱……ぐぬぬうう～！」

「まだ言ってる。永なが倉くらさんって江戸っ子のくせに案外しつこいんだから。次の出撃の際に大活躍すればいいでしょう？　わたくしも、こんどの捕り物では藤とう堂どう平へい助すけここにありと大立ち回りをするつもりよ。最近、長ちよう州しゆう系けいの勤王浪士たちが続々と京に集まってきているでしょ？　長ちよう州しゆうがまたなにか企たくらんでいるんじゃないかって土ひじ方かたさんが」

　と、藤とう堂どうさん。その土ひじ方かたさんの予想は正しい。

「しっかし周しゆう平へいもずいぶん甘いな。新選組に残った芹せり沢ざわ派は最後の一人、野の口ぐちに詰め腹を斬らせようとした土ひじ方かたちゃんを止めて、野の口ぐちを水み戸とに帰してやるしよ。隊内に入り込んでいた長ちよう州しゆうの間かん者じや連中も、六ろつ角かく獄ごく舎しや送りで済ませちまうんだからよう。なんで野郎にそんなに甘いのかね。ちゃんと斬らないと、まーた長ちよう州しゆうが間かん者じやを送ってくるぜ？」

「源げんさん。新選組は浪士集団ですから、いくらでも間かん者じやは入り込んできます。斬っても斬ってもきりがないですよ。間かん者じやは黙って六ろつ角かく獄ごく舎しやに放り込んでおけばいいんです」

「ま、土ひじ方かたちゃんもそれでいいって言っているから、いいけどよ。土ひじ方かたちゃんも周しゆう平へいには甘いねえ。もしかしてあれか？　あれか？　土ひじ方かたちゃんって周しゆう平へいにほの字なのか？」

「げ、源げんさん。法はつ度と違反で切腹させられますから、やめてくださいよ」

　そう。無駄に新選組が手を汚すことはない。俺たちの本来の役目は不ふ逞てい浪士の捕縛だ。土ひじ方かたさんによる隊内粛しゆく清せいを最小限に留とどめる。それが新選組のためであり、あの人のためだ。

「周しゆう平へい。これでは新選組の情報が長ちよう州しゆうに筒抜けになるではないか。そもそも局きよく中ちゆう法はつ度とによれば……」と怖い顔で渋る土ひじ方かたさんを説得するのはずいぶんと骨折りだったが、そこは山やま南なみさんが助けてくれた。鬼の副長土ひじ方かたさんも、温厚で人あたりのいい山やま南なみさんには弱い。

　俺はまた、新選組にとってマイナスになる人物──武たけ田だ観かん柳りゆう斎さいの入隊を阻止した。

　甲こう州しゆう流りゆう軍学を収めている武たけ田だ観かん柳りゆう斎さいは、一周目では新選組の軍師を務めていたのだが、武装を洋式化した薩さつ長ちよう軍ぐんとの戦いでは甲こう州しゆう流りゆう軍学などという黴かびが生えたものはなんの役にも立たなかった。

　新選組の洋式軍隊化を急ぐためには、無用な甲こう州しゆう流りゆう軍学など最初から取り入れさせないに限る。まして一周目では、新選組の不利を悟った武たけ田だ観かん柳りゆう斎さい自身が薩さつ摩まに寝返ろうとして粛しゆく清せいされた。最初から新選組に関わらなければ、ずっとましな人生を送れるだろう。

　どうやって排除したかというと、壬み生ぶに来て入隊希望を申し立ててきた武たけ田だ観かん柳りゆう斎さいの帰り道を襲って、斬りつけるふりをして追い返してやった。俺はどうせ口ではあの種の小こ賢ざかしい人間には敵かなわない。結局、剣を抜くのがいちばん手っ取り早かった。

　ただ残念なことに、岡おか田だ以い蔵ぞうを救うことはできなかった。岡おか田だ以い蔵ぞうは幕ばく吏りに捕縛された後、土と佐さに送られてしまったという。俺自身、岡おか田だ以い蔵ぞうの顔を知らなかったことが響いた。まさか新選組に「岡おか田だ以い蔵ぞうを護まもってください」とは頼めなかったし……天てん誅ちゆうを繰り返した有名な人斬りを新選組が見つけたら、捕縛する他はなかっただろう。

　俺の身体はひとつしかない。一周目の記憶を持っていても、できることには限界がある。どうしたものだろうか？

「周しゆう平へいさん、そう考え込まないでください。新選組はご公儀のため、朝廷のため、京や大坂の治安を護まもる軍団に成長しました。天てん誅ちゆう騒さわぎも減りましたし、再度御ご上じよう洛らくされた将軍さまの警備役も見事に果たせました」

　山やま南なみさんが、俺を励ましてくれる。はい、と苦笑しながら好物の塩盛り汁粉をすすっていると──。

「すんまへんなあ。皆さん、至急屯とん所しよへ戻ってくれまへんか。副長がお呼びですねん」

　監察方の山やま崎ざき烝すすむさんが、汁粉屋に音もなく入ってきて声をかけてきた。

　山やま崎ざきさんは大坂の薬やく種しゆ問どい屋やの娘さんで、とても新選組隊士には見えない。ナチュラルな大坂弁を駆使して、京・大坂での探索活動に従事してくれている。

「かーっ。せっかくの非番なのによぉ。まーた鬼の副長にこき使われるのかぁ！　昼間っから島しま原ばらに遊びに行っておけばよかったぜえ。なあ永なが倉くらちゃん？」

「井いの上うえどの、なにを言っているのさ。直ちに屯とん所しよへ戻らないと。いつも冷静な山やま崎ざきどのの顔が珍しくこわばっている。ただごとじゃないよ」

「もしかして大捕り物がはじまるのかしら？　いよいよこの藤とう堂どう平へい助すけの出番ね！」

　なにが起きているのか、俺にはすでにわかっている。

　そう。今日は、元治元年六月五日。

　この日こそは──池いけ田だ屋やに潜伏している長ちよう州しゆうの勤王志士たちを新選組が一網打尽に討ち取り捕縛する幕末の一大事件、池いけ田だ屋や事件が起こる日なのだ。




　前まえ川かわ邸ていに戻ると、すでに近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんたち主立った隊士が全員集結していた。

　土ひじ方かたさんが、一周目と同じ言葉を隊士たちに伝える。

「諸君。京に潜伏している長ちよう州しゆう系けい志士たちの動きを探っているうちに、たいへんなことを知ってしまった。近江おうみの商人桝ます屋や喜き右衛え門もんなる者の正体が、長ちよう州しゆうの間かん者じや古ふる高たか俊しゆ太んた郎ろうだと判明した──長ちよう州しゆうの連中は、来きたる六月二十日に京に火を放って会あい津づ中将さまを討ち、帝みかどを長ちよう州しゆうに拉致するつもりだ。にわかには信じがたい話だが、長ちよう州しゆうに送り込んでいる密偵からも、長ちよう州しゆう軍ぐんはいつでも京へ出立できるように準備を整えているとの報告が入っている」

「はあ～？　そんなべらぼうなこと、できっこねえだろ？　土ひじ方かたさんが虐いじめすぎたから、そいつ、うわごと言ってんじゃね？」と左さ之の助すけさんが戯おどけるが、土ひじ方かたさんは「失敬な。捏ねつ造ぞうではない。事実、升ます屋やで押おう収しゆうした証拠品の武器・火薬を長ちよう州しゆうの志士どもに奪回されてしまったのだぞ」と頰を膨らませる。

　俺はすでに一周目で経験している。池いけ田だ屋やで新選組が一斉に長ちよう州しゆう派はの勤王志士たちを斬り捕縛した後、長ちよう州しゆう藩はんはすぐさま京へと攻め上ってきて禁きん門もんの変へんを起こし、薩さつ摩ま・会津との戦争をはじめるのだ。

　池いけ田だ屋や事件で新選組が長ちよう州しゆうを怒らせたせいで禁きん門もんの変へんが起きたとも言われたが、池いけ田だ屋や事件が長ちよう州しゆうに伝わってからわずか約一週間で長ちよう州しゆう藩はんは挙兵した。やはり出兵準備は以前より進められていたのだ。事実、禁きん門もんの変へんでは彼らは御所を直接砲撃して帝みかどを拉致しようとしたし、京の都は大炎上した。

「トシちゃん。確かに、このところ新選組は毎日のように長ちよう州しゆう系けいの志士を捕縛しているわ。宮みや部べ鼎てい蔵ぞうや桂かつら小こ五ご郎ろうら大物を含め、かなりの人数が京に戻ってきているのは確かね。それって要は挙兵するためだったの？」

「そういうことだ、かっちゃん。長ちよう州しゆう藩はんは、下しもの関せきで異国艦隊を相手に攘じよ夷うい戦争をやらかした過激な連中だ。しかも薩さつ摩まの島しま津づ久ひさ光みつ公こうをはじめ、雄藩諸侯はみな帰国してしまっている。今の京の守りは手薄だ。蜂起するなら今だと宮みや部べ鼎てい蔵ぞうあたりが絵を描いたのだろう。奇くしくも関東では、水み戸と天てん狗ぐ党とうが攘じよ夷ういと横よこ浜はま鎖さ港こうを訴えて武装蜂起した。東の天てん狗ぐ党とうに呼応して西の京で長ちよう州しゆうが立ち上がる。そういう計画なのだろう」

　そういえば長ちよう州しゆうの桂かつら小こ五ご郎ろうが水み戸と天てん狗ぐ党とうに資金援助している、と坂さか本もとさんが口を滑らせていたっけ。

　いやあ～長ちよう州しゆうはほんとうに過激ですなあ、よっぽど関せきヶが原はらの恨みが積もってるんですね〜むしろ清すが々すがしいですね～、と沖おき田たさんが軽口を叩たたく。

「笑っている場合ではないぞ総そう司じ。とりあえず連中は今こ宵よい、京のどこかに集まるはずだ。古ふる高たか俊しゆ太んた郎ろうを新選組から奪還するため、急ぎ軍議を開くだろう。古ふる高たかに口を割られては計画が台無しだからな。そこを探索して一網打尽に捕縛する。もう壬み生ぶ浪ろなどとは言わせない。武士とは、血筋でも身分でもない。主君に忠義を尽くし、剣を振るって命を賭として戦う者こそが武士だ！　われら新選組こそが誠の武士の集団だと、幕閣連中や京の町衆に認めさせる！」

「ですが土ひじ方かたさん。新選組内では今、病が流行し、隊士の脱走も相次いでおり、人数が足りません。あまりにもことが大きすぎます。会あい津づ藩はん、桑くわ名な藩はんと協調して動くべきかと」

「そうだな山やま南なみさん。あなたには屯とん所しよを護まもってもらうとして……探索と捕縛に割ける人数は？」

「約三十人です」

　すくねっ！　と左さ之の助すけさんが声をあげた。土ひじ方かたさんが「法はつ度とを厳格に適応しないから、大勢の脱走者が……周しゆう平へいのせいだぞ」と俺を睨にらんでくるが、それは誤解です土ひじ方かたさん。士し道どう不ふ覚かく悟ご、と隊員に腹を切らせまくっていた一周目でも同じでしたよ？

「トシちゃん、新選組はどこに踏み込めばいいのかしら？」

「かっちゃん。山やま崎ざきの情報では、三さん条じよう小こ橋ばしの池いけ田だ屋やか、木き屋や町まち姉あね小こう路じの四し国こく屋や丹たん虎とら。このいずれかが当たりらしい。だが、それ以上のことはわからない」

　二周目での俺は、芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の実行部隊に加わったり、大坂升ます屋やで山やま南なみさんを護まもったりと、ある程度新選組の歴史を変えてきた。だが長ちよう州しゆうとの関わりは薄い。ならば十中八九、今回も池いけ田だ屋やだろう。全員で池いけ田だ屋やに踏み込むのが最善手だ。隊士を二手に割れば、新選組隊士にも死人が出る。一周目では、池いけ田だ屋やの裏庭を護まもった隊士一人が即死し、二人が深手を負って後日死んだ。

　だが、なぜ池いけ田だ屋やが当たりなのかを説明する理屈を捻ひねり出だせない。

　俺の未来予言が「なんらかの独自理論に基づいた正確な予測」として受け取ってもらえるようになれば、俺は土ひじ方かたさんの参謀役の地位に上り詰められる。しかし今回はそのための伏線を張っておくに留とどめるしかないだろう。

「土ひじ方かたさん。俺は池いけ田だ屋やが本命だと思います。勘ですが」

　とりあえず一言。

　土ひじ方かたさんが「周しゆう平へい、今夜の仕事は失敗が許されない。勘に全張りはできない」と予想通りの反応。だがこうして未来予言を毎回やんわりと進言して適中させていくことが、今後の布石になっていくはずだ。あとは池いけ田だ屋やで隊士を死なせないように立ち回ればいい。

「それじゃあ、二手に分かれて探索しようか。私は十人の隊士を率いて池いけ田だ屋や方面へ。トシちゃんは二十人を率いて四し国こく屋や方面に」

「かっちゃん？　じゅ、十人では少ないだろう？　半分ずつでいいのではないか？」

「だいじょうぶ。私の勘では四し国こく屋やが当たりだと思うの。ちゃんと根拠はあるのよ？　池いけ田だ屋やはいつも長ちよう州しゆう系けいの志士が集まる場所でしょう？　まさかこんな一大事にそんな見え見えな場所を使うはずはないでしょう？　うふっ♡」

「それはそうだが心配だな。長ちよう州しゆうの連中はなにごとも疎漏だし、世の中に絶対ということはなにもないぞ、かっちゃん。では──腕うで利ききの総そう司じ、永なが倉くら、そして平へい助すけ。この三人を、かっちゃんの隊につけよう」

「はーい！　ボクにまかせてくださーい♪　新選組最強剣士、沖おき田た総そう司じ、ついに京に降臨だーっ！」

「おおっ！　あたしも承った。局長には傷ひとつつけさせないよ！」

「ああ。とうとう、わたくしの出番が来たのですわ！　現場に一番乗りを果たして、藤とう堂どう平へい助すけここにありと京の皆さんに知らしめる時が！」

「いや、その。平へい助すけは張り切りすぎないように。すぐに無防備に突進するから……心配だな」

「そんなことはありませんわ土ひじ方かたさん！　皆さん？　これからはわたくしを魁さきがけ先生とお呼びなさい？　おーほほほほ！」

　一周目の池いけ田だ屋やでは油断して額を割られて昏こん倒とうしていましたよ、魁さきがけ先生？

「……自分も、局長の部隊に……新選組最強は総そう司じではない。この斎さい藤とう一はじめ……」

「いーや。斎さい藤とうは突然ぽんぽん痛いと言いだすからダメだ。万が一池いけ田だ屋やが当たりだったとしても、かっちゃんの左右に総そう司じと永なが倉くらがいれば、こちらが合流するまでの間なんとかなるだろう」

「……周しゆう平へいとくっつきまくって慣れて、もう腹痛癖は治ってるのに……いつになれば、総そう司じをぎゃふんと言わせられるのか……無念」

「待てよー副長！　この左さ之の助すけさまは？」

「原はら田だは斎さい藤とうとともに私の部隊で働いてもらう。一流の使い手を全員かっちゃんの部隊に割り振ってしまうのは悪手だ。四し国こく屋やが当たりだった時、斎さい藤とうと原はら田だの二人が左右にいないのではこの私が困る」

「そっかー。それもそうだな！　鬼の副長も内心ビビってんだなー！　しょうがねえなあ～。おいらが護まもってやんよ、うわっはっは！」

　ここだ。池いけ田だ屋やで新選組が大手柄をあげれば、京における新選組の地位は一気に上昇する。そして。

「近こん藤どうさん。土ひじ方かたさん。この俺も近こん藤どう隊たいに加えていただけますか。近こん藤どう勇いさみの養子として恥ずかしくない働きをしたいのです。ぜひ、お願いします」

　この俺の新選組における地位も、大きく上昇させられる。いや、させねばならない。

　一周目では、無我夢中で池いけ田だ屋やに突入したはいいが、あとはもう生き延びるので精一杯でなにもできなかった。一階の広間の隅っこで刀を構えながら震えていたところまでは覚えているが、その先の記憶がほとんどない。

　気がつけば沖おき田たさんはいつの間にか二階で失神していて、藤とう堂どうさんは頭を斬られて倒れていた。奮戦していた永なが倉くらさんも手を斬られて血まみれに。土ひじ方かたさん率いる別働隊が駆けつけるまでの間、近こん藤どうさん一人だけが無傷で、大勢の志士を相手に虎こ徹てつを振るい続けていた。

　一周目の俺は弱かった。だからあれが限界だった。しかし今は違う。実戦経験も積み、厳しい修行も重ねた。確実に強くなっている。

　俺が奮戦すれば、池いけ田だ屋やで死ぬ定めの三人の隊士の命も救えるかもしれない。

「周しゆうちゃん。命懸けの任務ですよ？　もしも池いけ田だ屋やに長ちよう州しゆう志士たちがいたら、数に劣るこちらは圧倒的に不利なのですよ？　ほんとうに後悔しませんか？」

「しません、近こん藤どうさん。お願いします！」

「かっちゃん。周しゆう平へいの養子話には浮いた噂うわさもある。かっちゃんと周しゆう平へいが実は恋仲だと……心配だが、新選組副長としてはそろそろ周しゆう平へいに表舞台で手柄を立てさせてあげたい。周しゆう平へいが剣の実力を見せれば、みんなも黙るだろう」

「こここ恋仲っ？　私と周しゆうちゃんが？　そそそ、そんなはずは……!?　ででででも、そうね。そそそそんな黒い噂うわさがあるのなら、ふふふ払ふつ拭しよくしなくてはね。周しゆうちゃん、それじゃあ私と一緒に。この義は母はと行きましょうねえ？」

「はいっ！」

「この義は母はが、虎こ徹てつを振るって周しゆうちゃんを護まもってあげますからね。可か愛わいい可か愛わいいあなたを決して死なせはしませんよ？」

「……い、いや、可か愛わいいと言われても困りますが……て、照れます……」

「あっ、いえ、私はあくまで義は母はとして……はっ？　周しゆうちゃん、もしかして……同年代の娘さんよりも、お母さんが好きなの？　ああ、そうなのね。その歳でご両親を亡くしたから、今でも母性に飢え乾いていて……そうなのですね？　うる、うる。で、で、でしたら、今こ宵よいはご褒ほう美びに添い寝してあげますからね？　剣を振るう任務は過酷なもの。戦いが終われば、いくらでもこの義は母はに甘えていいのですよ。膝枕とか……な、なんなら、この義は母はの胸に顔を埋めて甘えても」

「ええええ遠慮します！」

「おおー、そりゃいい！　近こん藤どうさんの特技は、自分の胸の間にてめえの拳を挟み込んじまえる巨乳芸だからなー！　周しゆう平へいの頭だって挟めそーじゃねーか！　うわっはっはあ～！」

　左さ之の助すけさんが豪快に笑い、藤とう堂どうさんが「そんなもの芸ではありませんわ！」と憤慨する。

　土ひじ方かたさんが「なんだか怪しいな、かっちゃんのその戸惑いようと甘やかしぶりは。周しゆう平へい。まさかとは思うが、局きよく中ちゆう法はつ度とを忘れてはいまいな？　しつこく隊士の粛しゆく清せいに反対してきたのは、よもや」と俺を疑いの目で睨にらんできた。二周目の初対面の時に俺を睨にらんできたあの冷たい目つきとも違う。なにかこう、嫉妬している……ような……？

　ともあれ──池いけ田だ屋や事件の長い夜が、こうしてはじまった。




【池いけ田だ屋や／同日】




　新選組は、八や坂さか神社前の祇ぎ園おん会かい所しよに集結。だが刻限が来ても、会あい津づ藩はん・桑くわ名な藩はんは動かず。

　おそらく藩のご家老衆が右往左往しているのだろう。一周目でもそうだった。

　やむを得ず、新選組三十余名だけで長ちよう州しゆう系けい志士の捕縛へと出立した──。

　俺が加わった近こん藤どう隊たい十一名は、やはり一周目同様に、木き屋や町まちの長ちよう州しゆう派は拠点を虱しらみ潰つぶしに探索しながら池いけ田だ屋やへと向かっていく。

　探索すること約二時間。

　日頃のふんわりとした近こん藤どうさんとはまるで別人。虎のように鋭い眼光を放ちながら池いけ田だ屋や前に到着した近こん藤どうさんが、意を決する。ここに長ちよう州しゆうの志士たちがいると直感したのだろう。おそらく相手は二十人以上。こちらには十一人しかいない。圧倒的に不利だ。

「四し国こく屋やが本命だと思っていたけれど、まさか池いけ田だ屋やに……周しゆうちゃんの勘が当たっていたのですね。お手柄ですよ」

　近こん藤どうさんは一瞬（隊士を半々に割っておくべきだったかも）と後悔したようだが、この人はとてつもない勇気の持ち主だ。少人数での突入を即断した。

　新選組が幕末史の表舞台に立つ時が、ついに来た。来てしまった。

　池いけ田だ屋やに討ち入れば、俺たち新選組は長ちよう州しゆう藩はんの宿敵となる。もう引き返せなくなる。

「三人は裏庭へ回って。表の入口を固める隊士は、周しゆうちゃんたち四人。私と総そう司じ、永なが倉くらさん、平へい助すけの四人で池いけ田だ屋やに討ち入るわ。先頭は局長の私が」

　永なが倉くらさんが「承知」と頷うなずく。

「近こん藤どうさん。勘が当たった褒ほう美びとして、俺も討ち入らせてください」

「……わかりました。くれぐれも無理しないようにね、周しゆうちゃん」

「近こん藤どうさん？　先陣は、魁さきがけ先生のわたくしが」

「新選組最強の沖おき田たさんにお任せ！」

「もう。みんな、これから命のやりとりをはじめるというのに危機感が足りないんだから！　局長の私が先頭に立つに決まっているでしょう。局長特権よ！　これだけは、ぜーったいに譲らないから！」

　近こん藤どうさんはひとたび言いだしたら聞かない。みな、諦めて折れた。

　近こん藤どう勇いさみ、沖おき田た総そう司じ、永なが倉くら新しん八ぱち、藤とう堂どう平へい助すけ、近こん藤どう周しゆう平へい。

　深夜の池いけ田だ屋やに突入。

　新選組が乗り込んできたことを知った池いけ田だ屋や主人は、顔面蒼そう白はくとなって裏階段から二階へと昇っていく。二階に集結している長ちよう州しゆう系けい志士たちに報告するつもりだ。

「総そう司じと私とが二階へ。周しゆうちゃんたち三人は、一階に下りてくる連中をお願い」

　近こん藤どうさんが虎こ徹てつを抜き放ちながら、雷のような大声をあげて先陣を切った。




「新選組局長近こん藤どう勇いさみ。御用改めである！　手向かいする者は、容赦なく斬る──！」




　京の家屋は縦に長い。近こん藤どうさんと沖おき田たさんは、二階へ連なる裏階段へと全速力で駆ける。俺は裏階段昇り口の手前へと進み、二階から降りてくるであろう志士を待ち受ける。藤とう堂どうさんは一階中央の中庭へ、永なが倉くらさんは一階の土間へ。

「新選組か！」

「よくも古ふる高たかを。幕府の犬め！」

「敵は二人だ。斬れ！　斬れ、斬れ！」

　池いけ田だ屋やは吹き抜け構造になっているので、一階の廊下に陣取った俺からも二階に詰めていた勤王志士たちの姿が見えた。戦力差は十倍以上。だが、池いけ田だ屋やという閉鎖空間の中での戦いだ。勤王志士たちも一斉に斬りかかることはできない。沖おき田たさんと近こん藤どうさんは互いに背中を預けている。

　ついに一人の志士が、抜刀して沖おき田たさんへと斬りかかっていった。しかし。

「──新選組一番組隊長、沖おき田た総そう司じ、行くよ。はっ──！」

　沖おき田たさんは、その志士の喉に一息で三本の突きを入れていた。剣筋がまるで見えない。速い。突き技は強力だが、相手の身体に剣をめり込ませる危険な技だ。剣を引き抜こうとする時に隙が生じる。故に大勢での斬り合いの最中で用いるのは禁じ手である。八や木ぎ邸ていでの芹せり沢ざわ鴨かもは、自らも闘死するつもりで突きを用いたのだ。

　だが沖おき田たさんは志士の喉の急所を、剝むき出だしになっているその一箇所だけを、一呼吸のうちに三度立て続けに突いては引き、絶命させていた。

　突かれた男が「えっ!?」と気づいた時にはもう、その魂は身体を離れ、亡なき骸がらは前へと突っ伏している。自分が死んだことすら、彼にはわからなかっただろう。

　沖おき田たさんは最初から動いていなかったかのように、愛刀加か州しゆう清きよ光みつを手て許もとに引き寄せ、再び平ひら青せい眼がんの構えに戻っていた。

　俺は、はじめて実戦で沖おき田たさんが三段突きを用いた瞬間を見た。

　それは、人間の命を奪う人斬りの技でありながらも。

　その洗練された無駄のない挙動は、あまりにも美しく。

　文字通りの神業だった──。

　俺の身体が、小刻みに震えた。

　芹せり沢ざわ鴨かもが自らの破滅と引き換えにしてでも沖おき田た総そう司じと斬り合いたいと願った理由が、やっとわかった気がした──。

「こ、この娘は……!?　なんだああっ、今の技はっ？」

「……ばっ……化け物だ……！」

「う、うわあああああっ!?」

「宮みや部べ先生！　ここはわれらが！」

　池いけ田だ屋やの二階は天井が低い。剣を上じよう段だんから振ると不利になる。だから近こん藤どうさんは、必殺の三段突きを得意技とする沖おき田たさんを二階へと連れて行ったのだ。突き技ならば天井の低さは関係がない。しかも沖おき田たさんは、敵の無防備な急所を的確に突いて、瞬時に剣を引き戻す。こんな神業は沖おき田た総そう司じ以外には誰もできない。

　近こん藤どうさんの戦術は適中した。恐れを知らないはずの志士たちが、慌てて一階へと降りていく。

　その階段を塞ぐべく立ちはだかる近こん藤どうさんめがけて、一人の男が「土と佐さ脱藩北きた添ぞえ佶きつ摩ま、参る！　きえやああああっ！」と叫びながら斬り込んでくる。

　だが、試し衛えい館かん四代目近こん藤どう勇いさみの剛剣に敵かなうはずもなく。

「破ああああっ！」

「……がっ……!?」

　呻うなりをあげて振り上げられた虎こ徹てつに胴どうを斬られ、北きた添ぞえ佶きつ摩まの身体が階段から転落してくる。

　凄すさまじい音を立てながら一階まで一気に転がり堕おちた北きた添ぞえは、まだかろうじて息をしていたが、もはや助からないと悟り、俺の目の前で自ら脇わき差ざしを抜いて自害。

　そうか。長ちよう州しゆう系けい勤王志士の集団とはいえ、この中には土と佐さ出身の志士も含まれている。坂さか本もとさんの予想通り土と佐さ勤きん王のう党とうが国元で弾圧されて壊滅したため、生き残り組が長州に合流しているのだ。（土と佐さの志士を斬れば坂さか本もとさんが哀かなしむ）と気づいたが、もう今はそんなことを斟しん酌しやくしている余裕がない。

　沖おき田た総そう司じと近こん藤どう勇いさみ。実戦流剣術天てん然ねん理り心しん流りゆうの剣を極めた二人の鬼を見た大勢の志士たちが、一階へと雪崩を打って逃げてくる。

「来ましたわね！　北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆう、藤とう堂どう平へい助すけここにありですわっ！　せやっ！」

「神しん道とう無む念ねん流りゆう、永なが倉くら新しん八ぱち。大人しく縛ばくにつけ──と言っても無駄みたいね。はあっ！」

　志士たちが殺到してきた一階でも、激しい斬り合いがはじまった。

　彼らはただ闇雲に二階から逃げたのではない。低い天井という制限のない一階で戦うほうが有利、と志士たちも知っていたのだ。

　圧倒的な人数の差。それでも、藤とう堂どうさんも永なが倉くらさんも怯ひるむことなく剣を振るう。

　これを見た近こん藤どうさんが「総そう司じ。二階は任せたわ。私は一階に」と階段を駆け下りてくる。駆け下りながら大声を放ち虎こ徹てつを横よこ薙なぎに薙ないで、一人の志士を斬り捨てる。近こん藤どうさんは剣の刃が毀こぼれないよう、一撃で次々と志士たちを仕留めていく。

　一周目での俺は、この一階の片隅で剣を構えてひたすら震えていた。恐怖のあまり記憶すら途切れた。

　しかし今こ宵よいの俺は違う。志士の数は多いが、新選組を相手にあくまでも戦い抜こうとする志士たちばかりではない。裏庭から長ちよう州しゆう藩はん邸ていへ逃げようとする志士もいる。彼らは、裏庭に回っている三人の隊士たちを斬り捨てていくのだ。

　池いけ田だ屋や事件を敢あえて回避させなかった俺は、あの三人の隊士を護まもらねばならない。

　それが、士道だ──。

　俺は斬りかかってきた志士の小こ手てに一撃を加えつつ、裏庭へと突進した。

　やはり、裏庭に複数の志士たちが殺到していた。みな、二階から直接飛び降りてきている。裏庭を護まもっている隊士たちは、近こん藤どう隊たい十一人の中では剣技と胆力に劣る者たちだ。しかも相手は、沖おき田たさんと近こん藤どうさんの壮絶な剣を見せつけられて文字通り生死の瀬せ戸と際ぎわに立たされ、荒れ狂っている決死の志士たち。このままではひとたまりもない。

「背後から一人、新手が来たぞ！」

「斬れ！　斬って、逃げ延びろ！」

「──新選組、近こん藤どう周しゆう平へい。長ちよう州しゆう藩はん邸ていへは逃がさない──」

　押し寄せてくる志士たちを、俺は斬った。

　一人。二人。三人。

　沖おき田たさんのように美しく相手を瞬時に絶命させることもできず、近こん藤どうさんのように刃こぼれのひとつもなしに見事に斬れるわけでもない。ただ、無我夢中で剣を振った。やはり強くなっている。なにより戦場と違って銃撃される心配がない。剣に、己の命を預けて戦うことができる。

「これでしばらくはだいじょうぶだ。引き続き裏庭を護まもれ。無理はするな。死ぬ気で剣を振るってくる相手は、逃がしてもいい」

　三人の隊士にそう言い捨てると、俺は斬り倒した志士から剣を奪い取り、池いけ田だ屋や屋内へと再び駆け戻った。俺自身の剣はすでに刃こぼれしてぼろぼろになっていたのだ。

　一階では、十人を超える志士を相手に混戦状態が続いている。

　近こん藤どうさんは天てん然ねん理り心しん流りゆうの特徴である凄すさまじい気合いを発しながら、自らを取り囲む多数の志士たちを「気き組ぐみ」で威圧し、数の不利を相そう殺さいしていた。近こん藤どうさんの身体には傷ひとつついておらず、虎こ徹てつは刃こぼれもしていない。誰も近こん藤どうさんの身体に剣を撃ち込むことができない。かすり傷すらつけられないでいた。信じがたい光景を俺は見ている。

（きょ、局長……なんという、強さだ。剣の技量だけではない。男女の体力差を凌りよ駕うがして余りあるとてつもない「気き組ぐみ」だ。類たぐい希まれな精神力、闘争心で、数に勝る剣士たちを圧倒している。天てん然ねん理り心しん流りゆう四代目近こん藤どう勇いさみは、これほどに強かったのか）

　近こん藤どうさんだけではない。藤とう堂どうさんも永なが倉くらさんも奮闘していた。藤とう堂どうさんは、中庭へ駆け込んでくる志士たちと激しく斬り合っていた。永なが倉くらさんは「これも武士の定め。ごめん！」と呟つぶやきながら、便所へ逃げ込もうとしていた志士の胴どうを貫き、すぐさま翻ひるがえって藤とう堂どうさんの援護に回る。

　ここで複数の志士と相対した永なが倉くらさんは、下げ段だんの構えから相手の剣を受け、刃を擦すり上あげて上じよう段だんから斬り下ろすという捨て身の攻防一体技龍りゆ飛うひ剣けんを用いて一人を倒すや否いなや、さらに敵中へと突っ込んでいく。恐れを知らないというか、豪胆にも程がある。

　まさしく、新選組が誇る一騎当千の猛も者さたちだった。

　しかし、わずか三人ではいずれ体力が尽きる。志士たちは、三人の剣の凄すさまじさを見て、数の優位を活いかした持久戦術へ切り替えてきている。いずれ三人の刀が刃こぼれして使い物にならなくなれば、あとは膾なますのように切り刻める──形勢はどんどん不利になってきている。

　だが。

　周しゆうちゃん、二階の総そう司じに加勢して、と近こん藤どうさんが叫んだ。

　そうだ。二階では、沖おき田たさんがただ一人で戦っている。

　一周目の池いけ田だ屋やでは、沖おき田たさんは戦闘の途中で熱中症になって失神してしまったと聞く。幸運にも敵方が倒れた沖おき田たさんにとどめをささなかったため、生還できたのだ。沖おき田たさんが死んだと勘違いしたのか、それとも二階から脱出する好機と見て慌てて一階へ駆け下りたのか。今回も運良く助かるかどうかは保証の限りではない。

「魁さきがけ先生！　暑いからって、鉢はち金がねを外しちゃダメですよ！　いいですね！」

「えっ？」

　一周目では、藤とう堂どうさんは鉢はち金がねを外したところを志士に撃ち込まれて額を割られる。命に別状はなかったが、若い女の子、しかも自称津つ潘はん藤とう堂どう家けのご落らく胤いんの額に傷をつけさせるのは忍びない。藤とう堂どうさんは最初の勢いは凄すさまじいのだが、緊張感が途切れる癖があるのが心配だ。

「永なが倉くらさんは手指に気をつけてください！　敵は小こ手てを狙ってきます！」

「ああ、心得た！」

　永なが倉くらさんは油断とは無縁な剣士だが、がむしゃらに戦っているうちに必ず身体のどこかを斬られて怪け我がをする。しかも、戦っている間は自分が負傷していることに気づかないという人だ。

　だが、いちばん心配なのは、沖おき田たさん──二階にはまだ多数の志士がいる。

　俺は、血に塗れた階段を懸命に駆け登る。

　二階はすでに蠟ろう燭そくがすべて消されていて、ほとんど視界が利かない。闇の中に、凄すさまじい怒声。廊下を走り、声が響いてきた室内へと踏み込む。沖おき田たさんが、四人の志士を相手に対たい峙じしていた。暗くてはっきりと見えないが、全身から大量の汗を流しているように思えた。やはり暑いのだ。

「えー、周しゆう平へいくん？　こっちは一人でだいじょうぶなのに～。近こん藤どうさんをお願い！」

　一対四じゃないですか！　ダメですよ、加勢します、と俺が室内へ踏み込む。

　一斉に志士たちが、俺のほうへと反転した。

　その時だった──。

「……こふっ……」

　えっ？

　沖おき田た……さん？




「……げほっ……げほっ……げほっ……！　うぐっ……」




　沖おき田たさん？

　まさか？

　喀かつ血けつ。

　突如、畳の上に膝をついた沖おき田たさんの口元から、おびただしい鮮血が──。

（まさか。噓うそだ。池いけ田だ屋やで沖おき田たさんが喀かつ血けつするなんて、講談話に過ぎないはずだ。だって──沖おき田たさんの余命はまだ四年もあるのに。池いけ田だ屋やで労ろう咳がいを発病して喀かつ血けつしていたのならば、四年も生きられるはずがない。この後もまだまだ、沖おき田たさんは新選組の一番組隊長として活躍し続けていたのに。労ろう咳がいに冒された人間に、そんな体力が、それほどの生命力があるはずが……!?　まさか沖おき田たさん。誰の目にも衰弱が明らかになるまで病をずっと隠して、一番組隊長として戦い続けていたのか？　そんなことが人間に可能なのか？　なぜ、そんな無茶を……沖おき田たさん。どうして……？）

　しまった。

　俺は、失敗した……！

（そうか。沖おき田たさんが戦闘中に喀かつ血けつしたから……四人の志士は、沖おき田たさんが仲間の誰かに斬られて血を吐いたと思い込んで……二階は暗がりだから……だから結果的に、一周目の沖おき田たさんは命を拾ったんだ）

　俺が二階に加勢に来ていなければ、喀かつ血けつして倒れてしまった沖おき田たさんの姿を見た四人の志士は沖おき田たさんにとどめをささず、すぐさま一階へと駆け下りていたはずだったのに。

　しかし不幸にも、今、この場には俺がいて、四人の志士の逃げ場を塞いでいる。だから。
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「娘のほうが、倒れた！」

「斬れっ！　とどめを刺せ！」

「俺は、男のほうを！」

「二人とも討てっ！」

　沖おき田たさんと俺。二人を斬らなければ、志士たちは二階から脱出できない──！

「……させるかあっ！　沖おき田たさん！」

　俺はこの時、完全に冷静さを失っていた。

　四人の志士の剣をことごとく突破して、部屋の片隅にうずくまっている沖おき田たさんを庇かばおうと駆けた。

　喀かつ血けつする沖おき田たさんの姿を見て動揺していたのだ。

　二階に踏みとどまっていた志士たちは、みな一流の剣けん客かくだった。早々に裏庭に逃げてきた連中とはものが違う。おそらく今回の計画の首謀者宮みや部べ鼎てい蔵ぞうもこの中にいる。

　沖おき田たさんが首を落とされる前に四人全員を瞬殺できるほどの強さは、悔しいが俺にはなく。

　一人を斬り倒すのが精一杯だった。

　だが、俺もまた背中を斬られていた。

　意識が遠のく。

　よろめきながら俺は自ら盾となって、畳の上に倒れて咳せき込こんでいた沖おき田たさんに必死で抱きつき、そして背中を一斉に剣で貫かれることとなった。

　ドスッ、ドスッ、ドスッ。

「……し……周しゆう平へい……くん……？　そんな……い、いや……いやだあああっ！」

「お、沖おき田たさん……す、みま、せん……俺、が……来た……ばかりに」

　ああ。

　もう、わかる。この感覚は、何度も味わった。

　俺は、まもなく死ぬ。

　沖おき田たさんを護まもることも、できなかった。

　土ひじ方かたさん。

　すみません。土ひじ方かたさんが池いけ田だ屋やに駆けつけてくれるまで、俺の命、持ちませんでした……沖おき田たさんまで……。

（これじゃ、一周目よりも酷ひどくなっているじゃないか。ダメだ。こんな結末じゃ、俺も沖おき田たさんも死んでも死にきれない。沖おき田たさんが労ろう咳がいを発症した時期を、やっと知ることができたのに。もう一度。もう一度、池いけ田だ屋やに──！　沖おき田たさんを池いけ田だ屋やへの討ち入りに参加させてはならない。池いけ田だ屋やでの激闘が負担となって、労ろう咳がいを発症してしまうんだ！）

　そして、耳元に響いてくる、あの声。




『お前──闘死したな？』




　そこで俺の意識は、途切れた。




【Re:壬み生ぶ／元治元年六月五日】




「もしかしてあたしは、近こん藤どうどのからあまり信頼されていないのかなあ……試し衛えい館かん生え抜きじゃないから。なによりも、左さ之の助すけ以下の扱い……左さ之の助すけ以下……ちっ、恥辱……ぐぬぬうう～！」

「まだ言ってる。永なが倉くらさんって案外しつこいんだから。次の出撃の際に大活躍すればいいでしょう？」

　永なが倉くらさん？　藤とう堂どうさん？　そして、俺の手には特製の塩盛り汁粉。

　俺は、戻って来た。

　ここは池いけ田だ屋や事件当日の汁粉屋。

　そしてまもなく、監察の山やま崎ざきさんが飛び込んできた。




「近江おうみの商人桝ます屋や喜き右衛え門もんなる者の正体が、長ちよう州しゆうの間かん者じや古ふる高たか俊しゆ太んた郎ろうだと判明した──長ちよう州しゆうの連中は、来きたる六月二十日に京に火を放って会あい津づ中将さまを討ち、帝みかどを長ちよう州しゆうに拉致するつもりだ」

　前まえ川かわ邸てい。土ひじ方かたさんが先刻とまったく同じ言葉を、隊士たちに告げる。

　沖おき田たさんを、池いけ田だ屋やに最初に斬り込んで激闘を繰り広げる近こん藤どう隊たいから外さなければならない。この夜、池いけ田だ屋やで大だい喀かつ血けつさせなければ、沖おき田たさんの労ろう咳がい発病を食い止められる。

　土ひじ方かたさん、近こん藤どうさん、山やま南なみさんたちの軍議は、先刻とまったく同じように進む。

　近こん藤どう隊たいと土ひじ方かた隊たいの人員割り振りが進んだところで、俺は口を開いた。

「近こん藤どうさん。土ひじ方かたさん。どうも沖おき田たさんは風邪気味のようです。隊内の流行はやり病やまいに感染しているのだと思います。沖おき田たさんを多人数の土ひじ方かた隊たいに。近こん藤どう隊たいの斬り込み役は、この俺にやらせてください」

　土ひじ方かた隊たいは四し国こく屋やを探索するから、池いけ田だ屋やへの到着は遅れる。故に沖おき田たさんの体力を温存できる。その代わり、俺自身が沖おき田たさん並みの働きをしなければならない。俺一人で二階の志士たちを相手にせねば、近こん藤どうさんや永なが倉くらさん、藤とう堂どうさんの運命を暗転させてしまう。

「えーっ？　ボクはぜんぜん元気だよーっ？　なにを言いだすのさ、周しゆう平へいくん？」

「お願いします。実は俺はこっそり沖おき田たさんの様子を観察していたんです。絶対に風邪を引いていますって。近こん藤どうさんたちに心配をかけまいと隠しているんでしょう？」

「ダメだよ～！　池いけ田だ屋やが当たりだったら斬られちゃうよ、周しゆう平へいくん！　っていうか、ボクをこっそり観察していたって、どういうこと～？　な、なんのために～？」

「周しゆうちゃん。これは命懸けの任務ですよ？　もしも池いけ田だ屋やに長ちよう州しゆうの勤王志士たちがいたら、数に劣るこちらは圧倒的に不利なのですよ？　ほんとうに後悔しませんか？」

「はい。しません、近こん藤どうさん！」

「し、周しゆう平へい。総そう司じをこっそり観察していたとはどういうことだ？　だ、ダメだ。今、お前が池いけ田だ屋やで志士に囲まれて闘死している光景が、ふと脳裏に浮かんで……嫌な予感がする」

「えっ？　土ひじ方かたさん？　なんですか、それは？　俺は、だ、だいじょうぶですよ？」

　妙だな。死に戻る以前の池いけ田だ屋やでの俺の最さい期ごを、なぜ土ひじ方かたさんが？　単なる偶然だろうか。それほどに、俺を案じてくれているのだろうか。

　これはもしや、ひゃ～ひゅ～、と左さ之の助すけさんが口笛を吹いてはしゃぎだした。なにか誤解されているようだが、この際仕方がない。どんな手を使っても沖おき田たさんを風邪ということにして近こん藤どう隊から外す。

　俺は沖おき田たさんのもとに駆け寄ると、両肩を手で摑つかんで、おでことおでこをくっつけていた。ほとんど両者の唇が触れ合いそうな至近距離。気恥ずかしいが沖おき田たさんの命がかかっている。照れている場合ではない。

「証拠はあります。ほら、こうして額をくっつけると、沖おき田たさんの額は熱を帯びています。やはり風邪です」

「ふわっ？　しゅ、周しゆう平へいくん、なにを……近いよ！　顔が、近い～！　ふわわわ……」

　ぼっ。

　沖おき田たさんの顔が瞬時に真っ赤になった。

　予想以上の反応だった。もともと身体が熱っぽいのはほんとうだ。それに加えて、若い男に免疫がないのかもしれない。そういえば沖おき田たさんの恋話って、ぜんぜん聞いたことがなかったな。

「あら、あらあら？　総そう司じの顔色が……ほんとうに、風邪なのかしら？」

「こここ近こん藤どうさん、これは違うんですよー！　けほ、けほっ！」

「ほら。咳せきをしました。首から上が真っ赤です。耳までがタコのように赤い。土ひじ方かたさん、この症状は風邪に間違いありません」

「……い、いや、周しゆう平へい。どうも私には、風邪とは違うように思えるのだが……？　ど、どうなんだ、総そう司じ？　まさかお前、局きよく中ちゆう法はつ度とを破ってはいまいな？」

　斎さい藤とうさんが「……総そう司じの弱点を見つけた……それは、近こん藤どう周しゆう平へい……」と悪い笑顔でほくそ笑んでいる。

「うわーん！　こんなの無理矢理だー！　しゅ、周しゆう平へいくんっ！　こうなったら竹刀で勝負だーっ！　勝ったほうが近こん藤どう隊たいねっ！」

　しまった。問答無用で剣の勝負に持ち込まれた。沖おき田たさんは慌てて立ち上がり、すでに竹刀を構えている。

「ま、待ってくださいよ。いくら風邪気味とはいえ、沖おき田たさんに俺が勝てるわけないでしょう？　せめて引き分けの場合、俺が近こん藤どう隊たいという条件でお願いします」

「いいよそれでっ！　ボクを相手に周しゆう平へいくんが引き分けに持ち込めるはずないもんねっ！　行くよっ！」

「ちょ、ちょっと待ってください沖おき田たさん。せめて防具を……！」

「ダメーっ！」

　沖おき田たさんはなぜか異様に動揺していた。俺が竹刀を構え終えるや否いなや、いきなり必殺の三段突きを繰り出してきた。練習では滅多に見せることがない大技だ。剣術大好きな永なが倉くらさんが「おおっ。あれが沖おき田たどのの奥おう義ぎ三段突き！　速い！」と声をあげる。だが、俺が「さっき」池いけ田だ屋やで見た時の突きとは違う。あの凍いてつくような「気き組ぐみ」がない。

（俺は防具を着けてないから寸すん止どめしてくれるつもりなんだ。沖おき田たさんは優しいな）

　寸すん止どめしてくれるとわかっていれば、沖おき田たさんの三段突きが相手でも、運が良ければ引き分けに持ち込めるかもしれない。いや、持ち込まなければならない！

　俺は、沖おき田たさんの小こ手てに竹刀の切っ先を撃ち込んでいた。その時、俺の喉首に沖おき田たさんの竹刀が「とん」と突き当たっている。ほぼ同時。わずかに沖おき田たさんのほうが速いが、打ち込みが浅い。沖おき田たさんには最初から当てる気がなかったのだから、これは当然だが──ここで、意外なことが起きた。

　俺が撃ち込んだ竹刀が、容赦なく沖おき田たさんの小こ手てを「ぴしり」と撃っていたのだ。

　俺自身、（俺の撃ち込みが決まった？　まさか）と声を失っていた。そうか。どうやら俺の筋力や反射神経は、死んで蘇よみがえる毎ごとに強化されているらしい。自分自身が強くなっていることは実感していたが、すべて修行と経験の成果だと思っていた。しかし、「先刻」池いけ田だ屋やで闘死した時とは感覚が明らかに違う。身体が軽くなり、神経が研ぎ澄まされている。

　俺の竹刀を小こ手てに喰くらったことが予想外だったのだろう。沖おき田たさんは「え、ええええ～？　噓うそだあ～？」と小猫のような悲鳴をあげていた。

　これが真剣を構えての実戦ならば、俺は喉を突かれて即死。俺が繰り出した沖おき田たさんへの小こ手ての一撃は間に合わず、沖おき田たさんは無傷だ。つまり沖おき田たさんの完勝。

　だがこの竹刀勝負の場合、判定はどうなる？

　一瞬の沈黙の後。

　土ひじ方かたさんが「相打ち、それまで。近こん藤どう隊たいには周しゆう平へいを入れる。総そう司じは私の隊に配置換えだ。総そう司じはなにを興奮しているんだ、まったく……周しゆう平へい相手に引き分けるだなんて」と裁定を下していた。

　沖おき田たさんが本気を出していれば俺は瞬殺確定だったが、沖おき田たさんの撃ち込みが優しかったのが幸いした。ともかくこれで──あ、痛い。げんこつで殴られた。

「うえええん。いった～い！　周しゆう平へいくん、ひっどーい！　寸すん止どめしてくれないんだー！」

「ま、待ってください。沖おき田たさんを相手にそんな余裕、俺にあるわけないじゃないですか。でも……当たってしまって、すみませんでした。腕は痛くないですか？」

「うぐっ。痛いよー！　酷ひどいよー！　周しゆう平へいくんのいじわる～！　どうしてこういうことするの？　でも周しゆう平へいくん、強くなったね。出番を取られちゃった……ぐすっ……」

「……すみません沖おき田たさん。俺、ほんとうに、沖おき田たさんが風邪を引いているとわかってしまって。その……沖おき田たさんのことが心配だったんです。近こん藤どう隊たいが長ちよう州しゆう志士の集会所に当たった場合、斬り合いの途中で咳せき込こんだら危ないんじゃないかと……出過ぎた真ま似ねをして、申し訳ありませんでした」

「うえええん。頭を撫なでられても誤魔化されないんだから～！　がるるっ！　がぶっ！」

「お、沖おき田たさん、俺の手に嚙かみつかないでください。猫じゃないんですから」

　源げんさんが「うおおおおお。あの沖おき田たちゃんがこんなに照れている姿は貴重だ。ありがたや、ありがたや……眼がん福ぷく、眼がん福ぷく……いや待て。周しゆう平へいてめえ、いつの間に沖おき田たちゃんを口説きやがった？　見守る愛ってやつを知らないからガキは嫌なんだよ！　油断も隙もねえっ！」と一人で泣いたり怒ったりしている。

「ひゃーひゅー！　そっかー！　二人は恋仲だったのかー！　総そう司じの奴やつ、猫みたいにさかってんなー！　んで、祝しゆう言げんはいつにする？　この左さ之の助すけさまが仕切ってやんよ！」

「ま、まあ、そうだったの？　わが近こん藤どう家けと沖おき田た家けとの間で、縁談が着々と？　今夜の捕り物が終わったら祝しゆう言げんの準備をしましょうねえ、周しゆうちゃん。この義は母はに任せなさい！　でも、周しゆうちゃんは母親よりも妹のほうが好きだったのね……義は母はは少し寂しいですよ、ぐすっ」

「あら、いつの間に？　この藤とう堂どう平へい助すけも祝福してあげてもいいわよ。それにしても、総そう司じって殿方の趣味が悪いわねえ～」

「……沖おき田た総そう司じ、敗れたり……夫を人質に取れば、この斎さい藤とう一はじめの勝利は確定……」

　だから違うんだってばーっ！　と沖おき田たさんが地団駄を踏めば踏むほど、周囲が勝手に盛り上がる。これは……困ったな。というのは。そう。

「みんな、浮かれてどうする！　局きよく中ちゆう法はつ度とは絶対だ。隊士の色恋を認めず！　法はつ度とに背いた者は切腹だぞ。まさかお前たち、ほんとうに恋仲なのではないだろうな？」

　土ひじ方かたさんが俺を睨にらむ眼光が──信じがたいほどに激しい怒りの炎を帯びていた。

　あれほど長い時間を土ひじ方かたさんと過ごした俺が今までに浴びたことのない、凄すさまじい視線だ。

「し、周しゆう平へい。お前が今までしつこく隊士の粛しゆく清せいに反対してきたのは、よもや、そ、総そう司じを籠ろう絡らくするためだったのか。くっ……！　なんという深慮遠謀。腹黒い男め。だとすれば──い、今この場で、お、お前に切腹を申しつけ──」

　な、なぜ、これほど土ひじ方かたさんが激怒するんだ？　未経験の展開だ、これは。

「ち、違います！　誤解です土ひじ方かたさん！　俺は、たまたま沖おき田たさんが咳せき込こんでいる姿を目撃しただけで」

「そーですよ、違うんですよー土ひじ方かたさーん！　ボク、実は風邪を引いてるんですよー！　し、心の臓もばくばくどきどきしててぇ……こ、これは、恥ずかしくて赤くなってるんじゃないですからっ！　風邪でなきゃ、周しゆう平へいくんと相打ちだなんてありえないですよー！」

「……そうか……わかった、総そう司じ。だが周しゆう平へい。監察の山やま崎ざきにも気づかれずに総そう司じを監視していたとは、お前はいよいよ怪しい奴やつだ。今後は、わ、私直々にお前を監視する──ふ、副長補佐係への就任を申しつける。お、お前が色恋禁止の法はつ度とを破ったその時には問答無用で切腹させるぞ。よ、よいな？」

「トシちゃん？　色恋禁止の法はつ度とは、殿との内うちや新にい見みのような乱暴な男隊士から女隊士を護まもるために書き足したものよね？　その点、周しゆうちゃんは真面目な子だから問題は……」

「だ、ダメだ、かっちゃん。法はつ度とは法はつ度とだ。周しゆう平へいを捨て置けば、おぼこい隊士たちを片っ端から毒どく牙がに掛けるに違いない」

「お？　お？　総そう司じに焼き餅でもやいてんじゃねーの、鬼の副長？　わあっはっはっは！」

「は、原はら田だ。な、なにを言う。ち、ち、違う。お前も切腹したいのか？」

「へっへーん。おいらは一度切腹してるもんねーっ！　京人形みてーな顔した色白の美人さんに凄すごまれてもよーっ、怖かねえなーっ！」

　まずいことになった。副長補佐係なんて役職は新選組にはなかった。俺は土ひじ方かたさん直属の小姓役兼お庭番にされてしまったのだ。沖おき田たさんをはじめ他の隊士に俺が手を出せないように直接監視するつもりだ。

　土ひじ方かたさんに進言できる機会は増えたが、これで俺の行動の自由度は大幅に制限される。

（土ひじ方かたさん。違うんです。誤解です。俺が恋している相手は──）

　その先を伝えることは、今の俺には許されなかった。土ひじ方かたさんは今、新選組の組織運営で精一杯だ。それに、憧れの土ひじ方かたさんに想いを打ち明ける資格はまだ俺にはない。俺にとって、土ひじ方かたさんはそれほどに──もっとだ。俺はもっと、強くならなければ──。

　俺は今こ宵よい、沖おき田たさんの代役を務めてみせる。池いけ田だ屋やで沖おき田たさんに喀かつ血けつさせず、かつ新選組を一躍歴史の表舞台に立たせるためには、他に方法がない。

　みたび、池いけ田だ屋やへ──。




【Re:池いけ田だ屋や／同日】




「三人は裏庭へ回って。表の入口を固める隊士は四人。私と周しゆうちゃん、永なが倉くらさん、平へい助すけの四人で池いけ田だ屋やに討ち入るわ。先頭は、局長の私が」

　これが俺にとって三度目の池いけ田だ屋や討ち入りとなった。

　近こん藤どう勇いさみ、近こん藤どう周しゆう平へい、永なが倉くら新しん八ぱち、藤とう堂どう平へい助すけ。

　深夜の池いけ田だ屋やに突入。

　最強剣士の沖おき田たさんはいない。俺が二階の長ちよう州しゆう志士たちを斬り伏せる。裏庭の隊士三人たちも、死なせはしない──。




「新選組局長近こん藤どう勇いさみ。御用改めである！　手向かいする者は、容赦なく斬る──！」




　全速で建物奥の裏階段を駆け上る。

　初手で勤王志士を瞬殺して相手方を大混乱に陥おとしいれる沖おき田たさんに代わって。

　俺が、先陣を切る──！

「新選組か！」

「よくも古ふる高たかを。幕府の犬め！」

　二階の廊下へ。近こん藤どうさんが俺の背中を護まもってくれている。

　この一撃に、すべてがかかっている──！

「新選組副長補佐係近こん藤どう周しゆう平へい。剣は、天てん然ねん理り心しん流りゆう……！」

　ドンッ。

　沖おき田たさんのような華麗な突きは俺にはできない。彼女以外に、三段突きの神業を実戦で使える剣士は地上に存在しない。が、池いけ田だ屋やの二階は狭い。俺は長なが脇わき差ざしを抜いて、突進してきた志士を袈け裟さ懸がけに斬り倒していた。

「お見事です、周しゆうちゃん。脇わき差ざしは長いものを使う、それが実戦剣法天てん然ねん理り心しん流りゆうのいろはの『い』ですよ。ね、長なが脇わき差ざしは屋内戦闘で便利でしょう？」

　思わず俺へ向かって微ほほ笑えむ近こん藤どうさんをめがけて、一人の男が「土と佐さ脱藩北きた添ぞえ佶きつ摩ま、参る！　きえやああああっ！」と叫びながら斬り込んでくる。

「破ああああっ！」

「……がっ……!?」

　呻うなりをあげて振り上げられた近こん藤どうさんの虎こ徹てつに胴どうを斬られ、北きた添ぞえ佶きつ摩まの身体は階段から転落していく。北きた添ぞえは一階にて自害。「土と佐さ脱藩」という名乗りに（この男は坂さか本もとさんの友人では？）と嫌な予感がしたが、この修羅場でわずかでも隙を見せれば即、死に至る。

　あとは、二度目と同じ展開となった。

「近こん藤どうさん！　長ちよう州しゆう志士たちが雪崩を打って一階へ逃げていきます！　これより先は一階が主戦場となります。二階は俺に任せてください！」

「ええ！　必ず、トシちゃんたちが救援に駆けつけてくれますからね。周しゆうちゃん！」

「ありがとうございます！　藤とう堂どうさんに、暑くても絶対に鉢はち金がねを外すなと厳命しておいてください！」

「ふふ、わかりました。周しゆうちゃんは隊士たちをよく観察してますね。あの子は最初は威勢がいいんだけれど、長時間の勝負になると不意に気を抜くことがあるの」

「永なが倉くらさんには、小こ手てに注意しろと！　志士たちはがむしゃらに剛剣を振るう永なが倉くらさんを正面から斬り伏せるのは無理だと悟って、指を削りに来ます！」

「ええ、承知！　あの……周しゆうちゃん、この義は母はにもなにか指示を与えてもらえませんか？」

「ありません！　局長は鬼神よりも強いです！　手傷ひとつ負いません！」

「そんなあ。酷ひどい……酷ひどいです……ぐすっ……！　今こ宵よいの虎こ徹てつは血に飢えています……！」

　ここからだ。近こん藤どうさんが一階へ移動した、ここからだ──！

　まずは、裏庭へ逃げようとする志士たちを一人でも多く斬る。

　裏庭へ連なる部屋へ俺は踏み込んでいた。みな、背中を向けている。すでに飛び降りようとしているのだ。全員を斬るのは無理だが、半数でも足止めできれば、裏庭を護まもる隊士たち三人が全滅するおそれはなくなる。

「新選組である！　俺はただ一人だ！　貴様ら、仮にも勤王の志士ならば俺から逃げるな！　一対多である！　尋常に勝負しろっ！」

　俺のその挑発の言葉を無視して飛び降りる者もいたが、「なにをっ!?」「会あい津づの犬めっ！」「無礼者め、見損なうな！」と激げつ昂こうし、俺めがけて斬りかかってくる志士たちもいた。

　だが、天井が低い。俺の挑発に乗って剣を振り上げた志士たちは、次の瞬間に「しまった!?」と叫ぶ。剣の切っ先が、鴨かも居いに当たってしまったのだ。振り下ろせない。

　この瞬間を待っていた。

　俺は長なが脇わき差ざしを繰り出して、そして斬る。

　一人。二人。三人。

　この鋭い剣筋。やはり、俺は死に戻りによって確実に強くなっている。

　もっとも、俺には沖おき田たさんのような華麗な三段突きはできない。一撃で相手を絶命させる必殺技もない。だが殺さなくてもいい。裏庭への逃走者を減らせればそれでいい。

　もう、この脇わき差ざしは使えない。血脂に塗れた。

　致命傷を与えられず、血みどろになって絶叫する男たちの悲鳴。だが、ライフル銃とガトリング砲の轟ごう音おんが炸さく裂れつする近代戦の戦場に比べれば、なにほどのこともない。

　右膝を断ち割られて畳の上に転倒した志士から脇わき差ざしを奪い取り、そして問題の部屋へと踏み込む。沖おき田たさんを囲んでいたあの四人の勤王志士のもとへ。全員が、沖おき田たさんの三段突きの神業を目撃しながらも二階に踏みとどまって戦っていた腕うで利ききだ。一人は間違いなく、今回の計画の首謀者宮みや部べ鼎てい蔵ぞう──残る三人も、それぞれ大物志士か。

　いずれにせよ、この四人の男は生かしてはおかない。

　俺を殺したからではない。喀かつ血けつして倒れてしまった沖おき田たさんを殺そうとしたからだ。

　理屈を言えば、俺が部屋に踏み込んだせいだが、感情が納得しない。

「神こう戸べ村むら出身。新選組副長補佐係、近こん藤どう勇いさみ局長が養子、近こん藤どう周しゆう平へい。剣は、天てん然ねん理り心しん流りゆう」

　脇わき差ざしを構え、俺は室内へと突き進む。

「それがしは林はやし田だ藩はん士し大おお高たか又また次じ郎ろう。世に名高き赤穂あこう浪ろう士しの末まつ裔えいである。幕府の犬如きがダンダラ羽ば織おりなど、笑止！」

　俺が二度目の池いけ田だ屋やで斬った男だ。二度目は辛勝したが、すでに俺の敵ではない。一撃で眉間を断ち割る。大おお高たかの身体が、前のめりに崩れ落ちた。まだ息はある。だが、もう戦えまい。残るは三人。果たして倒せるか。

「松しよう下か村そん塾じゆく門下生、長ちよう州しゆう志士吉よし田だ稔とし麿まろ。幕府に斬首された松しよう陰いん先生の仇かたき、今こ宵よいこそ取らせていただこう！」

「亡き松しよう陰いんくんの同志、肥ひ後ごの宮みや部べ鼎てい蔵ぞうである。幕府は異国と不平等条約を結んだ時点ですでに死んでいる。日本は幕府のせいで異国の半植民地になってしまったのだぞ。にもかかわらず幕府は政権を朝廷に返上しようとしない。公武合体などは空論だ。幕府を倒し、帝みかどのもとで新たな日本を築かねば、この国は滅びる。新選組にはなぜそれがわからぬ！」

「血に飢えた壬み生ぶ浪ろと話しても無駄じゃき、宮みや部べ先生。土と佐さ脱だつ藩ぱん望もち月づき亀かめ弥や太た、参る！」

　土と佐さ──この男も、もしかして──坂さか本もとさんの──!?

　一瞬の躊ちゆう躇ちよ。

　だが、室内での、一対三。しかも、右、左、中央から、同時に俺めがけて突進してくる。全員が突きの姿勢。鴨かも居いに剣先を当てて立ち往生するような生ぬるい剣士は、ここにはいない。一人だけに手心を加えて戦う余裕は俺にはない。ならば。

「「「貴様──大おお高たかくんの身体を──肉の壁に!?　卑劣な！」」」

　あの芹せり沢ざわ鴨かもが八や木ぎ邸ていで用いた戦法を使わせてもらう。まさに外道、悪あつ鬼き羅ら刹せつのやり口だ。だが、喀かつ血けつして畳の上でもがいていた沖おき田たさんを殺そうとしたお前たちの姿が、俺の記憶から消えることはない。お前たちが覚えていなくとも、俺は忘れられない──。

　正面から突進してきた吉よし田だ稔とし麿まろめがけて、俺は大おお高たかの身体を放り投げる。

　吉よし田だ稔とし麿まろの前進が止まる。

　残るは、左。そして、右。

　望もち月づき亀かめ弥や太たの眉間めがけて、左手に持ち替えていた脇わき差ざしを放り投げて昏こん倒とうさせると同時に。

　俺は残る利きき手てで素早く抜刀して、宮みや部べ鼎てい蔵ぞうの胸元に突きを叩たたき込こんでいた。

　俺自身もまた、宮みや部べ渾こん身しんの突きを喰くらい、肩の肉を破られていた。

　が、宮みや部べがその剣先を押し込んで俺の肩けん甲こう骨こつを破壊するよりも速く、脇わき差ざしを投げると同時に自由になった左手を柄つかに添えた俺の剣が「ぐっ」と宮みや部べの胸にめり込み、背中を貫通していた。闘死によって強化された俺の腕力が、勝ったのだ。

　さすがは勤王志士の雄。凄すさまじい使い手だった。だが、沖おき田たさんの神業三段突きに比べれば──。

「……がはっ……！　無念……松しよう陰いんくん……今、そちらへ行くぞ……よいか近こん藤どう周しゆう平へい……異国に対しても志士に対しても腰が引けた、老いた幕府では……腑ふ抜ぬけた江戸旗本八万騎では……日本は護まもれぬ……事実今こ宵よいも、この池いけ田だ屋やで命を捨ててわれらと戦っている勇者は貴公ら壬み生ぶ浪士だけではないか……どれほど剣を唸うならせて忠義を尽くそうとも、貴公らは所詮は浪士。幕府がある限りほんものの武士にはなれぬ。使い捨てにされるぞ……これほどの胆力と武勇を持ちながら……新選組……余りにも惜しい……」

　宮みや部べ鼎てい蔵ぞう、闘死。

　脳を割られた望もち月づき亀かめ弥や太たは、「……龍りよ馬うま……一緒に蝦え夷ぞ地ちに行きたかった、のう……」と呟つぶやきながら、絶命。やはり坂さか本もとさんの友人だったのか。俺は致命的な失敗を犯したのかもしれない。だが、手心を加える余裕はなかった。

　なぜならば、勝負はまだ終わっていないのだ。

　残された吉よし田だ稔とし麿まろが、「すまない大おお高たかくん！」と大おお高たかの身体を放り投げて、俺へと斬りかかってきた。

　俺は宮みや部べ鼎てい蔵ぞうの胸板を貫いた剣から手を放しつつ、支えを失って崩れていく宮みや部べの腰から脇わき差ざしを抜き放ち、吉よし田だ稔とし麿まろの脇腹へと突き立てていた。そのまま内臓を抉えぐり、脇わき差ざしを素早く抜き取る。大量の血を噴き出しながら、吉よし田だ稔とし麿まろの身体もまた倒れた。

「……松しよう陰いん先生……申し訳ありません……われら長ちよう州しゆう人じんは、維い新しん回かい天てんのためならば一国ことごとく滅び去る覚悟である……あとは……久く坂さかくんが……高たか杉すぎくんが……そして桂かつらくんが………新選組よ！　貴様らがどれほど志士を狩ろうとも！　尊皇攘じよ夷ういの炎は、勤王志士の草そう莽もう崛くつ起きは、決して止むところがない！　旧弊な徳とく川がわの身分制度を廃した長ちよう州しゆう民兵・奇兵隊が、因いん循じゆん姑こ息そくな幕府の武士どもを必ずや倒す！　日本の未来は長ちよう州しゆうにあり！」

　血みどろの畳の上に倒れ込んだ吉よし田だ稔とし麿まろは、喉に短刀を突き立てて見事に自じ刃じんした。

　西洋列強が日本へ殺到してきているというのに、いまだ身分制度に縛られた幕府。

　草そう莽もう崛くつ起きの革命精神を抱いて封建社会を覆くつがえす民兵「奇兵隊」を組織し、幕府を打倒しようとしている長ちよう州しゆう。

　近こん藤どうさんの夢、誠の武士になるという願いも、幕府のもとではなく長ちよう州しゆうでなら叶かなったのかもしれない──。

　真まことに日本を憂う有能な志士たちが、今こ宵よい、この池いけ田だ屋やで死んだ。俺が殺したのだ。

（なんという醜い勝ち方だ。俺の剣は沖おき田たさんの足下にも及ばない。この四人も死にきれなかったろう。だが、許せとは言わない……今こ宵よい、沖おき田たさんを喀かつ血けつさせないためには、どんな手を使ってでもこの俺がお前たちを殺すしかなかった）

　そんな感傷に浸っている時間も、なかった。

　肩の怪け我がは浅く、痛みも今は感じない。腕も指も動く。問題ない。まだ戦える。

　一階では、近こん藤どうさん、永なが倉くらさん、藤とう堂どうさんの三人が、十余名の志士たちと真剣で斬り合っている。沖おき田たさんの喀かつ血けつは阻止したが、池いけ田だ屋や事件はまだ中盤戦。一階で戦う三人の疲労は極限に達し、土ひじ方かた隊たいは未着。いちばん厳しい時間帯だ。

　俺は宮みや部べ鼎てい蔵ぞうの胸から剣を引き抜いて、階段へと走り、一階へ駆けた。

（うっ。また、あの目め眩まいが……歴史が分岐したのか？　だが、今はまずい！）

　ふらつきながら、俺が一階へ舞い戻るとほぼ同時に──。




「かっちゃん！　遅くなった！　新選組土ひじ方かた隊たい、到着した──！　諸君、不ふ逞てい浪士たちを捕らえろ！　もはや戦力差は逆転した、全員捕縛しろ！　みだりに斬り捨てるな！」

　土ひじ方かたさん率いる大人数の別働隊が、池いけ田だ屋やに到着してくれた！　これで新選組の勝利が決まった！　沖おき田たさんを喀かつ血けつさせずに、池いけ田だ屋や事件を乗り切った──！

「おーっ！　沖おき田た総そう司じ、ただいま参上！　え、ええええ？　周しゆう平へいくん、大おお怪け我がしてるう～!?　血だるまだよっ？　だ、だ、だいじょうぶ？」

「ギャー！　周しゆう平へいいいいいい!?　なんてこったい、こなくそー！　この左さ之の助すけさまが十倍返ししてやんよ！　おらおらおらおらあ！」

「……斎さい藤とう一はじめ、見参。背伸びして総そう司じと入れ替わるから、そうなる……」

「なーんだ生きてたのかよ、悪運の強いガキだなあ。でもよう。ひっひっ。池いけ田だ屋やの不ふ逞てい浪士どもが都合よく全員男で、おじさんは安心したぜえ。これで容赦なく戦えるってもんよお。この源げんさん、剣術娘とは真剣で斬り合いたくねえからよう。剣術娘は尊い！　剣術娘に敵も味方もありゃしねえ、決して汚しちゃならねえ！　日本の未来よりも目の前の剣術娘！　それが、この井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうが掲げる大義！」

　大義というより、ドス黒いなにかですよ、源げんさん。

「んもう。遅いわよトシちゃん。もはやこれまでかと思ったわよ～？」

「あら、近こん藤どうさんは無傷でしょう。志士たちは誰も、近こん藤どうさんを恐れて近づけないんだもの。人間の放つ気き組ぐみじゃないわね……わたくしは張り切りすぎて途中で疲れちゃって、頭を割られかけましたわ。うー。鉢はち金がねを外さなくて、よかったですわ……ふわあ……」

「いだだだだ。あたしは、いつの間にか手を斬られていた。案外がむしゃらに戦っている最中は気づかないものなのよね。でも幸い指は落ちていないから、問題ないよ！」

「トシちゃん？　周しゆうちゃんが一人で二階を引き受けてくれてね、今回の計画の首謀者宮みや部べ鼎てい蔵ぞうを討ち取ったんですよ？　さらに長州の吉よし田だ稔とし麿まろも。あの吉よし田だ松しよう陰いんのお弟子さんで、松しよ下うか村そん塾じゆく四天王の一人よ。これは大手柄ですよね？　ね、私の人を見る目に狂いはなかったでしょう？」

「しゅ、周しゆう平へいが？　ほ、ほんとうに？　いつの間にそんなに強く……？　私はてっきり、もう周しゆう平へいは斬られて死んでいるかと……肩の傷は思ったより浅いな。よ……よかった……」

「はい。ご心配をおかけしました、土ひじ方かたさん。俺はだいじょうぶです」

　まもなく、出遅れた会あい津づ藩はんと桑くわ名な藩はんの藩兵たちが集まってきて、池いけ田だ屋やから逃げようとする志士や、加勢しようと近づいてくる志士たちを捕縛開始。

　まだ残党を掃討する仕事が残っているが、池いけ田だ屋や事件はここにひとまずの終幕を迎えた。

　新選組の勇名は天下に鳴り響くこととなり、俺の「池いけ田だ屋やです」という進言は適中し、勤王志士との斬り合いでも大功をあげた。そして、なによりも沖おき田たさんが喀かつ血けつを免まぬがれた──吉よし田だ稔とし麿まろたち有能な志士のみならず、坂さか本もとさんの友人望もち月づき亀かめ弥や太たまでをも死なせてしまったことが悔やまれるが、今の俺にできる範囲では最善の成果を出せたはずだ。

「ふええええん。周しゆう平へいくーん！　周しゆう平へいくーん！　肩の怪け我が、だいじょうぶー？　ボクが手当してあげるよー！　焼酎は持ってきてないから、ボクが舐なめてツバつけてあげるっ！」

「だ、だいじょうぶですから、沖おき田たさん。やっぱり沖おき田たさんのようにはいきませんでしたが……って、ほんとうに舐なめなくていいですからっ！　猫じゃないんだから」

「ま、まだ仕事中だぞ。なにをしている、周しゆう平へい、総そう司じ！　局きよく中ちゆう法はつ度とを破ったら切腹だと言っているだろう！　こっちへ来い、周しゆう平へい。私が手当してやる。私はこう見えても江戸では薬売りだったのだぞ。まずは万能薬の石いし田だ散さん薬やくを飲んでだな……」

「えー？　石いし田だ散さん薬やくなんてぜんぜん効かないですよーインチキ薬ですよー土ひじ方かたさーん！」

「う、うるさい総そう司じ。ほら、こっちへ来い周しゆう平へい。お、お前はもう副長補佐係だぞ。八や木ぎ邸ていの時といい、お前は無茶しすぎる。ああ、もう。戦う度にぼろぼろになって……い、以後は常に私のもとで戦うように。い、いいな？」

「あーっ！　土ひじ方かたさーん、怪しいー！　もしかして周しゆう平へいくんをボクから奪うつもりですかー？　横暴ですよー！　職権乱用ですよー！　副長が法はつ度とを破っていいのかなー？　いいのかなー？」

「な、なにを言っている総そう司じ。今回みたいな無茶な働きを続けさせていては、周しゆう平へいは命がいくらあっても足りない。そ、それだけだ」

「おっかしいなー。毎日、山のような恋文を貰もらっているのに、読みもせずに『私は京でこんなにモテるのだ』と丸ごと多た摩まに送っちゃってる土ひじ方かたさんが、顔真っ赤ですよ～？　もしかしてあれ？　土ひじ方かたさん、あれですかー？　乙女として、豊ほう玉ぎよく宗匠として目覚めちゃったんですかー？　ほらほらー。『しれば迷い　しなければ迷わぬ』……」

「そそそ総そう司じーっ！　その句は口にするなっ！　法はつ度と違反だぞっ！」

　土ひじ方かたさん。命がいくらあっても足りないのは事実です。でも、何度死んでも、俺は戻って来ます。土ひじ方かたさんと新選組の仲間たちを救うために。

　ですから。

　まもなく京へ進軍してくる長ちよう州しゆう軍ぐんとの戦いにおいて。禁きん門もんの変へんにおいて。

　新選組に、活躍の場が少なかった一周目ではあげられなかった大手柄を奪わせます。

　禁きん門もんの変へんをすでに経験している俺が、全力を尽くして。

　それで新選組は、一周目よりはるかに大きな力を持てます。土ひじ方かたさんはより多くの予算を動かせます。来きたるべき長ちよう州しゆう征伐に、部隊の洋式化を果たした新選組が参戦すれば、長ちよう州しゆう征伐で幕府が敗北を喫することはなくなります。幕府の滅びを、そして新選組の滅びを防ぎ止めることができます。

　だが──あまりにも時間がない。

　約十日後にはもう、長ちよう州しゆう軍ぐんが三み田た尻じりを出立し、京へ攻め上ってくる。

（禁きん門もんの変へんには新選組の洋式化は間に合わない。だが、長ちよう州しゆう軍ぐんもこの時点ではまだ新式のミニエー銃を所持していない。ミニエー銃は、薩さつ長ちよう同盟が成立しない限り、列強諸国と戦争をしている長ちよう州しゆうの手には渡らない。だから一周目でも幕府方が勝利した。新選組を主役にしてもなお、この戦、勝てる）

　俺のこの読みは、当たっていたのだが──。




【伏ふし見み　寺てら田だ屋や／元治元年六月八日】




　池いけ田だ屋や事件から三日が過ぎた。

　そろそろ長ちよう州しゆう藩はんの国元に池いけ田だ屋や事件の報告が届く頃だ。京での戦が、禁きん門もんの変へんが起こる。だが新選組の洋式軍隊化は進んでいない。武たけ田だ観かん柳りゆう斎さいは追い払ったが、洋兵学者が見つからない。今のご時世、洋兵学者は幕府からも諸藩からも引っ張りだこなのだ。

　池いけ田だ屋やで肩を負傷した俺は、休暇を取らされて伏ふし見みの船宿寺てら田だ屋やを訪れていた。窓辺の外に煌きらめく川の流れを眺めながら、こうして好物の塩しお饅まん頭じゆうを食べているわけだが──。

「饅まん頭じゆうに塩を盛るお前の味覚だけは理解できないが、たくさん食べて滋養をつけるのだぞ、周しゆう平へい」

「土ひじ方かたさん。塩しお饅まん頭じゆうこそは保存性と携帯性に優れ、塩分と糖分を一口で補給できる完全栄養食なんですよ。巡じゆ邏んら中ちゆうの隊士には塩しお饅まん頭じゆうの携帯を義務づけるべきです」

「塩分と糖分なら、たくあんと白米で充分に補給できるではないか。おにぎりにすれば持ち運べるし」

　ビタミンＢ不足ですよ土ひじ方かたさん。しかしお互いに塩分過剰気味だな。道理で性格も似てくるのかも……。

「うむ。鶯うぐいすの鳴き声を聞いているうちに、一句できた。『うくひすや　はたきの音もつひやめる』──ああ。我ながら、私は自分の俳句の才能が恐ろしい……やはり私は、かっちゃんを大名に出世させたら、多た摩まへ帰って俳人として生きるしかない……だ、だが、私には新選組副長としての仕事が……はあ、天からいくつもの才を与えられてしまった。屯とん所しよに毎日殺到する私宛の恋文も増える一方だし、悩むな……」

　なぜか、副長の土ひじ方かたさんが同じ船に乗ってきて、寺てら田だ屋やまで付いてきてしまった。

　確かに歴史は分岐している。京で土ひじ方かたさんと二人きりの休日を過ごすなんて、こんな経験ははじめてだ。池いけ田だ屋やで新選組が大手柄をあげて近こん藤どうさんが一躍京の大立て者になったことが嬉うれしいのか、今日の土ひじ方かたさんはすっかり豊ほう玉ぎよく宗匠の顔に戻っている。とはいえ。

「いやあ、相変わらず下手くそですなあ」

　などと沖おき田たさんのような減らず口を俺が叩たたいたら、切腹を申しつけられる。だ、だが……褒められるかっ、こんな俳句！　噓うそやおべっかが苦手な俺は、もう気が休まる暇がない。

「イヤア、素敵ナ俳句デスネ土ひじ方かたサン。沖おき田たさんはちゃんと医者に行ってるんですか？　ただの風邪じゃない気がします。俺の勘はよく当たるんですよ」

「問題ない。今日は総そう司じにも休暇を取らせて医者に診てもらっている。『俺が看病しますよ』とか言って総そう司じを口説こうとしても無駄だぞ。た、隊士の色恋は法はつ度と違反。切腹だからな？」

「……だからって、休暇日の俺に付いてこなくても……」

「わ、私はお前を見張っているのだ。剣士として役に立つことはわかったが、別の意味でお前が新選組にとって危険な存在だと知ったからな。こほん。それより周しゆう平へい。私の句を褒める言葉に感情がこもっていないではないか。なんだ、その『言わされている感』は？」

　言わされているんですよ！

　わかってくださいよ！

　……あの一周目での箱はこ館だて最後の夜以来だな。土ひじ方かたさんとこんな風に和やかに過ごすのは……あの夜は結局、俺は土ひじ方かたさんに告白できなかった。いつか、俺の想いを告白できる時が来るのだろうか？

「い、いいか周しゆう平へい。お前は副長補佐係だぞ。私の側にいろ。他の隊士に色目を使うのは許さない。色恋沙汰で法はつ度とを破り隊を乱す者が出るとしたら、それはお前だ。総そう司じの奴やつ、どうもお前に……かっちゃんもなんだか妙に浮かれている。仮にも局長が義理の息子と不義の関係に陥ったら、新選組の評判は地に落ちる。わ、わかっているな？」

「土ひじ方かたさんは疑り深すぎるんですよ。すぐ隊士に腹を斬らせようとするし。ダメですよ。そりゃ新選組は烏う合ごうの衆しゆうですから、法はつ度とで縛り付けないと芹せり沢ざわ時代の不ふ逞てい浪士の集まりに戻ってしまいますけど。あまり鬼みたいなことばかり言ってると、土ひじ方かたさんが隊士たちに嫌われてしまいますよ？」

「……私はそれでいい。むしろ副長の私が憎まれれば憎まれるほど、局長のかっちゃんが隊士たちから母親のように慕われる。組織とはそういうものだ……わ、私の真意を理解してくれている者が側にいてくれれば、それでいい……」

　土ひじ方かたさんの様子が、ぎこちない。もしかして俺を副長補佐係に任じたのは、沖おき田たさんを俺から護まもるためだけではなく……。

「土ひじ方かたさん。俺は──」

「……周しゆう平へい……」

「あーっ！　新選組の周しゆう平へいちゃん！　寺てら田だ屋やでなにをしゆうがか～!?　この船宿は勤王志士のたまり場ぜよ？　ま～た捕り物かえ？」

　うん？

　どこかで見たことのある町娘さんが、部屋にどかどかと入ってきた。

　って、お龍りようさんに変装している坂さか本もと龍りよ馬うまさんじゃないか！

「だ、誰だ貴様は？」

「うちか？　うちは土と佐さ脱だつ藩ぱん、神こう戸べ海軍操練所塾頭の坂さか本もと龍りよ馬うまじゃき。幕府軍艦奉行勝かつ先生のもとで塾生を集めちょる。今は江戸へ向かう旅の途中ぜよ。おんしは誰ぜよ？」

「……私は新選組副長の土ひじ方かた歳とし三ぞうだが」

「おー。副長。同門の山やま南なみさんがお世話になっちゅうらしいのう。けんど、べっぴんじゃが愛あい想その悪いおなごだにゃあ～。ありゃ、周しゆう平へいちゃん、怪け我がしとうがか？　痛うないか？」

「……し、周しゆう平へい。お前という男は。隊外でもすでに法はつ度とを破って……せ、せ、せっぷ……」

「違いますよ！　この人は誰にでもこういう開けっぴろげな態度なんです」

　猫のように人に懐なつかない土ひじ方かたさんと、警戒心というものを持たずに生まれてきたような坂さか本もとさんは、絶対に相性が合わないな。俺の背中を滝のような量の冷や汗が流れる。

　それに俺は、坂さか本もとさんとの約束を守れなかった。土ひじ方かたさんと坂さか本もとさんが衝突する前に、慌てて頭を下げる。

「あのう、坂さか本もとさん。岡おか田だ以い蔵ぞうさんの件、申し訳ありませんでした！」

「いやあ。うちもほうぼう捜したのに、見つけられなかったぜよ。仕方ないにゃあ～」

「それに池いけ田だ屋やでは長ちよう州しゆうの志士だけでなく、土と佐さの志士も斬ってしまいました。俺が斬った望もち月づき亀かめ弥や太たさんは坂さか本もとさんのご友人だったと、斬った後で知りました」

　坂さか本もとさんは一瞬哀かなしげに俺を見つめた。が、すぐにまた笑顔に戻った。友を斬り殺した俺をほんとうは責めたいだろうに、気を配ってくれているのだ。

「あ～。じゃき、過激な勤王志士とは付き合うなと亀かめにはさんざん忠告しちょったのににゃあ。亀かめは神こう戸べ海軍操練所の塾生じゃったがぜよ。うちらは、京の天てん誅ちゆう騒さわぎを鎮しずめる計画を進めちょった。けんど亀かめが死んだ今、計画はこのままではお流れじゃき。それどころか幕閣に敵が多い勝かつ先生は、池いけ田だ屋や事件の責任を負わされて失脚してしまうかもしれんがじゃ」

「計画とはなんだ、坂さか本もと？」

「土ひじ方かたさん。おまんらは浪士を集めて新選組を組織し、見事に京の治安を護まもる武士の集団とした。うちらもまた、神こう戸べに浪士を集めて『日本海軍』を造ろうとしちょったがじゃ。攘じよ夷うい熱ねつに燃える過激浪士たちを軍艦に乗せて蝦え夷ぞ地ちへ送り、屯とん田でん兵へいとして蝦え夷ぞ地ちを開拓させ、同時にロシアの南下に備えさせる。そういう計画を進めちょった。日本にとって最大の脅威はアメリカでもイギリスでもなく、不凍港を求めて南下政策を採っちょるロシアじゃき──池いけ田だ屋やで闘死した北きた添ぞえ佶きつ摩まは、すでに蝦え夷ぞ地ちの下見を終えちょった。亀かめも北きた添ぞえもなんでまた、こがいな時に池いけ田だ屋やなんかに集まりよったちや……」

　そうだったのか。一周目で知れなかった事実を、俺は今になって知った。池いけ田だ屋やで土と佐さの志士を斬るべきではなかったのだ。

「それは申し訳ないことをした。京と神こう戸べとの連携が取れていないのが、今回このようなことになった一因だと思う。今後は京都守護職会あい津づ中将さまと勝かつ先生の連携を密にすべきだろうな、坂さか本もと」

「おお。言われてみれば。げにまっこと、そうじゃのう。開明派の勝かつ先生は会あい津づと疎遠じゃき、気が回らなんだぜよ。これからの日本に必要なものは、不仲な者同士の連携……土ひじ方かたさんはべっぴんさんな上に、頭も切れるのう！」

　これから勝かつ先生に会うて、蝦え夷ぞ地ち開拓計画を練り直すぜよ、と坂さか本もとさんが苦笑する。

　今もしも勝かつ海かい舟しゆうが失脚したら、浪人に逆戻りの坂さか本もとさんは幕府方から薩さつ摩ま方がたへ移ってしまう。それでは一周目と同じ展開になり、薩さつ長ちよう同盟が成立してしまう。

　まさか新選組が戦った池いけ田だ屋や事件が、薩さつ長ちよう同盟の引き金を引いていただなんて。

　今は勝かつ海かい舟しゆうが失脚しないことを祈るばかりだ。俺にできることはないだろうか？

「周しゆう平へいちゃん、気にすることはないきに。うちはハッタリだけの女ぜよ。実際にことをなそうとすると、これがなかなか成功せんきに。昔からどうも運が悪いぜよ。いや、ほんに悪いのは頭ちや。その点、土ひじ方かたさんはまっこと頭がよさそうじゃのう～。お人形さんのように肌も白いきに。日焼け娘のお龍りようさんは、とっても羨ましいですう！」

　今になって、お龍りようは土と佐さ弁べんを使わないという設定を思いだしたらしい。もう遅いですよ、坂さか本もとさん。だいたい本名からなにから、土ひじ方かたさんにぺらぺら喋しやべっちゃってるじゃないですか。ほんとうに不用心な人だ……会う度に心配になる。

「……な、なんなのだ、この馴なれ馴なれしい女は。周しゆう平へい、この女にたぶらかされてはいまいな？」

「だいじょうぶですよ。坂さか本もとさんはこういう人なんです。噓うそがつけない性格と言いますか」

「さて、うちはそろそろ行くきに。まもなく幕府と長ちよう州しゆうの戦になるぜよ。京は燃えるぜよ──ここが、新選組が京の町を護まもれるかどうかの瀬戸際ちや。きばりや。土ひじ方かたさん。周しゆう平へいちゃん」

　護まもれなければ、新選組の運命は──存在意義は──坂さか本もとさんの目が、そう訴えていた。

　そうだ。一周目での禁きん門もんの変へんでは、長ちよう州しゆう軍ぐんには勝ったものの新選組は手柄をあげられず、しかも京の町の半ばが焼けてしまった。その上、長ちよう州しゆうびいきの京の人々が「新選組と会あい津づ藩はんが町を燃やした」と噂うわさすることに。会あい津づ藩はんが京の人々の支持を失ったのは、禁きん門もんの変へんの際に起きた大火が原因だった。

　さらには、薩さつ摩ま藩はんの西さい郷ごう吉きち之の助すけが最大の戦果をあげ、続く第一次長ちよう州しゆう征伐戦争の主導権を握ってしまった。しかも西さい郷ごうは、軍を率いていながらなぜか長ちよう州しゆうを攻撃しなかった。この西さい郷ごうの行動が、坂さか本もとさんという仲介役を経て、後の薩さつ長ちよう同盟へ繫つながっていった。

　つまり、幕府が薩さつ摩まと長ちよう州しゆうに敗れることになったきっかけが、禁きん門もんの変へんなのだ。

　禁きん門もんの変へんの過程と結果を変えなくてはならない。ただ勝てばいいのではない。薩さつ摩ま藩はんの西さい郷ごうに手柄を渡さず、新選組と会あい津づ藩はんの働きで長ちよう州しゆう軍ぐんの主力を撃破する。そして同時に京の大火を防ぐ。できるだろうか？




　坂さか本もとさんが船に乗って、寺てら田だ屋やから去った後。

　土ひじ方かたさんは、どこか遠い目で「蝦え夷ぞ地ちか……寒い冬が苦手な私には無縁な場所だな。周しゆう平へい？　蝦え夷ぞ地ちにも梅は咲くのだろうか？」と茶を飲みながら呟つぶやいていた。

　一周目では、今の新選組からは想像も及ばない運命が土ひじ方かたさんを待ち受けていた。土ひじ方かたさんと新選組は、京を追われ江戸からも追われ、榎えの本もと艦隊と合流して蝦え夷ぞ地ちで薩さつ長ちよう軍ぐんと戦い、そして。

　蝦え夷ぞ地ちに咲いた梅が、すべて散ってしまった季節に──。

「土ひじ方かたさん。聞いた話ですが、蝦え夷ぞ地ちでは梅よりも桜のほうが早く咲くらしいですよ。なので、桜のほうが人気なのではないでしょうか」

「そうか。桜よりも遅く咲く梅か。風流だな。よくそんなことを知っているな、周しゆう平へい」

　俺が梅に詳しくなったのは、土ひじ方かたさん。あなたが梅をこよなく愛していたからです。

　俺はその言葉を、かろうじて吞のみ込こんでいた。







[image: 第五章　禁門の変]




【御所　蛤はまぐり御ご門もん／元治元年七月十八日】




　七月十八日、夕刻。

　新選組は、京を包囲した長ちよう州しゆう軍ぐんに備えるため、会あい津づ藩はん兵へいたちとともに帝みかどがおわす御所の蛤はまぐり御ご門もんの守備についていた。

　池いけ田だ屋や事件の悲報に激怒して京へ出兵してきた長ちよう州しゆう軍ぐんはこの一ヶ月、伏ふし見みの長ちよう州しゆう藩はん邸てい、山やま崎ざきの天てん王のう山ざん、嵯さ峨がの天てん龍りゆう寺じに布陣し、「長ちよう州しゆう藩はんの帰京を許していただきたい。そして奸かん賊ぞく会あい津づを京より追放していただきたい」と朝廷に圧力をかけ続けてきた。あの有あり栖す川がわの宮みやも御所内で長ちよう州しゆうのために盛んに動いているという。

　無論、公武合体を願う帝みかどがこんな要求をお認めになるわけがない。

　一周目では、今夜、戦がはじまった。日付が変わった元治元年七月十九日未明に長ちよう州しゆう軍ぐんが三方から京へと進軍してきた。つまりあと数刻で開戦となる。

　しかも、主戦場の御所を遠く離れて長ちよう州しゆうの囮おとり部隊と戦っていた一周目とは違い、今回は帝みかどを奪おうと御所に殺到してくる長ちよう州しゆう主力軍と死闘を繰り広げねばならない。

　だが試し衛えい館かん以来の新選組の仲間たちは、「開戦までは気楽にしていましょうねえ」という近こん藤どうさんの言葉通りに、無駄な気力を消耗しないよういつも通りに過ごしている。みんな戦争は初体験のはずなのに、さすがの胆力だな。

「いやあ土ひじ方かたさん、御所の公家衆にもモテモテですなあ～！　まーた恋文をたくさん貰もらっちゃって～。まとめて多た摩まの実家に送りますか？　自慢しますか～？」

「『麻ま呂ろは土ひじ方かたさまのその冷たい目で睨にらまれて、この豚めと罵倒されて切腹を申しつけられたいのです』と書かれた恋文もあるぞ？　これほどに男心を惑わせるとは、つくづく美しさは罪だな……むっ？　総そう司じ、また一句できてしまった。『報国の心ころわするゝ婦人哉かな』」

「もはや駄作とかそういう段階を超越していますな。いーなー！　ボクなんて、鬼ごっこしたがる子供にしかモテないですよー！」

「ふふ。総そう司じはお子さまなのだから、年相応だろう？」

　土ひじ方かたさんは平常運転。沖おき田たさんは、池いけ田だ屋やで第一線を外れたことと早期治療をはじめたことが功を奏して、このところずっと体調がいい。毎日豚肉を食べさせられることに閉口しているが、労ろう咳がいは発症していないようだ。

「せいっ、せいっ！　ねえ平へい助すけ。乾いぬい御ご門もんを護まもっている薩さつ摩ま藩はんから『藤とう堂どうくんをおいどんのお稚ち児ごさんに欲しいでごわす』と暑苦しい男たちが押しかけてきているんだけど。健けな気げな殿方たちじゃないの。会ってあげれば？」

　こんな時でも剣術修行中毒の永なが倉くらさんは、ひたすら木刀を振り続けている。

「塩を撒まいて追い返しなさいよ、新しん八ぱちっ！　なぜですのっ？　土ひじ方かたさんは公家衆から恋文を貰もらっているのに、どうしてこの藤とう堂どう平へい助すけさまは衆しゆ道どう好ずきの薩さつ摩ま男おとこどもからお稚ち児ごさんにと誘われ続けるのっ!?　わたくしは乙女ですわっ！　お稚ち児ごさんじゃないっ！」

　今日も藤とう堂どうさんは薩さつ摩まの連中に言い寄られて激怒。国内二重鎖国状態の薩さつ摩まには、戦国時代の武士の習慣が生き残っているという。そういえば薩さつ摩まの武士はほとんど男だな。

「男の子と間違えられてたってよー、モテるだけいーじゃねーか。おいらなんざ新選組屈指の美少女なのに、男からも女からもさっぱりモテねえぜ！　やっぱ、所構わずヘソ出してごろ寝してっからかなー？　わっはっは！」

　左さ之の助すけさんは放胆にも、御所の蛤はまぐり御ご門もん前で饅まん頭じゆうを囓かじりながらごろ寝中だ。

「おじさんも稽古に精進しちゃうもんねーっ！　せいっ、せいっ！　はあ、はあ。汗に塗れる剣術娘たちって最高！　新選組は素敵な職場です！」

　相変わらずの源げんさん。新人隊士たちは年長の源げんさんを「稽古の虫」と尊敬しているが、源げんさんは稽古が目的なのではない。が、まあ、隊士たちには言わなくていいだろう。

　斎さい藤とうさんは……御ご門もんの塀の上に腰を下ろしてぼーっとしている。あの人も不思議な人だな。

　そしてお人ひと好よしの近こん藤どうさんは、「長ちよう州しゆう軍ぐんはほんとうに御所を襲撃するのかしら？　朝敵になってしまうのに？　信じられないことね……」と首を捻ひねりながらも、

「ほら、周しゆうちゃん。真剣で斬り合うコツは縦横無尽な『気き組ぐみ』の緩急ですよ。そうそう。もう少し腕の力を抜いて。あっ、剣先が下がっています。構えはこうですよ。ぎゅーっ」

「は、はい、近こん藤どうさん。あの……熱心に指導していただけるのは嬉うれしいのですが、少々くっつき過ぎです……」

　よほど俺が心配らしく、蛤はまぐり御ご門もんに到着してからずっと俺の身体にぴったり密着して、熱心に天てん然ねん理り心しん流りゆうの稽古をつけ続けている。

　動揺している場合ではないのだが、妙に心臓が高鳴ってしまう。相手は義は母はなのに。死の危機を前にしているせいだろうか？　時々、土ひじ方かたさんの冷たい視線が突き刺さって痛い。

「て、て、照れている場合ではないでしょう、周しゆうちゃん。邪念は振り払いなさい！　そもそも私とあなたは義理とはいえ母と息子ですよ？　若いお年頃とはいえ、まったく困った子ですね……局きよく中ちゆう法はつ度との色恋禁止の項目から周しゆうちゃんだけは除外してもらいましょうか？」

「ダメだ、かっちゃん。例外は認めない、不許可だ」

「んもう。トシちゃんは融通が利きかないんだから。山やま南なみさんはどう思う？」

「これから合戦なのですから、周しゆう平へいさんも気が昂たかぶっているのでしょう。みな内心では逸はやっていますよ。あ、そうでした。私の刃は引びき刀とうは周しゆう平へいさんに預けておきますね？　この戦、躊ちゆう躇ちよしていては生き延びられません。私も真剣で戦います、もうだいじょうぶですから」

「わ、わかりました。山やま南なみさん、くれぐれも無理はしないでくださいね？」

「くすっ。ありがとうございます。周しゆう平へいさんこそ、ご無理はなさらず」

　山やま南なみさんは久しぶりの実戦復帰だ。もう真剣への戸惑いは消えたようだが、いきなり長ちよう州しゆう軍ぐんとの戦争に参加して、ほんとうにだいじょうぶなのだろうか？

　新選組には旧式の大砲と古い種たね子が島しまがいくつかあるが、隊士たちの主な武器は相変わらず日本刀。やはり治安維持部隊としての装備といえる。

　対する長ちよう州しゆう軍ぐんは、戦争を遂行するための軍隊だ。斬り込み部隊のみならず、火力兵器や弓部隊も充実している。御所の入口にあたる蛤はまぐり御ご門もんは必ず砲撃戦になる。御所には他にも門はあるが、蛤はまぐり御ご門もんは長ちよう州しゆうの仇きゆう敵てき会あい津づ藩はんと新選組が護まもっている。帝みかどを奪おうと攻め寄せてくる長ちよう州しゅう軍ぐん主力は、間違いなくこの蛤はまぐり御ご門もんに殺到する。

「あらあら。山やま南なみさん？　周ちゃんに形見の刀を預けるなんて縁起が悪いわよ？　この義は母はが預かっておきましょうねえ。周しゆうちゃん？　いつの間に、義は母はの目を盗んで山やま南なみさんと恋仲に……義は母はは、義は母はは哀かなしいですよ……独り立ちが早すぎます。ぐすっ」

「ご、誤解ですから近こん藤どうさん。抱きつかないでください！　土ひじ方かたさんが俺に切腹を命じてしまいます！」

　なにか誤解したらしい近こん藤どうさんに強く抱きしめられて、俺が困惑していると──。

　馬上から、愛らしい少女の声が響いてきた。

「こほ、こほ。池いけ田だ屋やに続き、蛤はまぐり御ご門もんでも新選組の働きを期待している。頼むぞ、近こん藤どう勇いさみ」

　二周目でははじめて出会うことになった会あい津づ藩はん主しゆ。京都守護職、会津中将こと松まつ平だいら容かた保もり公こう。

　とてもこんな激務に耐えられそうにない、病弱で繊細な少女だった。その顔立ちは貴族のように整っている。文字通りの貴種だ。瘦せた身体を、帝みかどから頂いた紅あかい陣じん羽ば織おりで覆っている。

　帝みかどと将軍のために京を護まもる会あい津づ中将はまさしく、公武合体のために心血を注いでいるお方だった。帝みかどと心を通わせる尊皇の武士であり、将軍家への忠義を貫く侍の中の侍だ。いったいこの人が、なにをしたというのだ。なぜ、この人が朝敵にされねばならなかった。

　一周目のように、会あい津づ藩はんを悲劇的な運命に陥おとしいれさせてはならない。

「ちちち中将さま!?　お身体を壊されておられるのに、ご無理を……あああ、ありがとうございます！　ここここの近こん藤どう勇いさみと新選組、命を賭として中将さまのために戦ってご覧に入れます。どどどどうか、お下がりを。おおおお身体に障さわります！」

「うむ。家老たちは、勤王を掲げる長ちよう州しゆう軍ぐんが御所を襲撃するはずはない、伏ふし見み街道を進軍してくる部隊こそが本命だと言い、そなたの蛤はまぐり御ご門もんへの新選組配置換えの願い出に首を捻ひねっていたが……近こん藤どう。余はそなたの勘を信じておるぞ。池いけ田だ屋やでのそなたの働きは神がかっていた」

「ちちち中将さま。池いけ田だ屋やに長ちよう州しゆう志士がいると言い当てたのは、わわわ私ではなく、こちらのわが息子近こん藤どう周しゆう平へいでございます。周しゆう平へいが『伏ふし見みから攻めて来る長ちよう州しゆう軍ぐんは、会あい津づ軍ぐんと新選組を引きつける囮おとりです。本命は、長ちよう州しゆう藩はんきっての猛将・来き島じま又また兵べ衛えが率いる嵯さ峨が天てん龍りゆう寺じの部隊。これが御所を急襲して帝みかどを奪おうと企たくらんでいます』と申しました故、わわわ私は中将さまにかかる配置換えのご無理を」

「そうか。よき息子を持ったな、近こん藤どう勇いさみ。頼むぞ、近こん藤どう周しゆう平へい」

　近こん藤どうさんは会あい津づ中将を尊敬するあまり、中将を前にすると興奮して混乱してしまう癖がある。俺が直接会あい津づ中将と話したほうが早いな。

「──中将さま。京を包囲した長ちよう州しゆう軍ぐんは、何日にもわたって『敵は会あい津づのみ』と主張し続け、会あい津づ藩はん以外の藩兵の士気を削そぐことに成功しています。このため来き島じま又また兵べ衛え率いる長ちよう州しゆう奇襲部隊はさしたる抵抗も受けず、容易に御所まで辿たどり着つけましょう。来き島じま又また兵べ衛えは、会あい津づ兵へいが護まもる御所の蛤はまぐり御ご門もんを強行突破して帝みかどを奪うつもりです。伏ふし見みの長ちよう州しゆう軍ぐんは囮おとりに過ぎず、新選組不在でも撃破可能。故にわれら新選組は、主戦場となる蛤はまぐり御ご門もんへの配置換えを願い出たのです」

「そうか。だが近こん藤どう周しゆう平へいよ。御所の乾いぬい御ご門もんを、会あい津づと同盟を結んでいる薩さつ摩ま藩はんが護まもっておる。あの藩は最新鋭の大砲を持っており、兵は精強で、実に心強い。しかも薩さつ摩ま兵へいを指揮している大おお島しま──本名を西さい郷ごう吉きち之の助すけという男は、京でも高名な英傑だ。いざとなれば蛤はまぐり御ご門もんに加勢してくれるはずだが？」

「恐れながら、この戦いでわれらが長ちよう州しゆうに勝てば、長ちよう州しゆうは朝敵。帝みかどは幕府に長ちよう州しゆう征伐をお命じになりましょうが、薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけが大功を収めて長ちよう州しゆう征伐軍の参謀に抜ばつ擢てきされれば、かの者は長ちよう州しゆう征伐を骨抜きにしてしまうと推察します」

「なぜだ？　薩さつ摩まと長ちよう州しゆうは八月十八日の政変以来の仇きゆう敵てき同士ではないのか？」

　俺にも、一周目で薩さつ摩まがなぜ幕府を見限って長ちよう州しゆうと組んだのかはわからない。だが、薩さつ長ちよう同盟がすべてをひっくり返した時の衝撃だけは覚えている。

「……俺にもよくわかりませんが、確かな予感があるのです、中将さま。こたびの戦で薩さつ摩ま藩はんに手柄を奪わせなければ、来きたる長ちよう州しゆう征伐を会あい津づ藩はんが主導できます。長ちよう州しゆう藩はんを総攻撃して降伏させれば、日本国内の騒乱は治まります」

　池いけ田だ屋や以来、俺の勘を信用してくれるようになった土ひじ方かたさんが、念押ししてくれた。

「周しゆう平へいの勘は不思議なほどに当たります。池いけ田だ屋やでも、周しゆう平へいが長ちよう州しゆう派は志士の居場所を当てました。事実、天てん龍りゆう寺じの来き島じま又また兵べ衛えは長ちよう州しゆう軍ぐん最強の武将です。さらに、長ちよう州しゆうが本気で帝みかどを奪おうとしていることは池いけ田だ屋や事件の際にすでに明らか。故に真の主力は天てん龍りゆう寺じにあると思われます」

「ただ、今こ宵よいから明日にかけて強風が吹きます。敗走した長ちよう州しゆう藩はん士しが逃げ込んだ建物に決して火を放ってはなりません。京の町が燃えてしまいます。京人は長ちよう州しゆうびいきですから、会あい津づ藩はんが京を燃やしたと恨まれてしまいます──芹せり沢ざわ鴨かもが大和やまと屋やを燃やした件を、京の人々はいまだに忘れておりませんから。たとえ戦に勝っても民心を失えば京は保てません。京の民を護まもってこその京都守護職なのです。たとえお味方の犠牲が増えようとも、なにとぞ放火は固く禁じられますよう」

「そうか。戦に勝っても、民心を失えば京は保てぬか──姫さま育ちの余はそこまで気が回っていなかった。あいわかった、近こん藤どう周しゆう平へい、近こん藤どう勇いさみ、土ひじ方かた歳とし三ぞう。そなたたちの智ちと武ぶをもってすれば必ずや長ちよう州しゆう軍ぐんに勝てると余は信じる。頼りにしておるぞ」

「「「ははっ！」」」

　もうひとつ、会あい津づ中将に急いで嘆願しなければならないことがあった。それは人事だ。これは新選組の今後の軍備に関わることでもある。

「中将さま。会あい津づ藩はんに洋式兵学者がおられましたら、ぜひとも新選組の隊士たちに洋式兵学をご教授していただきたいのです。西洋から最新鋭の武器が次々と国内に入ってくるこれからの戦は、もはや槍やりや刀、旧式銃だけでは戦えません。会あい津づ藩はんと新選組も、長崎で異国商人から新式銃や大砲を、もし可能ならば蒸気船をも購入すべき時かと」

「おお。そのことならば、そなたと同じ意見を述べている者が会あい津づ藩はんにもおる。山やま本もと覚かく馬ま、近こん藤どう周しゆう平へいはまるでそなたの弟のようではないか。どうだ、新選組にしばらく出張してはもらえぬか。まずは直ちにこの蛤はまぐり御ご門もんにそなたが率いる大砲部隊を並べ、新選組を援護せよ。また、異国の武器の調達についても手助けしてやれ」

　男装の麗人という言葉がぴったりの眉び目もく秀しゅう麗れいな会あい津づ武士が、俺たちに向けて一礼した。

「ははっ！　承りました！　私は会あい津づ藩はん士し、山やま本もと覚かく馬まと申す者。代々、会あい津づの砲術指南役を務めてきた家柄です。先祖は甲こう州しゆう流りゆう軍学の開祖山やま本もと勘かん助すけだそうですが、それは二百年以上も昔の話。私はこの目で黒船を見て以来、旧弊な軍学はすっぱりと捨てました。今は蘭らん学がくと西洋砲学を修め、京で洋学所を開いております。長ちよう州しゆう軍ぐんを打ち払ったのち、直ちに長崎へ武器買い付けに参りましょう！」

　一周目では直接話す機会がなかったが、会あい津づ藩はんにもこんな開明的な人がいたのかと俺は驚いていた。坂さか本もとさん、話が違うじゃないですか。

　こんな人材がいながら、一周目の会あい津づ藩はんはなぜ軍隊の洋式化の流れから取り残されたんだ？

「近こん藤どう周しゆう平へいよ。わが会あい津づ藩はんには海がないため、江戸で黒船を見た者は限られる。その一人である山やま本もと覚かく馬まは長らく会あい津づ軍ぐんの洋式化を訴え、頭の固い保守派から弾圧を受けてきた。だが頑固一徹な彼女は決して自説を曲げなかった。会あい津づが誇る最高の軍師だ。余は今、確信した。山やま本もととそちの意見はまったく一致している。山やま本もと覚かく馬まよ、蛤はまぐり御ご門もんで長ちよう州しゆう軍ぐんを蹴散らし、会あい津づ藩はんと新選組の洋式軍隊化に尽力してくれ。会あい津づ兵へいと新選組にそちの洋式兵学が加われば、疑いなく日本最強の軍隊となれる」

「ははっ、御ぎよ意い！　ただし……その……近こん藤どうどの。ひとつだけ、私からもお願いがあるのですが……よ、よろしいでしょうか？」

　山やま本もとさんの、お願い？

「どうぞ、どうぞ。なんでも仰おつしやってくださいね、山やま本もとさん。この戦が終わったら、ご先祖さまの山やま本もと勘かん助すけのお話を伺いたいのですが、よろしいでしょうか？　私、『甲こう陽よう軍ぐん鑑かん』の愛読者なんですよ？　新選組も『赤あか備ぞなえ』にしちゃおうかしら、うふふ♡」

「い、いえ。近こん藤どうさん。甲こう州しゆう流りゆう軍学などはもう役に立ちませんから、忘れてください！　私のお願いというのは──わが師佐さ久く間ま象しよう山ざん先生の仇あだ討うちです！」

「「「佐さ久く間ま象しよう山ざん？」」」

　佐さ久く間ま象しよう山ざんは信しな濃の松まつ代しろ藩はんの洋式兵学者で、当代随一の西洋事情通。開明派の巨頭だった。

　長ちよう州しゆうで多くの勤王志士を育てた吉よし田だ松しよう陰いん、幕府を代表する開明派の勝かつ海かい舟しゆう、さらには坂さか本もと龍りよ馬うまさんの師匠だという。

　そうか。山やま本もとさんも、あの佐さ久く間ま象しよう山ざんの弟子だったのか。道理で開明的なはずだ。

「象しよう山ざん先生は、吉よし田だ松しよう陰いんの黒船への密航を手助けしたために長らく蟄ちつ居きよの身でした。先日その罪が晴れて、公武合体の大業を果たすべく入京されたばかり。ですが無念にもこの十一日、象しよう山ざん先生は勤王志士に暗殺されてしまいました……だから、私はあれだけ『京の町中で白馬に乗るのは悪目立ちするのでおやめください』と……」

「それは……残念なことでしたね。山やま本もとさんのお気持ち、お察しします。私ども新選組が先生の護衛についていれば……ううっ……」

「近こん藤どうどの。先生は護衛など要らぬと言い張る強気なお方でしたので、やむを得ません。ですが、先生の娘さんが、健けな気げにもこたび新選組隊士となって仇あだ討うちを果たしたいそうです！　いかがでしょうか近こん藤どうどの！　先生の遺児の仇あだ討うちに手を貸してはいただけませんか？」

「うる、うる……父の仇あだ討うちを、娘が……なんという天晴あつぱれな心意気……！　まさしく赤穂あこう浪ろう士しですね！　わかりました！　この近こん藤どう勇いさみにお任せください！」

　会あい津づ藩はんと新選組の間に、想定外の絆きずなが生まれた。佐さ久く間ま象しよう山ざんの娘か……思いだせないが、一周目にもいたのだろうか。厳しい局きよく中ちゆう法はつ度とに音をあげて途中で脱走したのかもしれない。

「それでは近こん藤どうたちよ、頼むぞ。新選組は剣で。山やま本もと覚かく馬まは銃と大砲で。一致団結して長ちよう州しゆう軍ぐんを打ち払ってほしい。愚昧な余には複雑怪奇な京の政局はまるでわからないが、智ち勇ゆうに長たけたそなたたちに任せれば安心だ。こほ、こほ……」

　会あい津づ中将の病は、この禁きん門もんの変へんで長ちよう州しゆう軍ぐんを撃退すれば回復する。それは一周目でわかっている。過労と多大なストレスが病の一因だったのだろう。必ず勝つ。今回は薩さつ摩まに手柄は与えない。会あい津づ藩はんと新選組だけで帝みかどをお護まもりしてみせる。そして、洋式軍隊化を果たした新選組が、一周目では参戦できなかった長ちよう州しゆう征伐に乗り込んで勝利する。長ちよう州しゆう藩はんを倒せば薩さつ長ちよう同盟も消える。新選組敗北の運命を変えられる──！

　山やま本もと覚かく馬まさんという一周目の新選組に欠けていた洋式兵学者をついに得た俺は、これで新選組のみんなを救える、という希望をようやく見み出いだしていた。

「さあさあ。いよいよ合戦ですよ。景気づけに滋養豊富なたまごふわふわを出前してもらいましたよ、周しゆうちゃん。この義は母はが食べさせてあげますよ。あーんしなさいね、あーん」

「いーや。戦場での栄養補給は、たくあんだ。たくあんに限るぞ、周しゆう平へい。そうだな？」

「五体に活を入れるなら大福だよねー周しゆう平へいくーん！　お砂糖をいっぱい載せてあげるー！」

　あ、いや。俺は塩しお饅まん頭じゆうが……できれば塩盛り汁粉で……。




【御所　蛤はまぐり御ご門もん／元治元年七月十九日】




　七月十九日早朝。

　やはり一周目と同様に、長ちよう州しゆう軍ぐんが京都御所へと攻めかかってきた。御所へ向けて発砲すれば朝敵となるにも関わらずだ。帝みかどの身柄さえ押さえてしまえば会あい津づを朝敵にすることができると、乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に出たのだろう。

　長ちよう州しゆう軍ぐんとともに入京していた勤王志士に暗殺された佐さ久く間ま象しよう山ざんは、この事態を恐れて帝みかどを彦ひこ根ねに退避させようとしていたという。佐さ久く間ま象しよう山ざん暗殺と、御所での帝みかどを巡る戦争は、ひと繫つながりの長ちよう州しゆうの戦略だったのだ。

　長ちよう州しゆう軍ぐんは「敵は会あい津づのみ」と公言してきた。故に、全力をもって叩たたき潰つぶすべき敵は蛤はまぐり御ご門もんを護まもる会あい津づ藩はん兵へい。その蛤はまぐり御ご門もんに、剛勇を誇る長ちよう州しゆうの猛将来き島じま又また兵べ衛えが率いる部隊が、怒ど濤とうの勢いで攻め込んできた。深夜に天てん龍りゆう寺じを出立して一直線に御所へと駆けてきた奇襲部隊だ。すべては一周目と同じ展開だ。

「池いけ田だ屋やでの恨みを晴らせえええっ！　帝みかどを奸かん賊ぞく会あい津づからお救いするのじゃあああ！」

　来き島じま又また兵べ衛えの出いで立たちはまるで関せきヶが原はらの時代の武者そのものだが、長ちよう州しゆう軍ぐんは多数の鉄砲や大砲を所持している。最新鋭のミニエー銃を持っていないことだけが救いだが、やはり異国を相手に攘じよ夷うい戦争を実行しただけのことはある。とてつもない戦意の高さだ。兵の練度も高い。

　新選組にも旧式の火器はあるが、数が少ない。それに実戦で火器を用いた経験もない。

　池いけ田だ屋や事件をはじめ数々の戦闘を経験してきた新選組にとっても、この戦いははじめての「戦争」である。近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも、火力兵器の多さに戸惑っていた。剣と剣の勝負とはまるで違う。ひとまず蛤はまぐり御ご門もんに塹ざん壕ごうを築いて防戦してはいるが──。

「まあまあ、トシちゃん。長ちよう州しゆう軍ぐんは、御所に向けて遠慮なく発砲してくるわね。大砲まで撃ち込んで……尊皇攘じよ夷ういを掲げる雄藩が、正真正銘の朝敵になるような不忠な真ま似ねを」

「連中は会あい津づと新選組への憎しみに我を忘れている。それに、帝みかどさえ奪ってしまえば勝ちだという戦争の理屈を知り抜いている。迷いがない。さすがに戦慣れしている」

　新選組が掲げる「誠」の隊旗を見ると、長ちよう州しゆう兵へいたちはいよいよ猛たけり狂くるう。

　それほどに池いけ田だ屋や事件への怒りと恨みは激しいものがあるのだろう。

「へっ。最初に帝みかどを攫さらおうと陰謀を練ったのは長ちよう州しゆうだろうが。だーっ！　おいらは巣ごもりは性に合わねーよ！　原はら田だ左さ之の助すけ、斬り込みに行くぜーっ！　あの来き島じまとかいう大将を討てば勝ちなんだろ!?　お？　お？」

「ちょっと待ちなさい左さ之の助すけ。考えなしに単騎突撃しても蜂の巣にされるわよ？」

「んだよー魁さきがけ先生？　いつもの魁さきがけ魂だましいはどーしたっ？」

「落ち着いて左さ之の助すけ。ケンカじゃないんだから。局長の近こん藤どうどのの指示に従わなくちゃ」

「はあ？　こんな時も、がらっぱちは落ち着いてんなーっ！　てめー、やっぱ年齢詐称してっだろう？」

「していないってば！」

　西さい郷ごう吉きち之の助すけ率いる薩さつ摩ま軍ぐんは今、北の乾いぬい御門を護まもっている。薩さつ摩ま軍ぐんが蛤はまぐり御ご門もんに駆けつける前に長ちよう州しゆう軍ぐんを打ち払ってしまわねば。しかし無策のまま長ちよう州しゆうの鉄砲部隊へと斬り込みをかけるのは自殺行為だ。どうする。

「近こん藤どうどの！　土ひじ方かたどの！　われらが会あい津づ砲兵隊にお任せあれ。こちらは御所を背にしております。発砲しても御所に当たる心配はありません！　長ちよう州しゆうの鉄砲隊が次の弾込めに移った隙に、一斉に砲撃して弾幕を張ります。長ちよう州しゆう軍ぐんの歩兵隊が焦じれて突撃してきたら、新選組の皆さんは抜刀して迎撃を」

「ああ、山やま本もとさん！　地獄に仏とはこのことです！　お願いします！　風ふう林りん火か山ざんですね！」

「……ですから……や、山やま本もと勘かん助すけのことは忘れてください、近こん藤どうさん……困ったな」

　そうだ。山やま本もと覚かく馬まさん率いる大砲部隊を、中将さまが蛤はまぐり御ご門もんに回してくれていたんだ。

　しかも一周目と違って、こちらには新選組という最強の剣士部隊が合流している。

　会あい津づ単独で長ちよう州しゆう軍ぐんに勝てる！

　山やま本もと覚かく馬まさん号令のもと、会あい津づ藩はん兵へいの砲撃がはじまった。

　反撃開始だ。

　兵力では、会あい津づ側が長ちよう州しゆう側に勝っている。両軍の激しい銃撃戦が続く中、長ちょう州しゆう軍ぐんはじりじりと後退しはじめていた。

　この調子で押せば、やがて長ちよう州しゆう軍ぐんは銃撃戦に見切りをつけ、血路を開くべく抜刀して斬り込みをかけてくる。その時こそ、新選組の剣が燃える時だ──。

　だが──。

　俺が予想もしていなかった事態が、この時発生した。

　苦し紛れに長ちよう州しゆう側が放った一発の砲弾が、会あい津づ藩はんの陣地に炸さく裂れつし、そして。

「ぐっ……！」

「や、山やま本もとさん!?」

　砲兵隊を率いていた山やま本もと覚かく馬まさんが、被弾。

　命には別状なかったようだが、両目を負傷したらしい。

「……み……見えない……し、しまった……！　こんな時に」

　この時、この場に山やま本もとさんに代わって砲兵隊を指揮できる有能な副官がいなかったことが会あい津づ藩はんの不運であり、また限界だったのかもしれない。

　勝負は、一瞬の勝機を摑つかめるかどうかで決まる。

　会あい津づ砲兵隊の動きが止まると同時に来き島じま又また兵べ衛えが、

「会あい津づの銃声が止まった！　今だああああ！　会あい津づの塹ざん壕ごうを突破せよおおおお！　会あい津づ藩はんさえ破れば、帝みかどをお救いできるぞ！　者ども、命を捨てよおおおお！」

　と号令を発し、長ちよう州しゆう兵へいを率いて一気に蛤はまぐり御ご門もんへと押し寄せて来た。

　まずいぞ。薩さつ摩ま藩はんはまだ救援に来ない。帝みかどを奪われたら会あい津づも新選組も賊軍にされる！

「近こん藤どうさん！　土ひじ方かたさ～ん！　このまま巣ごもりしていたら全滅ですよ～！　行きましょうよ～！　敵のほうから突撃してきたんだから、やっちゃいましょうよ！」

　池いけ田だ屋やで活躍し損ねた沖おき田たさんが、銃弾が飛び交う中、立ち上がって剣の柄つかに手をかけていた。沖おき田たさんはまだ体調の不安もあるので休ませたかったが、さすがに二度も続けて出番を奪うことはできなかった。これは捕り物ではなく、戦争。総力戦なのだ。

　だから今日の新選組隊士はみな鎖くさり帷かた子びらを着用している。しかしそれでも至近距離から銃弾を浴びれば、防げるものではない。

　あまりにも危険だ。だが、このまま座していれば蛤はまぐり御ご門もんは陥落する。

「かっちゃん、どうする。相手の主力は鉄砲隊、こちらは剣だ。無傷で蹴散らせる相手ではない──薩さつ摩まの救援を待つか、それともわれらだけで戦って勝つかだ。この選択が、新選組の運命を決める」

「望むところよ、トシちゃん。周しゆうちゃん、会あい津づ単独で蛤はまぐり御ご門もんを護まもりきればいいのよね？　ならば迷うことはなにもないわ。帝みかどをお護りするのよ！　新選組隊士、抜刀！　長ちよう州しゆう兵へいへと斬り込みをかける！　狙うは、来き島じま又また兵べ衛えが首ただひとつ！」

「やったあ！　ボクに任せてーっ！　魁さきがけ先生の通り名、沖おき田たさんが頂きだーっ！」

　沖おき田たさん？　いけない。戦争は捕り物とは違うんだ。まずい。このままでは……！

「当然、大将の私も行くわね！　トシちゃん。私にもしものことがあれば、試し衛えい館かんの跡継ぎは総そう司じに。近こん藤どう家けは周しゆうちゃんに。そして新選組は、トシちゃんが」

「なにを言っている、かっちゃん。私とかっちゃんは死ぬも生きるも一緒だ。かっちゃんを誠の武士にする、それが私の生いき甲が斐いなのだぞ？　私もかっちゃんとともに斬り込むに決まっている！」

　俺は必死で「待ってください」と叫んでいた。だが、ダメだった。みな、開戦前からすでに戦場での死を覚悟していたのだ。誠の武士として生きるために。昨夜はみんな、あまりにも楽しそうに過ごしていたので、気づけなかった。そうだ、一周目の鳥と羽ば伏ふし見みの戦いの時もこうだった！

　局長の近こん藤どうさん自身が、先頭を切って長ちよう州しゆう兵へいたちのもとへと駆けていく。

　そして、沖おき田たさんが。土ひじ方かたさんが。

「うおおおおお！　尊い！　剣術娘、尊い！　だがよーっ！　この弾丸の雨あられの中を剣一本で突破しようたあ、危険すぎるぜーっ！　源げんさんが本気を出す時が来たようだなあーっ！」

「しまったわ！　魁さきがけ先生はこの藤とう堂どう平へい助すけよ！　お待ちなさいっ、総そう司じ！」

「さすがは局長、凄すさまじい胆力だ！　これぞまさしく誠の武士！　あたしの全身の血がたぎる──永なが倉くら新しん八ぱち、参る！」

「やっと出番だぜ、こなくそがー！　槍やりの左さ之の助すけさまも突貫だーっ！」

「……ここは、最新鋭の武器を持つ薩さつ摩ま藩はんの加勢を待ったほうが……ですが局長が出てしまった以上、やむを得ませんね。新選組総長山やま南なみ敬けい助すけ、行きます。今日こそ士道を貫きます。周しゆう平へいさん、どうか死なないでくださいね？」

　山やま南なみさんまで……新選組のみんなは、勇敢すぎる。誠の武士になりきるために、なぜここまでするのか。今の新選組隊士で戦争経験がある者は俺だけだ。もはや、やるしかない。一人でも犠牲を減らすために、長ちよう州しゆう兵へいを斬って斬って斬り続けるしかない。

「蛤はまぐり御ご門もんを護まもりたいと言いだしたのは俺です。命に替えても──勝ちます！」

「……そっか。これが戦争なんだね……斎さい藤とう一はじめ、参る」

　新選組、抜刀。

　銃撃をものともせず、剣を掲げて長ちよう州しゆう兵へいたちへと斬りかかっていく。

　鉄砲を構えながら前進してきた長ちよう州しゆう兵へいたちは、「まさか」と一瞬動きを硬直させていた。

　隊士たちが振り下ろす、白刃の煌きらめき。

　たちまち、蛤はまぐり御ご門もんの正面は血煙の嵐となった。

　とりわけ、凄すさまじい「気き組ぐみ」を一いつ閃せんさせて金縛りになった相手を藁わら人にん形ぎようの如ごとく斬り倒す近こん藤どうさんと、その突きのあまりの速さに突かれた相手に自分が絶命したことすら気づかせぬうちに次々と倒していく沖おき田たさん。

　二人の神がかった剣技はまさに、新選組の武ぶそのもの。

　凄すさまじい。池いけ田だ屋やで戦っていた時の近こん藤どうさんよりも、今日の近こん藤どうさんの剣は数段凄すごい。白はく兵へい戦せんにおいて新選組に勝てる者はいない。俺はそう確信していた。

「うぐっ？」

「ぐわっ？」

「こ……こいつら……銃弾が怖くないのか!?」

「どうかしていやがる！　正気じゃねえ！」

「つ、強い！　間合いを詰められたら、一撃で仕留められる！」

　猫のように素早く奔はしる沖おき田たさんの接近を許した長ちよう州しゆう兵へいは、次の瞬間には喉から血を吹きだして倒れている。

「突きっ！　突き！　また突きっ！　ひとり！　ふたり！　さんにーん！」

　五人から先は、もはや目で追えなかった。しかも、沖おき田たさんは返り血を一滴も浴びていない。相手の喉を一瞬で三度突く。次の瞬間には、もう新たな相手のもとへ奔はしっている。だから、血で汚れない。精密機械のように長ちよう州しゆう兵へいを倒し続けている。

　土ひじ方かたさんが「総そう司じはほんとうの鬼か、剣の化け物だな」と呆あきれたように呟つぶやく。

　俺は土ひじ方かたさんと互いの背中を護まもりながら、二人一組で長ちよう州しゆう兵へいたちを斬り捨てていく。剣の間合いに入った敵兵が、銃を捨てて抜刀するよりも早く。土ひじ方かたさんの剣は我流だ。様々な制約がある竹刀試合では実力を発揮しないが、実戦での斬り合いとなったらこの人は容赦ない。

「剣では勝てない！　化け物どもだ！」

「特に、あの幼い娘は人間じゃない！　剣筋がまるで見えない！　間合いに入られたら、その刹那に死ぬ！」

　長ちよう州しゆう兵へいの最前線が、崩れた。

「こらっ逃げるなーっ！　ボクの活躍はこれからなんだから！　そっちが攻めてきたんでしょーっ？　立ち止まらずにがんがん行くよーっ！」

「ちょ、ちょっと待ちなさい、総そう司じ？　深入りはダメよ！　んもう！　張り切りすぎよ！」

　まずい。沖おき田たさんが死に急ぐかのように単騎突出している。池いけ田だ屋やで俺が出番を奪った分、戦意と体力がありあまっているのか？　近こん藤どうさんが、必死で沖おき田たさんの後を追う。

「土ひじ方かたさん！　新選組の陣形が崩れています。沖おき田たさんを突出させてはダメです！」

「わかっている周しゆう平へい。源げんさん、総そう司じと局長を連れ戻してくれ！　深追いさせるな！」

「おう、承知！　騙だまし討うちがおじさんの得意技、こういう堂々の白はく兵へい戦せんは苦手なのよね。才能ないから。でも行くぜっ！　副長命令は絶対だーっ！　剣術娘、最高！」

　気づけば新選組の隊士たちは、後退する長ちよう州しゆう兵へいたちを追ってそれぞれ散り散りになっていた。複数での戦闘が新選組の常法だ。さすがに単独行動している隊士はいないが、これは危ういのではないか？　山やま本もとさんが目に深い傷を負ったため、会あい津づ藩はん砲兵隊の指揮系統はいまだ回復していないのだ。

「怯ひるむなーっ！　池いけ田だ屋やで同志たちを斬った憎き仇きゆう敵てきじゃぞーっ！　新選組を前にして怯ひるんだ者は長ちよう州しゆうの志士にあらず！　前へ進めえっ！　戦って死ね、死ねえええええ！」

　長ちよう州しゆう兵へいたちが次々と新選組の剣に斬り捨てられるという大惨事を前にしても、敵将来き島じま又また兵べ衛えはまったく臆していない。総崩れとなりつつあった長ちよう州しゆう兵へいたちを押しとどめ、声を嗄からしながら馬上で采配を振るう。

　その来き島じま又また兵べ衛えのもとに、無人の野やを行くが如ごとき勢いで沖おき田たさんが突進していた。

　来き島じま又また兵べ衛えを護まもる長ちよう州しゆう兵へいのすべてを蹴散らして、剣を構える。必殺の三段突きの構え。そして跳躍。馬上の相手であろうが、身軽な沖おき田たさんにとっては関係ない。

　来き島じま又また兵べ衛えも槍やりを構えて対抗する、だが、すでに己が勝てないことを彼は悟っていた。さすがは長ちよう州しゆうを代表する猛将だった。

「おお……なんという……なんという美しい剣じゃ……お見事！　そなたの、名は？」

　この瞬間に、蛤はまぐり御ご門もんの戦いは終わる、はずだった。

　だが。

「ボクは新選組の沖おき田た総そう司じ！　来き島じま又また兵べ衛え、討ち取っ……げふっ……！」

　沖おき田たさん？

　沖おき田たさん……？

　そんな馬鹿な。池いけ田だ屋やでは、強引に休ませたはずなのに。医師にも診察させたのに。

　沖おき田たさん……労ろう咳がいを……発症したのか……。

　なぜ。なぜ、今。どうして、こんな時に。

　沖おき田たさんの剣は、来き島じま又また兵べ衛えの喉へは届かず。

　そして、沖おき田たさんは大量の血を口から吐きながら、力なく倒れ込んでいた。

「そ、総そう司じ!?　あなた……まさか、肺を……!?」

「……げほっ……げほっ……う、ううっ……ご、ごめん、なさい……」

「総そう司じ！　総そう司じ！　私の肩につかまって！」

　近こん藤どうさんが、一瞬ここが戦場であることを忘れて、沖おき田たさんの身体を抱き起こそうと。

　ダメだかっちゃん！　と土ひじ方かたさんが叫ぶ。

　馬上の来き島じま又また兵べ衛えは「そなた、その若さで……剣筋に一切の迷いがなかった。そなたは、己の寿命を……知っておったのか……行け、近こん藤どう。その者を下がらせてやれ……その上で、堂々と戦おうぞ」と、武士の情けを沖おき田たさんにかけてくれた。

「……かたじけなし……来き島じまどの」

　しかし、池いけ田だ屋やに続いて多数の同志を目の前で討たれた長ちよう州しゆう兵へいたちが収まるはずがない。

「あの者が新選組局長、近こん藤どう勇いさみだ！　撃てええええええ！」

「池いけ田だ屋やの無念を晴らせえええええ！」

　鉄砲を構えた長ちよう州しゆう兵へいたちが、近こん藤どうさんへ集中砲火を浴びせようと──。

　ドンッ！

「ぐあっ！」

　沖おき田たさんに肩を貸して担かつぎ上あげていた近こん藤どうさんは、完全に無防備だった。

　その近こん藤どうさんが、肩を撃たれた。

　さらに、二発目、三発目、四発目、と容赦なく銃弾が近こん藤どうさんめがけて飛んでくる。

「かっちゃん、総そう司じ!?」

　土ひじ方かたさんも。

「そんな……!?」

　山やま南なみさんも。

「うおおおおおおいっ!?　ちょっと待てやこらああああ！」

「むう！　まずい！　みんな、止まるな！　全員で局長を救え！」

「……総そう司じ……近こん藤どう、さん……」

　みんな、完全に分散して戦っていた。間に合わない！

　近こん藤どうさんに命中した弾丸は、しかし、最初の一発だけだった。

　なぜならば。

「うおおおおおおっ！　剣術娘のために死ぬ覚悟なら、いつでもできてらあああ！　天てん然ねん理り心しん流りゆう免許皆伝！　井いの上うえ源げん三ざぶ郎ろうここにありいいいいいっ！　近こん藤どう先生いいいいいっ！　この戦、勝ってくださいよおおおおおっ！　そして総そう司じ！　死ぬのは老人の役目だぜえええ！　お前は、まだ恋も知らないガキんちょだあああ！　長生きしろよおおおおっ！」

　土ひじ方かたさんの命を受けて近こん藤どうさんと沖おき田たさんを連れ戻そうと駆けていた源げんさんが、妨げる長ちよう州しゆう兵へいを片っ端から薙なぎ倒たおしながら近こん藤どうさんの正面へと飛び出してきて、そして。

　ドン、ドン、ドンッ！

「……ぐぬううううう……！　ど、どうだ……せ、先生は、お護まもりしたぜ……この戦……し、新選組の……勝ち、だ……ヘッ……長ちよう州しゆう野郎ども……ざまあ……」

　源げんさん！　と近こん藤どうさんが顔をくしゃくしゃにしながら叫ぶ。

　一周目での源げんさんは、鳥と羽ば伏ふし見みの戦いで土ひじ方かたさんを護まもるために自ら盾となって、薩さつ長ちよう軍ぐんの銃弾を浴びて死んだ。何発弾を喰くらっても、命が消えても、源げんさんはついに倒れなかった。この人こそが、男の中の男だ、と俺は思った。俺が尊敬してやまない人だった。

　それなのにまた、俺は源げんさんを死なせてしまった……。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす俺の耳元に、凄すさまじい銃声と大砲の音が木こ霊だまし続けた。

　近こん藤どうさんが狙撃され、肩を破壊された。沖おき田たさんは喀かつ血けつ。そして、源げんさんが討ち死に。新選組は壊滅寸前となった。

　泣き叫びながら源げんさんの遺骸を収容しようと飛び出した山やま南なみさんも、腕に被弾して倒れた。

　その新選組を危機から救ってくれた者たちは、「新選組を救え！」と塹ざん壕ごうから突進してきた、会あい津づ藩はんが誇る突貫槍やり部隊だった。無論、彼らも次々と長ちよう州しゆう兵へいの銃弾を浴びて倒れていった。それでもなお、負傷した近こん藤どうさんに代わって土ひじ方かたさんが率いる新選組の剣士たちとともに果敢に突進を繰り返し、ついに長ちよう州しゆう兵へいの陣形を完全に突き崩すに至った。

　土ひじ方かたさんの陣頭指揮は、初体験とは思えぬほどに見事なものだった。そうでなければ、新選組はこの蛤はまぐり御ご門もんで完全に壊滅していたはずだ。

　この俺が来き島じま又また兵べ衛えのもとへと突入することも、できなかったはずだ。

　来き島じま又また兵べ衛えに恨みはない。沖おき田たさんと近こん藤どうさんに武士の情けをかけてくれた、真の武人だ。尊敬すらしている。だが、この苦境。ここは戦場。俺たちは今、命を奪い合っている。敵の大将を討たねば、新選組と会津藩が敗れる。これ以上仲間を死なせるわけにはいかない。一刻も早くこの戦を終わらせ、近こん藤どうさんや沖おき田たさんを医師のもとへ。そして、源げんさんの遺骸を収容して──源げんさんの──。

「行け、周しゆう平へい！　道は切り開いた！　総そう司じの無念を、お前が──！」

　土ひじ方かたさんは全身に返り血を浴びていた。剣だけではない。柔術。小こ太だ刀ち。ありとあらゆる手段を用いて、敵兵を倒し続けている。今、青白い顔を朱に染めながら敵兵の首に紐ひもをかけて締め続けている土ひじ方かたさんは、文字通り鬼の副長だった。あの紐ひもは、源げんさんが愛用していた遺品だ。

　おかしい。展開が早すぎる。一周目で源げんさんが討ち死にした時期も、近こん藤どうさんが肩を狙撃された時期も、もっとずっと後だった。すべてが早すぎる。俺はもしかして、大きな過あやまちを犯したのか。功を焦あせりすぎたのか。新選組はこの段階ではまだ、近代軍隊には程遠い剣士集団だった。火器を主力とする正式な軍隊を相手に剣だけで勝とうとすれば、当然こうなる──勝っても負けても、凄惨な消耗戦に──山やま本もとさんの負傷さえなければ──。

「なにをしている、周しゆう平へい！　来き島じま又また兵べ衛えを斬れ！　機会は今しかない！」

　そうだ。

　土ひじ方かたさんが、鬼の副長となって血路を切り開いてくれたんだ。

　俺は──俺は。

「……承知！　近こん藤どう勇いさみが一子、近こん藤どう周しゆう平へい、参る！　来き島じま又また兵べ衛えどの、尋常に勝負──！」

「おお！　相手に不足なし！　来い、小僧！」

　俺は、来き島じま又また兵べ衛えが乗っている馬の前脚を一刀のもとに刎はね飛とばし。

　落馬してきた来き島じま又また兵べ衛えの喉へと、無言で脇わき差ざしを突き入れていた。

　本来ならば沖おき田たさんが突いていたはずの、敵将の喉元へと。

「……お見事……百姓の娘子が、侍になり、人を斬る……嫌な時代よな……はよう終わらせたいのう……周しゆう平へいどの」

　もう、声にはならなかった。唇が、ぱくぱくと動くだけだった。が、来き島じま又また兵べ衛えは最後にそう言い残して、そして息絶えた。

　大将を討たれた長ちよう州しゆう兵へいたちが、武具を捨てて一斉に潰かい走そうしていく。

　薩さつ摩ま藩はんの援軍が到着するよりも早く、勝った。

　蛤はまぐり御ご門もんを護まもりきった──。

　激しい目め眩まいが、俺の全身を襲った。新選組が蛤はまぐり御ご門もんで長ちよう州しゆう軍ぐんを撃破したことによって、歴史が分岐したのだ。新選組は一周目よりも早く、幕府の重鎮の地位に上り詰めたのだ。

　西さい郷ごう吉きち之の助すけが送ってきた薩さつ摩ま藩はんからの使者が、大きな身体を震わせながら「新選組のご活躍、まっことめざましきものでごわした！　西せ郷ごどんは、誠の武士ば観みもした、新選組の皆さまこそは万まん夫ぷ不ふ当とうの勇者たちでごわす、と感涙しておりもす！」と戦勝祝いの言葉を届けてくれた。西さい郷ごう吉きち之の助すけは、手柄を新選組に奪われたことを一切恨んでいない。むしろ無邪気なくらい喜んでくれている。

　しかし、俺の胸中には勝利の喜びなどはなく、生き延びた喜びなどもなく。

（近こん藤どうさんが肩を狙撃され、沖おき田たさんが喀かつ血けつし、源げんさんが討ち死にした。なにもかも一周目と同じだ。むしろ時期が早まっている。山やま南なみさんも撃たれた。俺が何度やり直しても、新選組の運命は変えられないのではないか。すべては既に決まってしまっているのではないか。俺があがけばあがくほど、事態はかえって悪化していくのではないか）

　絶望感と徒労感、そして罪悪感が、死し屍し累るい々るいとなった蛤はまぐり御ご門もんの戦場にひざまずく俺を捕らえていた。

（死のう。死に戻ろう。直ちにこの場で腹を斬って、もう一度やり直す）

　周囲はまだ、混乱の局地にある。誰も俺の異変に気づいていない。今ここで切腹してしまえば──。

　俺は、敵味方の血に塗れた大地に正座し、鎖くさり帷かた子びらを外していた。

　だが目を閉じたその時、不意に気づいた。

（そうだった。自決すれば、その先は無だ。永遠の死だ。再生はできない）

　俺はこれまで、闘死することで再生してきた。自殺すれば、そこですべてが終わる。あの「お前──闘死したな」という声こそが、闇の世界へ召喚される鍵なのだ。俺は混乱していて、そのことを完全に忘れていた。

「……周しゆう平へい？　なにをしている？　お前、まさか」

　土ひじ方かたさん。誰よりも早く、俺に気づいてくれた。

　そうだ。誰かに介かい錯しやくしてもらえれば。同じ切腹でも、自殺ではなくなる。腹を斬って絶命するよりも早く首を斬られれば、死因は、介かい錯しやくによる斬撃だ。だから自殺にはならない。再生できる。もう一度。もう一度、やり直せる。

「土ひじ方かたさん。長ちよう州しゆう軍ぐんには勝ちましたが、新選組は半壊しました。源げんさんが死にました。山やま南なみさんと近こん藤どうさんは重傷。もう剣を振れないかもしれません。そして沖おき田たさんは労ろう咳がいを発症しました──すべて、蛤はまぐり御ご門もんへの配置換えを献策した俺の責任です。新選組を軍隊化できぬままに安易に戦場に投入させた罪で、俺は切腹します。しかしお恥ずかしい話ですが、俺は切腹をしたことがありません。介かい錯しやくをお願いします──」

　土ひじ方かたさんは、近こん藤どうさんが撃たれて以後、鬼の副長と化している。豊ほう玉ぎよく宗匠の心を押し殺している。

　今ならば、「そうか。生きる資格を持つ者は、生きたいと願う者だけだ。それほど死にたいのならば介かい錯しやくしてやろう。お前のその未練な振る舞いは、士し道どう不ふ覚かく悟ごだ」と心を鬼にして頷うなずいてくれる。一周目の京都時代の土ひじ方かたさんなら、迷わずそうする。

　俺はそう信じていた。だが。

「周しゆう平へい？　みだりに隊士を切腹させるなと言ってきたお前が、なぜ？　そもそもお前の献策のおかげで、新選組は長ちよう州しゆうに勝てたのではないか……誠の武士と、西さい郷ごう吉きち之の助すけにも認められたのではないか……確かに犠牲は大きかったが……辛つらいが、戦争とはそういうものだ……もしも山やま本もとさんが負傷していなければ、われらは圧勝していた。運が悪かったのだ。お前の責任ではない」

「いえ。すべては、薩さつ摩ま藩はんと会あい津づ藩はんの共闘を妨害した俺の責任です、土ひじ方かたさん。新選組は伏ふし見み戦線に留まっていればよかったんです。伏ふし見みにいれば、新選組は手柄をあげられなかったでしょう。でも……仲間は……誰も、傷つかなかった」

「……やめろ周しゆう平へい。お前のやりきれない気持ちはわかる。切腹して源げんさんたちに詫わびたいという衝動はよくわかる。だが」

　土ひじ方かたさんの細い腕が、俺の身体を背後からそっと抱き留めていた。

　俺の命を、繫つなぎ止とめようとしていた。

　まるで、一周目の箱はこ館だての夜のように。

　あの夜の、土ひじ方かたさんのように。

　とても優しくて、そして弱々しい声だった──。

「私も、芹せり沢ざわ鴨かもをはじめ、法はつ度とを破った隊士を罰してきた。烏う合ごうの衆しゆうだった新選組を鉄の組織するために。鬼の副長として、すべての隊士を庇かばいきることはできなかった。今後も、できないだろう。すまない」

「……土ひじ方かたさん」

「周しゆう平へい。私の立場を理解して、行き所のない罪悪感を共有してくれる者は、お前だけだ。私は、弱い。半壊した新選組を立て直すために、私のもとに留まってほしい。これは、ただの私の我わが儘ままだ。でも……どうかお前だけは……私の側から、離れないでくれ」

　俺は（いえ。それはできません。この場で介かい錯しやくを）と断るつもりだった。

　だが、俺の唇は「わかりました。生きます。土ひじ方かたさん。あなたを、支えます」と答えていた──。

　あたかも、一周目の箱はこ館だてから土ひじ方かたさんが帰ってきたかのような、そんな気がして。

　もう、「俺の首を刎はねてください」とは、今の土ひじ方かたさんには頼めなかった。源げんさんの死を悼いたんで、俺の身体を背後から抱きしめながら泣いている土ひじ方かたさんには。




　新選組は、帝みかどを朝敵長ちよう州しゆう軍ぐんから護まもり抜ぬいた。

　会あい津づ中将から「新選組のこたびの武功、どれほど感謝してもし足りぬ。余にできることならばなんでもしよう」という破格のお言葉と報奨金を頂き、会あい津づ中将とともに京を護まもっている禁裏御守衛総督の一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶ公こうからも「幕府を代表して礼を言うぞ。会あい津づ中将さえ承知してくれるなら、新選組を幕府直参旗本に取り立てたい」と絶賛された。

　京の町の炎上をも防ぎきれた。町衆が会あい津づ藩はんと新選組の敵に回る事態は回避できた。むしろ町衆たちから「よう、頑張ってくれはりましたなあ」と感謝される側となった。

　一周目とは違う。すべてがうまくいった。すべてが。

　しかし、源げんさんの死。近こん藤どうさんと山やま南なみさんの負傷。沖おき田たさんの発病。

　歴史を大きく変えたにもかかわらず、試し衛えい館かん組ぐみの仲間の運命を、俺は変えることができなかった。

　戦場で多くの隊士が倒れ傷つき、重傷を負った近こん藤どうさんは局長職を務めることが不可能になった。動ける隊士の数は少なく、長ちよう州しゆう征伐参戦どころか京・大坂での巡じゆ邏んら活動の継続さえ困難となった。しかも、新しい隊士がまったく入ってこなくなった。

　新選組はこれからはじまる長ちよう州しゆう征伐に加わるだろう。禁きん門もんの変へん以上の激戦になる。入隊すれば長ちよう州しゆう戦せんで死ぬ。しかも、脱走すれば局きよく中ちゆう法はつ度と違反で切腹させられる──畿内の町衆や浪士たちは、こぞって新選組入隊を恐れたのだ。




　傷ついた新選組に、解散消滅の危機が訪れた。




【壬み生ぶ　前まえ川かわ邸てい／元治元年七月二十四日】




　政局は激動している。

　長ちよう州しゆう軍ぐんが御所を砲撃したことをお怒りになった帝みかどは、一周目同様に「朝敵」長ちよう州しゆう追討の勅命を発し、幕府と西国諸藩は急ぎ長ちよう州しゆう征伐の準備に移っていた。

　東国諸藩が動けないのは、長ちよう州しゆう藩はんに呼応した水み戸と天てん狗ぐ党とうが攘じよ夷ういを掲げて筑つく波ば山さんに挙兵し、関東で幕府方と戦っているためだ。

　とはいえ、長ちよう州しゆう藩はんを倒すならば西国諸藩の兵力だけで充分だ。

　ここで長ちよう州しゆう藩はんの息の根を止めれば、新選組は滅びの運命を免まぬがれる。

　だが、長ちよう州しゆう征伐に参戦する余力は、禁きん門もんの変へんで半壊した新選組にはなかった。




　この日の午後。多数の負傷者の治療が続く前まえ川かわ邸ていで、不眠不休で隊士たちの看護にあたっていた山やま南なみさんがついに倒れた。

　山やま南なみさん自身、腕に傷を負っているのだ。

　見かねた俺は「いくら人手不足でも、あなたが倒れてしまっては意味がなくなります」と山やま南なみさんを布ふ団とんに寝かせて、休んでもらった。

「……周しゆう平へいさん。私は八や木ぎ邸ていの夜、刃は引びき刀とうを腰に差したことを士し道どう不ふ覚かく悟ごと今でも悔やんでいます。近こん藤どうさんの志に共鳴して、ともに剣に青春を捧ささげて戦うと誓っていながら……今こそ私が無理をしなければ、新選組は長ちよう州しゆう征伐に間に合わなくなります……」

「いけません。熱が出ています。腕の傷が化か膿のうしたらおおごとですよ。今は身体を休めてください」

「私などよりも近こん藤どうさんの肩の傷のほうが重傷です、周しゆう平へいさん。近こん藤どうさんの長ちよう州しゆう行きは無理でしょう。このままでは、薩さつ摩まの西さい郷ごう吉きち之の助すけが長ちよう州しゆう征伐軍の参謀に任じられてしまいます」

「西さい郷ごうが？」
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　そういうことだったのか。一周目では西さい郷ごうは長ちよう州しゆうに攻め込まず、やがて神こう戸べを追われた坂さか本もと龍りよ馬うまさんに引っ張られて薩さつ長ちよう同盟へ進んでいった。山やま南なみさんが今その西さい郷ごうの変心の一因を教えてくれた。

　長ちよう州しゆう征伐を前に、徳とく川がわ家けの主権にこだわる一ひとつ橋ばし慶よし喜のぶと、雄藩連合を理想としていた薩さつ摩ま藩はんとの関係に亀裂が入っていたのだ。諸藩による公武合体政体を作るという薩さつ摩まの構想はすでに崩れた。だから西さい郷ごうは、長ちよう州しゆうを滅ぼさず温存しようと考えはじめている。長ちよう州しゆうが滅びれば次は薩さつ摩まが危ういと読んで。さすがにまだ武力討幕までは考えていないはずだが……。

　これでは、新選組は蛤はまぐり御ご門もんで犠牲者を出しただけで、結局一周目と変わらない。

　一周目では、長ちよう州しゆう征伐は二度行われた。

　第一次長ちよう州しゆう征伐の総攻撃はこの年の十一月十八日になる予定だった。だが西さい郷ごう吉きち之の助すけが長ちよう州しゆう方がたと和睦し、土ど壇たん場ばで攻撃を中止してしまった。

「こんどこそ長ちよう州しゆうを倒す」と幕府が薩さつ摩ま抜きで強行した第二次長ちよう州しゆう征伐では、すでに薩さつ摩まと同盟してイギリスの最新兵器を揃そろえていた長ちよう州しゆう軍ぐんに幕軍が大敗し、幕府は瓦が解かいした。

　やはりこの第一次長ちよう州しゆう征伐が、長ちよう州しゆうを倒す最後の機会だ。残り四ヶ月を切っている。

「──周しゆう平へい。山やま南なみさん。疲れているだろうが、すぐにかっちゃんの寝所に来てくれ。かっちゃんも総そう司じもまだ床に伏しているが、長ちよう州しゆう征伐が決定した。直ちに会議だ」

　俺と山やま南なみさんを呼びに来た土ひじ方かたさんの表情も、こわばっていた。

　源げんさんの葬儀では、鬼の副長であるはずの土ひじ方かたさんが、誰よりも激しく泣いていた。

　自死で時間を戻せるなら、俺はすぐに禁きん門もんの変へんの開戦前夜に戻りたい。だが、戦って闘死しなければ時間は戻せない。それに、幕府の勝利まであと一歩なのだ。

「わかりました、すぐに行きます。山やま南なみさん、俺の肩に」

「申し訳ありません。周しゆう平へいさんに講義の続きをしたかったんですけれど。試し衛えい館かんのみんながなぜ誠の武士を志して浪士組に入隊したのかを周しゆう平へいさんに伝えたくて……」

「すまない山やま南なみさん。かっちゃんが、どうしても今すぐに話し合いたいと。かっちゃんは今、重大な判断を迫られている」

　重大な判断？　まさか怪け我がを押して長ちよう州しゆうへ行くと言うのか？　だが近こん藤どうさんは会あい津づ中将から「近こん藤どう、どうか今は養生してくれ。今その身体で敵地長ちよう州しゆうへ乗り込むのは死にに行くのと同じだ」と長ちよう州しゆう行きを止められている身。なにか打開策を閃ひらめいたというのか？




　試し衛えい館かん組ぐみが大広間に集まった。源げんさんの姿がないことに、誰もが哀かなしみを隠せない。

「皆さん、局長の私がふがいなくてごめんなさいね……私の長ちよう州しゆう行きは、中将さまから禁じられているの。しかも隊士も半減し、負傷者も多数。新選組が長ちよう州しゆう征伐に参戦することは難しいわ。せめて私の代理として副長の山やま南なみさんを長ちよう州しゆうへ送り、山やま南なみさんと周しゆうちゃんがともに『長ちよう州しゆう征伐を妨害する』と予想している西さい郷ごうさんを牽けん制せいさせようと考えていたのだけれど、その山やま南なみさんも負傷して体調が思わしくないようなの」

　近こん藤どうさんの肩は重傷だ。こうして起きてろうろうと語っていること自体、本来なら不可能なほどに。凄すさまじい精神力だった。ただ、一周目で受けた銃創に比べれば、これでも怪け我がの程度は浅い。名医に治療してもらえば回復する見込みが十分にある。これが、俺が闘死を選ばずに生き続ける道を選んだ理由のひとつだ。

「……総長の私がこんな時に動けず、申し訳ありません」

「怪け我がは仕方がない、山やま南なみさん。周しゆう平へいは時勢に疎うといはずだが妙に勘が当たる。池いけ田だ屋やでも禁きん門もんの変へんでも見事に未来を言い当てた。私たちには理解できない独自の理屈でものごとを考えて予想しているのだろう。今回、周しゆう平へいの勘と山やま南なみさんの理屈から導き出された予測が一致している以上、手をこまねいていれば二人の予想が実現するだろう。西さい郷ごうが長ちよう州しゆうをかばい立てして、幕府が長ちよう州しゆうを倒す好機が失われる。日本はいよいよ混迷する」

「……そうですね、土ひじ方かたさん。西さい郷ごう吉きち之の助すけは、幕府の矛先が薩さつ摩まに向かうことを避けるために敢あえて長ちよう州しゆうを生き残らせようとするでしょう。幕府存亡の危機に繫つながるかもしれません」

「西さい郷ごうは単に情に厚いだけかもしんねーぜ」と左さ之の助すけさん。腹が減っていたらしく、源げんさんの墓前に自分で備えるはずだった饅まん頭じゆうを頰張っている。

「源げんさんの許可は得てあるぜー、剣術娘の汗が染しみこんだ総そう司じの面を饅まん頭じゆうの代わりに備えてやったぜえ！　わっはっは！」

　今はこの人の底抜けの明るさ（底なしの馬鹿という声も……）が、新選組を支えてくれている。

　先日の戦闘でがむしゃらに戦い続け、あちこちを負傷して包帯塗れになった永なが倉くらさんが、

「あいだだだだ。ええと、副長の土ひじ方かたどのが長ちよう州しゆうへ行けばいいんじゃないの？」

　と切りだした。この人はほんとうに生命力が強いな。

　だが土ひじ方かたさんは、

「私には外交の才能がない。長ちよう州しゆうを攻めるか否いなかで西さい郷ごうと揉もめて薩さつ摩まとの遺恨を作るだけだ。かえって長ちよう州しゆう征伐軍を分裂させてしまう。それに、今は半壊している隊の立て直しで手一杯だ。この仕事は私にしかできない」

　と、長ちよう州しゆう行きを辞退した。断腸の思いなのだろう。唇を嚙かみしめている。

　確かに、今の壬み生ぶから土ひじ方かたさんが消えれば、かろうじて残っている隊士の半数が三日のうちに脱走してしまうだろう。局きよく中ちゆう法はつ度とは鬼の副長の存在によって支えられている面がある。近こん藤どうさんは脱走する隊士たちを笑顔で見送ってしまう人だし。

「じゃあ、ボクが長ちよう州しゆうへ行きますよー！　『長ちよう州しゆうどんを許しもそ』と西さい郷ごうが言いだしたら、その場で斬っちゃえばいーんでしょう？　けほ、けほ、けほっ……」

「そ、総そう司じ。そんな真ま似ねをしたら新選組は即刻お取り潰しだ。いいからお前は寝ていろ。また喀かつ血けつしたら一大事だぞ……」

「いやあ、土ひじ方かたさんは心配性ですな～！　だいじょうぶですよー！」

　沖おき田たさんの労ろう咳がいも、名医に治療してもらえれば寛解する余地がありそうだ。一周目で俺が沖おき田たさんの発病に気づいた時よりは症状はずっと軽い。

　だが、今の京には近こん藤どうさんと沖おき田たさんを回復させられる腕を持った蘭らん方ぽう医いがいない。

　そして俺は土ひじ方かたさんの補佐役として寝る時間もない忙しさで、京から離れられない。

　状況は八方塞がりかもしれない。

「……隊を解散して江戸に帰るというのは、どう……？　自分は、京に残るから……」

　斎さい藤とうさんは、長ちよう州しゆう軍ぐんとの戦闘以来、いつも遠くを眺めてなにかを考え込んでいる。思い詰めているような節があるが、俺が尋ねても猫のようにふいっと去ってしまう。でも、一人で京に残るとは、どういうことだろう？

　近こん藤どうさんが「いけませんよ。一人きりであなたを京に残してはいきませんからね？」と微ほほ笑えみながら斎さい藤とうさんを諭した。

　斎さい藤とうさんが、目に涙を浮かべながら、こくり、と頷うなずく。

　隊士不足。長ちよう州しゆう征伐に参加して西さい郷ごう吉きち之の助すけとやり合える人材の不在。京での巡じゆ邏んら活動すらままならない現状。新選組は存続の危機に追い込まれている。

「そう落ち込まないの、周しゆう平へいくん。皆さんに集まっていただいたのは、他でもありませんことよ。このわたくしに名案がございますわ！　魁さきがけ先生は、猛勇だけでなく知恵でも魁さきがけ致しますのよ。おーほほほほ！」

　藤とう堂どう平へい助すけさんが高らかに宣言しはじめた。悪い予感がする。

　そう。一周目で新選組を分裂させたあの悪手を切りだすのでは──。

「わたくしの師匠伊い東とう大おお蔵くら先生が、京での新選組の活躍に興味を持っておられますの。朝敵長ちよう州しゆうから帝みかどを護まもり抜ぬいたその働き、まことに天下無双にして尽じん忠ちゆう報ほう国こくの志士たちだと！　その伊い東とう先生から今朝、腕うで利ききの弟子たちを率いて新選組に参加したいとの書状が！」

　山やま南なみさんが、俺に「伊い東とう大おお蔵くらさんは水み戸とで学ばれた勤王の志士にして、江戸で北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの伊い東とう道場を継がれた剣の達人です。うら若き女性ですが、その門弟たちには屈強な男武士が多く、伊い東とう道場と言えば智ち勇ゆう兼備の猛も者さの集まりだと評判なんですよ」と補足してくれた。一周目で俺は嫌というほど覚えているが、知らぬふりをして頷うなずいた。

「ふむ。かっちゃん。伊い東とう道場が合流してくれれば隊士不足を一気に補えるし、長ちよう州しゆう征伐にかっちゃんの代理として伊い東とうを送り込んで西さい郷ごうを牽けん制せいすることもできる。いい話だとは思うが……芹せり沢ざわ鴨かも同様に水み戸と出身という点が気がかりだ。平へい助すけ？　伊い東とうが長ちよう州しゆうに通じる恐れはないだろうな？　連中が丸ごと長ちよう州しゆうの間かん諜ちようだったら、新選組は内部崩壊するぞ」




　　　◆




　小柄だけれど、いつも堂々と真っ先に斬り込んでいた魁さきがけ先生。

　藤とう堂どうさんの一周目での最さい期ごは、悲劇そのものだった。

　藤とう堂どうさんは、文武両道を誇る北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの女剣客、伊い東とう大おお蔵くらこと伊い東とう甲か子し太た郎ろうの弟子だった。その伊い東とうの「新選組に参加したい」という要請を藤とう堂どうさんは断りきれず、近こん藤どうさんがお人ひと好よしだったこともあって、伊い東とう一派を新選組に入隊させてしまった。

　伊い東とうはいつの頃からか新選組を、会あい津づと手切れして長ちよう州しゆうと結んだ薩さつ摩ま側、つまり討幕勢力に鞍くら替がえさせようと画策しはじめたらしい。だが近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんがいる限り、新選組本隊を内部から乗っ取ることはできない。伊い東とうは「敢あえて分隊して薩さつ摩まに接近し間かん諜ちようとなる」と称し、新選組から離脱して「御ご陵りよう衛え士じ」を結成。この時、大勢の隊士を引き抜いた。

　その離脱隊士の中に、近こん藤どうさんたち試し衛えい館かんの仲間と師匠伊い東とうとの板挟みになって、心ならずも御ご陵りよう衛え士じに加わった藤とう堂どうさんがいた──。

　当然、薩さつ摩まの尖せん兵ぺいとして討幕を目指す伊い東とう一派と、幕府の治安部隊として活動する新選組との間に、避けがたい衝突が起こった。

　業を煮やした伊い東とう一派は、近こん藤どうさんの暗殺を計画したらしい。

　だがその陰謀は新選組側に漏れた。すでに伊い東とう一派のために崩壊寸前になっていた新選組は、局長暗殺の計画を知って我慢の限度を超えた。

　ついに伊い東とう甲か子し太た郎ろうを暗殺してしまった。

　それは、治安維持組織としての新選組が終わった瞬間でもあった。

　路上に放置した伊い東とう甲か子し太た郎ろうの遺骸を巡り、御ご陵りよう衛え士じと新選組とが油あぶらの小こう路じで凄すさまじい斬り合いに及んだその夜。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんが「平へい助すけは必ず斬り込みに来るだろうが、あの子だけは逃がすように」と命じていたにもかかわらず。永なが倉くらさんが戦っているふりをしながら藤とう堂どうさんを斬り合いの現場から逃がそうとしたにもかかわらず。

　師匠伊い東とう甲か子し太た郎ろうの遺骸を籠に収めようと油あぶらの小こう路じの現場に駆けつけた藤とう堂どうさんは、事情を知らなかった新選組の平隊士に斬られて絶命した──。

　京の治安を護まもってきた新選組が血塗られた人斬り集団になってしまったのは、あの時からだった。

　藤とう堂どうさんが油あぶらの小こう路じで隊士に斬られて死んだと知った近こん藤どうさんは、「平へい助すけが……」と声を失い、以後、急激に精彩を失っていった。そして、復ふく讐しゆうを誓う御ご陵りよう衛え士じの残党に銃撃されて肩を破壊され、再起不能となった。

　試し衛えい館かん以来の仲間だった藤とう堂どうさんを、新選組が殺してしまった。しかも局きよく中ちゆう法はつ度とに基づく切腹ではない。路上で憎み合い、文字通り殺し合って、そして剣で命を奪ったのだ。

　妹のようにかわいがっていた藤とう堂どうさんの闘死以後、まるで滅びの道を求めるかのように、近こん藤どうさんは死へと向っていった気がする。だからこそ、近こん藤どうさんほどの人が伊い東とう派はの残党にむざむざ銃撃され、流ながれ山やまで薩さつ長ちよう軍ぐんに投降してしまったのだろう。

　俺の心にも、藤とう堂どうさんの死は癒やしがたい傷となって残った。俺だけじゃない。永なが倉くらさんも。左さ之の助すけさんも。土ひじ方かたさんも──新選組は、藤とう堂どうさんを殺してしまったあの時にもう、分裂していたのだ。試し衛えい館かん以来の友情は、壊れていたのだ。




　　　◆




「藤とう堂どうさん。俺は伊い東とう甲か子し太た郎ろうの入隊には反対です！　勤王一辺倒の水み戸と人じんと、徳とく川がわ家けに忠誠を誓う試し衛えい館かん組ぐみとは、水が合いません。芹せり沢ざわの時と同じでいずれ必ず分裂します。新選組の外交役は山やま南なみさんに務めてもらえればいいじゃないですか。新隊士だって、京や大坂で集められます！」

「あら。甲か子し太た郎ろうって誰かしら？　伊い東とう先生のお名前は大おお蔵くらよ？」

　しまった。この時期の伊い東とうはまだ改名していないのか。この時代の武士は名前をよく変えるからな。

「先生はツンとして冷たい面もあるけれど、お心はとても誠実なお方。近こん藤どうさんを裏切るだなんて、そんなことはありえませんわ！　決して生まれや身分で人を差別しない、誠の旗のもとではみな同志、それが新選組でしょう？　せめて伊い東とう先生に会ってから判断しても遅くはありませんわ」

　言葉に詰まった。俺は伊い東とうと一周目でもう会っています、とは言えなかった。そもそも一周目を知らない藤とう堂どうさんが、あんな凄惨な未来を予想できるはずもない。

「それに京大坂から新隊士はもう来ませんわよ、周しゆう平へいくん。あなたもよくわかっているでしょう？」

「それはそうですが……土ひじ方かたさん。俺の勘を信じてください。伊い東とうは、いずれ裏切ります」

「……確かに、周しゆう平へいの勘は当たる。だが、伊い東とうほどの人物が最初から裏切るつもりで新選組に加入するとも思えない。状況次第では裏切る可能性が生まれるだろうが。危険だが、長ちよう州しゆう征伐に局長代理として参加させ、西さい郷ごう吉きち之の助すけと張り合わせたい。私は伊い東とうと面識があるが、彼女にはそれだけの才気も人望もある。足りないものは経験くらいだ。水み戸と天てん狗ぐ党とうと長ちよう州しゆう藩はんさえ倒せば、この国の内乱は終わる」

　土ひじ方かたさんは、一周目の記憶を思いだして熱くなっていた俺よりも冷静だった。

　言われてみれば、伊い東とうは一周目でも長らく新選組参謀として活躍していた。最初から裏切るつもりだったのではなく、時勢の流れの中で討幕派へと変心したのだろう。もしも伊い東とうが長ちよう州しゆう征伐を成功させれば、裏切りの可能性は消える──国論が公武合体に統一されて、日本を二分している勤王と佐幕の争いが終結するのだから。

「しかし土ひじ方かたさん。理屈は土ひじ方かたさんのほうが正しいですが、俺の勘は……俺は……」

「周しゆう平へい、お前の気持ちはわかる。芹せり沢ざわ同様、伊い東とうも勤王色が強い水み戸との志士だ。しかし新選組も会あい津づも、尊皇の志を抱き帝みかどへの忠誠を貫いていることに変わりはない。それどころか帝みかどは誰よりも会あい津づ中将さまを信頼されておられる。それに幕府は今、薩さつ長ちようが起こした攘じよ夷うい戦争の賠償金支払いを異国から迫られて弱っている。おそらく今回が長ちよう州しゆうを潰す最初で最後の機会だ。すまないが、賭けてくれないか」

「……土ひじ方かたさん……ですが、俺は……」

　すべてを土ひじ方かたさんに打ち明けてしまいたい。俺が一周目から戻って来たことを。新選組がどうなったのかを。みんなが、どんな運命を辿たどったのかを。新選組未加入の伊い東とうに関しては、理屈だけではどうしても説得しきれない。一周目で、薩さつ長ちよう同盟成立という未来を予言しても納得させられなかったのと同じに。

　そして、山やま南なみさんのこの言葉が決定打となった。

「藤とう堂どうさんと永なが倉くらさんに、江戸へ行ってもらいましょう。伊い東とうさんに新選組加入の内諾を伝えるために。局長の近こん藤どうさんと沖おき田たさんにも同行してもらいます──近こん藤どうさんと沖おき田たさんは、江戸の医学所頭取松まつ本もと良りよう順じゆん先生の治療を受ければ快癒するはずです。お二人が回復するまでの間は、うちうちのことは土ひじ方かたさんと私が、長ちよう州しゆう征伐を含む外交は局長代理として伊い東とうさんが担当します。伊い東とうさんが加入することで、近こん藤どうさんは江戸で最高の治療を受けられるというわけです。どうでしょうか？」

「松まつ本もと良りよう順じゆんといえば将軍さまの奥医師ではないか、山やま南なみさん。この国で最高の蘭らん方ぽう医いだが、診てもらえるのか？」

「はい、土ひじ方かたさん。新選組局長と一番組隊長といえば、江戸では今や大名格ですから」

「そうか！　かっちゃん。総そう司じ。すぐに江戸へ行ってくれ！　これで二人とも治るぞ！　周しゆう平へい、すまない。もしも伊い東とうが寝返ったら、私が責任を持って局きよく中ちゆう法はつ度とに照らし合わせて処断する。だから、こんどだけは……頼む。二人が再起不能になっては意味がない！」

「……わかりました。近こん藤どうさんと沖おき田たさんが治るのでしたら、俺も反対はしません」

　近こん藤どうさんが「うふふ。これは、山やま南なみさんにうまく江戸へ行く口実を作られちゃいましたね」と苦笑し、山やま南なみさんの提案を採用した。近こん藤どうさんは自らの怪け我がの治療もさることながら、なんとしても沖おき田たさんの労ろう咳がいを治したいのだ。

「えー？　江戸に戻るんですかー？　退屈になっちゃうなあ～。山やま南なみさんは来ないんですか～？」

「はい。私の腕の怪け我がは、たいしたものではありませんから。だいじょうぶですよ」

　伊い東とうへの不安はある。一周目の記憶をどうしても払ふつ拭しよくできない。

　しかし、伊い東とうの裏切りの可能性を消すことは可能なはずだ。今は近こん藤どうさんと沖おき田たさんの治療を優先し、長ちよう州しゆう征伐での西さい郷ごうの独走阻止を優先すべきだ。

　俺は「伊い東とう甲か子し太た郎ろうの裏切りという運命を乗り越えれば、新選組も土ひじ方かたさんも救われる。あと一歩なんだ」と決断した。それは、あまりにも危険な選択ではあったが──。




【壬み生ぶ　前まえ川かわ邸てい／元治元年十月二十七日】




　ついにその日が来た。

　新選組局長代理に就任し、壬み生ぶに到着した伊い東とう大おお蔵くら改め伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、すらりとした華きや奢しやな若い女だが、その左右に大柄な男剣士を侍はべらせていた。

　二人とも、ずっと口を開かない。仁に王おう像ぞうのように伊い東とうを護まもっている。

　副長の土ひじ方かたさんと、局長代理の伊い東とう甲か子し太た郎ろう。今日が、新選組での初顔合わせである。

「江戸以来久しぶりだな、伊い東とうさん。失礼ながらそのお二人は？」

「二人は門弟だ。まあ用心棒のようなものかな。特にわが右腕の服はつ部とり武たけ雄おは強いぞ。その類たぐい希まれな剛力で二刀流を使いこなす──私自身は人斬りは好まない。剣を抜き人を斬ればそれだけ知恵が曇る。人間には役割というものがある。私は、弁舌を自らの武器として用いる人間だと自認している」

「……そうか。私の隣にいる近こん藤どう周しゆう平へいも、まあ、少々頼りないが用心棒だ。しかし伊い東とうさん。弁舌の徒は、どうにも私は信用できないのだが。武士は、剣に生きるべきだろう」

「はっはっは。土ひじ方かたくん。弁舌は、外交の場で必要だよ。今の世は元げん亀き天てん正しようの頃とは違う。敵をむやみに斬れば済むという時代ではない。相手を斬れば斬るだけ恨みが募る。言葉による説得こそがまことの戦いだよ。噂うわさの局きよく中ちゆう法はつ度とは厳しすぎるのではないかな。隊を脱する者は切腹とはいかがなものだろう？」
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「いや。今は局長が負傷して京を離れている。そろそろ新選組を割ろうとしたり内側から乗っ取ろうとする輩やからが出てくる頃合いだ。局きよく中ちゆう法はつ度とはまだ緩められない」

「よもや私が新選組を乗っ取ると？　きみは疑り深すぎる。池いけ田だ屋やも蛤はまぐり御ご門もんも諸君の功績だろう？　新参者の私にはなんの武辺も功績もない。もっと己に自信を持てばどうか」

「あげてもいない功績を横取りできるのが、弁舌という詐術なのではないか？」

　土ひじ方かたさんの表情は、俺とはじめて会った時のそれだ。鬼の副長、冷血の女の顔だ。自尊心が高い伊い東とうもまた一歩も退かない。早くも伊い東とうと土ひじ方かたさんは互いに鋭い視線を浴びせかけている。一周目でもこうだった。この二人はどことなく似ているのだが、似ているが故にどうにも反りが合わないのだろう。

「伊い東とうさん。なぜあなたほど高名な勤王の志士が、水み戸と天てん狗ぐ党とうの蜂起に参加しなかった？」

「はっはっは。水み戸と天てん狗ぐ党とう？　横よこ浜はま鎖さ港こうと攘じよ夷ういを訴えて武装蜂起し、幕府軍と戦っているあの連中に、この私が？　それはありえない。私は頑固な水み戸とや長ちよう州しゆうの過激志士たちとは違う。彼らは武装蜂起するのではなく、堂々と弁舌に訴えるべきだった。それに」

「それに？」

「私はやみくもに攘じよ夷ういを唱える水み戸と学がくだけでは限界があると痛感して、今は洋学を学んでいる。真の攘じよ夷ういを為なすためには、開国して国力をつける他はないと悟ったのだ。列強に大敗した長ちよう州しゆう藩はんを見てもわかるように、刀では黒船や最新式の銃にはとても敵かなわない──開明的な私が今の過激化している水み戸と天てん狗ぐ党とうに加入したとして、生きていられるだろうか？　否。佐さ久く間ま象しよう山ざんがそうなったように、売国の徒め、と愚昧な勤王志士に志半ばで斬られるだろう。私は、自分をこの国の内乱を鎮しずめるために必要な人材だと信じている。この命は惜しまないが、そんな無意味な死に方は御免被こうむるな」

「なるほど。武装蜂起した水み戸と天てん狗ぐ党とうには同調できないとはいえ、彼らと戦うのはさすがに水み戸と学がく者しやとしては気が引けるというわけか？」

「もちろんだ。故に新選組をわが働き場として選んだ。異国に戦争を仕掛け御所を砲撃するなど暴走し続ける長ちよう州しゆうを鎮しずめ、天下騒乱を収めるために」

「わかった。理屈は合っているな。いずれ伊い東とうさんには、目の治療のために長崎へ渡った山やま本もと覚かく馬まさんに代わって、隊士たちに洋学を教授してほしい。新選組は急ぎ洋式兵学を導入して隊を一新しようと考えている」

「ああ。新選組はなにごとも実践主義で、かつ日本でもっとも規律正しい組織だと藤とう堂どうから聞いている。局きよく中ちゆう法はつ度とにさえ背かなければ、これほど働きがいがある組織はないと。きみがその新選組を作り上げたのだな。今日からともに勤王の志士として働こう、土ひじ方かたくん」

　伊い東とうの開明志向は、坂さか本もと龍りよ馬うまさんに近い。近いのだが、なぜか「腹に一物を隠しているのではないか」と感じてしまう。坂さか本もとさんのような開けっぴろげな人とは真逆で、感情を容易にさらけ出す性格ではないからだろうか？　だが、服はつ部とり武たけ雄おら親しい弟子たちには相当に慕われているようだ。やはり、土ひじ方かたさんに似ているのかもしれない。

　今、新選組の外交官という大任を務められる人材は伊い東とうしかいない。

　純朴で、誠意さえあれば必ず相手に伝わると信じている会あい津づ中将と近こん藤どうさんは、外交能力皆無と言っていい主従だ。一周目で薩さつ長ちように煮え湯を飲まされたのも、二人が揃そろって策略を用いない人だったからだ。

　土ひじ方かたさんは親しい人には慈母のように優しいが、初対面の相手に対しては猫のように懐なつかない誤解されやすい性格。およそ外交官向きではないし、本人もそういう仕事には興味がないだろう。土ひじ方かたさんは、新選組の武ぶを担当すると自認している。

　外交力不足という新選組の弱点を、伊い東とうならば補佐できる。目下に迫っている長ちよう州しゆう征伐でその外交力を発揮してくれれば、新選組の運命は一気に覆くつがえる。

「それでは伊い東とうさん。江戸で肩の治療に専念している近こん藤どう局長に代わって──新選組局長代理として早速長ちよう州しゆうへ向かっていただく。これは近こん藤どうさんご自身の判断であり隊命だ」

「新参者の私がいきなり局長代理とは、近こん藤どうくんはなんとも剛ごう毅きなお方だな。さすがは新選組の局長と言いたいが……人を容易に信じすぎるのではないかな？」

「あの人はそういう人だ。このままでは長ちよう州しゆう征伐の参謀役を西さい郷ごう吉きち之の助すけ一人に独占され、蛤はまぐり御ご門もんで散った仲間たちの死が無駄になる。頼まれてくれるか伊い東とうさん。西さい郷ごうは、長ちよう州しゆうが倒れたら次は薩さつ摩まが危うい、と幕府を警戒している。あの者、今は会あい津づと同盟しているが、こたびの長ちよう州しゆう征伐を妨害する獅し子し身しん中ちゆうの虫むしになるとわれらは睨にらんでいる」

「なるほど。だが土ひじ方かたくん。きみは頭が良すぎるようだな。それは、人を信じられなくなるという不幸な才能かもしれないぞ……私にも同じような欠点があるのでよくわかる。そこまで時勢を読めているのならば、土ひじ方かたくん自身が長ちよう州しゆうへ行けばどうか？」

「いや、あくまでも私の役割は副長だ。私は近こん藤どうさんの代わりにはなれないし、政治などわからない。長ちよう州しゆう征伐の途中で西さい郷ごうが裏切る気配を見せれば、西さい郷ごうを斬ると言いだしかねない女だ。あなたが行くべきだろう、伊い東とうさん。得意の弁舌を振るって成果をあげてみせろ。重ねて西さい郷ごうの好きにさせるな。朝敵長ちよう州しゆうを討て。それで公武合体は成り、日本は救われる。いざ開戦となれば、その時は私が隊士を連れて戦場に向かう」

「はっはっは。土ひじ方かたくんも妙なことを言う。きみに局長は務まらない？　そうかな？　私はそうは思わないが……まあ、いいだろう。きみがそう言うのなら、直ちに局長代理として長ちよう州しゆうへ向かおう」

　俺の注文を受けて塩盛り汁粉を運んできた藤とう堂どうさんが「伊い東とう先生が局長代理！　新選組も一気に大所帯になりましたわ！　ああ、わたくしも鼻が高いですわ！　伊い東とう先生！　土ひじ方かたさん！　ともに日本の夜明けのために頑張りましょう！」とはしゃいでいる。

　藤とう堂どうさんのためにも、もう一周目のような悲劇は絶対に起こさせない。

「周しゆう平へい。私たちは源げんさんを失ったが、これで長ちよう州しゆうの暴走をようやく止められるな。かっちゃんも総そう司じも年明けには快癒するという。新選組の戦いも、あと少しだ──」

　土ひじ方かたさんが伊い東とうの入隊を認めたのも、すべては「長ちよう州しゆう征伐が成功すればこの内乱は終わる」と信じているから。一周目では、第一次長ちよう州しゆう征伐を西さい郷ごうが仕切ったために長ちよう州しゆうを倒し損ね、薩さつ長ちよう同盟が成立してしまった。だが今回は蛤はまぐり御ご門もんでの激闘を経て、新選組の幹部が第一次長ちよう州しゆう征伐に参加できることになった。しかも準参謀格。そこに、弁舌巧みな伊い東とうという駒が塡はまった。

　源げんさん。土ひじ方かたさん。これで──幕末の動乱を終わらせることができるはずです。

　だが。

「土ひじ方かたくん、ひとつだけ質問が。近こん藤どうくんは試し衛えい館かん時代、多た摩まの百姓娘という出自を理由に幕府講こう武ぶ所しよの剣術指南役内定を取り消されたそうだな。その折、自分の内定を取り消した幕府の役人を恨みに思い、門人に報復襲撃させて殺害したという噂うわさを耳にしたことがあるのだが」

　近こん藤どうさんが？　まさか。聞いたことのない話だ。

「……無礼だぞ伊い東とうさん。われらは近こん藤どうさんを誠の武士にするために上じよう洛らくし、厳しい局きよく中ちゆう法はつ度とを作り、京で幕府のため帝みかどのために戦い続けてきたのだ。近こん藤どうさんがそのような士し道どう不ふ覚かく悟ごな真ま似ねをするはずがない」

「私もそう思う。あの人は誠の武士だ。だが、火のない所に煙は立たないという。講こう武ぶ所しよの件がどうにも腑ふに落ちなくて、私は不安なのだよ。なにかが引っかかる」

「噂うわさには尾ひれがつくものだ。なるほど、あなたも私同様に疑り深い性格らしい。だが、二度と講こう武ぶ所しよの件を蒸し返すな、伊い東とうさん」

　あ……そういえば、試し衛えい館かん組ぐみのみんなは、講こう武ぶ所しよの一件を話したがらない。完全にタブーとなっている。一周目でもそうだった。

　伊い東とうは悪手を打った。口が達者すぎる。もっと新選組に慣れてから切りだすか、あるいは黙っているべきだった。土ひじ方かたさんの視線が、猛もう禽きん類るいのように鋭くなっていく。

「伊い東とうさん。私のほうもあなたに不安を感じている。私は水み戸との人間を警戒している。勤王の想おもいが勝ちすぎて幕府をないがしろにする。公武合体を唱えながら結局は過激化して討幕に奔はしる。それが水み戸と学がくを修めた志士の性格だ。水み戸と天てん狗ぐ党とう出身の芹せり沢ざわ鴨かも筆頭局長がどうなったかをお忘れなく。新選組において局きよく中ちゆう法はつ度とは絶対だということも」

　土ひじ方かたさんが、伊い東とう甲か子し太た郎ろうに釘くぎを刺した。まずいな。売り言葉に買い言葉だ。芹せり沢ざわ暗殺の件を、近こん藤どうさんと試し衛えい館かん組ぐみの過去に不安を抱いている伊い東とうに漏らすべきではない。やはり土ひじ方かたさんは涼しげな外見とは似ず激しい人で、外交の場には不向きなのだ。

　さしもの伊い東とうも「……やはり芹せり沢ざわどのの噂うわさは……そうか」と細い眉をひそめていた。

　顔が青ざめている。わずかに彼女が新選組入隊を後悔したかのように、俺には思えた。

　同時に、伊い東とうに侍はべっていた巨漢服はつ部とり武たけ雄おが殺意に近い「気」を放ち、土ひじ方かたさんを鋭く睨にらみつける。

　この男、とてつもなく強い。あの芹せり沢ざわ鴨かもに似ている。

　坂さか本もとさんが「新選組は道を誤った」と告げた、あの事件。

　芹せり沢ざわ鴨かも暗殺。

　あの忌いまわしい最初の一手が呼び水となり、またしても新選組の内部に悪循環を生みだしていくことになるのではないか──俺は、不安を抑えきれなかった。
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【江戸　医学所／元治二年二月二十三日】




　年が明けて、元治二年の春。

　俺と土ひじ方かたさんは、新規隊士募集のついでに近こん藤どうさんと沖おき田たさんの様子を見るために、江戸を訪れていた。

　今日はまだ土ひじ方かたさんが医学所に来ていない。久々の江戸ということで、好物のたくあんの確保に走っているらしい。おかげで、朝から俺一人が医学所の庭で沖おき田たさんの鬼ごっこの相手をさせられている。

「周しゆう平へいくん、早く早く～！　本気で追いかけないと、ボクは捕まらないよ～、ふっふっふ～」

「隙ありっ！　捕まえましたよ沖おき田たさん！　次はそちらが鬼です」

「ぎゃー！　木陰に隠れてたんだねっ？　不意打ちして襲ってきたなー！　もーっ！　ぼ、ボクを抱きしめるなんて、法はつ度と違反で切腹だー！　これでもお年頃の乙女なんだよ？」

「だって、早く沖おき田たさんを止めたかったんです。そんなに走ってだいじょうぶなんですか？　身体の具合は……」

「もうすっかり元気だよ！　松まつ本もと先生の見立てでは、ボクも近こん藤どうさんも、四月頭には京に戻って新選組の公務に復帰していいんだって！　ま、ボクの仕事量は以前の三分の一に制限されちゃったけどね～。華の一番組隊長なのになあ～、うええん」

「完治ではなく、あくまでも寛解ですからね。俺も一番組隊長代行の仕事に慣れてきました。沖おき田たさんには到底及びませんが、もう決して喀かつ血けつさせたりしませんから」

「……労ろう咳がいにはこれが効くと、先生に、ぶ、豚肉ばかり食べさせられちゃって。早く新選組に戻りたくて、我慢して食べてきたんだけど。ねえ周しゆう平へいくん？　ボク、太ってない？」

「だいじょうぶですよ。とても健康的な身体です。ほんとうによかったです、沖おき田たさん」

「……そ、そう。あ、ありがとう。い、いいから、そ、そろそろ、は、離してくれないかな～？　な、なんだか、照れちゃうよ……」

　おっと。沖おき田たさんを背後から抱きしめたままだった。俺も気恥ずかしくなった。

　子供だとばかり思っていたけれど、沖おき田たさんも成長しているんだな。病気療養の間、剣の稽古を禁じられていたせいか、ずいぶんと身体つきが女性らしくなった気がする。なによりも、笑顔ではしゃぎまわる沖おき田たさんの姿を再び見られてほんとうによかった。

「沖おき田たさんはほんとうに新選組が好きですね。よく半年近くも医学所で我慢できましたね」

「近こん藤どうさんが一緒にいてくれたからだよー。ボクにはねー、特にこれがしたい！　って個人的な夢とかないしね。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんと三人でいつまでも一緒に仲良く過ごせれば、それだけで幸せだから──」

　まただ。時々沖おき田たさんは、まるで自分にはもう残された時間がない、とばかりに寂しげな横顔を見せる。短い命ならば、成じよう就じゆできない恋に堕おちるよりも、二人の姉のもとに一日でも長く侍はべっていたい。自分の幸せなど願わない、大好きな近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんのために限られた時間を使いたい。心の奥底でそう思い定めているような、そんな表情を。

「……沖おき田たさん自身の夢、沖おき田たさん自身の幸福は、どこにあるんですか？　近こん藤どうさんも土ひじ方かたさんも、沖おき田たさんの幸福を心から願っているんですよ。せっかく命を拾ったんですから。だから、これからは──ご自分の夢も探してください」

「う、うん。そうだね。考えておくよ。ボクに、もっと時間があったらなあ……」

「ありますよ！　労ろう咳がいは寛解したじゃないですか！　仕事はほんの少しでいいんです。俺が沖おき田たさんの分まで働きますから！」

「あ、ありがと……あのね。久しぶりに周しゆう平へいくんに再会できて、ボク、とても興奮してるんだよー？　抱きつかれた時なんて、心の臓が爆発するかと思っちゃったー。か、か、顔も熱くなって。うーん。なんだか、調子が狂っちゃうなあ。こんどは心臓の病にかかったのかなあ……？　ただ……」

　沖おき田たさん？

「……ただ、あの時、はじめちゃんよりも早く、ボクが剣を抜いていたら……なにもかもが違っていたのかなあって……だからボクは、新選組の一番組隊長として頑張らなきゃいけないんだ……この命が尽きるまで……」

　あの時？　はじめちゃん？　沖おき田たさんは、なにを言って……？

「あ、あれれ？　ボク、また周しゆう平へいくんにヘンなこと言ってる？　なんでもないよー？　そうだ！　近こん藤どうさんが周しゆう平へいくんを呼んでたよ？　山やま南なみさんから近況報告が届いたんだって！　そ、それじゃボクはまた後でねー！」

　そうだった。昨年の秋以来、近こん藤どうさんがこの江戸の医学所で療養しているわずか半年足らずの間に政局は激変していた。伊い東とう甲か子し太た郎ろうを局長代理として長ちよう州しゆう征伐に参加させて長ちよう州しゆう藩はんを撃破し、勤王派を壊滅させるという俺の計算は、完全に狂っていた。

（源げんさん。新選組はここから巻き返せるんでしょうか？　こんな時に源げんさんがいてくれたら）

　近こん藤どうさんが「入院」している個室に、俺は足を向けていた。




「まあまあ周しゆうちゃん。すっかり逞たくましくなって。正式な養子縁組の話はお流れになりましたが、私は今でも周しゆうちゃんの義は母はですよ？　ほら、膝枕をしてあげます。耳掃除なんてどうですか？　温かいたまごふわふわもありますよ？　うふふ♡」

「ひ、膝枕ですか？　そ、それは、その、気恥ずかしいと言いますか」

「あらあら。周しゆうちゃんは私を、息子を捨てた鬼母だと思っているのね？　よよよ……」

「思っていませんよ！　わ、わかりました。そ、それでは耳掃除をお願いします」

「ありがとう、周しゆうちゃん。気を楽にしてくださいねー。総そう司じの代役、ご苦労様。ずいぶんと疲れているでしょう？　今日はこの義は母はが癒やしてあげますからねえ？」

　母親として観みるには年の差がなさすぎる。どうにも気恥ずかしい……だが、近こん藤どうさんの柔らかい膝の上はほんとうに心地よかった。

　近こん藤どうさんが俺を正式に近こん藤どう家けの養子にすることを諦めた理由は、江戸に帰った際に実家の近こん藤どう家けから「誰ですかその谷たに周しゆう平へいという男は」と反対されたこともあったが、なによりも沖おき田たさんを江戸に留とどめて療養させるためだった。

「総そう司じを江戸で寝かしつけておくには、あなたを近こん藤どう家けの跡取りにしますから病で早死にすることは絶対に許しませんっ、義は母はより先に死ぬ娘などありえません、親不孝ですっ、と総そう司じを脅しつけるしかなかったのですよ。ごめんなさい、周ちゃん」

　近こん藤どうさんが沖おき田たさんを試し衛えい館かん五代目に指名すると同時に、近こん藤どう家けの跡取りにも指名することによって、沖おき田たさんは「うう～しょうがないなあ～」と観念して医学所に籠もり、大好きな剣を置いて治療と回復に専念せざるを得なくなったわけだ。

「沖おき田たさんの身体が第一ですから、俺はこれでいいですよ。膝枕が気持ちいいです、局長」

「んもう。義は母は上うえと呼んでと言っていますのに。長ちよう州しゆう征伐は惜しかったですね。あと一歩で長ちよう州しゆうの息の根を止められたというのに。周しゆうちゃんが予想していた通り、参謀の西さい郷ごうどのが長ちよう州しゆうと和睦を結んでしまって」

「……すみません。伊い東とうさんの弁舌をもってしても開戦に反対する西さい郷ごうを説得しきれず、長ちよう州しゆう藩はんを生き残らせてしまいました。ですが伊い東とうさんはその後『申し訳ない。私は経験不足、井いの中なかの蛙かわずだった』と猛省して局長代理職を返上し、今は参謀職として懸命に奔走していますよ」

「海千山千の西さい郷ごうどのと新人の伊い東とうさんとでは、踏んできた場数が違いますから仕方がありませんねえ。でも、トシちゃんは激怒していない？　伊い東とうさんと仲なか違たがいしていません？　伊い東とうさんに切腹を迫ったりしていない？　トシちゃんは責任感が強すぎるから」

「ああ。そこは温厚な山やま南なみさんが二人の間に入って、なんとかうまく収めてくれています。山やま南なみさんは伊い東とうさんと北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの同門ですから、話が合うみたいです。伊い東とうさんには懐なつかない土ひじ方かたさんも、こっそり『そろそろ法はつ度とは緩めよう。脱走者をいちいち切腹させるのはやりすぎだし、そもそも、い、い、色恋禁止の項目は要らないと思う』と俺にだけ本心を教えてくれました。今日、近こん藤どうさんにその話を切りだすつもりだそうですよ」

「まあ、トシちゃんが……やはり山やま南なみさんがいないと新選組はダメねえ。ふふっ。そうそう。今朝山やま南なみさんから届いた書状は、周しゆうちゃんへの講義の続きみたいですよ？　この義は母はが読んであげましょうねえ」







[image: 【山南敬助の幕末入門講義　長州征伐と水戸天狗党の顛末】]







「な、な、なんてこと？　周しゆうちゃん。戦場で堂々と戦って相手を倒すのと、潔いさぎよく降伏した武士を辱はずかしめて殺すのとでは、話が違います！　赤穂あこう浪ろう士しのように切腹を命じるならまだしも、斬首とは。武士に対する仕打ちではありません！　しかも三百五十余人だなんて。こんな。こんなことって……ご公儀の仕打ちは、あまりにも……むごい……」

　近こん藤どうさんは誰よりも武士に憧れ、幕府に尽くしてきた人だ。池いけ田だ屋やで戦って斬り殺した長ちよう州しゆうや土と佐さの勤王志士たちに対しても「武士らしい天晴あつぱれな御お最さい期ごでしたわ」と畏敬の念を抱いていた。それだけに、幕府が水み戸と天てん狗ぐ党とうの志士たちを文字通り虐殺して彼らの士道を踏みにじったことへの怒りと困惑に震えている。

「近こん藤どうさん。薩さつ摩ま藩はんの西さい郷ごうも幕府の冷酷な仕打ちに激怒しているでしょう。薩さつ摩ま藩はんはこれをきっかけに公武合体から勤王討幕へと完全に宗旨替えするかもしれません」

「ええ、ええ。わかりますよ、周しゆうちゃん。西さい郷ごうどのは情に厚いお方。禁きん門もんの変へんの折にも、負傷した長ちよう州しゆう兵へいたちを手厚く治療して国元へ送り返したと聞いています。その西さい郷ごうどのに見放されたら、幕府は……ご公儀は、どうなってしまうのでしょう？」

　近こん藤どうさんが、俺の頭を撫なでながらため息をついた。薩さつ摩ま藩はんを仕切っていた西さい郷ごうが幕府を見限った理由のひとつが、やっとわかった。水み戸と天てん狗ぐ党とうに対する前ぜん代だい未み聞もんの大量処刑だ。幕府への恭順か抗戦かで揺れていた長ちよう州しゆう藩はんの藩論が討幕一本に固まったのも、水み戸と天てん狗ぐ党とうの悲劇を目まの当あたりにしたからだ。

　坂さか本もと龍りよ馬うまさんも激怒しているはずだ。あの人は、幕府のこんな残忍なやり方にはとても耐えられないだろう。

　今の幕府はもうガタガタだ。開明派の巨きよ魁かい佐さ久く間ま象しよう山ざんが暗殺され、勝かつ海かい舟しゆうも失脚した。そして水み戸と天てん狗ぐ党とうへの残虐非道な仕打ち。幕府は人心を失った。確実に坂さか本もとさんは西さい郷ごうのもとへ行く。薩さつ長ちように同盟を結ばせ、幕府を倒して新時代の日本に相応ふさわしい新たな政権を創つくるために。

　新選組の一隊士にすぎない俺には直接幕府のこの凶行を止める力はないが、長ちよう州しゆうにばかり気を取られすぎていた。もしかしたら防ぐ方法があったかもしれないのに。

「……ただ……水み戸と天てん狗ぐ党とうにも非はあるのですよ。武装蜂起した当初は、規律もなにもなく関東各地で大暴れしていたそうですから。軍資金を払わない町を丸ごと焼き払ったとか。途中からは総大将が代わって規律正しい軍隊に生まれ変わったそうですが、もう手遅れでしたのね。もしもあの芹せり沢ざわさんが水み戸と天てん狗ぐ党とうに帰参していれば、天てん狗ぐ党とうの運命も変わったかもしれませんね、周しゆうちゃん？」

「芹せり沢ざわさんが？　あの人は、むしろ率先して暴れる人だと思いますが」

「ええ。確かに商家での押し借りは天てん狗ぐ党とうの十お八は番こで、京でも芹せり沢ざわさんは同じことをしていましたけれどね。酒癖も悪くて酔うと乱暴な人でした。それでも、あの人には水み戸との勤王志士らしい士道の精神がありましたのよ──」

　近こん藤どうさんは、意外な昔話をしてくれた。

「江戸で結成された浪士隊が上じよう洛らくする途中で、殿との内うちという男が女同志を襲おうとしたという話は以前しましたよね？　襲われかけた子は、実は総そう司じなの。あの子、自分はまだ子供だと思っていましたから、油断しきっていて危なかったの。一人きりで、しかも丸腰でしたからね」

「お、沖おき田たさんが？」

「その時、女武士を手て籠ごめにしようとは士道にもとる腐れ外道よ、と『尽じん忠ちゆう報ほう国こく』の鉄てつ扇せんを振るい、問答無用で殿との内うちを半殺しにして総そう司じを救ってくれたお方こそが、芹せり沢ざわさんだったのですよ。それから私たち試し衛えい館かん組ぐみと芹せり沢ざわさん率いる水み戸と組ぐみは、親しくなって。総そう司じには内緒ですよ？　まあ、あの子のことだから、もう忘れているかもしれませんけど」

　殿との内うちはその後もまだ沖おき田たさんに未練があったのだろうか、性懲りもなく壬み生ぶに居残って結局芹せり沢ざわに斬られたのか。もしや沖おき田たさんを案じてのことだったのか。近こん藤どうさんは優しすぎる人だから、獅し子し身しん中ちゆうの虫むしの殿との内うちを粛しゆく清せいできなかったんだ。だから芹せり沢ざわが斬ったのか。

「芹せり沢ざわさんの盟友の新にい見みさんが私とトシちゃんの部屋に夜よ這ばいをかけてきた時も、芹せり沢ざわさんは『士し道どう不ふ覚かく悟ごだ。女が欲しけりゃあ島しま原ばらへ行け、阿あ呆ほうが。新にい見み、潔いさぎよく腹を斬れ』と激怒して私たちを庇かばってくれたのですよ。未遂だったのだし切腹はやりすぎです、と私が芹せり沢ざわさんに助命を嘆願して、最終的に新にい見みさんには長ちよう州しゆうへ出向していただいたんですけれど」

「そうだったのですか……芹せり沢ざわさんは乱暴者で、押し借りや乱闘ばかりしていましたが……士道に関しては潔癖な人だったんですね」

「勤王の総本家たる水み戸と天てん狗ぐ党とうの幹部が、流れ流れて佐さ幕ばく派はの会あい津づ藩はんのもとで厄介になっているというご自分の立場に鬱うつ屈くつがあったようで。それで必要以上に暴れていたのでしょうね。周ちゃん？　私、後悔しているんですよ。芹せり沢ざわさんを斬らずに会あい津づ藩はんのもとから穏便に立ち去ってもらう方法も、もしかしたらあったのではないかと……それができないなら、潔いさぎよく新選組を解散して別の生き方を模索してもよかったんじゃないかと」

「それでは土ひじ方かたさんたち試し衛えい館かんのみんなが納得できなかったでしょう。みんな、近こん藤どうさんを誠の武士にするために、青春と命を捧ささげている仲間たちですから。でも、どうして近こん藤どうさんはそんなにも武士に憧れているんですか？」

「え、ええ？　私は、ほら、江戸で幕府講こう武ぶ所しよの剣術指南役内定を取り消されましたでしょう？　その時にトシちゃんたちと誓ったんですよ。命を賭としてでも、絶対に誠の武士になろうと」

「講こう武ぶ所しよで、なにかあったんですね？　誰にも漏らせないなにごとかが」

「……ええ。みな、私をおもんぱかって当時の話はしないのですが、周しゆうちゃんにはなにがあったかをこっそり教えてしまいますね。なにしろ、私のかわいい息子なんですから──」

　講こう武ぶ所しよの一件。一周目では最後まで謎のままだった近こん藤どうさんの過去。身が震えた。




　　　◆




　幕府講こう武ぶ所しよの剣術指南役としての初出仕の日。

　これで晴れて誠の武士になれるのですね、と意気揚々と講こう武ぶ所しよに初出仕した私は、突然、自分が剣術指南役のお役目から外されていたことを知らされたのです。

　急ぎ、私に指南役の内定をくださった先の講こう武ぶ所しよ総裁・池いけ田だ甲か斐いの守かみさまのお屋や敷しきを訪ね、

「これはなにかのお間違い」

　と甲か斐いの守かみさまに訴え出ました。甲か斐いの守かみさまは私を茶室へと誘い、そして──。

「ああ、近こん藤どう。実はそちの出自をやかましく咎とがめる者どもがおってな。そちは多た摩まの百姓娘であって武士ではない、講こう武ぶ所しよの指南役には相応ふさわしくないと言うのじゃ」

「そ、そんな!?　確かに私は百姓の生まれですが、歴れつきとした近こん藤どう家けの当主です！　甲か斐いの守かみさまも私の天てん然ねん理り心しん流りゆうの腕をお認めになってくださったからこそ、ご推挙いただけたはず……」

　善良なお方だと信じていた甲か斐いの守かみさまの裏の顔を、私はこの時はじめて見たのです。甲か斐いの守かみさまは舌なめずりしながら、私の手を摑つかもうと迫ってきました。

「百姓出のそちにはわからぬことじゃろうが、幕閣だの旗本だのは武家の血筋やら序列やらに五う月る蠅さくてのう。どうしてもご公儀に仕えたいのならば──近こん藤どうよ、わしの妾めかけになれ。わしは講こう武ぶ所しよの大立者じゃ。そのわしが後ろ盾になってやろうぞ。それで、そちの出自に文句を言っている連中も黙るであろう」

「……!?　お断りします！　出世を餌に武士を妾めかけにしようなど、士道に背く悪行！　かかる理不尽を働けば甲か斐いの守かみさまは切腹、お家断絶！　甲か斐いの守かみさまに限ってそのような!?」

「ふはははは！　世間知らずじゃのう近こん藤どう。なにか勘違いしておるようじゃが、そなたは武士ではない。近こん藤どう家けの養子となっても、百姓娘は永遠に百姓娘。絶対に武士にはなれぬのじゃ。わが好意を蹴るというのであれば、講こう武ぶ所しよへの立ち入りは二度とまかりならんぞ、近こん藤どう勇いさみ！」

「……か、甲か斐いの守かみさま……!?　そ、そんな……？　もしや最初からそれが目的で……」

「さあ、わが妾めかけとなれ。うぬのような美人に剣術一筋の人生などもったいないではないか。このわしが教え込んでやろうぞ、女としての歓よろこびというものをな──」

　当時、試し衛えい館かんの経営はコロリ流行のために傾いていて、私がみんなを食べさせていくためには講こう武ぶ所しよに勤める以外に道はありませんでした。ですが、たとえ幕閣の役人が認めてくれなくても、私が武士になるためには士道を貫かねばならない。役人の妾めかけになって出世を図るなど言語道断、士し道どう不ふ覚かく悟ごですから。

「お断りいたします！　近こん藤どう勇いさみは武士でございます！　ご免！」

　やむを得ず、私は襲いかかってきた甲か斐いの守かみさまのみぞおちに拳を突き入れて失神させ、お屋や敷しきから遁とん走そうしました。自ら、講こう武ぶ所しよ勤めの道を捨てたのです。

（トシちゃん。みんな。ごめんなさい）

　泣きながら甲か斐いの守かみさまのお屋や敷しきから出てきた私を、トシちゃんが迎えてくれました。

　私の身を案じて、こっそり来てくれていたのです。

　そして、トシちゃんの背後には、総そう司じや山やま南なみさんたち試し衛えい館かんの仲間が。

「やはりこんなことだろうと思っていた。試し衛えい館かんみたいな吹けば飛ぶような田舎道場に、そうそう美お味いしい話など来ない。かっちゃんは人を信じすぎる。幕閣は腐っているんだ。講談や読よみ本ほんの世界に出てくる誠の武士なんて、もういない」

「……トシちゃん……ごめんね……私……私、みんなの未来を……閉ざしちゃった……多た摩まへ……多た摩まへ帰って、もとの百姓の暮らしに……」

「違う！　閉ざされてなどいない。これからだ。かっちゃんを愚弄し嬲なぶりものにしようとしたエセ武士どもに、見せつけてやろう。かっちゃんこそが誠の武士だということを！」

　雪の中。私はトシちゃんと抱き合って泣きました。

「聞いてくれ、かっちゃん。武士とは断じて血筋ではない、魂だ！　こんな腐った世の中は間違っている。私は命ある限り絶対に認めない！　なろう。誠の武士に！」

　私よりも、トシちゃんのほうが嘆き悲しんでくれたのです。いつも氷のように冷たく澄ましているトシちゃんからは想像もできない、熱く激しい涙声でした。

「かっちゃんこそが誠の武士なんだ。血筋じゃない。百姓あがりでも、この人こそがほんものの武士なんだ。私はそのことを、生涯を賭として世間に、幕閣に、認めさせる。この剣で！　みんな、かっちゃんのもとで私たちの士道を貫こう！」

　総そう司じたちが「おおおお！」と声をあげてくれた時、私の心は救われたのでした。




　　　◆




　土ひじ方かたさんが「かっちゃんを誠の武士にする」と誓ったのは、その時だったのか。

　一周目で、土ひじ方かたさんが新選組のため、近こん藤どうさんのために鬼の副長として戦い続けた理由。冬の箱はこ館だてで最後の武士として闘死する運命を選んだ想おもい。そのはじまりを、やっと俺は知った。

「……気づけば、私たちは誠の武士という夢を追い求めていくうちに遠くまで来てしまいました。トシちゃんには、重荷を背負わせてしまったかもしれませんね。周しゆうちゃん。いつか、トシちゃんを新選組から解放してあげて……くださいね」

「わかりました。土ひじ方かたさんも。沖おき田たさんも。そして近こん藤どうさんも。必ず……ただ、ひとつだけ気がかりなことが……近こん藤どうさんが内定を取り消した役人に報復し殺害させたという噂うわさを、伊い東とうさんから聞きました。あれはデマですよね？」

「……うふふ。まさか。そんな私し怨えんで人を斬るだなんて、士道に背きますよ？　そんな噂うわさのことはもう忘れましょう、周しゆうちゃん。さあ、たまごふわふわをお食べなさい。この義は母はがふーふー冷ましてあげますからね」

　もちろん近こん藤どうさんが士し道どう不ふ覚かく悟ごな真ま似ねをするはずがない。そんな人だったら、誰も近こん藤どうさんには付いてきていないし、近こん藤どうさんはうまく世を渡ってもっと報われている。

　だが近こん藤どうさんは、口は堅いが噓うそが下手な人だ。目が泳いでいる。講こう武ぶ所しよ絡がらみで、まだ話してくれていないことがあるのだ。近こん藤どうさんが黙っているということはよほどの理由があるわけで、わざわざ暴き立てたくはないが、今後のために知っておいたほうがいい気がする。

「まだ俺になにか隠していますね？　内定取り消しの後、さらになにかあったんですね？」

「え、え、え？　い、いえ？　い、い、今の話がぜんぶですよ？」

　やっぱり、噓うそが苦手な人だな。教えてもらう方法は……そうだ。この手はどうだろう。

「……俺は傷つきました……だって、俺は近こん藤どうさんの息子ですよ？　近こん藤どうさんの家族の一人なのに。決して口外しませんから教えてくれませんか？　お願いです、義は母は上うえ──」

「ひゃああっ？　は、は、は、義は母は上うえとはじめて呼んでくれましたね？　わ、わかりました！　ではすぐにトシちゃんと相談して、了承を得ますね！　ああ、ああ……思えば、あなたを息子扱いしていなかったのは、私のほうだったのですね……！　ごめんなさいね、周しゆうちゃん！」

　やっぱり近こん藤どうさんはお人ひと好よしだなあ。義は母は上うえ呼びをこれきりでやめたら、なんだか近こん藤どうさんを籠ろう絡らくしたみたいで気が引ける。恥ずかしいが、これからはほんとうに近こん藤どうさんを義は母はだと思って甘えさせてもらおう。

「ありがとうございます！　義は母は上うえ、腹が減りました。たまごふわふわをいただいた後は、俺の大好物の塩盛り汁粉を食べさせてくれませんか？」

「はいはい。あなたはちょっとばかり塩を摂とり過すぎですよ周しゆうちゃん？　やっと周しゆうちゃんとほんとうの親子になれたみたいで、義は母はは嬉うれしいです。でも……どうしていつもそんなに哀かなしげなんですか、周しゆうちゃんは？　周しゆうちゃんの悩みごとも、この義は母はに打ち明けてくれませんか？　これからは、お互いの罪も恥も苦悩も、そして幸福も、ともに分かち合いましょうねえ」

　近こん藤どうさん。包容力溢あふれる笑みを浮かべながら、優しく俺の頭を撫なでてくれる。心の澱おりが浄化されていくような──近こん藤どうさんに俺の秘密を打ち明けてしまおうか。新選組の運命をいちど経験してきたこと。土ひじ方かたさんとともに箱はこ館だてで戦死し、そして、死に戻ってきたこと。こんどこそ新選組のみんなを救いたいのに、一隊士の身分では幕末の情勢を大きくは変えられずに行き詰まっていること。俺にもっと力があったら、運命は変えられるはずなのに。

　近こん藤どうさんは混乱するかもしれないが、俺はもうこの人の家族なのだから。

「……俺は……近こん藤どうさん。いえ、義は母は上うえ。実は俺は……」

「はっ？　ももももしかして、この義は母はを女性として愛してしまったというの、周しゆうちゃん？　おおお親子同士で、そんな？　いけないわ！　で、でも、誠実な周しゆうちゃんがどうしてもと言うのならば……わ、わ、私とて、周しゆうちゃんをほんとうに愛おしいと思っていますもの。と、トシちゃんには内緒ですよ？」

　違います！　近こん藤どうさん、人が好よすぎますよ！　迂う闊かつな義は母は上うえ呼びが、事態を思わぬ方向に。

「い、いえ、俺の秘密とは、その──突飛すぎる話なんですが、実は」

　俺は意を決して「自分は新選組が滅び去った未来から来た」と近こん藤どうさんに告白していた。理屈もなにもない。しかし誠を尽くせば、近こん藤どうさんならばあるいは。

「……やはり、未来から来たという話は真実だったんですね、周しゆうちゃん。京ではじめて出会った時に、周しゆうちゃんは思い詰めた表情で感極まって叫んでいましたよね？　『俺は未来から来たんです！　ずっと新選組と土ひじ方かたさんの未来を見てきました！　そして過去に戻って来たんです！　土ひじ方かたさんの運命を変えるために！』と。私も、なんとなく感じていたのですよ。この若い殿方とは、かつてどこかで会ったことがあるような──って」

「……こ、近こん藤どうさん？　信じてくれるんですか？　理屈なしに、こんな与太話を」

「理屈ではわからなくても、周しゆうちゃんの言葉を信じますよ。私はあなたの義は母はなのですから。私たちには破滅の運命が待っているのですね。トシちゃんは、私を誠の武士にするという夢に殉じて死ぬ定めなのですね。あなたは今までずっと、たった一人で新選組隊士たちの運命を背負って苦しんできたのですね。頑張りましたね、周しゆうちゃん。これからはこの義は母はが、あなたと苦しみをともに分かち合いますから。ですから、遠慮せず包み隠さずにすべてを話してください。泣きたければ、泣いていいのですよ」

「でも。ぜんぶ噓うそだったらどうするんですか。俺がペテン師だったら。近こん藤どうさん」

「こら。義は母は上うえ、でしょう。いいんですよ。噓うそでも真実でもどちらでもいいんです。私が、周しゆうちゃんを信じるとひとたび決めたのですから。あなたはもう、決して私に噓うそをつきません。私も周しゆうちゃんにすべてを打ち明けましょう。実は、講こう武ぶ所しよの事件には続きが──」

　この人は、ほんとうに、どこまでも──。

　俺が近こん藤どうさんに髪を撫なでられながら、涙をこらえて震えていたその時だった。

「かっちゃん！　たいへんだ。京の永なが倉くらから飛脚が──山やま南なみさんが脱走して、屯とん所しよに連れ戻された！　このままでは局きよく中ちゆう法はつ度と違反で伊い東とう派はに切腹させられる！」

　息を切らして部屋に飛び込んできた土ひじ方かたさんが、信じがたい言葉を告げていた。

　なんだって？　しまった──俺はもう山やま南なみさんの脱走切腹事件は起こらないとばかり。

　待てよ。今日は、元治二年二月二十三日。

　一周目で、新選組からの脱走を図った山やま南なみさんが切腹した日じゃないか！

「とととトシちゃん!?　山やま南なみさんが脱走だなんて。そんなこと、あるはずが……!?」

「そうだ、ありえない。これは陰謀だ。私とかっちゃんの両名が不在になった隙をついて、伊い東とう派はが新選組の乗っ取りにかかったんだ！　周しゆう平へい。山やま南なみさんが書きかけていたお前への書状も、飛脚が運んできた──永なが倉くらと原はら田だが、服はつ部とり武たけ雄おの部屋で見つけたそうだ。なにが書かれている？　事情がわかるかもしれない！」

「山やま南なみさんからの書状ならば、今朝届いたばかりですが？」

「それは山やま南なみさんが囚とらわれる前に自分で送ったものだ。この二通目の書状は、伊い東とう派はに囚とらわれて幽閉されている間に周しゆう平へい宛あてに書いていたものを、服はつ部とりが奪い取ったらしい」

　俺は、震える手で山やま南なみさんの新たな書状を開いた。
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　文章はそこで途切れていた。

「……土ひじ方かたさん。肝心のことが書かれていません。この書状は、書きかけです」

「くっ。すぐに京へ戻るぞ、周しゆう平へい！　斎さい藤とうは所用で大坂へ下っているが、壬み生ぶには永なが倉くら、原はら田だ、平へい助すけたちがいる。まだ間に合う！」

「トシちゃん。山やま南なみさんが伝えようとしたことは、きっと……私と総そう司じも、ともに」

「いや。かっちゃんと総そう司じは江戸に残っていてくれ。二人ともまだ怪け我がと病が快癒していない。今二人が無理を押して動くと、ぶり返すかもしれない……だいじょうぶだ。私たちが必ず山やま南なみさんを救う」

「……わかったわ、トシちゃん……そうね、だいじょうぶ。周しゆうちゃんも一緒だし……でも、トシちゃん？　どうか冷静に……なにがあっても決して激げつ昂こうしないで。お願いね？」

　わかっている、と土ひじ方かたさんは頷うなずく。だが、その表情は死人のように青ざめていた。

　俺が未来から来たという話を土ひじ方かたさんに改めて打ち明ける機会は、この時、決定的に遠ざかっていた。




【京　近こん藤どう別べつ邸てい／元治二年三月十三日】




　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、豪胆にもただ一人で油あぶらの小こう路じ近くの近こん藤どう勇いさみ別邸を訪れていた。

　今、この屋や敷しきには、急ぎ江戸から舞い戻った土ひじ方かたさんが待ち構えている。

　俺もまた、副長補佐係として特別に同席を許された。

　伊い東とうが服はつ部とり武たけ雄おたち腕うで利ききの伊い東とう派は隊士を誰も連れてこなかったのは、「話せば必ずわかり合える」と信じているからか。それとも。

　だが、今の土ひじ方かたさんを容易に説得できるはずがない。もともとこの人は弁舌を嫌う人だ。

　それに──土ひじ方かたさんと俺が京に到着した時にはもう、山やま南なみさんはこの世の人ではなくなっていた。一周目と同じ日、二月二十三日に前まえ川かわ邸ていで切腹してしまった後だったのである。すべては手遅れだった。永なが倉くらさんや左さ之の助すけさんたちが何度も再脱走を勧めたが、山やま南なみさんは隊の規律崩壊を食い止めたいという理由で逃げなかったという。

　文字通り鬼と化しつつある今の土ひじ方かたさんに、伊い東とう甲か子し太た郎ろうが理屈を唱えれば唱えるほど、土ひじ方かたさんの怒りは増すだけだ。だが伊い東とうが腹を割ってすべてを話してくれれば、あるいは。

「土ひじ方かたくん。山やま南なみくんは『江戸へ向かう』という置き手紙だけを残して、無断で隊を離れた。故に局きよく中ちゆう法はつ度とに背いたかどで捕縛し、法はつ度とに従って私が切腹させた。『隊を離れることを許さず』だ。すべては、この伊い東とう甲か子し太た郎ろうがやったこと──だが山やま南なみくんの死は、私にとっても新選組にとっても痛恨事だよ。なぜ脱走したのか、彼女は最後まで語らなかったそうだ。弁明の機会は与えた。切腹など、してほしくはなかった。彼女を逃がそうと多くの隊士が奔走していた。なのに、なぜ山やま南なみくんは死を選んだのだと思う？」

　そんなことは知らない、と土ひじ方かたさんがくぐもった声でかろうじて言葉を返す。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは──凜りんとしながらも、憔しよう悴すいしきっていた。頰がこけている。

　とても山やま南なみさんを殺すつもりだったとは思えない。これは参謀と総長の権力争いの果ての粛しゆく清せい劇げきではない。そもそも伊い東とうと山やま南なみさんは北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの同門で、仲はすこぶる良かった。

　いったい京でなにが起きたのか。事件当時江戸にいた俺と土ひじ方かたさんには、うかがい知ることができない。

　ただはっきりしていることは、局きよく中ちゆう法はつ度とが山やま南なみさんを死に至らしめたということだけだ。一周目と同様に。一周目では、土ひじ方かたさんが泣きながら山やま南なみさんを切腹させた。二周目では、伊い東とう甲か子し太た郎ろうが。局きよく中ちゆう法はつ度との呪いに、新選組は縛られている。

「土ひじ方かたくん。私に関する噂うわさの半分は真実だ。私は長ちよう州しゆう征伐の際に西さい郷ごう吉きち之の助すけと行動をともにして以来、薩さつ摩ま藩はんに接近していた。西さい郷ごうともども、降伏した水み戸と天てん狗ぐ党とうの志士たちに対する幕府の非道に憤いきどおっていたことも事実だ。しかし、私はあくまでも新選組の間かん諜ちようとして薩さつ摩まと付き合っている。薩さつ摩まは、幕府を見限って長ちよう州しゆうと手を結び、討幕路線に乗り換えようとしていると思われる──故に私は自ら薩さつ摩まを監視し、情報を摑つかもうとしていた」

「……間かん諜ちよう活動か。山やま南なみさんはそのことを知っていたのか。伊い東とう」

「いや。敵を欺くにはまず味方から。伊い東とう道場から入隊した隊士たちにも、私が薩さつ摩まに接近した真の目的は告げていない。すべて私の胸のうちに秘めていた。きみに疑われて粛しゆく清せいされるならばそれもやむなし、と覚悟の上だった。しかし山やま南なみくんは聡そう明めいな人だったよ。私の真意を察してくれていた。なぜ脱走したのか、わからない」

　そんなはずはない、山やま南なみさんは脱走などしていない、周しゆう平へい宛あての書状で伊い東とう派は寝返りの真実を告げようとしたために強引に切腹させられたのだ、と土ひじ方かたさんは短く呟つぶやく。この人は、激するとしばし言葉が詰まる。流麗に言葉を紡つむぐ伊い東とうとは正反対の人なのだ。だからこそ、伊い東とうが雄弁に語れば語るほど、土ひじ方かたさんの怒りは増幅されていく。

「土ひじ方かたくん。私は入隊当初から、局きよく中ちゆう法はつ度とがある限り隊内で無残な粛しゆく清せいが繰り返されることを危惧していた。山やま南なみくんも心は同じだった。長ちよう州しゆう征伐の失敗以来、山やま南なみくんは法はつ度とが暴走しはじめていると悩んでいた。私もそうだ。だから私は、土ひじ方かたくん。きみに局きよく中ちゆう法はつ度との無残さを知ってもらうべく、敢あえて涙を吞のんで山やま南なみくんの切腹を実施した。無論、山やま南なみくんには拒否する選択肢もあった。しかし山やま南なみくんもまた切腹を選んだ。局きよく中ちゆう法はつ度とを緩めよ、みだりに隊士を法はつ度とで縛って切腹させるな、と彼女はきみに一命を賭として伝えたかったのだろう」

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうの流れるような弁明を聞きながら、土ひじ方かたさんの顔がどんどん青ざめていく。そして、無表情になっていく。これは──鬼の副長の顔だ。

「土ひじ方かたくん。どうか二度とこのような悲劇を起こさぬよう、局きよく中ちゆう法はつ度とを緩めていただきたい。これは山やま南なみくんの遺志でもある」

「──屁へ理り屈くつだな伊い東とう。お前は長ちよう州しゆう征伐の際に、開戦に反対する西さい郷ごうに押し切られ、長ちよう州しゆうを討てなかった。その結果、辛くも滅亡を免まぬがれた長ちよう州しゆう藩はんは討幕を唱え、幕府に公然と反抗する事態に。粛しゆく清せいを恐れたお前は、薩さつ摩ま藩はんに鞍くら替がえしようと──だが局きよく中ちゆう法はつ度とには『隊を脱することを許さず』とある。新選組を抜ければ切腹だ。お前は今回の山やま南なみさんの死を利用して法はつ度とを緩めさせ、隊を二つに割るつもりだ。ほんとうに頭がいい策士だな。すべては計算尽くだ。そういうことだろう、伊い東とう甲か子し太た郎ろう？」

　しばし声を失っていた土ひじ方かたさんが、別人のように淡々と語りはじめた。激情に心を支配される時間はもう過ぎている。こうなると、なにを言ってももう止められない。俺は一周目で何度も経験してきた。理もなしに上うわっ面つらの言葉だけで説得しようとすれば、かえって逆効果になる。理を説かずして、土ひじ方かたさんを納得させることはできないのだ。

　それでも土ひじ方かたさんを止めなければ。だが、どうやって？　ともかく伊い東とう甲か子し太た郎ろうにいったん黙ってもらうしかない。少しでも時間を稼ぎ、その間に打開策をひねり出すしかない。

　俺は、伊い東とうに「少しだけ待ってください」と目配せをした。しかし。

「違うな土ひじ方かたくん。それは誤解だ。きみは頭が良すぎて人を疑いすぎる。私は、山やま南なみくんを利用して腹を切らせるような卑劣な真ま似ねは断じてしない」

　ダメだ！　俺の視線は、あっさりと流されてしまった。伊い東とうは、弁が立ちすぎる！

「信じられないな。なぜならば──山やま南なみさんが脱走したというのは噓うそだ！　彼女は『江戸へ向かう』と置き手紙を残したのだろう？　山やま南なみさんは蛤はまぐり御ご門もんで負った腕の怪け我がの治りが悪く、剣を握れなくなっていた。私と入れ替わりに、四月には江戸の医学所に治療に向かうはずだった。伊い東とう甲か子し太た郎ろう、山やま南なみさんはお前を信頼していた。だからお前に新選組を託し、予定を繰り上げて医学所へ向かったのだろう。第二次長ちよう州しゆう征伐の開始までにどうしても怪け我がを完治させたかったのだろう。そもそも脱走するつもりなら、律りち儀ぎに行き先を告げていくはずがない。お前はその機を逃さず、山やま南なみさんの信頼を利用した──！」

「……江戸の医学所に……？　彼女は、そのようなことは一言も」

「言わせなかったのだろう？　そもそも山やま南なみさんが切腹する必要などなかった！　なぜなら江戸で、私は局長にこう提案するつもりだったからだ。今後、局きよく中ちゆう法はつ度とは緩め、みだりに隊士を切腹させないと──！」

　伊い東とう甲か子し太た郎ろう。山やま南なみさん。土ひじ方かたさん。

　三者の想いも、運命も、決定的にすれ違っていたのか。

　江戸と京。山やま南なみさんと土ひじ方かたさんが遠く離れたその時に。

　あの山やま南なみさんが粛しゆく々しゆくと切腹した理由は──長ちよう州しゆう征伐の失敗と天てん狗ぐ党とうの惨劇によって動揺する新選組にあって、暴走しつつあった局きよく中ちゆう法はつ度とを諫いさめるための死だったというのか。しかしその死には、まったく意味がなかったのか。こんなことがあっていいのだろうか。

「……なんだと？　では、京と江戸とで行き違いが……それは……それは……申し訳なかった……ほんとうに……土ひじ方かた、くん……」

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、愕がく然ぜんとしていた。細い肩が、小刻みに震えていた。

「……もう、遅い……私が局きよく中ちゆう法はつ度とを作り上げたことが、巡り巡って山やま南なみさんを……だが、伊い東とう。お前はまだ隠し事をしている。顔を見れば私にはわかる。ぜんぶ話せ。さもなくば、お前を薩さつ摩まの間かん諜ちようとみなす。それでいいのか？」

　確かに、なにかがおかしい。山やま南なみさんが法はつ度との暴走を止めるために最終的に切腹を選んだのだとしても、なぜ「江戸へ行く」と置き手紙を置いて京を発たった!?　山やま南なみさんが腕の治療のために医学所に向かっていたのは確かだ。最初から死ぬつもりだったわけではない。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうの説明は完璧ではない。重要ななにかが欠落している。

　土ひじ方かたさんが言うように、彼女はなにかを隠している。

　まだ、語られていないことがある。

　しかし、それがなんなのかは俺にもわからない。

　そこを伊い東とうが弁明してくれれば。すべてを打ち明けてくれれば。これ以上の悲劇は阻止できるかもしれない。

　それなのに、あれほど能弁だった伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、なぜかそれ以上弁明せず、

「春風に　吹き誘はれて山桜　散りてぞ人に　惜しまるるかな」

　と涙ぐみながら山やま南なみさんの死を悼いたむ和歌を詠よみ上あげると、そのまま口をつぐんで頭を深々と下げていた。

　この時、伊い東とう甲か子し太た郎ろうが真実をすべて打ち明けてくれれば、おそらく土ひじ方かたさんを止められた。この人は、道理さえ正しければ、みだりに相手を斬るような粗暴な人ではない。心根はとても優しい人だ。素顔は、豊ほう玉ぎよく宗匠なんだ。

　だが、伊い東とう甲か子し太た郎ろうは決して話さなかった。彼女が胸に抱いている秘密を。

　長く重い沈黙。

　そして、そのまま話し合いは終わった。

　対話が打ちきられたことによって、事態はさらなるすれ違いへと発展していく。

　局きよく中ちゆう法はつ度とは、まだ生きている。




　伊い東とう甲か子し太た郎ろうが、無言で邸宅を後にした直後。

　なおも正座の姿勢を崩さなかった土ひじ方かたさんは、唇を嚙かみ破やぶりながら静かに呟つぶやいていた。

「……ついに最後まで腹を割らなかったか。自ら薩さつ摩まの間かん諜ちようになったと認めたのか。伊い東とうはやはり第二の芹せり沢ざわ鴨かもだった。薩さつ摩まに寝返り、山やま南なみさんを奸かん計けいによって葬ほうむった伊い東とうの所業は、士し道どう不ふ覚かく悟ごだ──今夜ばかりは私を止めるな、周しゆう平へい」

　士し道どう不ふ覚かく悟ご。

　土ひじ方かたさんが臓ぞう腑ふを絞り出すように発したこの一言が、長い夜の惨劇の幕開けとなる。

「いえ、俺の首を賭けてでも止めます！　土ひじ方かたさん、どうか一晩だけ待ってください！　俺が伊い東とうを説得してきますから！　彼女が隠している真実を明かしてもらいます！」

「それはできない、周しゆう平へい。一晩の猶予を伊い東とうに与えれば、伊い東とう一派と試し衛えい館かん組ぐみの全面抗争になる。それ以前に、お前が伊い東とう一派のもとへ単身乗り込んだら、こんどはお前が殺される。山やま南なみさんが捕らわれて切腹させられたのと同じに。私はもう絶対に仲間を死なせたくない──」

「……土ひじ方かたさん……」




　すでに深夜。京の通りは豪雨。

　単身、近こん藤どう勇いさみ別邸を出た伊い東とう甲か子し太た郎ろうの背後を、土ひじ方かたさんと俺が追尾する。激しい雨音が二人の足音をかき消している。

　そして──万一に備えて油あぶらの小こう路じの十字路を固めるように待機していた試し衛えい館かん組ぐみの三人。大坂出張から戻って来た斎さい藤とうさん、左さ之の助すけさん、永なが倉くらさんが、伊い東とう甲か子し太た郎ろうが十字路へさしかかる瞬間を待っている。

　藤とう堂どうさんは、伊い東とうの門弟なので敢あえて外してある。芹せり沢ざわ鴨かも暗殺の際に同門の永なが倉くらさんを外したのと同じ理由だ。同門同士の斬り合いは悲劇でしかない。だから避けた。

　伊い東とうの背後に回った土ひじ方かたさんが、手信号で三人に指令を伝えていた。

　準備していた指令の合図は、三つ。

　山やま南なみさん切腹の件が話し合いで解決されれば、そのまま伊い東とうを帰す。

　もしも伊い東とうの門弟たちが斬り込みにくれば、全員で応戦して土ひじ方かたさんを護まもる。

　そして、伊い東とうが薩さつ摩まの間かん諜ちようであることが判明すれば、三人が伊い東とうの前方と側面を塞ぎ、後方を土ひじ方かたさんと俺が固め、伊い東とうを斬る。切腹はない。伊い東とう派は隊士たちが騒ぎ立てる前に斬ってしまう。芹せり沢ざわ鴨かもを仕留めた時と同様に。

　ああ。あの夜も、こんな風に豪雨だった。あの夜も、語り合った後、仲間を斬った。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうはついに、この切せつ所しよで胸きよう襟きんを開かなかった。

　故に、言うまでもなく。

　土ひじ方かたさんが三人に飛ばした指令は、「伊い東とうを斬る」だった──。

　永なが倉くらさんと左さ之の助すけさんが、無言で伊い東とう甲か子し太た郎ろうの左右へと歩み出る。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人。坂さか本もと龍りよ馬うまさんと同様に人斬りを好まず、剣を抜くことはないが、ひとたび抜けば凄すさまじい太た刀ち筋すじの持ち主だという。だが、それ故にどのような剣を用いるか誰も見たことがない。一対一なら、初見で立ち合って勝てる相手ではない。だから新選組の流儀、「一対多」で斬る。そのはずだった。

　しかし──伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、刺し客かくたちを前にしてなお、剣を抜かない。

　左右と背後を塞がれていることに気づきながらも。

　なぜだ。なぜ抜刀しない。

　むざむざ包囲されるつもりなのか。それはなぜだ。

　正面から、雨に濡ぬれた斎さい藤とうさんが剣の柄つかに指をかけながら進み出て、

「……伊い東とう先生。士し道どう不ふ覚かく悟ごにて処断します。お覚悟を」

　と、かぼそい声で伊い東とうに語りかける。斎さい藤とうさんの足が、一歩、二歩、三歩、と無造作に伊い東とうの身体へと接近していく。日頃の斎さい藤とうさんとは眼光が違う。凍いてつくような人斬りの目だった。斎さい藤とうさんは、こういう人だ。人を斬る時、自分の魂もまた死んでいく。そう信じている人だ。

「そうか。討ち手は斎さい藤とうくんか。無敵の剣の使い手だな」

　背後に立っている俺からは伊い東とう甲か子し太た郎ろうの表情は見えないが、なぜか彼女は微ほほ笑えんでいるように思われた──。

「……伊い東とう先生。剣を」

「きみほどの剣けん客かくでも、相手が丸腰では斬れぬか」

「……それが試し衛えい館かんの、新選組の士道だから。かつて自分は、江戸で人を斬った。近こん藤どうさんを百姓娘と見下し、自分の妾めかけになれと迫って拒否され、講こう武ぶ所しよ剣術指南役の内定を取り消した池いけ田だ甲か斐いの守かみを」

　な、なんだって!?　斎さい藤とうさんが!?




　　　◆




　講こう武ぶ所しよ内定取り消し事件が起きてから、数日後。

　あの男は、近こん藤どうさんに自らの悪行を吹聴されることを恐れて、夜道に近こん藤どうさんを襲撃した。いくら百姓娘あがりとはいえ、もしも近こん藤どうさんが「講こう武ぶ所しよ指南役の職が欲しくばわしの妾めかけとなれ」と迫られたと幕閣に訴えれば、どのようなお咎とがめが来るかもしれなかったからだと思う。

「……近こん藤どう、覚悟！　百姓娘は斬り捨て御免よ！」

　不意を突かれた近こん藤どうさんは、

「まさか？　甲か斐いの守かみさま？　私は決してあなたを訴えようなどと……」

　と目を潤ませて剣を抜こうとしなかった。まだあの男を情で説得できる、話し合えば和解できると信じていた。もしも近こん藤どうさんが一人で歩いていたら、そのまま斬られていただろう。

　しかしこの時、総そう司じと自分が近こん藤どうさんの背後を歩いていた。用心深い土ひじ方かたさんに「あの手の男は傲慢な上に小心者だから、血迷ってなにをするかわからない。そして近こん藤どうさんは人に甘い」と護衛役を命じられていたから。

　総そう司じが奔はしるよりも一瞬早く。

　自分の身体が勝手に反応して、甲か斐いの守かみの正面に。

　気づけば、迷うことなく抜き打ちで甲か斐いの守かみを斬り捨てていた。

　自分は変則の左ひだり利ききで、しかも独自の抜ばつ刀とう術じゆつを究めていた。怒りと憎しみとで近こん藤どうさんしか見えていなかった甲か斐いの守かみは、容赦なく放たれた自分の初しよ太だ刀ちを防げず、即死していた。

　この時、自分に「人斬り」という忌いまわしい才能が眠っていたことをはじめて知った。試し衛えい館かん最強の総そう司じでさえほんのわずかに反応が遅れたのに、自分は真剣で人を斬ることにいっさい躊躇ためらわなかった。総そう司じと自分とは違うのだ。自分の剣が、恐ろしくなった。

「か、甲か斐いの守かみさま!?　あ、あ……そんな!?」

「……殺すつもりはなかったけれど……手加減もしなかった……下手人は自分……」

　自分は、そのまま地面に正座して切腹しようとした。甲か斐いの守かみが死んでしまった以上、事件が発覚すれば近こん藤どうさんたち試し衛えい館かんの仲間たちに累が及ぶから。

「……自分は実家を追われた天涯孤独の身で、家族も帰る家もない。これでいい」

　でも、総そう司じと近こん藤どうさんが、自分を押しとどめた。

「ぐすっ……塾頭のボクが斬るべきだったのに、ごめんね……ごめんね、はじめちゃん……」

「ごめんなさい山やま口ぐちさん。まだ幼いあなたにこんな役を……私こそが士し道どう不ふ覚かく悟ごだったわ。お願い。どうか生きて。生きていれば必ず再会できるから。きっと迎えに行くから。天涯孤独だなんて言わないで。あなたは、私たち試し衛えい館かんの家族なのよ？」

　山やま口ぐち一はじめは、自分の本名。

　近こん藤どうさんに諫いさめられた自分は、切腹を思いとどまり、単身京へ逃げた。

　ところが、京は江戸育ちの自分には想像もつかない修羅場となっていた。

　斎さい藤とう一はじめと名を改めた自分は、勤王志士たちによる天てん誅ちゆうの嵐が吹き荒れる京で、やがて近こん藤どうさんたちと誓ったはずの士道すらも見失って、人斬り稼か業ぎようで食いつなぐ野良犬に堕おちた……。




　　　◆




　そうか。江戸医学所で沖おき田たさんが言っていた「あの時」とは──沖おき田たさんが病を抱えながら命を削って新選組のために剣を振るい続ける理由は──そういうことだったのか。

「その斎さい藤とうくんを、京に来た近こん藤どうくんが再び救った。見失った士道をきみに再び思いださせたということか。それが、土ひじ方かたくんが隠し続けてきた試し衛えい館かんの極秘事項か──」

「……京に潜伏していた自分は、江戸の浪士組に参加できず、浪士組参加者に与えられる恩赦を受けられなかった。それに池いけ田だ家けは、甲か斐いの守かみが自害したと幕府に届け出て嫡子の元げん之の助すけに家を相続させ、お家断絶を免まぬがれたけれど、自分が甲か斐いの守かみを斬ったことが漏れれば一族や講こう武ぶ所しよの剣士たちが自分に仇あだ討うちを挑んでくる」

　池いけ田だ家け──池いけ田だ甲か斐いの守かみ──待てよ？　そうか。江戸旗本を代表し彰しよ義うぎ隊たいを率いて薩さつ長ちよう軍相手に上うえ野の戦争を戦い、さらに箱はこ館だてへ転戦して新選組や土ひじ方かたさんとともに戦い続けた池いけ田だ元げん之の助すけは、池いけ田だ甲か斐いの守かみの嫡子だったのか！

　だから池いけ田だ元げん之の助すけは箱はこ館だてで土ひじ方かたさんと不仲だったんだ。新選組は父・甲か斐いの守かみの仇かたきだったから。しかし、箱はこ館だて陥落を前にした最後の最後に、彼はついに認めてくれたんだ。新選組こそが誠の武士だったということに。斬られた父の側に非があったということに。池いけ田だ元げん之の助すけも、父の恥を濯すすぐために幕府旗本として薩さつ長ちよう軍ぐんと戦い続けたのかもしれない。

「……土ひじ方かたさんが試し衛えい館かんのみんなに『決して誰にも漏らさぬよう』と箝かん口こう令れいを敷いて、自分を庇かばい続つづけてくれていた。京でみんなと再会を果たした自分は──新選組隊士として、誠の武士としてこの剣を振るうと決めた……だから、剣を抜く意思のない者は斬れない……」

「いいだろう、斎さい藤とうくん。ならば私も抜こう。士道を貫こう。新選組の参謀として」

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうが剣を抜く構えを取ろうとした、その瞬間に。

　どん、と間合いを詰めて跳ね上がった斎さい藤とうさんが、電光石火の速さで鞘さやから引き抜いた鬼き神じん丸まる国くに重しげを振り上げ、伊い東とう甲か子し太た郎ろうの胸から肩にかけてを一刀両断していた。

　豪雨の中、伊い東とうの身体が崩れ落ちていく。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうは、ついに剣を抜かなかった。抜く仕草を見せただけだった。

「……なぜ、抜かなかったの？」

　自らの命を捨てて伊い東とうの間合いに飛び込み、一撃を放った斎さい藤とうさんも。

　伊い東とうと戦えば一対多でも死闘になる、と蒼そう白はくになっていた土ひじ方かたさんも。

　みな、信じがたい思いだった。

　あの伊い東とう甲か子し太た郎ろうが、無抵抗のまま死を選ぶとは。

　北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうを極めた伊い東とうにとって、それでは剣とは、いったいなんだったのか。

「……斎さい藤とうくん。私には人を斬り殺した経験がない。修羅場に何度も身を晒さらして強敵を斬ってきたきみと立ち合っても、勝てなかっただろう。剣とはそういうもの……これでいい……私の死をもって、新選組における粛しゆく清せいの輪りん廻ねを……終わりにしてほしい……私の門弟たちとは……戦わないでほしい……彼らの脱隊を、認めてやってほしい……それが、山やま南なみくんの……遺志だ……土ひじ方かた……くん」

　伊い東とう甲か子し太た郎ろう、雨中で絶命。

　山やま南なみさんの仇かたきを討った、復ふく讐しゆうを果たしたという満足感などは、皆無。

「土ひじ方かたどの。問答無用で斬ったのは、やりすぎじゃない？　伊い東とうどのも武士だよ。新しん選せん組ぐみの仲間だよ。薩さつ摩まの間かん諜ちようだったのだとしても、切腹させてあげるべきだったのでは？」

　一本気な永なが倉くらさんが、やりきれない思いを土ひじ方かたさんにぶつける。

「……そうかもしれない、永なが倉くら。だが、この女は山やま南なみさんを殺した」

「山やま南なみどのは、行きすぎた法はつ度とを諫いさめるために敢あえて逃げなかったんだと思う。あたしも左さ之の助すけも、脱走する手引きをしようとした。伊い東とうどのにも助命を訴え続けた。それなのに山やま南なみどのは、あたしたちの誘いを断って自ら切腹を選んだ。伊い東とうどの一人の罪じゃないよ」

「……それは知っている。しかし伊い東とうは最後まで隠し事をしていた。今いま際わの際の遺言ですら、なにかを隠していた。新選組を裏切っていたということだ」

「いや。山やま南なみさんが切腹させられた時、伊い東とうは屯とん所しよに不在だったぜ？　おいらたち試し衛えい館かん組ぐみと一緒に、黒くろ谷たにの会あい津づ中将さまの処ところに出払っていた。近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんの代理としてよ。なあ、これってまずいんじゃねえか？　おいらもがらっぱちも、伊い東とう派はの連中に山やま南なみさんを殺されて頭に血が上っていたから、殺やる気まんまんだったけどよ。裏切り者の親玉が無抵抗のまま殺されるか？　早まった気がするぜ」

　左さ之の助すけさん？

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうの不在時に山やま南なみさんの切腹が行われた？　それはありえない。局長と副長が不在で総長自身が切腹。ならば、京において新選組を預かっていた参謀の伊い東とうが切腹を見届けねばならないはず。

「土ひじ方かたさん。伊い東とうさんはもしかしたら誰かを庇かばっていたのでは？　近こん藤どうさんたちが斎さい藤とうさんを庇かばっていたのと同じに」

「誰を庇かばっていたというのだ周しゆう平へい？　では伊い東とう派はの門弟たちの中に、真の薩さつ摩まの間かん諜ちようが？」

　いや。薩さつ摩まの間かん諜ちようではなく、あるいは。

　しかし、それ以上伊い東とう甲か子し太た郎ろうの真意について話し合っている時間はなかった。

　一斉に、伊い東とうの門弟たち、伊い東とう派は隊士たちが、伊い東とう甲か子し太た郎ろうの亡なき骸がらが崩れ落ちている油あぶらの小こう路じの十字路めがけて殺到してきたからだった。

「うああああ！　伊い東とう先生いいいいいい！」

「やりおったな、貴様ら！　この、血に飢えた壬み生ぶ狼ろどもが！」

「先生のご遺体を奪い返し、丁重に弔うのだ！」

「土ひじ方かたを斬れっ！　斬れ、斬れ！」

　伊い東とうの門弟たちは、伊い東とう甲か子し太た郎ろう暗殺を予感し、この近くに待機していたらしい。一対一で土ひじ方かたさんと談判に臨んだ伊い東とうの身を案じていたのだろう。だが、彼らは伊い東とうに見とがめられることを憂慮して、近こん藤どう勇いさみ別邸から少しばかり距離を置いていた。その分、一歩遅れた。まさか伊い東とうが近こん藤どう勇いさみ別邸を出てすぐに一いつ刀とう両りよう断だんされるとは、彼らも予想していなかったのだ。

　なにしろ、伊い東とう甲か子し太た郎ろうは北ほく辰しん一いつ刀とう流りゆうの達人。いくら討ち手が斎さい藤とうさんでも、無抵抗のまま瞬殺されるとは、俺たちですら考えてもいなかった。

「……伊い東とうの門弟たちが押し寄せて来た。どうする？」

「斎さい藤とう！　どうするもこうするも、こりゃ話し合う余地はねーな！　やるしかねーよ！」

「くっ。これ以上の同士討ちは止めよという伊い東とうどのの遺志は伝わらないか。だったら、武士として戦う他はないわね。来い！　新選組二番組隊長永なが倉くら新しん八ぱち、参る！」

「でも、左さ之の助すけさん。永なが倉くらさん。見てください！　あの人が、伊い東とう方に！」

　土ひじ方かたさん。

　いいんですか。ほんとうに、戦うしかないんですか。

　だって。

　敵の中には──あの人が。

　魁さきがけ先生が。藤とう堂どう平へい助すけさんが、いるんですよ。

「伊い東とう先生!?　先生……!?　どうして？　どうして、こんなことに？　うわあああああっ！」

　藤とう堂どうさん。どうして。なんで。俺たちはなぜ、また油あぶらの小こう路じで一周目と同じ殺し合いをしなくちゃいけないんだ。俺は新選組の運命を変えるために何度も死んで何度も蘇よみがえって手を尽くしてきた。それなのに抜けられないのか。この粛しゆく清せいの輪りん廻ねからは。

「捨て置けば薩さつ摩まへと奔はしる連中だ。ここで全員斬り捨てる！　新選組、抜刀！　ただし──ただし、平へい助すけだけは絶対に殺すな！　いいな！」

　土ひじ方かたさんが、和いず泉みの守かみ兼かね定さだを抜く。

　数的には圧倒的に不利。しかも、藤とう堂どうさんを斬ってはならない。それでも。

「「「「承知！」」」」

　俺たちは、伊い東とう甲か子し太た郎ろうの仇あだ討うちに燃えて三方から殺到してくる伊い東とう派は隊士たちめがけて突進した。

　剣と剣が、激突する。その度に、闇の中に煌きらめく星が奔はしる。

「──平へい助すけはあたしに任せて。うまく逃がしてみせる。あたしは未熟者で、山やま南なみどのを逃がせなかった。こんどこそ……！」

　永なが倉くらさんが、藤とう堂どうさんとの一騎打ち役を買って出た。永なが倉くらさんならば、藤とう堂どうさんを斬らずに説得できるはずだ。事情をなにも知らない平隊士が藤とう堂どうさんを斬り殺してしまった一周目のようなことにはならない。あの平隊士は、この場にはいないのだから。
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「……任せた。自分は数をさばく……こんな時、総そう司じがいてくれれば……」

　斎さい藤とうさん。彼女の目がさらに死んでいく。人を斬る毎ごとに魂が穢けがれる。沖おき田たさんと自分とはそこが違う。斎さい藤とうさんは、近こん藤どうさんを襲った甲か斐いの守かみを斬った時以来、そう思い込んでいる。それなのに、斎さい藤とうさんを斬ってくれる相手はいない。初見殺しの無敵の剣。流派すらはっきりしない我流の剣。左ひだり利ききの居合いという異形の剣が、斎さい藤とうさんを殺さつ戮りく機械へと変えていく。これ以上斎さい藤とうさんに人斬りをやらせたくはなかった。ましてや同士討ちなどは。

　しかし──そんな感傷に浸っている余裕など、俺たちにはなく。

「土ひじ方かたさん！　左さ之の助すけさん！　来ました、服はつ部とり武たけ雄おです！　伊い東とう道場最強の剣けん客かくです！　この男の二刀流は、片腕で剛剣を自在に操れる異常な腕力あってこその剣！　筋力に劣る女剣士には不利です！」

「抜かせ、小僧！　土ひじ方かた歳とし三ぞう！　伊い東とう先生を──伊い東とう先生を、なぜ犬のように路上で闇討ちしたああああっ！　この服はつ部とり武たけ雄お、生涯の不覚！　先生の優しさに甘えた結果が、この……うおおおおおおおっ！」

　服はつ部とり武たけ雄お。

　二メートル近い長身。体重は百キロを超えているだろうが、その身体に脂肪はほとんどついていない。全身が筋肉。そして伊い東とうとは異なり、修羅場で何度も人を斬ってきた刺し客かくだ。しかも、実戦での二刀流の使い手ともなると滅多に遭遇するものではない。一周目でも、二刀流を完全に使いこなしている剣士はほとんど見なかった。例外が、この服はつ部とり武たけ雄お。

「先に山やま南なみさんを捕縛して詰め腹を切らせたのは伊い東とうだ！　伊い東とうは覚悟の上だった！　死ぬために私に会いに来た！　貴様らを見逃してくれ、それが伊い東とうの遺言だった！　それでも伊い東とうの遺志を無視して戦うか、服はつ部とり!?」

「……では、先生は……先生は、やはり……土ひじ方かたあああああっ！　貴様は、局きよく中ちゆう法はつ度とに魂まで侵された悪鬼だ！　山やま南なみ総長を脱走者として捕縛し切腹させた者は、俺たち先生の門弟だ！　先生のご意志ではない！」

「なんだと？　そんなはずがあるか！　この期ごに及んで戯ざれ言ごとを……！」

「伊い東とう先生は長ちよう州しゆう征伐の折に西さい郷ごうに押されて、長ちよう州しゆう総攻撃を中止されてしまった。以来、隊内は『伊い東とう先生が薩さつ摩まに内通している』という噂うわさで溢あふれていた！　『江戸へ向かう』と置き手紙を残して京を発たった山やま南なみ総長を疑ったのは、先生ではない。俺だ、この服はつ部とりだ！　山やま南なみ総長は江戸の近こん藤どう局長と土ひじ方かたのもとに『伊い東とうは薩さつ摩まに内通しています』と密告しに行ったに違いない。俺がそう疑い、山やま南なみ総長を追いかけて屯とん所しよへ連れ戻した！　監禁中の山やま南なみ総長が谷たに周しゆう平へい宛あてに書いていた書状を取り上げたのも俺だ！　極秘事項とは伊い東とう先生の告発に違いない、これは江戸行きを諦めた山やま南なみ総長が暗号文を用いて書いた密告書状だと疑って……」

「そんな馬鹿な話があるか！　ではなぜ、伊い東とうは山やま南なみさんを切腹させた？　なぜ山やま南なみさんを止めなかった？」

「伊い東とう先生には総長を殺すおつもりなどなかった！　われらを強く𠮟られ、総長を解放しようとした！　しかし総長は、自分の切腹で局きよく中ちゆう法はつ度とを緩められるのならばこれも天命でしょう、と一向に逃げない。江戸行きについて弁明もしない。その裏で、総長は暗号文を江戸へ書き送ろうとして再度の密告を謀はかった。これ以上総長を捨て置けば、伊い東とう先生は法はつ度とに殺される。だから伊い東とう先生が試し衛えい館かん組ぐみとともに黒くろ谷だにに出張している隙に、俺たちが切腹させたのだ！　伊い東とう先生は、愚かな俺たち門弟を庇かばって、総長殺しの罪を一身に引き受けられたのだ！　だから……最後まで……真相を告げずに……ご自分お一人の命ですべてを終わらせようと……」

「ふざけるな！　伊い東とうは、薩さつ摩まに寝返ってなどいないと言っていた！　門弟たちにも内密に、敢あえて薩さつ摩まに接近して内情を探っていたのだ！　聡そう明めいな山やま南なみさんは察していたとも！」

「なんだって？　そ、そんな馬鹿な？　なぜ、先生はわれらにそのことを黙って……？　土ひじ方かたあっ！　うっ、噓うそを言うなあ！」

「貴様こそ、なぜ伊い東とうの庇かばい立だてに甘んじた！　なぜ私に真相を告げなかった！」

「伊い東とう先生は、必ずや自分が副長と一対一で話せばわかってもらえると……！　われら門弟は愚昧な剣けん客かくに過ぎん。しかし、聡そう明めいな先生ならばきっと……われらはそう信じて……」

「だが、いつでも私を襲撃できる手て筈はずは整えていたわけか！」

「そうだ！　冷血の女である貴様に先生の弁舌が通じるか否いなか不安だった。そして事実土ひじ方かた、貴様は先生を殺した！」

　土ひじ方かたさんの「気き組ぐみ」が、徐々に弱まっている。逡しゆん巡じゆん。後悔。動揺。

「危ない！　土ひじ方かたさん！　今は言葉を交わしている場合ではありません！」

　槍やりを突きながら服はつ部とり武たけ雄おと死闘を続けていた左さ之の助すけさんが「こなくそがあああ！　伊い東とうはなんで腹を割ってぜんぶ土ひじ方かたさんや服はつ部とりに話さなかった！　山やま南なみさんもどうして逃げなかったんだよおお？　結局このざまじゃねえかよおおお！　誰もかれも、ごちゃごちゃ考えすぎて、一人で重荷を背負ってよおおお！」と咆ほう吼こうする。

　巨漢の服はつ部とり武たけ雄おは腕が長い。剣も長い。左さ之の助すけさんの槍やりだけが、かろうじて互角に間合いを取れる。が、服はつ部とりは二刀流だ。左さ之の助すけさんの槍やりを剣でさばきながら、もう一本の剣で同時に攻撃できる。文字通りの怪物だった。

「原はら田だ！　右の剣は任せる！」

　土ひじ方かたさんが、剣を平ひら青せい眼がんに構えて再び服はつ部とり武たけ雄おへと突進する。

「貴様ら！　なぜ油あぶら小こう路じに来た！　なぜ師の死を無駄にした！　なぜはじめから私たちを襲撃しなかった！　すべてが手遅れになってから、なぜ来た！　貴様らは士し道どう不ふ覚かく悟ごだ！」

「そうだ！　俺たちは士し道どう不ふ覚かく悟ごだ！　わかっている！　疑心暗鬼にかられて山やま南なみ総長を死なせ、伊い東とう先生を死なせ、新選組を二つに割った！　故に、俺は今こ宵よいこの油あぶらの小こう路じで闘死する！　だが！　すべては局きよく中ちゆう法はつ度とがはじまりなのだ、土ひじ方かた！　貴様らが局きよく中ちゆう法はつ度とを盾にして筆頭局長の芹せり沢ざわ鴨かもを粛しゆく清せいしたこと、われらは決して納得できぬ！　いずれ伊い東とう先生も粛しゆく清せいされると疑うしかなかった！　事実、貴様は迷わず先生を殺した……！」

「黙れ！　法はつ度とは……法はつ度とは……山やま南なみさんは……死ななくてもよかった……それほどにあの人の心は、芹せり沢ざわ暗殺の夜に傷ついていたのか……私は……うわああああああっ！」

　土ひじ方かたさん！

　防御するつもりがない！　ダメだ！　服はつ部とりの間合いに無防備に飛び込んでいく！

　俺は土ひじ方かたさんの隣を併走し、服はつ部とりの左の剣を食い止めるべく突進する。

「小僧！　そのひ弱い腕では、俺の二本の剛剣は止められぬぞ！　死ねい！」

　なんだと？

　守りを捨て、二本の剣を同時に土ひじ方かたさんの頭へ打ち下ろそうと──!?

　止められない！　俺の剣一本では！

「はあ～？　こっちは無視かよ？　この左さ之の助すけさまを舐なめんじゃねえ、デカブツ！　その鎖くさり帷かた子びらをブッ通して串刺しにしてやんよおお！　うおらあああ！」

　ズンッ！

　左さ之の助すけさんの放った槍やり先さきが、服はつ部とり武たけ雄おの腹部を貫いていた。

　服はつ部とりは「承知の上だ！」となおも土ひじ方かたさんを斬ろうと剣を奔はしらせる。が、内臓を貫かれた瞬間、わずかに力が弱まった。俺が中空へ掲げた剣が、服はつ部とりが振り下ろした二本の剣先をまとめて撥はね上あげる。服はつ部とりの腕が伸び上がる。

「……小僧っ？　貴様の細腕になぜ、それほどの力が……!?」

　俺は何度も死んだ。死ぬ度に、俺の筋力も神経系も強くなっている。見た目からはわかるまい。

「服はつ部とり！　山やま南なみさんの……仇かたき……！」

「……ぐ……うっ……！」

　土ひじ方かたさんが、ついに服はつ部とり武たけ雄おを仕留めた。

　鎖くさり帷かた子びらで覆われていない首筋の頸けい動どう脈みやくへの、斬撃。

　一対三でも、勝敗はぎりぎりのところで決した。

　斎さい藤とうさんが多数の敵剣士を一手に引き受け、永なが倉くらさんが藤とう堂どうさんを引き受けてくれていたからこそ、かろうじて倒せた。化け物のような男だった。これほどの男でも、局きよく中ちゆう法はつ度と、そして芹せり沢ざわ鴨かも粛しゆく清せいは恐ろしかったのか。

　いや、そうではない。彼は、師匠である伊い東とう甲か子し太た郎ろうが粛しゆく清せいされることを恐れていたのだ。

　なんてことだ。

　二周目の伊い東とうは、敵ではなかったのだ。服はつ部とり武たけ雄おたち門人にも薩さつ摩ま間かん諜ちようの件を伏せていたのは、血気盛んな彼らから情報が漏れることを危惧していたからだったろう。だからこそ自らの命と引き換えに彼らを最後まで庇かばった。伊い東とうは、才子風の外見や態度から受ける印象とは異なり、同志に対しては誠実な人物だったのだ。

　だが、すべてが裏目に出た。彼女は心を開くまで時間がかかる故に、深く交際していない相手には誤解されやすい人だったのかもしれない。土ひじ方かたさんがそうなのと同じに。

　なぜ。どうして、こんなことに。

　そうだ。一周目で薩さつ摩まへと寝返った伊い東とうの本心はわからない。だが二周目の今夜の悲劇は、誤解は、伊い東とうを入隊させるか否いなか話し合っていた時に俺が土ひじ方かたさんへ告げたあの言葉が原因だ！




『土ひじ方かたさん。俺の勘を信じてください。伊い東とうは、いずれ裏切ります』




　ああ。土ひじ方かたさんに、俺の勘が必ず当たると信じてもらえるように動いてきたのは、他ならぬ俺自身だ。その俺自身が、あろうことか一周目の記憶と感情に引きずられて、こんなにも致命的で不用意な一言を漏らしていたんだ。土ひじ方かたさんは、伊い東とうよりも俺を信じたんだ。土ひじ方かたさんがこの切せつ所しよで伊い東とうを信じられなかったのは、俺のせいだ……！

（一人で大きすぎる秘密を抱えて誰にも心を開かなかったのは、この俺じゃないか。もっと早く近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんに真実を打ち明けていれば。近こん藤どうさんは、無条件で俺を信じてくれていたというのに。土ひじ方かたさんだって。俺がすべてを一人で背負わずに近こん藤どうさんや土ひじ方かたさんに自分の秘密を明かすと決めていれば、みんなで新選組の運命に立ち向かうという選択肢を採っていれば、この悲劇を阻止できたかもしれないのに）

　だが、悔いて泣いている場合じゃない。戦いはまだ終わっていない。服はつ部とりが倒れてもなお伊い東とうの門弟たちは戦いをやめない。新選組の隊士同士が、憎ぞう悪おをぶつけ合い激情をぶつけ合って、剣を振るい続けている。誰にも休む暇はない。数で劣る俺たちはもう息が上がっていた。刀もぼろぼろだ。このままでは……！

「平へい助すけ。すべては誤解だよ。不幸な行き違いがこの結果を招いた。誰の罪でもない。あたしは、土ひじ方かた副長から命令を受けている。平へい助すけだけは逃がせ、と」

「わたくしは逃げませんわ、新しん八ぱち！　わたくしは、伊い東とう先生と近こん藤どうさんを引き合わせた張本人ですもの！　勤王家の伊い東とう先生と、日々佐さ幕ばく寄りになっていく試し衛えい館かん組ぐみとの間には、最初から齟そ齬ごがありましたの！　すべてのはじまりは、それでもともにやっていけると考えていたわたくしの浅慮が生んだもの！　わたくしは山やま南なみさんを護まもることすらできなかった……！　ですから、わたくしは！　ここで戦って死にますわ！」

「……ああっ、もういいから、逃げやがれ！　お前がこの場にいる限り、こちとら土ひじ方かたさんたちに加勢できねえ！　みな疲ひ労ろう困こん憊ぱいし、刀も曲がり、あるいは刃こぼれしている！　このままじゃあ試し衛えい館かん組ぐみは残らず討たれちまうって言ってんだよ！　斎さい藤とうも！　左さ之の助すけも！　周しゆう平へいも！　おめえがどうしても試し衛えい館かん組ぐみを許せない、全員を討ち果たすというのなら、そん時ゃあたしは副長命令に背いておめえと戦う！　だが！　おめえがまだ試し衛えい館かんの友でいてくれるならば、逃げてくれっつってんだよ！」

「……新しん八ぱち……わたくしは……わたくしは」

「……まだ、あたしを友と思ってくれているのなら、お願い」

　永なが倉くらさんの説得に心を動かされた藤とう堂どうさんが。

　無言で剣を鞘さやに収めて、駆けだしていた。

　油あぶらの小こう路じの戦場から、離脱してくれたのだ。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうと土ひじ方かたさんが、最初からこの二人のように互いの腹を割って話し合っていれば、あるいは。だが、二人が友になる前に、事件は起こってしまった。

　これで、無傷の永なが倉くらさんが加勢に回ってくれる。土ひじ方かたさんたちもこの場を切り抜けて脱出できる。

　藤とう堂どうさん、ありがとう。どうか、生き延びて……。

　しかし。

　一周目と同じ光景を、俺は目撃しなければならなかった。




「……裏切り者……！」

「土ひじ方かた副長を死なせるな！」

「薩さつ摩まの間かん者じやめ！」




　油あぶらの小こう路じでの騒動を聞き付けて押し寄せて来た新選組近こん藤どう派はの平隊士たちが、逃げようとしていた藤とう堂どうさんと鉢合わせになり、そして。

「……あ……」

　隊士たちになにかを告げようとした、その瞬間。

　ドンッ。

　藤とう堂どうさんは、一撃で脳天を断ち割られていた。

　藤とう堂どう平へい助すけ、即死。

　同じだ。一周目と同じだ。見えない運命の糸に操られているかのように、同じ光景を俺はまた見ている。

　隊士たちは、屯とん所しよを空にしてきたらしい。戦力差は瞬時に逆転していた。こんどは俺たちとの激闘で疲弊しきっていた伊い東とうの門弟たちが追われ、逃げる番だった。

　斎さい藤とうさんは、なおも脇わき差ざしを抜いて彼らを追い、間合いに入った者を容赦なく斬り続けていた。藤とう堂どうさんの死を目まの当あたりにして、心の中のなにかが切れたかのように。もう……あの人見知りで若い男を恐れる内気な斎さい藤とうさんじゃない。身も心も人斬りになってしまった。

　俺も。土ひじ方かたさんも。左さ之の助すけさんも。永なが倉くらさんも。

　剣を振るう気力も体力も、残っていなかった。

　永なが倉くらさんが、天を仰ぎながら叫んでいた。

「あたしたちは道を誤った。伊い東とうどのを切腹させて、それで収めるべきだったのに……」

　左さ之の助すけさんは、路上に倒れて動かなくなった藤とう堂どうさんの身体を抱き起こしながらわんわんと声をあげて泣いていた。

「平へい助すけ？　おい、平へい助すけ？　起きろよ。なんでお前、死んでるんだよ？　がらっぱちが逃がしたのに、なんで？　なんだよ、これ。おいらたちは、いったいなにをやってんだよ？　こんなの、おかしいじゃねーか！　なんで試し衛えい館かんの仲間同士で……こんな……！」

「……土ひじ方かたどの。あたしは新選組を抜ける。誠の武士となって京の治安を護まもり帝みかどと将軍をお護まもりする、それが新選組の目的だったはず。こんな陰惨な内部抗争をするために、あたしたちは京へ上ってきたんじゃない。会あい津づ藩はんの命令とはいえ、芹せり沢ざわ鴨かもを殺したことがそもそもの過あやまちだったんだよ。友を殺すために剣を振るうのはもう嫌。法はつ度とを破って隊を脱する者は斬るというのならば、あたしを斬ってくれて構わない」

「がらっぱちが抜けるなら、おいらも抜けるぜ！　斬るんなら、斬れ、斬れ！　もう一度切腹して、こんどこそ死んでやろうじゃねーか！　山やま南なみさんと平へい助すけんところに行ってやんよ！」

　油あぶらの小こう路じの十字路で隊士同士の全面激突という惨劇が続く中、永なが倉くらさんと原はら田ださんが、ついに脱隊を口にした。一周目では、京から追われた新選組が甲こう州しゆうでの戦に敗れた時に起きた二人の離脱。それが、早々と起きてしまった。新選組は、崩壊した。

「……局きよく中ちゆう法はつ度とは、緩めるつもりだった……江戸で近こん藤どうさんと話し合って……そう決めていた……私の決断が遅れたのが、すべてだ……新選組を去るなら、去ればいい……」

　土ひじ方かたさん。

　俺に、なにか。なにか言ってください。

　俺は、あなたのためならば、なんでもします。どんな命令でも。だから、どうか。

　伊い東とうは必ず裏切るなどと口走った俺を、あなたにずっと隠し事をしてきた俺を、責めてください。𠮟ってください。

　ほんとうに間違えていたのは、俺なんです。

　一周目より多くの武功をあげても、俺一人の力で未来を変えようと奔走しても、人斬り集団となっていく新選組の破滅の運命は変わらないということに。

　源げんさんを失った蛤はまぐり御ご門もんで、俺はどうして気づかなかったんだろう。




「……周しゆう平へいちゃん？　おまん、こんなところでなにをやっちゅうがか!?　仲間同士でなにを……この、べこのかあどもがあああ～！　なんでじゃ。なんで、こがいなことをしゆう？　どういて、命を無駄に捨てるがじゃ？　おまんらには……失望したぜよ！」




　さ、坂さか本もとさん？　なぜ京に？

　そうか。師匠の勝かつ海かい舟しゆうと引き離され、幕府に見切りをつけた坂さか本もとさんは、一周目同様に西さい郷ごうを頼って京の薩さつ摩ま藩はん邸ていへ来たんだ──。

　そうだ。やっと俺は理解した。新選組の間違いは、芹せり沢ざわ鴨かも粛しゆく清せいからはじまっていたんだ。あの時から、局きよく中ちゆう法はつ度とが新選組を縛ったんだ。伊い東とう派はの疑心暗鬼も、山やま南なみさんの覚悟の切腹も、すべては局きよく中ちゆう法はつ度とが原因だ。

　しかし、土ひじ方かたさんが局きよく中ちゆう法はつ度とを作ったことは、決して間違いではない。

　土ひじ方かたさんは、池いけ田だ甲か斐いの守かみや殿との内うちのような士し道どう不ふ覚かく悟ごな者を武士として認めるわけにはいかなかった。それ以上に新選組が、近こん藤どうさんが、ひとたびは人斬りの闇に堕おちた斎さい藤とうさんが、試し衛えい館かんの仲間たちが誠の武士になるために、人斬りに堕おちないために、法はつ度とは必要だった。

　だが心の優しい土ひじ方かたさんには、法はつ度とを厳格に適用して仲間を死なせるという任務は耐えがたい重荷だったんだ。本来、法はつ度とのために武士がいるのではない。武士として生きるために法はつ度とがある。でも、仲間を失う毎ごとに精神を摩耗していった土ひじ方かたさんは、次第に「法はつ度とを遵守せねば、死なせた友に会わせる顔がなくなる」と法はつ度とに取とり憑つかれて──。

　ならば、土ひじ方かたさんの運命を変えるために、俺がなすべきことは──！

　俺は、あのおびただしい犠牲を出した蛤はまぐり御ご門もんで土ひじ方かたさんに介かい錯しやくを願い、闘死するべきだったんだ。気がつけば、源げんさんを捨て石にしてしまっていた。

　俺は、この二周目の日々を失うことを恐れていたんだ。一周目よりも、みんなと打ち解けることができた。土ひじ方かたさんは、一周目の京時代よりも俺に優しくしてくれた。若い男が苦手で無口だった斎さい藤とうさんとも、信頼関係を築けた。甘くて優しい義は母はになってくれた近こん藤どうさんとも。妹のように懐なついてくれた沖おき田たさんとも。実のお姉さんのように親切にしてくれた山やま南なみさんとも。孤独だった最初の人生で手に入れられなかった家族の幸福を、俺は……だから、あの蛤はまぐり御ご門もんの戦いがすでに失敗だったことを、今まで認められなかった。だから、俺が新選組壊滅の未来から死に戻ってきたという真実を土ひじ方かたさんに隠すようになっていた。

　俺が。

　俺こそが、士し道どう不ふ覚かく悟ごだ。

「……坂さか本もとさん。申し訳ありませんでした。あなたのおかげで目が覚めました。また、会いましょう」

「ん？　周しゆう平へいちゃん？　また会うって、おまん。道端に正座して腹を晒さらして、なにを……!?」

　土ひじ方かたさんが「周しゆう平へい？」と俺の異変に気づき、駆け寄ってくる。

　またしても情に流されてしまうから。

　言葉で説得するよりも早く。

　俺は、脇わき差ざしを自分の腹へ深々と突き立てていた──。

「周しゆう平へいちゃんっ？　おまん、なにを……？」

「し、周しゆう平へい？　やめろ！　やめてくれ！　お前まで、私を置いて逝いってしまうのか？」

「……土ひじ方かたさん。俺も新選組を抜けます。副長補佐係が無断で副長のもとを去る。これは士し道どう不ふ覚かく悟ごです。局きよく中ちゆう法はつ度とは、まだ生きています……介かい錯しやくを、お願いします」

「ダメだ！　ダメだ、ダメだダメだ！　どうしてだ。私の無様さに失望したのか、周しゆう平へい？　お前に失望されて当然だ。私が愚かだった。芹せり沢ざわさんを殺したことが澱おりのように心の底に澱よどんで、局きよく中ちゆう法はつ度とに魂を縛られて、新選組の仲間たちを、友たちを死なせてしまった……！　怒りにあかせて伊い東とうを殺すべきではなかった……！　伊い東とうに対して、私から先に胸きよう襟きんを開くべきだった！　近こん藤どうさんの信頼を裏切った！　斎さい藤とうが甲か斐いの守かみを斬った件をお前に伝えていなかったことは謝る！　いずれ時期を見て打ち明けようと思っていた……私は決してお前を疑っていたわけじゃない！　周しゆう平へい。どうか、お前だけは……！　最後まで私のもとに……！」

　いえ。土ひじ方かたさん。俺のほうこそ、あなたにずっと隠し事をしていました。信じてもらえないのだとしても、怪しまれ嫌われるのだとしても、粛しゆく清せいされるのだとしても、俺は勇気を奮って土ひじ方かたさんに何度でも告げるべきだったんです。

　俺がほんとうに未来から来たということを。新選組の破滅を見てきたという真実を。

「……意識が、薄れてきました……早く……お願いします……俺が、近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんを誠の武士にします。何度生まれ変わっても、新選組に尽くし続けます。あなたの運命を変えるまでは、何度死んでも、絶対に諦めません。だから、手遅れになる前に俺の首を斬ってください！　早く！　俺を、信じてください……！」

　土ひじ方かたさんの嗚お咽えつが、聞こえる。

　どうして。どうして。どうして。そう繰り返しながら、土ひじ方かたさんは躊躇ためらい続けた。このままでは……俺は……自死して、しまう……それでは、もう、再生できない……まずい……土ひじ方かたさん……。




「おお、そうか！　なんとのう、わかったぜよ！　土ひじ方かたちゃん。迷いな！　介かい錯しやくしちゃれ！　急ぐちや！　周しゆう平へいちゃんにまっこと惚ほれちょるなら、斬ってやるがじゃ！」




　坂さか本もとさんのその声と同時に。

　土ひじ方かたさんが、言葉にならない叫び声をあげながら、剣を一いつ閃せんした。

　俺の首が、胴を離れる感覚。

　暗転。




『お前──闘死したな？』




　五度目の、死。




（申し訳ありませんでした、土ひじ方かたさん。俺は、もっと強くなります。芹せり沢ざわ鴨かもよりも、強く。何度でも、何度でも。何度でも闘って、死んで、そしてあなたの元に戻ってきます──）
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【Re:Re:島しま原ばら　角すみ屋や／文久三年九月十六日】




　芹せり沢ざわ鴨かも暗殺当日。夕刻。島しま原ばらの角すみ屋や。

「うおーい！　みんなー、今夜は無礼講だあ！　原はら田だ左さ之の助すけ、ヘソ踊りを踊りまあ～っす！　ほーれ、がらっぱちも踊れ、踊れ～！」

「左さ之の助すけ。だから、どうしてあたしまでっ!?　嫌だっ、殿方の前でヘソは出さないぞっ！」

　まだ芹せり沢ざわ一派は角すみ屋やに到着していない。今は試し衛えい館かん組ぐみの隊士たちが先行して角すみ屋やに入り、宴うたげの準備に追われている。今夜は、芹せり沢ざわ鴨かもたちを接待して泥でい酔すいさせなければならない。少しでも不ふ手て際ぎわがあれば、芹せり沢ざわは激怒して飲まずに帰ってしまう。だから事前にすべての準備を試し衛えい館かん組ぐみで進めているのだ。

　左さ之の助すけさんだけは相変わらずだが。この後八や木ぎ邸ていでの仕事が控えているというのに、酒まで飲んでいる。もしかしたら──仲間想いの左さ之の助すけさんは、酔わないと仲間の暗殺なんてやってられないのかもしれない。

　この角すみ屋やで誰がどんな動きをするのか、俺はもう暗記している。

　酒の代わりに塩盛り汁粉を一杯、腹に流し込み終えた俺は──席を立っていた。

「土ひじ方かたさん。少しお話が。別室にて、二人きりで」

「ふええええ？　周しゆう平へいくんが、土ひじ方かたさんを口説こうとしているー!?　いよいよ豊ほう玉ぎよく宗匠にも春が来ましたなあ！　ひゃーひゅー！」

「ひゃーひゅーじゃない総そう司じ。周しゆう平へい、いったいなんの用事だ？　わ、私は忙しいのだぞ。先日、前まえ川かわ邸ていで斬りかかった件の仕返しでもする気か？　『俺は未来から来ました』などと与太話を蒸し返したら、怒るぞ。い、言っておくが、隊士の色恋は御ご法はつ度とで切腹……」

「行ってきなさい、トシちゃん。周しゆうちゃんの大真面目な顔を見て。きっとこれは……周しゆうちゃん？　義は母はは、二人の仲を応援していますからねえ？」

　沖おき田たさん、土ひじ方かたさん、近こん藤どうさんの反応ももう、わかっている。

　結局、土ひじ方かたさんは文句を言いながら、俺と別室で二人きりになってくれる。

　そして。




　他の隊士たちに声が届かぬ別室で。

　俺は、土ひじ方かたさんを激怒させていた。

「局きよく中ちゆう法はつ度とを盾にしての芹せり沢ざわさんの暗殺に反対するだと？　今さら、なにを言いだす。どんな命令であっても私の言葉に従うと誓ったのは噓うそだったのか、周しゆう平へい!?」

「土ひじ方かたさん。俺は土ひじ方かたさんの命令に常に従います。ただし『新選組にとって致命的な事態に繫つながらない限り』とも言いました。筆頭局長をはじめ、不ふ逞ていの隊士たちを今こ宵よい粛しゆく清せいすれば、確かに浪士の群れに過ぎない新選組は鉄の規律を持った軍団として生まれ変われます。しかしながら同時に、局きよく中ちゆう法はつ度とによる粛しゆく清せいの連鎖がはじまります。新選組にとって致命的な事態となるんです。たとえば繊細な山やま南なみさんは内心、この粛しゆく清せい計画を酷ひどく憂いています。仲間を斬れば斬るほど、斬った俺たちの魂も澱よどんでいきます。新選組はやがて局きよく中ちゆう法はつ度とに支配され、みな、疑心暗鬼に憑つかれます」

「……まるで未来を見てきたような言い方だな、周しゆう平へい？」

「そうです。壬み生ぶでの初対面の時に、自分は未来人だと言いました。あの言葉はほんとうです。俺は新選組隊士として土ひじ方かたさんとともに未来を過ごし、新選組が滅びてゆく結末を見てきました。誰も望んではいなかった無残な未来を見て、土ひじ方かたさんのもとに帰ってきました。芹せり沢ざわ鴨かもを殺せば止められない悲劇がはじまります。だから俺は芹せり沢ざわ鴨かも暗殺に反対することにしたんです」

　新選組隊士として未来を生きてきたと言うのか？　そんな戯ざれ言ごとを真に受ける私ではない。命令に背けば周しゆう平へい、お前も……切腹だ、と土ひじ方かたさんは目を潤ませながら俺を説得する。

「私が、芹せり沢ざわさんを斬りたくて斬ろうとしていると思うのか？　違う。今の新選組は、商家からの押し借りを繰り返し、断った商家を焼き討ちし、至る所で狼ろう藉ぜきの限りを尽くす、そんな無軌道な壬み生ぶ浪ろの集まりに堕している。その上、会あい津づ藩はんの下に居づらくなった芹せり沢ざわさんは長ちよう州しゆう方がたへ寝返ろうとしている──これは会あい津づ藩はんのご家老からの命令だぞ。芹せり沢ざわさんを斬らねば新選組と有あり栖す川がわの宮みやの江戸下げ向こうが実現し、幕府を裏切った新選組は居場所を失い、不ふ逞てい浪士の群れとして処断される」

「それでも、俺は仲間の暗殺には反対です」

「まさか……私をほんものの冷血女だと思っているのか、周しゆう平へい？　お前だけは、私の真意をわかってくれていると信じていた」

「土ひじ方かたさんの真意はわかっています。いえ、僭せん越えつながらわかっていると信じています。土ひじ方かたさんは新選組を最強の軍団として鍛え上げ、親友であり姉である近こん藤どうさんの『誠の武士になる』という夢を叶かなえたい。その一心で鬼の副長の仮面を被かぶり、隊の憎まれ役として生きる道を選ばれた。あなたにしかできないことです。俺は、そんな土ひじ方かたさんを尊敬しています」

「……ならば聞いてくれ周しゆう平へい。確かに私は、自分自身の出世にも時勢にも興味はない。ただ近こん藤どうさんの夢を叶かなえたいだけだ。近こん藤どうさんが誠の武士になるには、血筋だけを誇る旗本たちが身分にあぐらを搔かいている江戸ではなく、この動乱の京で剣を振るい武士としての誠を天下に見せるしかない。そして今、その機会が永遠に失われようとしている。これは試し衛えい館かん組ぐみだけの秘密だったが、お前に打ち明けよう。かつて江戸で近こん藤どうさんは──」

　その秘密をすでに、俺は知っている。なぜ近こん藤どうさんが誠の武士を目指したか。なぜ近こん藤どうさんが江戸を捨てて、試し衛えい館かんの仲間とともに浪士隊に参加して上じよう洛らくしたのか。斎さい藤とうさんはなぜ一人で京に先行して潜伏していたのか。誠の武士となるために京に居残った後、なぜ士道を貫くための峻しゆん烈れつな法はつ度とを土ひじ方かたさんが作成せねばならなかったのか。

　俺はこれまでの周回で蓄積してきた情報のすべてをつなぎ合わせ、土ひじ方かたさんに説いた。

「斎さい藤とうさんの男性恐怖症と腹痛癖はおそらく、池いけ田だ甲か斐いの守かみを斬った時の心の傷が発端です。土ひじ方かたさんは、たいせつな仲間が人斬りに堕していく姿をもう見たくなかった。新選組は、試し衛えい館かんの仲間たちは、不ふ逞てい浪士を斬るという厳しい任務を遂行しつつも、誠の武士の集団であらねばならなかった。だからこそ新選組には局きよく中ちゆう法はつ度とが必要だったんです。ただ殿との内うちや新にい見みが女隊士を襲ったからだけではありません。局きよく中ちゆう法はつ度とは、誠の武士でありたいという近こん藤どうさんの、そして土ひじ方かたさんの、夢そのものなんです」

「……ど、どうして、お前が斎さい藤とうの件を知っている？　試し衛えい館かん組ぐみ以外には誰も知らないはず。近こん藤どうさんの同意を得た上で、私自身が箝かん口こう令れいを敷いているのだぞ？　いくらお喋しやべりな総そう司じでも、親友の斎さい藤とうの過去を漏らすはずが……」

「俺が未来から来たからです。未来で知ったんです」

「そんな話がありえるか！　本来ならその秘密を摑つかんだ者は切腹だぞ！　お、お前は、近こん藤どうさんの養子だから、こ、今回だけはお目こぼししてやるが、だ、誰にも口外するな！」

　やはり、俺が未来人だということを土ひじ方かたさんに信じてもらうには証拠も理屈も足りない。土ひじ方かたさんは合理主義者だ。確かな理屈なしに信じてもらえるはずもない。

「……周しゆう平へい。どうやらお前には、私が想像していた以上に諜ちよう報ほうの才能があるらしい。しかしそこまでわかっていて、どうして私に異を唱える？　どうしてだ？」

「局きよく中ちゆう法はつ度とは隊士をまとめ上げるために必要な規律だと思います。ですが、切腹はまだしも、隊士の暗殺だけはいけません。土ひじ方かたさんは仲間に優しく、そして自分に厳しい人です。それ故に、ひとたび仲間を殺せば、例外を認めれば芹せり沢ざわさんを殺した意味がなくなると思い詰めて、これからも仲間を殺し続けることになります。新選組は──局きよく中ちゆう法はつ度とによって滅びます」

「では、私にどうしろと？　芹せり沢ざわさんに切腹を命じて、自ら腹を切ってもらえと？　不可能だ。会あい津づ藩はんに、われらに芹せり沢ざわさんは制御できないと詫わびて、近こん藤どうさんたちとともに多た摩まへ戻れと言うのか？　私には新選組副長の役目は重荷だと？　百姓の娘は死ぬまで百姓として生きるしかないと、夢を諦めろと、近こん藤どうさんに告げろと？」

「違います。ただ、一人ですべてを抱え込まないでほしいんです。俺も、土ひじ方かたさんの業ごうをともに背負いたいんです」

「……お前の言動を疑い、試し衛えい館かん組ぐみの重要な秘密を隠していた私に、なぜそこまで……？」

「それは……それは、俺が芹せり沢ざわ鴨かもの問題を解決し得たその時に、お伝えします。実は俺も、あなたに秘密を隠しているんです。土ひじ方かたさん」

「み、未来から来たという与太話なら、もう聞いている。奇想天外な話過ぎて、私には信じたくても信じられないというだけだ」

「いえ。もうひとつ、俺にはどうしても土ひじ方かたさんに伝えられなかったことが……伝えたいことが。未来から来たという話を信じろとは言いません。ですが、どうか俺の誠を信じてください」

「……わからない。私はお前を信じたい。でも、周しゆう平へいが未来から来ただなんて……だって。その目で新選組が滅びる未来を見たというのならば、逃げれば済むはずだ！　はじめから新選組などに入隊しなければいいはずだ！」

「土ひじ方かたさん。俺は逃げません。新選組と土ひじ方かたさんから逃げれば、俺は誠の武士ではなくなります。いえ、それ以前に、男でなくなる。これは、俺自身の……我わが儘ままです」

「……私をこれ以上混乱させるな……お願いだ……周しゆう平へい。私は……お前を、失いたくない」

　土ひじ方かたさん。

　泣いてくれるのか。

　土ひじ方かたさんにとってはまだ出会ってまもない俺の造反に、怒ってくれるのか。哀かなしんでくれるのか。

「俺の願いはただひとつ。たとえ何度死のうが、土ひじ方かたさんと新選組の運命を変えるために戦うことです。切腹など隊士の誰にも命じたくはない。仲間の死を、友の死を、見たくない。まして暗殺なんて。それが土ひじ方かたさんの本心です。その本心を押さえつけるために、土ひじ方かたさんは局きよく中ちゆう法はつ度とに魂を縛られていく。今夜こそ俺が、土ひじ方かたさんを法はつ度とから解き放ちます」

「……周しゆう平へい……だが、芹せり沢ざわさんと話し合う余地は、ないぞ……」

「いえ。芹せり沢ざわさんの寝返りは本気ではありません。別に目的があります。沖おき田たさんを有あり栖す川がわの宮みやのもとへ連れて行ったのは、そのためです。故に、芹せり沢ざわさんを説得する方法はあります。芹せり沢ざわ一派を活いかし、新選組をも活いかす道を説きます。その時こそはじめて歴史が変わる。あの男を、俺が説得します」

「……説得する方法……？」

「それは剣です。あの男と語り合うすべは、剣以外にはない。そして、士道を見失っているあの男には、渡すべき餞せん別べつが必要です。それは、土ひじ方かたさんが作成した……」

　しばしの沈黙。

「……そうか。わかった……だが周しゆう平へい、それは修羅の道だ……成功する可能性など、なきに等しい……」

　土ひじ方かたさんに、伝わった。芹せり沢ざわ鴨かもと新選組の未来を変える方法。それは。

　周しゆう平へい。あまりにも無謀だ。死ぬつもりなのか。勝手な真ま似ねはするな、許さないぞ、と土ひじ方かたさんが俺の手を握りしめる。

「だいじょうぶです。俺は、あなたの鉾ほこです。最後まで土ひじ方かたさんにお供します。土ひじ方かたさんとともに行きます、どこまでも──」




【Re:Re:八や木ぎ邸てい前／同日】




　陽が落ちた。

　豪雨。

　八や木ぎ邸ていの門から、芹せり沢ざわ一派が悠然と乗り出してくる。

　芹せり沢ざわ鴨かも。

　同じく水み戸と藩はん出身。平ひら山やま五ご郎ろう。平ひら間ま重じゆう助すけ。野の口ぐち健けん司じ。

　一対四。しかも相手は誰も酔っていない。まだ角すみ屋やに着いていないのだから。

　俺が目的を成し遂げる機会は、彼らが角すみ屋やへと向かうこの時間帯しかない。

　土ひじ方かたさんが芹せり沢ざわ鴨かも暗殺を決行するよりも早く。

　芹せり沢ざわ鴨かもを含む四人を、俺が倒す。独力で。しかも峰みね打うちでなければならない。芹せり沢ざわ鴨かもを生かして壬み生ぶから去らせなければならない。

　無謀にも程がある。暴挙だった。それでも。

　俺は油あぶらの小こう路じで、服はつ部とり武たけ雄おの二刀流の剛剣を見た。あの男と戦った。

　一対多、しかも相手側に圧倒的な強者がいるという立ち合いの不利を覆くつがえすには、攻防一体の二刀流を会え得とくするしかない。そう閃ひらめいた。

　俺は、右手一本で打うち刀がたなを構え。

　近こん藤どうさんが隊士に推奨してきた長なが脇わき差ざしを、左手に構える。

　これで、一対四が、一対二となる。理屈の上では──。

「なんだ、お前？　抜きやがったな？　確か近こん藤どうんところの……」

「迎えに来たって顔じゃねえな？　まさか、てめえ」

「われらを討ちに来たのか。たった一人で」

「……ほう。これは驚いたぞ、小僧。昨日までの近こん藤どう周しゆう平へいとはまるで別人じゃねえか。貴様が二刀流の使い手だったとは知らなかったぜ。見事な脱力ぶりよ。いったい何度、死地を搔かい潜くぐってきた？　われらを討つために爪を隠していたか」

　みな、油断するな。実戦で二刀流の相手と斬り合った経験はわれらにもない。しかもこの小僧は並の使い手ではない、と芹せり沢ざわ鴨かもが平ひら山やまたちを一喝し、そして抜刀した。

　神しん道とう無む念ねん流りゆうを究めた三人の水み戸と隊士たちが、芹せり沢ざわに続いて一斉に抜刀。

　雨中で、無言の斬り合いがはじまる。

　無謀な戦いに見えるかもしれない。

　だがもう、神しん道とう無む念ねん流りゆうの太た刀ち筋すじはすべて見切っている。この立ち合いで誰がどう動くかも。俺がどう動けば相手がどう反応するかも。

　すべて、この身体が、この剣が、覚えている──。

　故に、一騎当千の神しん道とう無む念ねん流りゆう剣士平ひら山やま五ご郎ろうも、平ひら間ま重じゆう助すけも、野の口ぐち健けん司じも、今の俺の敵ではなく。

「……こいつ」

「われらの動きを、すべて見切って……」

「……千里眼か!?」

　脇わき差ざしを盾として用いつつ、打うち刀がたなによる電光石火の峰みね打うちで、三人を次々と倒す。

　みな、神しん道とう無む念ねん流りゆう免許皆伝の腕前だ。懐ふところに飛び込んで斬り殺すのは容易たやすくとも、峰打ちで三人を倒しきることができるようになるまで、どれほどの経験が必要だったか。

　ここまでは、想定通り。いや、経験通り。

　これで残るは、芹せり沢ざわ鴨かもただ一人。

　この男と対話するためには、ただ剣あるのみ。

　剣でこの男をねじ伏せなければ、言葉で話し合うことはできない。

　そして、この男は途方もなく強い。

　しかも俺はすでに、息が上がっている。三人の手て練だれを倒した時点で、体力をおびただしく消耗している。対する芹せり沢ざわは、まだ消耗していない。

　ここからだ。ここからが、どうしても──。

「ほう？　驚いたぜ。とんでもねえ腕力だな、周しゆう平へいよ。片手で剣を防ぎながら、残る片手で平ひら山やまたちをブッ倒すたあ。その細腕のどこにそんな力が？　沖おき田たの華麗な剣とはまるで異なる泥臭ぇ剣術だが、てめえには──俺と命のやりとりをする資格があるらしい。さあ、来いよ。邪魔者はいねえ。みな、今頃は角すみ屋やだ。この芹せり沢ざわ鴨かもが、斬ってやろう」

「承知。だが俺は、あなたを殺しに来たのではなく、あなたと語り合いに来た。俺があなたに勝ったら、俺の言葉を聞いてくれますね？」

「へっ。殺さずにこの芹せり沢ざわ鴨かもを倒せると思っているのなら、おめえさん大馬鹿だぜ。俺を止めるにはよう、急所を斬撃して殺す以外にねえぞ？」

「約束してください芹せり沢ざわさん。あなたは本気で有あり栖す川がわの宮みや側に寝返ろうとしているのではない。あなたは寝返りなどよしとしない。ただ最強の剣士沖おき田た総そう司じと立ち合いたかった。それだけでしょう。だから、会あい津づ藩はんが沖おき田たさんたちに自分を始末させるように仕向け、今こ宵よいの修羅場を演出した。ですが、そのあなたの酔狂さのために新選組を、土ひじ方かたさんたちを破滅させるわけにはいかないんです。水み戸とで同志を斬って死に損ねたあなたは、ただ己の死に場所を求めているだけだ！」

「ふん。そこまで俺の腹の内を見透かしていやがるのか。得体の知れない小僧だぜ、まったく。いいだろう。武士に二言はねえ。俺にもの申す資格がある奴やつぁ、俺よりも強い剣士だけよ！　さあ、俺を倒してみせな、近こん藤どう周しゆう平へい！」

　芹せり沢ざわ鴨かもが大だい上じよう段だんから、規格外の一撃を放ってきた。

　速い。そして、重い。この男の屈強な肉体があればこそ、このような天てん衣い無む縫ほうの斬撃が可能となる。

「脇わき差ざし一本で、俺のこの必殺の剣は防げねえ！　二本を組んで十じゆう文もん字じの型で受けるしかねえぜ！　だが二本で受ければ、お前はもう身動きできなくなる！　俺の剛力で剣を押し込まれ続けるうちに、すでに消耗しているお前の体力が先に尽きる！　どうする、小僧！」

「そうですね。あなたがそう言うことは、知っていました──ですが」

　俺は、右手に握った打うち刀がたな一本で、芹せり沢ざわ鴨かもの必殺の剛剣を、受けた。

「無謀な真ま似ねを！　小僧！　この芹せり沢ざわ鴨かもを舐なめるな！　片腕で俺を止められるかああああっ！」

　俺の額を割ろうと、芹せり沢ざわ鴨かもが修羅の形相で剣を押し込んでくる。

　まるで巨大な岩が転がり堕おちてきて、俺の身体を押しつぶそうとするかのようだ。

　額に剣がのめり込む前に、俺の両膝ががくがくと震える。膝が割れそうになる。

　押し込まれる──！

　だが。

　俺の左手には、打うち刀がたなにも匹敵する長なが脇わき差ざしがある。

　心の臓を突けば、芹せり沢ざわ鴨かもを殺せる。しかし、殺してはいけない。それでは意味がない。峰みね打うちでこの怪物を倒すには──。

「突けよ！　ほら、心の臓を突けよ小僧！　俺の胴どうはがら空きだぜえええ！」

「いえ。喉を、死なぬ程度に突かせてもらいます。沖おき田たさんの三段突きには至りませんが──二段ならば。今こ宵よいはこれで満足してください、芹せり沢ざわ先生。この俺の突きに破れるならば、あなたはまだ沖おき田たさんと戦える土俵には立てていないということです」

「……小僧!?　片手でそんな真ま似ねができるかよおおおおお！　おめえの身体はもう、膝が割れて全身くの字に折れ曲がっているってのに、そんな姿勢から沖おき田たのような突きなんざ放てるかよ！　しかも、死なぬ程度に、だと？　ふざけんなあああ！　いい加減に観念しやがれ！」

「いいえ。できます。正確に言えば、今こ宵よいはじめて、できるようになった。ついに、ここまで辿たどり着つけた。ほんとうに、長かった……」

　左肩に、残された全ての力を込める。

　みりっ、と俺の左肩の筋肉が木の根のように盛り上がった。

　ドン。

　ドンッ。

「……は、速い……!?　小僧？」

　長い。打うち刀がたなと変わらぬ間合い。

　俺が、額を割られる寸前に。

　芹せり沢ざわ鴨かもの巨体が、後方へと吹き飛んでいた。

　勝負は決着した。

　勝った。

　ついに、芹せり沢ざわ鴨かもに勝った。

　そして、仰向けに倒れ込んでいる芹せり沢ざわ鴨かもの喉は、破れていない。

「……げほっ……！　て、てめえ……急所をわざと外して……しかも、その脇わき差ざし……真剣じゃねえのか……!?」

「はい。死なぬ程度に突くために、刃は引びきした脇わき差ざしを持ってきました。ほんとうは、真剣で立ち合った上で峰みね打うちで勝ちたかった。だが、芹せり沢ざわさん。あなたはあまりにも強すぎる。今こ宵よいはこれで満足していただけますか。俺の勝ちを、認めていただけますか」

　この脇わき差ざしは今夜、山やま南なみさんが八や木ぎ邸ていで用いるはずだった、山やま南なみさんの刃は引びき刀とうだ。芹せり沢ざわ鴨かもと斬り合って闘死する毎ごとに俺が、前まえ川かわ邸ていではなく角すみ屋やに戻り続けた第一の理由は、この刃は引びき刀とうが必要だったからだ。

　もしも芹せり沢ざわ鴨かもが敗北を認めないのならば、俺はもう一度闘死してやり直すだけだ。

　だが、芹せり沢ざわ鴨かもは──。

「……峰みね打うちだろうがなんだろうが、そんなもんはてめえが勝手に自分を縛っていた一方的な決まりに過ぎねえ。俺とお前は、確かに命のやりとりをした。てめえの勝ちだ。てめえの強さは、俺の想定以上だったぜ」

　敗北を、潔いさぎよく認めた。

　激しい雨に打たれながら、憑つきものが落ちたかのような瞳で天を凝視している。

　今までにいちども俺が見たことのない、穏やかな表情だった。

「……なあ、近こん藤どう周しゆう平へい。てめえの剣は、沖おき田たのそれとはまた違った意味で化け物じみていやがる。剣の実力では俺が勝っていた。俺を破ったものは、剣技、腕力、気き組ぐみ、そんなものだけじゃねえ。てめえ、何度その二刀流で、俺の仮想敵と想定した強敵と立ち合った？　何度、殺し合った？」

「さあ。両手の指の数までは、数えていました。そこから先は、数えるのをやめました」

　仮想敵ではなく、芹せり沢ざわさん。あなた自身と、俺は戦い続けてきた。この日この夜。この、八や木ぎ邸ていの門前で。何度も、闘死した。何度も、心が折れそうになった。だが、諦めなかった。死に戻り土ひじ方かたさんに再会する毎ごとに、俺の魂は新たな闘志を与えられてきた。

「……そうか……それで、俺にどうしてほしい？　お前は、剣で俺を倒した男だ。切腹だろうがなんだろうが、お前の言う通りにしてやるよ、近こん藤どう周しゆう平へい。武士に二言はねえ」

「生きてもらわねば困るんです、芹せり沢ざわさん。俺がなぜ峰みね打うちにこだわったのか。それは、あなたに生きてほしいからです」

「だが俺は、京を荒らし回ったあげく長ちよう州しゆうへの寝返りを図った不ふ逞てい浪士だ。会あい津づ藩はんの下にはもういられねえぜ」

「平ひら山やまさんたちとともに水み戸と藩はんに戻ってください。恥を忍んで、水み戸と天てん狗ぐ党とうに帰参してください」

「なんだと？　俺に、水み戸とへ帰れ、だと？」

「あなたは、確かに水み戸との同志を斬った。仲間を手に掛けた。だから水み戸とから逃れて壬み生ぶに逼ひつ塞そくしていた。ですが、あなたが斬った以上の数の仲間を、あなたならば救うことができます。八月十八日の政変で堂々と立ち振る舞った新選組筆頭局長芹せり沢ざわ鴨かもの雷名は、京にいる水み戸との志士たち──本ほん圀こく寺じ党とうにも轟とどろいています。本ほん圀こく寺じ党とうを通じて、水み戸と天てん狗ぐ党とうへ。そして、参謀として天てん狗ぐ党とうを導いてください。このままでは天てん狗ぐ党とうは、あなたが京でそうなったように、規律を見失い鬱うつ憤ぷんを爆発させて自壊します。彼らには、尊皇攘じよ夷ういの志はあれど、鉄の規律がない。法がない。結果、大勢の水み戸との志士が無駄に死にます」

　水み戸と本国では、勤王派の天てん狗ぐ党とうと佐さ幕ばく派はとの内紛が続いている。半年後には天てん狗ぐ党とうが攘じよ夷ういを訴えて筑つく波ば山さんで挙兵し、規律なき故に北関東の町や村を襲う蛮行を繰り返し、ついには幕府の討伐対象となる。

　この天てん狗ぐ党とうの挙兵と北関東で起こした騒乱が、幕府に降伏した天てん狗ぐ党とう三百五十余人の斬首という惨劇を招く。薩さつ長ちようが討幕路線に突き進むことになった決定的事件だ。

　だから。

「これを──持っていってください。党派争いと攘じよ夷うい熱ねつに憑つかれている水み戸と天てん狗ぐ党とうに欠けているものは、規律です。士道を貫く鉄の掟おきてです。やり場のない熱気だけを内に秘めて爆発寸前となっている彼らを鉄の規律で束ね、自壊する運命の天てん狗ぐ党とうを誠の武士の軍団に生まれ変わらせる。そして混迷する水み戸と藩はんを救う。この大事を成せる水み戸と志士は、志を持て余して自壊していく過程を自ら経験し、新選組を誠の武士の軍団へ生まれ変わらせようと鬼になった副長の姿を見てきたあなたしかいません。新選組筆頭局長、芹せり沢ざわ鴨かも」

「……これを……俺が、天てん狗ぐ党とうに……」

　俺が、抱き起こした芹せり沢ざわ鴨かもに手渡したもの。

　それは。





　一、士道に背くまじき事

　一、局を脱するを許さず

　一、勝手に金策致すことを許さず

　一、勝手に訴訟を取り扱うことを許さず

　一、私闘を許さず

　一、隊士の色恋を許さず






　右の条項に背く者は、切腹を申しつけるべく候そうろう也なり




　土ひじ方かたさんが血を流しながら作り上げた、鉄の規律。

　烏う合ごうの衆しゆうを、不ふ逞ていの浪士たちを、誠の武士の軍団に変えていくための法。

　新選組の禁令、通称「局きよく中ちゆう法はつ度と」。

「芹せり沢ざわさん。あなたは水み戸とと今こ宵よいの壬み生ぶで、二度死んだ。その命を水み戸との仲間たちを救うために用いてはくれませんか。局きよく中ちゆう法はつ度とを活用して、天てん狗ぐ党とうを誠の武士の軍団に生まれ変わらせてくれませんか。揺れに揺れる水み戸と藩はんを、あなたが率いる天てん狗ぐ党とうのもとで治めてもらえませんか。佐さ幕ばく派はの会あい津づ藩はんに仕える新選組とは、いずれ敵対することになるかもしれませんが──それでも水み戸と天てん狗ぐ党とうは滅ぼしてはいけないんだ。お願いします」

「……小僧。神こう戸べ村むらから来たてめえが、どうして水み戸との事情に通じていやがる？　しかも、長ちよう州しゆうと並ぶ尊皇攘じよ夷うい藩はんの水み戸とを救えだと？　おかしな野郎だぜ……だが、気に入った。やってやろうじゃねえか。俺は、お前の剣に敗れた。お前に従うさ。武士に二言はない。どうやら俺への罰だな、こいつは」

「ええ。そして、あなたが生きる目的です」

「ふん。言うな、小僧。減らず口を叩たたきやがる。ただし『隊士の色恋を許さず』の項目は削らせてもらうぜ、馬鹿馬鹿しい。こちとら、土ひじ方かたみてえな恋に怯おびえる処女とは違うんだ。こんなおぼこい法はつ度とを持ち込んだら、俺は水み戸とで何度切腹しなきゃならねえんだ？」

「はい。違いありません。その項目は削ってください」

「いいか小僧。土ひじ方かたにも削らせろ、その野暮な項目は。くだらねえ。あの女に惚ほれてんだろう、てめえ？　ならば、さっさと口説いて抱け。切腹を申しつけられようが、抱け。さもねえと、死ぬ間ま際ぎわに後悔するぜ？」

　今こ宵よい。

　芹せり沢ざわ鴨かもは、生きる目的を見み出いだしていた。

　水み戸とへ。

　生まれ故郷の、水み戸とへ──。

　これで水み戸と天てん狗ぐ党とうの運命が変わり、芹せり沢ざわ鴨かもが鋼はがねの如ごとく強固な天てん狗ぐ党とうを率いて幕府の前に立ちはだかることになれば。

　いつか新選組と戦場で剣を交えることになるかもしれない。

　だが、これでいい。

　その時は、堂々と戦おう。暗殺でも粛しゆく清せいでもなく、武士と武士として、真っ向勝負を。










　本ほん國こく寺じへと向かった芹せり沢ざわたち四人と別れ、島しま原ばらの角すみ屋やへ戻るため、俺は歩を進めていた──。

　急ぎ足だった。単身で芹せり沢ざわ一派と戦って、はじめての生還。

　土ひじ方かたさんに一刻も早く会いたかった。報告したかった。すべては終わりましたと。

　そんな俺の袖を背後からいきなり引っ張ってくる何者かがいた。振り返ると、和服姿の町娘なのにブーツ履き。その上。

「いや～。一部始終を見ちょったぜよ、見ちょったぜよ～！　おまん、近こん藤どう周しゆう平へいちゃん、言うがか？　いずれ新選組の敵になると知りながら、芹せり沢ざわ鴨かもを水み戸と天てん狗ぐ党とうへ帰してやるとはのう～！　花も実もある侍じゃのう！　痺しびれたぜよ！　どうやらうちは、まっこと、おまんに惚ほれたぜよおおお！」

　興奮のあまり、土と佐さ訛なまりを隠すのを忘れている。

　坂さか本もと龍りよ馬うまさん。

「はじめまして、ですよね？　あなたは──土と佐さ脱だつ藩ぱん浪士でしょう？」

「いえいえ。私はただの京の町娘のお龍りようですう。というのは表向きで、実は土と佐さ脱だつ藩ぱん！　勝かつ先生のもとで神こう戸べ海軍操練所開設に奔走中の、坂さか本もと龍りよ馬うまぜよ！　おまん、あないな不利な戦いで、よう頑張ったのう。よう、あの芹せり沢ざわを斬らずに話しおうて説得したのう。偉いやっちゃのう。ああ。お龍りようさんともあろう者が、生まれて初めて男に惚ほれてしもうたきに……」

「さ、坂さか本もとさん。なにを言っているんです。見ていたなら、助けてくれればよかったのに」

「んにゃ。男と男の勝負じゃき。剣と剣をぶつけ合うての、命懸けの語り合いじゃったき。余人が邪魔をしてはならん空間じゃったき──のう、周しゆう平へいちゃん？　うちは人斬りの道具臭うて今まで苦手じゃったが、刀剣ちゅうのも、ええもんじゃにゃ～。おまんのような誠の武士には、まっこと似合うぜよ！」

　困ったな。坂さか本もとさんに惚ほれられるなんて、完全に想定外だ。早く角すみ屋やに戻らなければならないのに。

　俺が坂さか本もとさんに腕を取られて、四よつ辻つじに立ち往生していると。

「周しゆう平へい！　無事だったか！　芹せり沢ざわさんたちはどうした？　いつまでも誰も角すみ屋やに来ないので、その、心配して……って、誰だっその妙な女はっ!?　周しゆう平へい──貴様、芹せり沢ざわを説得すると称して角すみ屋やを離れ、そのような胡う散さん臭くさい町娘と逢あい引びきを……？」

「……土ひじ方かたさんっ!?　どうして角すみ屋やから飛び出してきたんですか？　違うんです。この人は、神こう戸べ海軍操練所の塾生で……たった今、知り合ったばかりですから！」

「た、た、隊士の色恋は禁ずる……せ、せ、せ、切腹だぞ……！　そこの日焼け女っ！　貴様、武士だな？　土と佐さ勤きん王のう党とうの者か？　周しゆう平へいをたぶらかしに来たのか!?」

「土ひじ方かたさん。誤解です。兼かね定さだを抜かないでください！」

「おお、こわ。これが新選組の鬼の副長。構えた剣が、嫉妬の炎に燃えちょるぜよ。まずいにゃあ。君子危うきに近寄らず。うちは逃げるがぜよ～。周しゆう平へいちゃん、命があったらまた会おうぜよっ！」

　あっ。坂さか本もとさんが脱だつ兎との如ごとく逃げだして、俺と土ひじ方かたさんの視界から消えてしまった。場を引っかき回すだけ引っかき回して、そんな。

「土ひじ方かたさん。坂さか本もとさんとはほんとうに、さっき出会ったばかりなんです。俺が芹せり沢ざわ鴨かもたちを水み戸とへ帰すさまをたまたま見ていただけの人です」

「芹せり沢ざわたちを？　生かして四人全員を？　ほんとうに？」

「はい。剣で立ち合い、かろうじて勝ちを収め、話を詰めて納得していただきました。水み戸との国元へ戻っていただき、規律が乱れている天てん狗ぐ党とうに新選組の鬼の副長仕込みの法はつ度とを与えてもらいます。これは幕府の今後にとっても重要なことです。西に長ちよう州しゆう、東に水み戸と。この勤王両りよう潘はんを同時に鎮圧しきれる力は、今の幕府にはありませんから。それに……」

　これで有あり栖す川がわの宮みやの江戸下げ向こうは消滅しました。会あい津づ藩はんにもう迷惑はかかりません。新選組は近こん藤どうさんと土ひじ方かたさんのもとで生まれ変わります。

　俺は土ひじ方かたさんに、そう報告しようと言葉を継いだ。

　だが土ひじ方かたさんは、あの箱はこ館だて五ご稜りよう郭かく最後の夜に見せてくれたあの慈母のような笑顔で、俺の身体をそっと抱きしめていた。

「……そんなことよりも……周しゆう平へい。よく生きて戻った……もう死んでいるものとばかり……膾なますのように切り刻まれたお前の亡なき骸がらが、路上に転がっている光景ばかりが、何度も頭に浮かんで……幻のはずなのに、まるで現実のようにしか思えなくて……よかった……」

　池いけ田だ屋やの時も、同じことが。まさか土ひじ方かたさんには、俺が消し飛ばした未来の記憶の一部がうっすらと見えることがあるのだろうか？　だとすれば、なぜ？　もしかして、箱はこ館だてでともに戦死したあの時から、俺と土ひじ方かたさんの魂の一部が繫つながっているのだろうか？

「土ひじ方かたさん。ご心配をおかけしました。でも、約束したじゃないですか。俺は最後まで土ひじ方かたさんにお供します。俺はあなたの鉾ほこです。土ひじ方かたさんとともに行きます、どこまでも、と」

　俺がなぜ角すみ屋やで山やま南なみさんの刃は引びき刀とうを拝借する際に、真実を語れば信じてくれるとわかっている近こん藤どうさんに事情を打ち明けて癒やされる道を選ばず、敢あえて理屈なしでは信じてもらえないとわかっている土ひじ方かたさんと会い、互いに感情をぶつけあい激論を交わしてから八や木ぎ邸てい前へ向かい続けたのか。

　それは、どれほど身体能力を強化しても才なく力及ばず芹せり沢ざわ鴨かもに斃たおれされる毎ごとに摩耗していく俺自身の魂を、より激しく燃やし続けるためだった。一周目の箱はこ館だてで死んでいった土ひじ方かたさんの最さい期ごの姿を思い起こして、今俺の目の前で生きて戸惑い怒り哀かなしんでくれる土ひじ方かたさんの姿を目に焼き付けて、俺の想いをどうしてもこの人に伝えたいという激情を迸ほとばしらせて、この剣をより熱く速く唸うならせるためだった──。

「土ひじ方かたさん。やっと、俺のもうひとつの秘密を明かせる時が来ました。実は、俺は……」

「……い、いや、待て。か、勘違いするな？　わ、わ、私はお前を心配して迎えに来たのではないぞ？　総そう司じとかっちゃんが、お前の様子が妙だと案じていたのだ。だから、わ、私が隊士を代表して、お前を迎えにきただけで……」

「え？　沖おき田たさんと、近こん藤どうさんが？」

「周しゆう平へいはずっとなにかに悩んでいるらしい、でも誰にもその悩みを打ち明けない、と」

　それは、俺が未来人だと土ひじ方かたさんに信じてもらう方法が見つからないからです。

　近こん藤どうさんは、無条件に人を信じる。でも、土ひじ方かたさんはそんなお人ひと好よしで隙だらけの近こん藤どうさんを護まもるための補佐役と自分を任じ、厳しく己を律しているから、理屈に納得できなければこんな奇妙な話は信じられない。いや、信じてはいけないとこの人は決めているんだ。

　それなのに、なぜ闘死する毎ごとに時間が巻き戻り蘇よみがえるのか、俺自身にもまだ理屈がわからない。

　いつか土ひじ方かたさんに信じてもらえる時が来れば。でも、今は。

　……そうか。俺が未来人だという事実を信じてもらえない限り、土ひじ方かたさんへの俺の想いを打ち明けるべきではないのかもしれない……共有できない過去を抱えたまま土ひじ方かたさんに想いを告白するのは、不義ではないだろうか……？

「しゅ、周しゆう平へい？　お前のもうひとつの秘密を私に明かす時ではなかったのか？　なぜ、口をつぐむ？　隊士を代表してきたというのは噓うそだ。私は、私自身の意思で一人でここへ来た！　だから──だから」

　土ひじ方かたさんの潤んだ瞳を、見ていられない。思わず視線を下げてしまう。だが土ひじ方かたさんの両手が、白い指が、俺の両頰を摑つかみ、そして引き戻していた。「私を見て」という土ひじ方かたさんの心の声が、震える指先から届いてくるかのようだった──。

「目を逸そらすな。狡ずるいぞ。私に言った言葉は噓うそか？　お前にどんな凄惨な過去があったのか、心にどんな傷を抱えているのか、悔しいが私は知らない。お前がほんとうに未来人なのかどうかを、確かめることもできない。だが」

「……だが？　土ひじ方かたさん？」

「なぜだろう。私は、無条件で周しゆう平へいを信じたい。信じたいという感情を、抑えられない。だからもう、一人ですべてを抱え込まないでほしい、周しゆう平へい。お前が、余人に理解されがたい業ごうを背負っているのならば──今夜からは一人で背負わないで、私もともに生きよう。この京で。新選組で」

　土ひじ方かたさん。

　ああ。ついに。

　俺の誠が、土ひじ方かたさんに、伝わった。

「……不思議だ、周しゆう平へい。私たちは出会ってまもないはずなのに、前世からずっと一緒だったような……何度も、何度も。ともに生き、ともに戦い、その度に結ばれることなく死に別れてきたかのような……お前はなにか魔術でも使って、私の心を奪ってしまったのか？」

「逆です。土ひじ方かたさんが俺の心を奪ったんですよ。未来の流ながれ山やまで。そして未来の箱はこ館だてで」

「箱はこ館だてだなんて、それはありえない。私は寒い土地が苦手だから、蝦え夷ぞ地ちには行かないはずだ。でも、蝦え夷ぞ地ちにも梅が咲き誇るというのならば……」

「……いえ。俺が、行かせません」

　冷たい雨が、降りしきる中。

「どこにいようとも関係ない。隣に、お前がいてくれれば。わ、私とともに生きるのかどうか、答えろ。お前の最後の秘密を私にだけ明かしてほしい、近こん藤どう周しゆう平へい」

「……はい。俺は、土ひじ方かたさんに恋しています。土ひじ方かたさんとともに生きたいのです、どこまでも」

　俺は、腕の中に抱いた土ひじ方かたさんの唇を、そっと吸っていた。

　土ひじ方かたさんは、抵抗しない。俺の唇を、求めてきた。

　この時。

　俺の全身に、激しい衝撃が走った。

　これまで世界が分岐した瞬間に味わっていたあの目め眩まいとは違う。身体中が痺しびれている。未知の感覚だった。俺の視界も精神も肉体も、今まで味わったことのない開放感に溢あふれていた。

　未来が劇的に変わったのだ。

　きっと新選組と土ひじ方かたさんにとって、良き方向へ。

「……これで俺たちは、局きよく中ちゆう法はつ度と違反で切腹ですね、土ひじ方かたさん」

「構わない。私はこれまでずっと、新選組を縛る法のあり方に迷ってきた。これからは、恋に迷うのだろう」

[image: ]

「『しれば迷い　しなければ迷わぬ恋の道』ですな。百年先まで語り継がれる駄句ですなあ～」

「……こら。ここは、混ぜっ返す場面ではないぞ。や、やっぱりお前は切腹だ、ばか」

　周しゆう平へいくんが言ったんじゃありませんよー？　と、背後からこの場にいてはならないはずの人の声が響いてきた。

「うわーい！　みーちゃった、みーちゃったー！　鬼の副長と局長の息子さんが禁断の恋に堕おちる瞬間を、みーちゃったー！　いいなあ、ボクも殿方と恋してみたくなっちゃいましたよー！　いやあ。これは法はつ度とに沿って切腹ですなあ～♪」

「この義は母はは嬉うれしいですよ、周しゆうちゃん！　それに、トシちゃん……！　隊内では心を持たない蛇だ蝎かつのように誤解されていたけれど、あなたはほんとうは誰よりも乙女な豊ほう玉ぎよく宗匠だものね！　京で大好きな殿方に巡り会えて、よかったわねえ。不器用なトシちゃんに、やっと春が……よかった……よかったよう……うううう……」

「いやあ。これも、謎の浪人男子を養子に迎えた近こん藤どうさんの直感と即決の賜たま物ものですなあ～」

「うふふ。周しゆうちゃんと初めて出会った時から、なぜか他人とは思えなくて～。これが新選組局長としての将器の大きさなのかしら？　この長姉をもっと褒めなさいねえ、総そう司じ」

　沖おき田たさん？　近こん藤どうさん？

　いったい、いつから見ていたんですか？

「なななななななにをしているっ、そこでっ？　私たちが口吸いしている姿を覗のぞいたな、お前たち!?　士し道どう不ふ覚かく悟ごで切腹だぞっ！」

「そんなことを言いだしたら新選組幹部は俺たちを含めて全滅ですよ、土ひじ方かたさん!?　見物人は、沖おき田たさんと近こん藤どうさんだけではありません！」

　そう。

　角すみ屋やにいたはずの面々のうち、試し衛えい館かん以来の仲間たちがぞろりと揃そろっていたのだ。

「うおおおおおお！　よりによって土ひじ方かたちゃんに手ぇ出すとは、周しゆう平へいよ。おめえは男の中の男だぜ！　浮うわ気き・即・切腹という修羅の道によくぞ足を踏み入れた！　まずはこの源げんさんが初夜の過ごし方を教えてやろう！　これから島しま原ばらで予行練習していくってのはどう？　どう？」

「……周しゆう平へい……かっこよかった……薄暗い謎の過去を背負った若い殿方って、素敵……あの……自分の秘密も周しゆう平へいに打ち明けていい？　ぽっ」

「ひゃーひゅー、おめでとさーん！　おう副長、今こ宵よいから色恋禁止の法はつ度とは取り消しだなー！　おいらもそろそろ本気出して、京の殿方どもにモテてモテてモテまくってやんよ～！　わっはっはっは！」

「左さ之の助すけはまず、そのガサツな態度を改めないと無理だろう。芹せり沢ざわどのが脱隊しちゃったのは惜しいけど、あたしも嬉うれしいよ。土ひじ方かたどのにこんな日が来るなんて。この永なが倉くら新しん八ぱちは、全力で二人の恋を応援するよ！」

「周しゆう平へいさん？　私の刃は引びき刀とうを勝手に持っていきましたね？　芹せり沢ざわさんが水み戸とへ戻られた上、土ひじ方かたさんが屯とん所しよであまりでれでれしていると、隊を締める人が不在になってしまいますね。気が弱い私には到底、土ひじ方かたさんのような厳しい嫌われ役は務まりませんし……困りましたね」

「わ、わたくし藤とう堂どう平へい助すけよりも、土ひじ方かた副長のほうを選ぶだなんて……そんな馬鹿なですわ!?　薩さつ摩まの芋侍どもには、わたくしのほうがお稚ち児ごさん候補として大人気なのに……激しく傷つきましたわ！　わたくしは断固、色恋禁止の法はつ度との死守を訴えますわよ！　この上は、色恋容認開国派と色恋反対攘じよ夷うい派はとに隊を割って──そうですわ。江戸からお堅い伊い東とう先生をお呼びして反対派の首しゆ魁かいに！」

　藤とう堂どうさんは、何度戻って来ても伊い東とうさんを新選組に引っ張り込もうとする運命なんだな。俺は思わず苦笑していた。なぜなら俺は、伊い東とう甲か子し太た郎ろうが最初から新選組を乗っ取ろうとしていた悪人ではなかったと知ることができたからだ。副長の土ひじ方かたさんも参謀の伊い東とうさんも、互いに秘密主義的な面がある。だから局きよく中ちゆう法はつ度とと芹せり沢ざわ鴨かも粛しゆく清せいが、すれ違いと疑心暗鬼を生んで、油あぶらの小こう路じの惨劇が起きた。

　経いき緯さつは違えど、きっと一周目でもそうだったのだ。

　もう、繰り返させない。

　芹せり沢ざわ鴨かもと語り合ってお互いの道を行くことを承知してもらえたのと同じに。

　伊い東とう甲か子し太た郎ろうとも、きっとわかり合える──。

「ああ、もう！　鬼の副長たるべき私が、こんな生き恥を晒さらしてはいられない！　全員口封じで切腹、私と周しゆう平へいも切腹！　……い、いや、それでは新選組が壊滅してしまう。と、とにかく山やま南なみさん、この件は今夜この面めん子つだけの秘密ということで……頼む……」

「はい、もちろん。ここだけの秘密です。講こう武ぶ所しよでの件に続いて試し衛えい館かん組ぐみ全員が共犯ですね。周しゆう平へいさんにも打ち明けましょう。今や周しゆう平へいさんも試し衛えい館かん組ぐみの家族ですから。ふふっ」

「……山やま南なみさん。例の斎さい藤とうの件、周しゆう平へいはもう知っているそうだ……」

「えっ？　そうなんですか？　で、でも、どうして？」

「……そんなことは今はどうでもいい……うう～……山やま南なみさんに弱みを握られた……法はつ度とは緩めるしかないだろうな、周しゆう平へい」

「ええ。色恋禁止は恋に怯おびえる処女が考えた野暮な項目だ、と芹せり沢ざわさんも言っていましたよ」

「も、もう、私は怯おびえていないぞ。恋愛禁止の項目は削ろう──隊士の暗殺も禁じよう。切腹についても条件を緩和する。逃げる者は法はつ度とでどれほど縛ってもどうせ逃げる」

「はい。そして戻ってくる者は、どれほど土ひじ方かたさんに出て行けと脅されても戻って来ます」

「……そ、そうだな……それに、芹せり沢ざわさんの離隊を法はつ度と違反と責めれば、水み戸と藩はんと会あい津づ藩はんとの間で揉もめ事ごとになる。一応、周しゆう平へいは私の許諾も強引に取ってあるし……周しゆう平へいにしてやられたな──まさか芹せり沢ざわ鴨かもと語り合い、説得してしまうなんて。無愛想で口下手な私に足りない部分を、周しゆう平へいは補ってくれるらしい」

　してやられたと言いながら、土ひじ方かたさんは柔らかく微ほほ笑えんでいた。豊ほう玉ぎよく宗匠の笑みだ。

「だが、法はつ度とそのものをすべて撤廃することはできないぞ？　浪士の集まりに過ぎない新選組を誠の武士の軍団に育て上げるために、規律は必要だ」

「はい。心得ています、土ひじ方かたさん」

「あと、諸君。こほん。は、はっきり言っておく。し、周しゆう平へいは……わ、私の……恋人だ！」

「「「「おおおお～!?」」」」

「以後、周しゆう平へいに手を出した者は……せ、切腹だぞ。い、一項目削った分、法はつ度とに新項目を付け足す。『隊士の浮うわ気きを禁ずる』。破った者は問答無用で切腹。よ、よいな、周しゆう平へい？」

「ですから土ひじ方かたさん。なんでもかんでも切腹させるのは、いかがなものかと」

「なんだと？　お前は私だけを見ていればそれでいい！　もう浮うわ気きするつもりなのか!?　あ、あ、相手は誰だっ？　義母のかっちゃんか、それとも無防備な総そう司じか？　お姉さん役の山やま南なみさんか？　お嬢さまの平へい助すけか？　誰にも気さくな永なが倉くらか？　無口で殿方に怯おびえる斎さい藤とうか？　ま、まさか、源げんさんと……？　ありえる……男武士には、昔から衆しゆ道どうという習慣が！　そんな馬鹿な!?　それだけはダメだぞ！」

「俺は誰とも浮うわ気きしませんから！　なんですか源げんさんって。土ひじ方かたさんは疑り深すぎますよ！」

「こらこら副長～！　この左さ之の助すけさまの乙女力は、源げんさん以下かよーっ！　なんでおいらだけ浮うわ気き相手候補からえんがちょなんだよ。ふざけんな、こなくそがぁ！」

　近こん藤どうさんが「こんな乙女なトシちゃんは、見たことがなかったわ……か、かわいい……うふふふ♡」と目を潤ませている。

　そして、元気いっぱいの沖おき田たさんが、跳びはねながら、勢いよく叫んでいた。




「とりあえず、中締めしますよー！　新選組試し衛えい館かん組ぐみ一同！　角すみ屋やで飲み直しましょう～！　われらが副長、土ひじ方かたさんに春が来たことを祝って！　おーっ！」




　今こ宵よい、新選組と土ひじ方かたさんの運命は、大きく変わった。

　俺も知らない新しい新選組の歴史が、今ここからはじまる。

　会あい津づ藩はんとともにあくまでも幕府を護まもり抜ぬくのか。

　薩さつ長ちようの武力討幕を阻止し、坂さか本もと龍りよ馬うまさんとともに平和裏に公武合体を為なして新政権樹立を実現させるのか。それとも、俺が知らない第三の道が待っているのか。

　ひとつだけ確かなことがある。

　この先たとえ何度斃たおれようとも、俺は土ひじ方かたさんを護まもるために戻ってくる。どんな運命にも決して屈しない。どこまでも抗あらがい続ける。いつだって、土ひじ方かたさんが俺に力を与えてくれる。

　道がどれほど険しくとも、俺はいつかきっと辿たどり着ついてみせる。

　新選組の仲間たちが、笑顔で新しい時代を迎えられる未来に。










　　　あとがき




　電撃文庫さんでははじめまして、春日かすがです。『織お田だ信のぶ奈なの野望』とか書いていました。

　今回、幕末の新選組をテーマに電撃さんで書かせていただくことになったのですが、「新選組ものってだいたい芹せり沢ざわ鴨かも暗殺で打ち切りだよね」という難題を解決するために、ループ形式の物語にすることになりました。なのでいきなり五ご稜りよう郭かくの賊軍土ひじ方かた歳とし三ぞうからスタートです。

　本編で描かれない「一周目」は、カクヨムに連作短編として掲載されていますので、そちらのほうもぜひお読みください。作品と隊士たちの印象がかなり変わるかなと思います。

　なお隊士はほとんど女の子ですが、芸風なので気にしないでください。ゴリマッチョな写真が残ってしまっている近こん藤どうさんは不利ですが、まあ土ひじ方かたさんは問題ないでしょう！　それに男でも女でもやることは同じです。男隊士でもどうせ『御ご法はつ度と』出演だ。

　主人公の谷たに周しゆう平へいには、同名の実在隊士谷たに周しゆう平へいの子孫という裏設定があります。実在の谷たに周しゆう平へいは近こん藤どう局長の養子になり池いけ田だ屋や事件にも参加した（はず）なのですが、いつの間にか脱走してしまい、最後は神こう戸べでひっそりと、という謎の隊士です。春日かすがの故郷の家の近所に住んでいたらしく、「新選組隊士、しかも局長の養子がこんなところまで落ち延びて……」と印象深かったので、その子孫がリベンジを果たすべく主役に大抜擢されました。

　神こう戸べの隅っこのほうって、「畿き内ないの果て」なんですよ。なので荒あら木き村むら重しげが最後に逃げ込んだ花はな隈くま城じよ跡うしがあったり、谷たに周しゆう平へいが流れ着いたり、坂さか本もと龍りよ馬うまと勝かつ海かい舟しゆうの海軍塾は潰れるし（本編参照）、平たいらの清きよ盛もりの福ふく原はら遷都は失敗するし、平へい家けは義よし経つねに鵯ひよどり越ごえを食らって大敗北するし、楠くすの木き正まさ成しげは足あし利かが尊たか氏うじに討たれるし、フィクションですが光ひかる源げん氏じが流されるしと、数え切れない「敗者の歴史」スポットだらけなんですよね。あげく薩さつ長ちよう政府によって摂せつ津つから切り離されて兵ひよ庫うごに入れられてしまいますし。まさに「負ければ賊軍都市」です。頑張れ新選組。

　今回の執筆にあたっておおいに参照した作品は、『燃えよ剣』『新選組血けつ風ぷう録ろく』はマストとして、大河ドラマ『新選組！』とコミック『アサギロ』です。いわゆる王道系ですね。

　逆に敢えて意識的に参照しなかった作品は、『ヒトごろし』（京きよう極ごく先生が好きすぎて影響されるとこの作品の土ひじ方かたさんまでが……）『御ご法はつ度と』（百合ものになりそう）あたりで、本編の入稿とカクヨム連作短編の執筆が終わったら解禁しようと思います。

　ビジュアル面では、『銀ぎん魂たま』でメジャーになった後期新選組隊服＝黒制服と、昔ながらの初期隊服＝浅あさ葱ぎ色いろの羽織、このどちらを採用するか大いに迷うところなのですが、最終的にはイラストレーターさんに決めていただきました。ただ沖おき田たさんだけは個人的趣味でクラシックな浅葱色でお願いしました。というわけでイラストレーターの葉は山やまえいしさん、担当さん、関係スタッフさん、そして読者さまに感謝を。
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